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一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
を
用
い
た
。
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だ
し
、
人
物
名
を
含
む
固
有
名
詞
で
一
部
旧
字
を
採
用
し
た
。 

一
、
引
用
に
際
し
て
、
原
漢
文
の
も
の
は
私
に
書
き
下
し
、
送
り
仮
名
を
補
っ
た
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
に
返
り
点
が

付
い
て
い
る
場
合
は
、
基
本
的
に
そ
れ
に
従
っ
て
書
き
下
し
て
い
る
。 

一
、
引
用
に
際
し
て
、
原
文
が
片
仮
名
表
記
の
場
合
は
平
仮
名
に
改
め
、
濁
点
も
補
っ
た
。 

一
、
引
用
文
の
傍
線
・
傍
点
・
網
掛
け
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
引
用
者
に
よ
る
。 

一
、
年
代
表
記
は
原
則
と
し
て
西
暦
に
統
一
し
た
。 

一
、〈 

〉
で
括
っ
た
経
典
名
は
異
訳
を
含
ん
だ
経
典
名
と
す
る
。 

 

略
号 

『
恵
全
』：『
恵
心
僧
都
全
集
』 

『
鎌
倉
旧
仏
教
』：『
鎌
倉
旧
仏
教
〈
新
装
版
〉 
続
・
日
本
仏
教
の
思
想
３
』 

『
浄
真
全
』：『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』 

『
昭
法
全
』：『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』 

『
相
応
部
』：『
原
始
仏
典
Ⅱ 

相
応
部
経
典
』 

『
増
支
部
』：『
原
始
仏
典
Ⅲ 

増
支
部
経
典
』 



viii 
 

『
大
正
蔵
』：『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』 

『
隆
寛
遺
文
集
』：『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教 

附
遺
文
集
』 

 

生
没
年 

本
研
究
に
登
場
す
る
人
物
の
生
没
年
は
以
下
の
通
り
。
以
下
に
記
し
て
い
な
い
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
登
場
ご

と
に
適
宜
生
没
年
を
記
載
し
た
。 

龍
樹
（
一
五
〇
～
二
五
〇
頃
） 

天
親
（
四
〇
〇
～
四
八
〇
頃
） 

曇
鸞
（
四
七
六
～
五
四
二
） 

道
綽
（
五
六
二
～
六
四
五
） 

善
導
（
六
一
三
～
六
八
一
） 

源
信
（
九
四
二
～
一
〇
一
七
） 

法
然
（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
） 

隆
寛
（
一
一
四
八
～
一
二
二
七
） 

明
恵
（
一
一
七
三
～
一
二
三
二
） 

親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
） 
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覚
如
（
一
二
七
〇
～
一
三
五
一
） 

存
覚
（
一
二
九
〇
～
一
三
七
三
） 

蓮
如
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）



 
 

 



 
 
 

序
論
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序
論 

第
一
節 

本
研
究
の
目
的 

 

本
研
究
は
、
親
鸞
の
光
明
思
想
に
お
け
る
独
自
性
を
浄
土
教
理
史
的
背
景
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。 

 

親
鸞
は
、
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
（
以
下
『
教
行
証
文
類
』
）
の
「
真
仏
土
文
類
」
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
を

「
不
可
思
議
光
如
来
」
と
し
、
そ
の
浄
土
を
「
無
量
光
明
土
」
と
規
定
し
て
い
る

1

。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
に
と
っ
て

光
明
は
、
阿
弥
陀
仏
・
浄
土
と
並
ん
で
重
要
な
概
念
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
た
め
、
親
鸞
没
後
の
浄
土
真
宗
（
以
下
、
真
宗
）、
特
に
本
願
寺
派
の
江
戸
宗
学2

に
お
い
て
、
光
明
研
究
は
盛

ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
例
え
ば
、「
真
宗
百
論
題
」
の
う
ち
十
二
光
義
・
光
号
因
縁
・
五
重
義
相
・
光
寿
体
徳
と
い
っ

た
論
題
で
は
、
先
哲
た
ち
に
よ
っ
て
様
々
な
光
明
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
成
果
は
次
第
に
洗
練
さ
れ
、
現

在
に
お
い
て
伝
統
的
解
釈
と
し
て
定
着
し
た
部
分
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
っ
て
、
親
鸞
の
光
明
思
想
は
す
で

に
論
じ
尽
く
さ
れ
た
観
も
あ
る
。 

し
か
し
一
方
で
、
普
賢
大
圓
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
光
明
と
は
一
体
何
で
あ
る
か
。
わ
か
つ
た
や
う
で
わ
か
ら

な
い
の
が
、
如
来
の
光
明
で
あ
る

3

」
と
。
氏
が
そ
の
よ
う
に
吐
露
す
る
理
由
は
、
阿
弥
陀
仏
の
「
仏
徳
」
に
求
め
ら

れ
る
。 
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惟
ふ
に
仏
は
悟
れ
る
も
の
、
衆
生
は
迷
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
迷
悟
両
界
は
暗
を
厭
ひ
、
光
を
憧
憬
れ
る
人

間
に
と
つ
て
は
、
迷
界
を
無
明
界
と
な
し
、
悟
界
を
光
明
界
と
考
へ
る
の
は
、
極
め
て
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。
か

く
し
て
光
明
を
も
つ
て
絶
対
の
仏
徳
を
象
徴
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
象
徴
は
決
し
て
無
限
絶
対

の
仏
徳
を
完
全
に
指
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
仏
の
光
明
に
は
、
多
含
の
意
味
が
あ
る
理
由
が
あ
る
。
ま

た
象
徴
し
つ
つ
象
徴
し
切
れ
な
い
悩
み
が
露
呈
さ
れ
て
ゐ
る
。4 

 

す
な
わ
ち
、
光
明
は
「
仏
徳
」
を
指
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
仏
徳
が
「
無
限
絶
対
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
象
徴
し
つ

つ
象
徴
し
切
れ
な
い
悩
み
が
露
呈
」
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
「
わ
か
つ
た
や
う
で
わ
か
ら
な
い
の
が
、
如

来
の
光
明
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
光
明
研
究
に
お
い
て
未
知
な
る
領
域
の
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
普
賢
に
よ
る
「
仏
の
光
明
に
は
、
多
含
の
意
味
が
あ
る
」（
傍
線
部
）
と
い
っ
た
見

解
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
親
鸞
の
著
述
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
阿
弥
陀
仏
に
限
定
さ
れ
な
い
光
の
用
例
が
い
く
つ
か

確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
『
教
行
証
文
類
』
総
序
の
冒
頭
に
は
、「
難
思
の
弘
誓
は
難
度
海
を
度
す
る
大
船
、
無
碍
の
光
明
は
無
明

の
闇
を
破
す
る
恵
日
な
り
」
と
光
明
に
よ
る
破
闇
を
述
べ
た
直
後
に
、
提
婆
達
多
・
阿
闍
世
・
韋
提
希
な
ど
「
王
舎
城

の
悲
劇
」
に
登
場
す
る
人
々
を
挙
げ
、
彼
・
彼
女
ら
を
「
権
化
の
仁
」
と
表
現
し
て
い
る

5

。
ま
た
、
親
鸞
は
『
高
僧

和
讃
』「
源
空
讃
」
に
お
い
て
、
自
身
の
師
で
あ
る
法
然
が
智
慧
光
の
力
よ
り
示
現
し
た
と
詠
っ
て
い
る6

。
普
賢
が
述

べ
る
よ
う
に
、
確
か
に
親
鸞
の
語
る
光
明
に
は
「
多
含
の
意
味
」
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。 
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し
か
し
別
方
面
で
、
光
明
を
多
義
的
に
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
そ
の
意
味
を
限
定
す
る
意
見
も
あ
る
。
大

江
淳
誠
は
「
行
文
類
」
所
説
の
光
号
因
縁
（
両
重
因
縁
）
を
解
説
す
る
際
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

阿
弥
陀
如
来
の
八
徳
に
し
て
も
光
明
・
名
号
で
す
。
国
土
の
十
七
種
功
徳
に
し
て
も
光
明
・
名
号
で
あ
る
。
身
土

は
不
二
で
あ
る
。
光
明
・
名
号
は
同
じ
も
の
で
す
。
こ
れ
を
分
か
つ
意
味
は
な
い
。
今
こ
れ
を
両
重
因
縁
に
名
号

を
因
と
し
て
光
明
を
縁
と
し
て
も
、
こ
れ
は
因
と
縁
と
い
う
字
を
割
っ
た
だ
け
で
、
な
に
も
光
明
と
名
号
を
二
つ

に
分
け
る
意
味
は
な
い
。
一
つ
で
す
。
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
・
名
号
は
同
じ
こ
と
で
す
。7 

す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
と
名
号
は
全
く
同
じ
も
の
で
、
分
け
る
意
味
は
な
い
と
断
定
し
て
い
る
。 

仮
に
普
賢
と
大
江
両
氏
の
意
見
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
親
鸞
は
光
明
に
多
く
の
意
味
を
含
ま
せ
、
且
つ
光
明

を
名
号
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
な
親
鸞
に
お
け
る
光
明
思
想
の
独
自
性
を
浄
土
教
理
史
的
背
景
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
る

8

。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
浄
土
教
理
史
的
背
景
」
に
つ
い
て
は
次
節

第
二
項
で
述
べ
る
。 
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第
二
節 

先
行
研
究
の
問
題
点
と
本
研
究
の
方
法 

第
一
項 

伝
統
的
光
明
解
釈 

従
来
の
光
明
解
釈
を
確
認
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
「
真
宗
百
論
題
」
と
真
宗
系
辞
典
の
記
載
内
容
を
取
り
上

げ
る
。「
真
宗
百
論
題
」
の
中
で
光
明
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
十
二
光
義
・
光
号
因
縁
・
五
重
義
相
・
光
寿
体
徳

が
挙
げ
ら
れ
る
。
光
明
に
関
説
す
る
部
分
に
絞
っ
て
概
要
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

・
十
二
光
義
：
十
二
光
の
一
々
に
様
々
な
名
目
（
例
え
ば
約
法
・
約
機
ま
た
は
総
・
別
な
ど
）
を
付
け
て
分
類
し

て
い
る
。 

・
光
号
因
縁
：
光
明
に
は
調
熟
（
照
育
・
調
育
）・
破
闇
・
摂
取
の
用
き
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
信
前
・
信

中
・
信
後
に
配
当
さ
れ
る
。 

・
五
重
義
相
：
右
と
同
様
。 

・
光
寿
体
徳
：
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
主
に
心
光
と
色
光
に
分
け
、
そ
の
区
別
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
衆
生
の
側

か
ら
す
れ
ば
色
心
二
光
は
区
別
さ
れ
る
が
、
果
海
の
上
か
ら
は
色
心
二
光
は
不
二
と
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
真
宗
百
論
題
」
は
、「
調
熟
（
照
育
・
調
育
）9

」「
破
闇
」「
摂
取
」「
心
光
」「
色
光
」
と
い
う
宗
学

用
語
を
用
い
て
光
明
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

 

真
宗
系
辞
典
で
は
こ
う
い
っ
た
解
釈
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
取
捨
選
択
し
た
上
で
、
光
明
の
用
き
を
次
の
よ
う
に
説
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明
し
て
い
る
。 

ま
ず
『
真
宗
大
辞
典
』
で
は
、 

一
に
は
衆
生
の
根
機…

…

を
と
ゝ
の
へ
て
成
熟
の
域
に
導
く
作
用
で
あ
つ
て
、
或
は
仏
道
に
縁
な
き
者
を
し
て
縁

を
結
ば
し
め
、
或
は
自
力
執
心
の
強
固
な
る
者
を
し
て
其
の
執
心
を
漸
次
に
微
弱
な
ら
し
め
、
或
は
疑
心
の
深
い

者
を
し
て
其
の
心
を
漸
次
に
浅
薄
な
ら
し
む
る
如
き
類
で
あ
る
、
是
れ
を
調
熟
の
光
明
と
名
く
る
。…

…

二
に
は

衆
生
貪
欲
瞋
恚
愚
痴
等
の
煩
悩
を
破
り
、
又
衆
生
の
疑
惑
仏
智
の
心
を
破
る
作
用
で
あ
る
。…

…

こ
れ
を
破
闇
の

光
明
と
称
す
る
。
三
に
は
す
で
に
真
実
の
信
心
を
得
た
る
人
を
保
護
す
る
作
用
で
あ
る
、…

…

是
れ
を
摂
取
の
光

明
と
云
ふ
。10 

と
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
光
明
に
「
調
熟
」「
破
闇
」「
摂
取
」
の
用
き
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 

次
に
『
浄
土
真
宗
用
語
大
辞
典
』
に
は
、 

光
明
に
は
色
光
と
心
光
、
照
育
の
光
明
と
摂
取
の
光
明
と
あ
る
が
、『
口
伝
鈔
』
で
は
照
育
と
さ
れ
、『
浄
土
見
聞

集
』
で
は
摂
取
の
光
明
と
な
っ
て
い
る
。
蓮
如
上
人
の
上
で
は
照
育
の
光
明
は
ほ
と
ん
ど
『
御
文
章
』
に
は
存
し

な
い
。
照
育
は
信
前
で
あ
り
、
摂
取
は
獲
信
、
信
後
を
い
う
。11 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
色
光
」「
心
光
」「
照
育
」「
摂
取
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
な

お
「
破
闇
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

さ
ら
に
『
浄
土
真
宗
辞
典
』
で
は
、 
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浄
土
真
宗
で
は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
は
た
ら
き
を
、
調
熟
（
未
熟
の
機
を
調
育
す
る
）
と
摂
取
（
念
仏
の
衆
生
を

摂
め
取
っ
て
捨
て
な
い
）
と
の
二
側
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。12 

と
述
べ
ら
れ
、「
破
闇
」
に
は
言
及
せ
ず
「
調
熟
」
と
「
摂
取
」
を
選
択
し
て
い
る
。 

 

少
し
煩
瑣
に
な
っ
た
が
、
真
宗
の
光
明
解
釈
を
分
か
り
や
す
く
説
示
し
て
い
る
の
が
、
普
賢
晃
壽
著
『
親
鸞
教
学
論

考
』
で
あ
る
。
辞
典
類
で
は
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
の
諸
説
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
た
め
紹
介
し
た
い
。 

色
光
は
衆
生
を
し
て
仏
願
を
聞
く
に
い
た
ら
し
め
る
調
熟
の
力
用
、
は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
心
光
と

は
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
す
て
ぬ
は
た
ら
き
、
徳
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
各
別
の
二
つ
の
異
質
の
光
明

が
、
実
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
一
光
明
が
、
未
信
（
信
を
得
て
い
な
い
）
の
者
を
調
熟
す
る
は

た
ら
き
が
あ
る
面
を
色
光
と
い
い
、
已
信
（
信
心
が
決
定
し
て
い
る
）
の
念
仏
の
行
者
を
摂
取
す
る
力
用
が
あ
る

面
を
心
光
と
い
っ
た
ま
で
で
、
色
心
は
不
二
一
体
の
光
明
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。13 

こ
こ
で
は
、
光
明
が
基
本
的
に
「
摂
取
（
心
光
）」
と
「
調
熟
（
色
光
）」
と
に
分
類
さ
れ
、
結
局
そ
れ
ら
が
「
不

二
一
体
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
右
の
内
容
が
、
現
在
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
伝
統
的
解
釈
と
い
っ
て
差
し
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。 
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第
二
項 

近
年
の
研
究
動
向 

さ
て
、
近
年
の
研
究
動
向
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
先
の
伝
統
的
解
釈
と
は
別
の
角
度
か
ら
親
鸞
の
光
明
思
想
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
代
表
的
な
も
の
を
箇
条
書
き
で
示
し
、
後
に
概
要
を
述
べ
た
上
で
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
な

お
、
先
行
研
究
の
順
序
は
論
述
の
便
宜
上
、
一
部
年
代
順
で
は
な
い
。 

 

・
川
添
泰
信
「
親
鸞
の
光
明
観―

浄
土
教
の
伝
承
を
鑑
み
て―

」（
光
華
会
編
『
光
華
会
宗
教
研
究
論
集―

親
鸞
と

人
間―
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
三
年
） 

・
大
田
利
生
「
親
鸞
に
お
け
る
光
明
思
想
」（『
真
宗
学
』
九
七
・
九
八
、
一
九
九
八
年
） 

・
杉
岡
孝
紀
『
親
鸞
の
解
釈
と
方
法
』（
第
二
章
「
光
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」、
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
） 

・
鍋
島
直
樹
「
親
鸞
に
お
け
る
生
死
超
越
の
視
座 

摂
取
心
光
常
摂
護
の
特
質
」（『
真
宗
学
』
一
四
〇
、
二
〇
一

九
年
）14 

・
井
上
善
幸
「
親
鸞
の
「
摂
取
心
光
」
理
解
に
つ
い
て
」（『
真
宗
学
』
一
一
一
・
一
一
二
、
二
〇
〇
五
年
） 

 
 

川
添15

は
、
龍
樹
か
ら
法
然
に
至
る
真
宗
七
祖
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
上
で
、
親
鸞
の
光
明
思
想
を
考
察
し
て
い

る
。
ま
た
、
江
戸
宗
学
で
構
築
さ
れ
た
光
明
解
釈
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
妥
当
性
の
有
無
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
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氏
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
が
「
具
体
的
な
相
好
を
持
っ
て
、
そ
の
一
々
の
好
か
ら
光
明
を
輝
か
す
よ
う
な
仏
と

し
て
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
、「
親
鸞
の
光
明
に
対
す
る
基
本
的
な
把
握
は
智
慧
光
で
あ
り
、

ま
た
心
光
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
曇
鸞
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』（
以
下
『
論
註
』）
観

察
体
相
章
に
お
け
る
「
光
明
は
慧
に
非
ず
し
て
能
く
慧
の
用
を
為
す16

」
の
文
を
引
い
て
、「
光
明
は
単
な
る
「
慧
」

と
し
て
で
は
な
く
世
の
闇
冥
を
除
く
具
体
的
な
働
き
を
な
す
「
慧
用
」
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
、
光
明
の
「
慧
用
」
が
い
え
る
根
拠
を
広
略
相
入
に
求
め
て
い
る
。 

 

氏
の
論
考
は
、
浄
土
教
理
史
・
真
宗
教
学
史
の
両
面
か
ら
親
鸞
の
光
明
思
想
を
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
本
研

究
と
も
重
な
り
、
参
考
に
な
る
点
も
多
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
七
祖
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
は
概
説
的
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
の
か
が
明
確
で
な
い
。 

 

大
田17

は
、
大
乗
経
典
・
浄
土
経
典
（
特
に
〈
無
量
寿
経
〉）
に
お
け
る
光
明
の
用
例
を
通
し
て
、
親
鸞
の
光
明
思

想
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
七
祖
の
中
か
ら
曇
鸞
の
光
明
思
想
に
注
目
し
、
親
鸞
と
の
共
通
点
を
探
っ
て
い

る
。
教
学
史
で
は
な
く
、
純
粋
に
教
理
史
の
視
点
か
ら
考
察
を
お
こ
な
っ
た
氏
の
論
考
は
示
唆
に
富
む
。
特
に
『
無
量

寿
経
』
に
お
い
て
「
威
神
」
が
光
明
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
点
、
ま
た
『
唯
信
鈔
文
意
』
所
説
の
「
光

明
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り18

」
の
「
か
た
ち
」
に
注
目
し
て
、
そ
れ
を
如
来
の
「
動
的
な
方
向
」
と
あ
ら
わ
す
点
は
、

本
研
究
に
お
い
て
大
い
に
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
、
七
祖
の
光
明
思
想
に
関
し
て
は
曇
鸞
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
し
か
も
光
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
親
鸞
と
関
連
す
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
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な
い
。 

 
杉
岡
は
、
川
添
・
大
田
の
論
考
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
他
の
経
論
釈
お
よ
び
仏
教
以
外
の
光
に
関
す
る
語
彙
に
言
及
し

な
が
ら
、
よ
り
巨
視
的
に
光
明
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
親
鸞
の
光
明
思
想
が
『
論
註
』
に
大
き
く
依
っ

て
い
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

光
明
は
単
な
る
慧
で
は
な
く
、
世
の
闇
冥
を
除
く
具
体
的
な
働
き
を
な
す
慧
用
と
し
て
把
捉
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
光
明
の
慧
用
が
言
え
る
論
理
的
な
基
盤
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
浄
入
願
心
章
に
お
い
て

二
種
法
身
説
を
出
し
て
、
無
色
無
形
の
言
亡
慮
絶
の
真
如
が
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
自
己
限
定
的
に
有
的
に
姿
形

を
示
し
て
顕
現
し
て
く
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。19 

 

す
な
わ
ち
、
光
明
は
単
な
る
慧
で
は
な
く
慧
用
と
し
て
働
き
、
そ
の
根
拠
は
二
種
法
身
説
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

ま
た
、
杉
岡
が
結
論
的
に
述
べ
る
「
法
然
の
説
法
こ
そ
が
親
鸞
に
と
っ
て
具
体
的
な
如
来
の
智
慧
の
顕
現
相
と
し
て
了

解
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る20

」
と
い
う
意
見
は
、
筆
者
も
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
七
祖
に
関
し
て

は
、
天
親
・
曇
鸞
に
着
目
す
る
の
み
で
、
他
の
祖
師
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

鍋
島21

は
「
生
死
輪
廻
を
出
離
す
る
道
に
つ
い
て
親
鸞
が
示
し
た
表
現
を
一
つ
ひ
と
つ
顕
彰
し
、
そ
の
教
学
的
根
拠

と
意
義
を
た
ず
ね
、
親
鸞
が
生
死
の
苦
悩
を
超
え
る
道
を
ど
う
指
し
示
し
て
い
る
の
か
」
を
大
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、

そ
の
一
環
と
し
て
親
鸞
の
心
光
観
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
氏
は
心
光
の
典
拠
・
親
鸞
の
用
例
・
従
来
の

解
釈
を
丁
寧
に
示
し
て
い
る
。
心
光
に
特
化
し
た
研
究
は
意
外
に
少
な
く
（
た
だ
し
、
次
に
紹
介
す
る
井
上
論
文
も
心



１１ 
 

光
を
主
題
に
し
て
い
る
。）、
そ
の
点
で
鍋
島
論
文
は
貴
重
な
情
報
源
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
察
対
象
の
中
心
は

親
鸞
の
心
光
観
に
あ
る
た
め
、
親
鸞
が
参
照
し
た
善
導
の
心
光
観
の
内
実
ま
で
は
究
明
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

井
上
は
、
明
恵
に
よ
る
法
然
へ
の
批
難
の
書
『
於
一
向
専
修
宗
選
択
集
中
摧
邪
輪
』（
以
下
『
摧
邪
輪
』）
を
取
り
上

げ
、
法
然
・
明
恵
・
親
鸞
の
三
者
の
光
明
思
想
を
論
じ
て
い
る
。
特
に
明
恵
と
親
鸞
に
お
け
る
心
光
観
の
相
違
に
注
目

し
、
光
の
衆
生
に
対
す
る
「
摂
不
摂
」
の
問
題
に
つ
い
て
、「
明
恵
が
浄
念
の
有
無
に
よ
っ
て
摂
不
摂
を
論
じ
る
の
に

対
し
、
親
鸞
は
本
願
力
回
向
の
信
心
と
自
力
の
執
心
に
よ
っ
て
摂
不
摂
を
論
じ
て
い
る22

」
と
述
べ
る
。
氏
の
意
見
に

は
賛
同
す
る
が
、
筆
者
は
「
本
願
力
回
向
の
信
心
」
で
は
な
く
、
少
し
別
の
観
点
か
ら
明
恵
と
親
鸞
の
心
光
観
を
比
較

し
て
み
た
い
。
こ
の
別
の
観
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
本
願
寺
派
に
所
属
す
る
研
究
者
の
論
考
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
一
方
で
、
真
宗
大
谷
派
に

属
す
る
研
究
者
の
論
文
に
も
目
を
向
け
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
加
来
雄
之
「
入
願
海―

方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義―

」（『
真
宗
研
究
』
五
六
、
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
。
氏
は
親
鸞
の
仏
身
・
仏
土
観

に
は
真
仏
土
と
化
身
土
と
の
二
重
性
が
あ
る
と
い
う
文
脈
の
中
で
、「
化
身
と
は
真
身
が
念
仏
衆
生
を
摂
取
不
捨
す
る

一
々
の
光
明
の
具
象
」
と
述
べ
、
ま
た
「
真
仏
土
の
「
仏
」
は
「
不
可
思
議
光
如
来
」
で
あ
る
が
、
そ
の
真
仏
は
無
数

の
「
化
仏
」
の
光
明
と
し
て
衆
生
を
利
益
す
る
」
と
い
っ
た
見
解
を
示
し
て
い
る23

。
加
来
論
文
の
主
題
は
親
鸞
の
仏

身
・
仏
土
観
で
あ
っ
て
、
光
明
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
光
明
と
化
身
・
化
仏
を
結
び
付
け
る
視
点

は
示
唆
に
富
む
。
と
い
う
の
も
、
大
乗
経
典
・
浄
土
経
典
に
お
い
て
光
明
と
化
仏
は
高
い
親
和
性
を
も
っ
て
登
場
す
る
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か
ら
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
方
便
化
身
土
に
つ
い
て
は
考
察
し
な
い
が
、
光
明
と
化
仏
・（
応
）
化
身
の
関
係
に
つ
い

て
は
論
究
し
た
い
。 

以
上
、
計
六
氏
の
論
考
を
取
り
上
げ
て
近
年
の
研
究
動
向
を
概
観
し
た
。
川
添
・
大
田
・
杉
岡
は
七
祖
の
中
か
ら

主
に
曇
鸞
を
取
り
上
げ
、
そ
の
親
鸞
へ
の
影
響
を
強
調
し
て
い
る
。
確
か
に
『
論
註
』
由
来
の
智
慧
ま
た
は
二
種
法
身

の
論
理
が
、
親
鸞
の
光
明
思
想
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
来
が
述
べ
る
よ
う

に
親
鸞
の
光
明
思
想
に
は
化
身
・
化
仏
も
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
曇
鸞
も
含
め
て
教
理

史
面
か
ら
検
証
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
鍋
島
・
井
上
は
親
鸞
の
心
光
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
善

導
の
心
光
観
と
同
じ
と
い
う
前
提
の
も
と
論
を
進
め
て
い
る
。
親
鸞
の
心
光
観
の
独
自
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に

も
、
善
導
が
心
光
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
改
め
て
究
明
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は
主
に
曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
光
明
思
想
を
取
り

上
げ
る
。
七
祖
の
中
か
ら
四
師
を
選
ん
だ
積
極
的
な
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
（
筆
記
録
も
含
む
）
に
お
い
て
光
明

と
化
仏
・
応
化
身
が
強
く
結
び
付
い
て
い
る
点
、
あ
る
い
は
親
鸞
の
光
明
思
想
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ

る
。
龍
樹
・
天
親
・
道
綽
に
つ
い
て
は
親
鸞
と
全
く
関
わ
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
祖
師
と
の
重

複
の
関
係
、
ま
た
は
優
先
順
位
の
観
点
か
ら
本
研
究
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
真
宗
七
祖
全
員
を
考
察
対
象
に
し
た
総
合

的
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
後
に
向
け
て
の
課
題
と
し
た
い
。 
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第
三
節 

本
論
の
構
成 

 
本
論
は
全
五
章
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
メ
イ
ン
は
第
三
章
と
第
四
章
で
あ
り
、
第
一
章
と
第
二
章
は
そ
れ
ら
の
前
提

に
相
当
す
る
。
ま
た
、
第
五
章
は
第
四
章
の
展
開
に
当
た
る
。
以
下
、
各
章
に
つ
い
て
概
説
す
る
。 

 

第
一
章
で
は
、
浄
土
仏
教
の
光
明
思
想
の
前
提
を
確
認
す
る
た
め
に
、
原
始
仏
教

24

と
大
乗
仏
教
の
光
明
思
想
に
つ

い
て
論
じ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
藤
田
宏
達
と
香
川
孝
雄
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
る25

。
こ
こ
で
は
二
氏
の
論
考
に

導
か
れ
な
が
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
起
源
を
め
ぐ
る
諸
説
を
整
理
し
た
上
で
、
原
始
経
典
に
お
け
る
光
の
用
例
を
見
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
大
乗
経
典
と
『
大
智
度
論
』
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
に
説
か
れ
る
光
明
思
想
・
解
釈
を
確
認
す
る
。
ま
た

同
章
で
は
、
仏
教
美
術
の
視
点
も
導
入
し
て
、
光
の
有
す
る
特
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

第
二
章
で
は
、『
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
』（
以
下
『
大
阿
弥
陀
経
』）
と
『
無
量
寿
経
』、
そ
れ
か

ら
『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
『
観
経
』）
の
三
経
を
用
い
て
、
浄
土
経
典
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
。『
大
阿
弥
陀

経
』
に
関
し
て
は
、
主
に
見
光
の
利
益
、
光
明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
経
は
〈
無
量
寿
経
〉
諸
漢
訳

の
中
で
も
最
古
の
翻
訳
と
さ
れ
て
お
り26

、
後
で
論
じ
る
『
無
量
寿
経
』
と
の
比
較
の
た
め
に
も
、
そ
の
光
明
思
想
を

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

『
無
量
寿
経
』
は
、
親
鸞
の
主
著
『
教
行
証
文
類
』
に
お
い
て
「
真
実
の
教
」
と
規
定
さ
れ
る
経
典
で
あ
る
。
同

経
に
示
さ
れ
る
本
願
を
根
拠
に
し
て
、
善
導
・
法
然
は
「
光
明
摂
取
」
を
語
る27

。
ま
た
、
同
経
の
光
明
思
想
に
関
し

て
は
、
主
に
光
明
と
「
威
神
」
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
光
の
奇
瑞
相
お
よ
び
浄
土
の
荘
厳
相
に
関
す
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る
説
示
に
注
目
し
て
、
光
明
と
説
法
の
結
び
付
き
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。 

一
方
、『
観
経
』
で
は
観
想
念
仏
が
中
心
に
説
か
れ
る
た
め
、
親
鸞
は
同
経
を
（
方
便
行
と
の
関
連
を
除
い
て
）
積

極
的
に
は
依
用
し
な
い
。
し
か
し
、
第
三
章
に
お
け
る
善
導
・
源
信
の
光
明
思
想
に
関
わ
る
た
め
、
第
二
章
に
お
い
て

『
観
経
』
に
お
け
る
光
の
用
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
特
に
、
善
導
は
同
経
か
ら
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」

「
光
中
の
化
仏
」
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）。 

第
三
章
で
は
、
真
宗
に
お
け
る
七
高
僧
の
中
か
ら
曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
四
師
を
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

光
明
思
想
を
論
じ
る
。 

ま
ず
第
一
節
で
は
、
曇
鸞
の
『
論
註
』
を
用
い
て
、
光
明
と
智
慧
・
名
号
・
応
化
身
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

曇
鸞
の
光
明
思
想
が
親
鸞
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
特
に
、『
論
註
』
所
説

の
智
慧
の
分
釈
と
そ
れ
に
関
連
す
る
二
種
法
身
（
広
略
相
入
）
説
は
、
親
鸞
の
光
明
論
だ
け
で
な
く
、
仏
身
論
・
名
号

論
の
論
理
的
基
盤
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
光
明
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
曇
鸞
の
二
種
法
身
説
と
名
号
論
を
確

認
す
る
。 

 

第
二
節
で
は
、
善
導
の
五
部
九
巻
を
見
渡
し
な
が
ら
、『
観
経
』
ま
た
は
『
無
量
寿
経
』
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
た
の
か
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
同
節
で
は
善
導
の
い
う
「
心
光
」
の
内
実
を
究
明
す
る
。
心
光
は
『
観
念
阿
弥
陀

仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
（
経
）』（
以
下
『
観
念
法
門
』）
に
出
て
く
る
用
語
で
、
親
鸞
の
著
述
に
も
度
々
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
善
導
が
何
を
意
図
し
て
心
光
の
語
を
使
用
し
た
の
か
を
、『
観
念
法
門
』
が
参
考
に
す
る
『
観
仏
三
昧
海
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経
』（
以
下
『
観
仏
経
』）
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。 

 
第
三
節
で
は
、
源
信
の
代
表
作
『
往
生
要
集
』
と
、
そ
れ
に
先
行
す
る
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
を
用
い
て
、
阿
弥
陀

仏
の
相
好
の
光
明
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の
二
書
は
共
に
『
観
仏
経
』
を
依
用
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
同
経
に
説
か

れ
る
光
明
思
想
の
特
色
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
か
ら
白
毫
光
が
変
化
し
て
説
法
す
る
と
い

う
「
現
身
説
法
」
の
思
想
を
紹
介
す
る
。
一
方
、『
往
生
要
集
』
に
関
し
て
は
、
別
相
観
・
総
相
観
・
雑
略
観
の
中
に

登
場
す
る
「
光
中
の
化
仏
」
に
注
目
し
て
、
観
想
念
仏
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
な
お
、
源
信
の
光
明
思
想

は
、
曇
鸞
や
善
導
の
そ
れ
に
比
し
て
、
親
鸞
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
観
想
念
仏

を
中
心
に
し
て
光
の
中
に
存
在
す
る
化
仏
を
重
要
視
す
る
点
や
、
法
然
へ
の
影
響
を
鑑
み
た
場
合
に
第
三
章
で
取
り
上

げ
た
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
。 

 

第
四
節
で
は
、「
偏
依
善
導
一
師
」
を
掲
げ
る
法
然
の
基
本
的
な
光
明
理
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
源
信
か
ら
の
影
響

面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
法
然
の
教
説
を
筆
録
し
た
『
逆
修
説
法
』
に
は
、『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
を
参
考
に
し
た
形

跡
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
両
書
の
説
示
内
容
は
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
同
節
に

お
い
て
指
摘
し
た
い
。
ま
た
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』）
と
『
観
無
量
寿
経
釈
』（
以
下
『
観
経
釈
』）

を
用
い
て
、
法
然
の
化
仏
観
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。 

 

第
四
章
で
は
、
前
三
章
を
踏
ま
え
て
親
鸞
の
光
明
思
想
が
ど
の
よ
う
に
独
自
性
を
発
揮
し
た
の
か
を
論
じ
る
。
扱
う

テ
キ
ス
ト
は
、
主
に
『
教
行
証
文
類
』・『
一
念
多
念
文
意
』・『
唯
信
鈔
文
意
』・『
尊
号
真
像
銘
文
』・「
三
帖
和
讃
」
な
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ど
で
あ
る
。
な
お
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
十
二
光
の
解
説
を
主
題
に
し
た
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
に
つ
い
て
は
、
先

行
研
究
に
お
い
て
積
極
的
に
親
鸞
の
真
撰
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い28

。
ゆ
え
に
本
研
究
で
は
用
い
な
い
。 

 

第
一
節
で
は
、「
真
仏
土
文
類
」
と
「
行
文
類
」
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
引
文
の
中
の
「
威
神
」
の
語
に
着
目
し

な
が
ら
、
光
明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
同
節
で
は
「
真
仏
土
文
類
」
の
『
大
般
涅
槃
経
』（
以

下
『
涅
槃
経
』）
引
文
を
通
し
て
、
親
鸞
が
「
無
量
光
明
土
」
と
規
定
す
る
真
仏
土
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か

を
考
察
す
る
。
そ
の
際
に
親
鸞
独
自
の
読
み
方
に
注
目
す
る
。 

第
二
節
で
は
、
親
鸞
の
二
種
法
身
説
が
光
明
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
論
じ
る
。
ま
ず
は
「
証
文
類
」
所
引

の
『
論
註
』
を
確
認
し
た
上
で
、『
唯
信
鈔
文
意
』
所
明
の
二
種
法
身
説
お
よ
び
「
智
慧
の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
阿
弥
陀
仏
・
智
慧
・
光
明
の
三
者
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
同
節
で
は
応
化
身

が
「
智
慧
光
」
と
表
象
さ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。 

第
三
節
で
は
、
親
鸞
の
心
光
観
に
つ
い
て
論
じ
る
。
『
一
念
多
念
文
意
』
に
よ
れ
ば
、
心
光
は
「
無
碍
光
仏
の
御

こ
ゝ
ろ
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
無
碍
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
廻
向
さ
れ
る
の
か

を
考
究
す
る
。 

第
四
節
で
は
、
親
鸞
と
同
時
代
を
生
き
た
隆
寛
と
明
恵
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
。
前
三
章
が
親
鸞
以
前
と

い
う
意
味
で
縦
の
比
較
と
す
る
な
ら
ば
、
同
節
は
横
の
比
較
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
親
鸞
の
心
光
観
と
の
比
較
に

主
眼
を
置
い
て
、
特
に
隆
寛
の
至
誠
心
釈
と
明
恵
の
心
光
観
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
。
隆
寛
に
つ
い
て
は
『
弥
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陀
本
願
義
』『
具
三
心
義
』『
散
善
義
問
答
』
を
、
明
恵
に
関
し
て
は
『
摧
邪
輪
』
を
用
い
る
。
な
お
、
明
恵
の
心
光
観

を
論
じ
た
先
行
研
究
と
し
て
井
上
前
掲
論
文
が
あ
る
が
、
同
節
で
は
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
「
清
浄
心
」
の
観
点
か

ら
親
鸞
と
明
恵
の
心
光
観
を
比
較
検
討
す
る
。 

第
五
章
で
は
、
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
・
江
戸
宗
学
の
光
明
解
釈
を
取
り
上
げ
て
、
真
宗
の
宗
学
用
語
で
あ
る
「
調

熟
の
光
明
」
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
覚
如
に
つ
い
て
は
『
執
持
鈔
』『
口

伝
鈔
』
を
、
存
覚
に
関
し
て
は
『
浄
土
見
聞
集
』『
六
要
鈔
』
を
、
蓮
如
に
つ
い
て
は
『
御
文
章
』
を
用
い
る
。
江
戸

宗
学
に
関
し
て
は
、
光
号
因
縁
釈
と
五
重
義
相
、
身
心
二
光
の
区
別
を
め
ぐ
る
先
哲
た
ち
の
解
釈
を
紹
介
す
る
。 

な
お
、
同
章
に
関
し
て
は
親
鸞
没
後
の
光
明
解
釈
で
あ
る
た
め
、
本
研
究
の
結
論
に
は
直
接
的
に
影
響
し
な
い
。

こ
こ
で
は
、
結
論
を
踏
ま
え
た
上
で
真
宗
教
学
史
に
お
い
て
親
鸞
の
光
明
思
想
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
の

一
端
を
素
描
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
研
究
で
は
浄
土
教
理
史
的
背
景
を
中
心
に
し
て
、
親
鸞
の
光
明
思
想
の
独
自
性
を
明
ら
か
に

す
る
。 
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 1 

『
浄
真
全
』
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、
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2 
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研
究
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江
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概
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8 

杉
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仮
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仏
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光
明
・
海
・
道
・
親
（
父
母
）
な
ど
の
譬
喩
を
指
す
。
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9 
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岡
村
周
薩
編
『
真
宗
大
辞
典
〈
改
訂
版
〉』
一
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
二
年
）、
五
五
六
～
五
五
七
頁
。 

11 

稲
城
選
恵
『
浄
土
真
宗
用
語
大
辞
典
』
上
（
教
育
新
潮
社
、
一
九
九
〇
年
）、
二
五
四
頁
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鸞
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潮
社
、
一
九
七
七
年
、
一
九

七
頁
）。 

14 
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親
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特
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光
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」（『
真
宗
学
』
一
四
一
・
一
四

二
、
二
〇
二
〇
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

15 

川
添
前
掲
論
文
、
二
五
六
～
二
七
七
頁
参
照
。 

16 

『
浄
真
全
』
一
、
五
〇
一
頁
。
テ
キ
ス
ト
の
一
部
で
は
「
慧
」
が
「
恵
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
論
述
の
便
宜
上

「
慧
」
で
統
一
す
る
。
以
下
同
様
。 

17 

大
田
前
掲
論
文
、
二
六
二
～
二
八
〇
頁
参
照
。 

18 

『
浄
真
全
』
二
、
七
〇
三
頁
上
。 

19 

杉
岡
前
掲
書
、
一
六
四
頁
。 

20 

杉
岡
前
掲
書
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
。 

21 

鍋
島
前
掲
論
文
（
二
〇
一
九
年
）、
一
～
二
四
頁
参
照
。 

22 

井
上
前
掲
論
文
、
三
二
四
頁
。 

23 

加
来
前
掲
論
文
、
四
七
頁
参
照
。
こ
の
論
文
の
趣
旨
は
、
藤
原
智
「『
西
方
指
南
抄
』
か
ら
見
る
親
鸞
の
仏
身
観―

『
観
経
』
真
身
観
を
中
心
に―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五
（
一
）、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
て

い
る
。 

24 

こ
こ
で
い
う
「
原
始
仏
教
」
と
は
、
お
よ
そ
紀
元
前
五
世
紀
頃
か
ら
紀
元
前
三
世
紀
頃
ま
で
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
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仏
教
と
定
義
し
た
い
。
学
者
に
よ
っ
て
は
、「
原
始
仏
教
」
の
こ
と
を
「
根
本
仏
教
」
あ
る
い
は
「
初
期
仏
教
」
と
呼

ぶ
場
合
も
あ
る
。
特
に
、
三
枝
充
悳
『
ブ
ッ
ダ
と
サ
ン
ガ 

〈
初
期
仏
教
〉
の
原
像
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
、
三

一
～
六
六
頁
）
で
は
「
原
始
仏
教
」「
根
本
仏
教
」
を
「
初
期
仏
教
」
と
改
め
る
べ
き
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
論
文
が
参
照
す
る
論
考
（
次
下
で
紹
介
）
で
は
、
主
に
「
原
始
仏
教
」
あ
る
い
は
「
原
始
経
典
」
の
呼
称
が
使

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
著
者
の
意
向
を
尊
重
し
て
、
本
論
文
で
も
同
じ
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。 

25 

藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
同
氏
「
浄
土
思
想
と
異
宗
教
の
問
題
点―

ア
ミ
タ
ー
バ
と
光
明
思
想―

」（
雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
仏
教
と
異
宗
教 

雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
』
平

楽
寺
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
香
川
孝
雄
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
起
源
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
七
、
一
九
七
二
年
）、
同
氏

「
仏
教
に
お
け
る
光
明
思
想
の
展
開
」（『
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
学
仏
教
学
論
集
』
坤
、
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記

念
会
、
一
九
七
三
年
）。 

26 

〈
無
量
寿
経
〉
の
現
存
す
る
完
本
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
は
、
藤
田
宏
達
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
、
八
七
～
九
〇
頁
）
に
従
っ
て
、『
大
阿
弥
陀
経
』→

『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』（
以
下
『
平
等
覚
経
』）

→

『
無
量
寿
経
』→

『
無
量
寿
如
来
会
』（
以
下
『
如
来
会
』）→

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
す
る
。
ま

た
、
本
論
文
で
は
前
二
者
を
〈
初
期
無
量
寿
経
〉、
残
り
を
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
な
お
、『
大
乗

無
量
寿
荘
厳
経
』（
以
下
『
荘
厳
経
』）
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
同
じ
頃
に
成
立
し
た
異
系
統
と
さ
れ
る
。 

27 

厳
密
に
は
、「
光
明
摂
取
」
自
体
は
『
無
量
寿
経
』
で
は
な
く
、『
観
経
』
で
説
か
れ
る
。 

28 

内
藤
知
康
「
親
鸞
に
お
け
る
不
可
思
議
の
意
義
」（『
真
宗
学
』
一
二
九
・
一
三
〇
、
二
〇
一
四
年
）、
四
七
～
四
八

頁
の
註
（
17
）
参
照
。
殿
内
恒
「
親
鸞
撰
述
に
お
け
る
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
の
特
異
性
（
上
）」（『
真
宗
学
』
一
三

九
、
二
〇
一
九
年
）、
同
氏
「
親
鸞
撰
述
に
お
け
る
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
の
特
異
性
（
下
）」（『
真
宗
学
』
一
四
一
・

一
四
二
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。 
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第
一
章 

大
乗
仏
教
の
光
明
思
想
と
そ
の
淵
源 

は
じ
め
に 

大
乗
仏
教
・
浄
土
仏
教
に
お
け
る
光
明
思
想
の
淵
源
と
阿
弥
陀
仏
の
起
源
と
は
、
一
部
で
重
な
る
領
域
を
有
し
て

い
る
。
と
い
う
の
も
、
阿
弥
陀
の
原
語
に
はA

m
itābha

（
無
量
光
）
とA

m
itāyus

（
無
量
寿
）
の
二
つ
が
あ
り

1

、
前

者
の
無
量
光
の
由
来
を
求
め
る
こ
と
は
、
仏
教
の
光
明
思
想
の
淵
源
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
仏
の
起
源
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
多
種
多
様
な
説
が
あ
っ
て
、
現
在
に
至
っ
て
も
定
説
を
見

な
い2

。
と
は
い
え
、
諸
説
の
整
理
は
可
能
で
あ
る
た
め
、
藤
田
宏
達
と
香
川
孝
雄
の
論
考3

を
参
照
し
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
分
け
を
お
こ
な
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
両
氏
に
よ
れ
ば
原
始
経
典
の
中
に
す
で
に
光
明
思
想
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
阿
弥
陀
仏
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
を
簡
単
に
整
理
し
た
上
で
、
原
始
経
典
に
お
け
る
光
の
用

例
を
確
か
め
る
。
そ
こ
か
ら
大
乗
仏
教
へ
と
進
ん
で
い
き
、
大
乗
経
典
に
お
け
る
光
の
用
例
と
『
大
智
度
論
』
の
光
明

解
釈
を
確
認
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
梶
山
雄
一
に
よ
る
「
神
変
」
に
関
す
る
一
連
の
論
考

4

を
参
照
し
て
、
光
明
と
神

変
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
本
章
で
は
文
献
資
料
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
美
術
の
視
点
も
導
入
す
る
。

す
な
わ
ち
、
紀
元
前
二
世
紀
～
紀
元
後
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
蓮
華
意
匠
お
よ
び
ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮
彫
か
ら
、

当
該
時
処
の
人
々
が
光
明
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
容
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。 
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第
一
節 

光
明
思
想
の
淵
源 

第
一
項 

阿
弥
陀
仏
の
起
源 

阿
弥
陀
仏
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
数
多
く
の
説
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
一
応
の
と

こ
ろ
、
①
外
来
起
源
説
、
②
イ
ン
ド
宗
教
起
源
説
、
③
仏
教
内
起
源
説
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

5

。
以
下
で
は
、

各
説
の
概
要
を
述
べ
る
。
な
お
、
本
研
究
の
関
心
は
光
明
に
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
説
は
、
阿
弥
陀
の
原
語

で
あ
る
無
量
光
と
無
量
寿
の
う
ち
、
主
に
前
者
に
注
目
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。 

①
外
来
起
源
説
と
は
、
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
光
明
崇
拝
、
特
に
ミ
ス
ラ
神
に
影
響
を
受
け
て
、

阿
弥
陀
仏
信
仰
が
成
立
し
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て

お
り
、
日
本
に
お
い
て
は
岩
本
裕

6
の
説
が
代
表
的
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
太
陽
神
・
戦
神
で
あ
る
ミ
ス
ラ
神
は
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
聖
典
『
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
の
中
で
勝
利
者
、
フ
ヴ
ァ
ル
ナ
（
栄
光
）
を
付
与
さ
れ
た
者
、
フ
ヴ
ァ
ル

ナ
と
一
体
に
な
っ
た
者
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
。
ミ
ス
ラ
神
像
の
頭
上
に
輝
く
光
芒
は
フ
ヴ
ァ
ル
ナ
を
表
象
し
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
し
て
仏
像
に
光
背
・
光
輪
が
取
り
付
け
ら
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
高
田
修

7

に
よ
れ
ば
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美

術
の
仏
像
に
は
最
初
期
か
ら
頭
光
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
外
来
起
源
説
の
主
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。 

②
イ
ン
ド
宗
教
起
源
説
は
二
説
に
分
か
れ
る
。
第
一
説
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
に
阿
弥
陀
仏
の
起
源
を
求
め
る
。
こ

の
説
を
主
張
す
る
荻
原
雲
來

8

は
、
阿
弥
陀
の
原
語
をA

m
ida

も
し
く
はA

m
ita

と
想
定
し
、
さ
ら
に
後
者
を
梵
語
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A
m

ṛta

と
解
す
る
。
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
よ
る
と
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（
太
陽
の
異
名
）
が
住
む
場
所
に
は
甘
露

（A
m

ṛta

）
の
泉
が
あ
る
。
甘
露
と
は
ソ
ー
マ
樹
か
ら
取
っ
て
製
し
た
神
酒
の
こ
と
で
、
黄
金
色
（
太
陽
・
無
量
光
と

関
連
）
を
帯
び
て
い
る
。
こ
れ
を
飲
ん
だ
神
は
長
生
不
死
（
無
量
寿
と
関
連
）
に
な
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
無
量
光

と
無
量
寿
の
点
で
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
と
阿
弥
陀
仏
を
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
説
で
あ
る
。
第
二
説
で
は
、
梵
天
神
話
に
阿

弥
陀
仏
の
起
源
を
求
め
る
。
矢
吹
慶
輝

9

に
よ
れ
ば
、
無
量
光
は
『
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
お
け
る

梵
天
の
世
界
（Bahm

aloka

）
の
叙
述
に
見
ら
れ
る
梵
天
の
玉
座
（A

m
itaujas

＝
無
量
の
威
力
）
が
無
量
光
の
観
念
に

連
な
り
、
ま
た
そ
の
玉
座
をprāṇa

（
精
気
）
と
呼
ぶ
点
が
無
量
寿
の
観
念
に
結
び
付
く
と
さ
れ
る
。 

③
仏
教
内
起
源
説
と
は
、
イ
ン
ド
の
中
で
も
仏
教
内
部
で
成
立
し
た
神
話
に
阿
弥
陀
仏
の
起
源
を
求
め
る
説
で
あ

る
。
松
本
文
三
郎

10

に
よ
れ
ば
、
パ
ー
リ
『
長
部
』
の
第
一
七
経
『
大
善
見
王
経
』
お
よ
び
そ
の
相
当
漢
訳
経
な
ど
に

説
か
れ
る
王
城
ク
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
叙
述
が
、
極
楽
浄
土
の
描
写
に
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
善
見
王

は
光
明
の
中
心
源
泉
と
し
て
の
日
輪
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
長
寿
無
量
の
神
力
を
も
有
す
る
こ
と
か
ら
、

光
寿
二
無
量
の
阿
弥
陀
仏
と
同
定
さ
れ
る
。 

以
上
、
①
②
③
を
概
説
し
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
決
定
的
な
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
藤
田
の
批
評
に
よ

れ
ば
、
①
に
つ
い
て
は
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
像
の
円
光
が
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
も
含
め
て
イ
ラ
ン
な
い
し
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
的
背

景
を
も
つ
こ
と
は
美
術
史
家
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
異
を
立
て
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
一
部
認
め

な
が
ら
も
、「
だ
か
ら
と
い
っ
て
光
明
思
想
そ
の
も
の
が
全
面
的
に
イ
ラ
ン
起
源
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
に
は
求
め
ら
れ
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な
い
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
」
と
述
べ
る

11

。
ま
た
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
最
古
の
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
以
来
、
ミ

ト
ラ
（
ミ
ス
ラ
の
梵
語
形
）、
ス
ー
リ
ヤ
、
サ
ヴ
ィ
ト
リ
、
プ
ー
シ
ャ
ン
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ス
ヴ
ァ
ト
あ
る

い
は
ア
ー
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
群
神
の
名
に
お
い
て
太
陽
神
崇
拝
の
思
想
が
認
め
ら
れ
、
古
い
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
に
お
い

て
も
ア
ー
ト
マ
ン
を
光
明
で
形
容
す
る
思
想
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
仏
教
内
部
に
あ
っ
て
も
種
々
な
形
で
光
明
の
思
想

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ラ
ン
の
思
想
を
も
ち
出
さ
な
け
れ
ば
阿
弥
陀
仏
の
起
源
の
説
明
が
つ
か
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
と
指
摘
す
る12

。 

ま
た
、
②
の
荻
原
説
に
つ
い
て
は
、
言
語
学
的
観
点
か
ら
阿
弥
陀
の
原
語
をA

m
ita

な
い
しA

m
ṛta

と
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
話
起
源
説
は
成
立
し
が
た
い
と
述
べ
る

13

。
②
の
矢
吹
説
に
つ
い
て
は
、「
梵
天
神

話
説
は
全
体
と
し
て
は
極
楽
浄
土
の
観
念
に
比
較
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
起
源
そ
の
も
の
を
明
ら
か

す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い

14

」
と
斥
け
る
。
③
の
松
本
説
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
大
善
見
王
と
極
楽
浄
土
と
の
関
連

は
認
め
ら
れ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
に
は
疑
義
が
も
た
れ
る
と
述
べ
る15

。 

そ
こ
で
、
藤
田
と
香
川
の
両
氏
が
注
目
す
る
の
が
原
始
仏
教
起
源
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
③
仏
教
内
起
源
説
に
含

ま
れ
る
も
の
で
、
原
始
経
典
に
説
か
れ
る
光
明
思
想
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
次
項
で

論
じ
た
い
。 
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第
二
項 

原
始
経
典
の
光
明
思
想 

藤
田
は
、
仏
を
光
明
で
表
徴
も
し
く
は
修
飾
す
る
こ
と
は
「
大
乗
仏
教
に
な
っ
て
始
め
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
原
始
経
典
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
由
来
を
た
ず
ね
る
こ
と
が
で
き
る16

」
と
主
張
す
る
。
香
川
も
「
仏
教
に
お

い
て
も
初
期
の
経
典
か
ら
光
明
の
思
想
は
現
わ
れ
て
い
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い17

」
と
述
べ
る
。
そ
こ
で
本
項

で
は
、
主
に
『
相
応
部
』
と
『
増
支
部
』
を
用
い
て
光
明
の
用
例
を
確
認
す
る18

。 

ま
ず
は
、
原
始
経
典
に
お
い
て
光
明
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。『
相
応
部
』

に
は
「
光
明
が
隠
れ
、
暗
闇
が
現
わ
れ
で
た
。
身
の
毛
の
よ
だ
つ
、
ぞ
っ
と
す
る
恐
怖
が
起
こ
っ
た
」、
ま
た
は
「
暗

闇
が
消
え
失
せ
て
、
光
明
が
現
わ
れ
で
た
。
身
の
毛
も
よ
だ
つ
、
ぞ
っ
と
す
る
恐
怖
も
静
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
対
句
表

現
が
あ
る19

。
こ
こ
か
ら
、
光
明
と
暗
闇
は
対
の
関
係
に
あ
り
、
光
明
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
、
暗
闇
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

ま
た
、
賤
し
い
家
・
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
た
者
や
身
体
的
障
が
い
を
も
っ
た
者
が
、
身
口
意
で
善
行
を
す
る
と
死

後
に
善
処
や
天
界
に
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
「
闇
か
ら
光
に
お
も
む
く
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る20

。
こ
こ

か
ら
も
光
（
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
）
と
闇
（
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
）
の
対
関
係
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て

「
悪
魔
の
娘
た
ち
」
に
よ
る
誘
惑
と
い
う
文
脈
で
「
愛
執
・
不
快
・
快
楽
」
が
「
光
り
輝
い
て
や
っ
て
き
た21

」
と
説

か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
必
ず
し
も
光
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
世
俗
的
な
意
味
で
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の
光
輝
と
受
け
取
り
た
い
。 

ま
た
、
光
は
智
慧
を
あ
ら
わ
す
際
に
も
用
い
ら
れ
る
。『
相
応
部
』
で
は
「
智
慧
に
等
し
い
光
輝
は
存
在
し
な
い

22

」

や
「
智
慧
は
世
の
中
に
お
け
る
光
り
輝
き23

」
な
ど
と
い
わ
れ
る
。
智
慧
を
光
で
あ
ら
わ
す
所
以
は
、
智
慧
に
よ
る
可

視
化
が
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
相
応
部
』
に
は
「
如
実
に
智
慧
に
よ
っ
て
見
る24

」
や
「
貴
い
真
理
が
智
慧
に

よ
っ
て
よ
く
見
ら
れ…

…
25

」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
智
慧
は
見
え
な
い
も
の
（
真
理
）
を
見
え
る
よ
う
に
す

る
用
き
を
有
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
智
慧
を
さ
と
っ
た
ブ
ッ
ダ
も
光
で
表
象
さ
れ
る
。
藤
田
に
よ
れ
ば
、
ブ
ッ
ダ
は
原
始
経
典
の

古
い
詩
句
に
お
い
て
「
光
を
放
つ
者
」( pabhaṃ

kara)

、
「
光
輝
を
も
つ
者
」
（jutindhara

）
、
「
光
輝
あ
る
者
」

（jutim
ant

）、「
輝
き
あ
る
者
」（patāpavant

）
と
呼
ば
れ
る

26

。
そ
し
て
、
正
覚
者
は
光
り
輝
く
も
の
の
中
で
も
最
上

と
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
『
相
応
部
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

世
に
は
四
つ
の
光
明
が
あ
る
。
こ
こ
に
第
五
の
光
明
は
存
在
し
な
い
。 

昼
に
は
太
陽
が
輝
き
、
夜
に
は
月
が
照
ら
し
、 

ま
た
、
火
は
昼
夜
に
、
あ
ち
こ
ち
で
照
ら
す
。 

正
覚
者
（
ブ
ッ
ダ
）
は
、
熱
し
輝
く
も
の
の
う
ち
で
最
上
の
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
上
の
光
で
あ
る
。27 

こ
こ
で
は
、
正
覚
者
が
四
つ
の
輝
く
も
の
（
太
陽
・
月
・
火
・
正
覚
者
）
の
中
で
最
高
位
の
存
在
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る28

。
た
だ
し
、
絶
対
者
の
光
明
が
他
の
い
か
な
る
光
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
説
く
こ
と
は
仏
教
固
有
の
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も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
宗
教
聖
典
で
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
慣
用
的
表
現
で
あ
る29

。 

一
方
で
、『
増
支
部
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。 

修
行
僧
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
四
つ
の
光
が
あ
る
。
四
つ
と
は
、
何
か
。 

月
の
光
、
太
陽
の
光
、
火
の
光
、
智
慧
の
光
で
あ
る
。 

修
行
者
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
が
四
つ
の
光
で
あ
る
。
修
行
者
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
四
つ
の
う
ち
の
最
高
の
も
の
は
、
智

慧
の
光
で
あ
る
。30 

こ
れ
を
先
の
『
相
応
部
』
の
文
と
対
照
す
る
と
、「
智
慧
の
光
」
と
「
正
覚
者
（
ブ
ッ
ダ
）」
が
重
な
る
。
つ
ま
り
、

ブ
ッ
ダ
が
智
慧
の
光
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
光
明
は
奇
瑞
相
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。『
増
支
部
』
に
は
、
仏
の
托
胎
・
降
誕
・
成
道
・
初
転
法
輪
の
際

に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

神
々
と
悪
魔
と
梵
天
と
と
も
に
あ
る
こ
の
世
間
、
す
な
わ
ち
沙
門
と
バ
ラ
モ
ン
と
を
含
み
、
神
々
と
人
間
と
を
含

む
こ
の
世
間
に
、
量
れ
な
い
ほ
ど
広
大
な
光
が
現
わ
れ
る
。〔
そ
の
光
は
〕
神
々
の
威
神
力
を
超
え
て
い
る
の
で
、

あ
れ
ほ
ど
の
大
神
力
・
大
威
力
を
も
つ
太
陽
や
月
の
光
さ
え
届
か
な
い
と
こ
ろ
、〔
す
な
わ
ち
〕
世
界
〔
空
間
〕

の
中
に
あ
り
、〔
上
が
〕
覆
わ
れ
て
お
ら
ず
〔
下
が
〕
底
な
し
で
、
ま
っ
く
ら
な
闇
に
つ
つ
ま
れ
た
暗
闇
の
世
界

（
地
獄
）
に
も
、
そ
の
量
れ
な
い
ほ
ど
広
大
な
光
が
現
わ
れ
る
。31 

八
相
示
現
（
八
相
化
儀
）
の
際
に
奇
瑞
相
と
し
て
仏
・
菩
薩
が
光
明
を
放
つ
こ
と
は
、『
無
量
寿
経
』
に
も
確
認
で
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き
る
が
（
第
二
章
第
二
節
第
二
項
で
述
べ
る
）、
そ
の
淵
源
が
原
始
経
典
に
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、「
量
れ
な
い
ほ
ど
広
大
な
光
」
が
「
神
々
の
威
神
力
」
お
よ
び
太
陽
や
月
の
「
大
神
力
・
大
威

力
」
と
比
較
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
光
明
が
「
威
神
力
」
と
い
う
力
用
と
し
て
把
捉
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
次
節
で
述
べ
る
大
乗
仏
教
の
光
明
思
想
に
も
共
通
す
る
。 

最
後
に
、
大
乗
仏
教
の
光
明
思
想
を
論
じ
る
前
に
触
れ
て
お
き
た
い
文
が
あ
る
。『
増
支
部
』
に
は
次
の
よ
う
に
説

か
れ
る
。 

「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
こ
こ
に
如
来
は
千
の
三
乗
で
あ
る
、
大
な
る
千
の
世
界
を
光
り
で
満
た
し
、
生
け
る
者
が
そ

の
光
り
を
感
知
す
る
と
き
、
如
来
は
声
を
出
し
、
声
を
聞
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」。 

こ
の
よ
う
に
説
か
れ
た
と
き
、
尊
者
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
い
っ
た
。「
あ
あ
、
わ
た
し
は
得
た
も
の
だ
。
わ
た
し
は
よ

く
得
た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
偉
大
な
神
変
を
有
し
、
こ
の
よ
う
な
偉
大
な
威
力
を
有
す
る
師
を
」
と
。32 

す
な
わ
ち
、
生
け
る
者
が
光
を
感
知
す
る
と
、
如
来
は
声
を
出
し
て
聞
か
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
如
来
の

用
き
が
「
神
変
」
や
「
威
力
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
光
」「
声
」「
神
変
」「
威
力
」
が
ど
う
い
っ
た
関

係
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
何
か
し
ら
の
連
関
性
を
有
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
先
取
り
に
な
る
が
、
大
乗

経
典
で
は
仏
は
説
法
の
前
兆
と
し
て
放
光
し
、
そ
れ
が
神
変
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
声
」
と
は
説
法
の
こ

と
で
、「
光
」
は
そ
の
前
兆
に
当
た
る
と
推
測
で
き
る
。 

し
か
し
、
梶
山
雄
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
説
示
に
は
大
乗
仏
教
の
影
響
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
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摘
さ
れ
る33

。
そ
の
た
め
、
光
明
と
説
法
の
関
連
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
留
保
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、

神
変
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。 

以
上
、
原
始
経
典
に
お
け
る
光
の
用
例
を
概
観
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
五
つ
に
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

①
光
明
は
暗
闇
の
対
概
念
で
あ
り
、
例
外
も
あ
る
が
基
本
的
に
は
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

②
光
明
と
智
慧
は
見
え
な
い
も
の
（
真
理
）
を
可
視
化
す
る
と
い
う
点
で
同
義
に
な
る
。 

③
ブ
ッ
ダ
（
正
覚
者
）
は
光
明
で
表
象
さ
れ
、
ま
た
光
り
輝
く
も
の
の
中
で
も
最
上
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
智
慧

の
光
」
と
も
い
わ
れ
る
。 

④
光
明
は
奇
瑞
相
で
あ
る
と
同
時
に
、
威
神
力
な
い
し
神
変
と
も
見
な
さ
れ
て
い
る
。 

⑤
光
明
・
声
・
神
変
（
威
神
力
）
に
は
連
関
性
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
思
想
が
生
ま
れ
た
の
は
大
乗
仏
教
以

降
の
可
能
性
が
あ
る
。 

  第
二
節 

大
乗
仏
教
の
光
明
思
想 

第
一
項 

大
乗
経
典
の
光
明
思
想 

先
で
は
原
始
経
典
に
お
け
る
光
明
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
大
乗
経
典
に
な
る
と
光
明
へ
の
関
心
が
急
激
に
高
ま
る
。
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そ
し
て
、
光
明
と
説
法
ま
た
は
化
仏
が
親
和
性
を
も
っ
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
項
で
は
、
大
乗
諸
経
典
に
お
け

る
光
明
の
用
例
を
示
し
な
が
ら
、
原
始
経
典
と
の
共
通
点
あ
る
い
は
相
違
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
大

乗
経
典
に
お
け
る
光
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。 

『
法
華
経
』
で
は
、
無
量
義
処
三
昧
に
入
っ
た
釈
尊
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

爾
の
時
、
仏
、
眉
間
白
毫
相
よ
り
光
を
放
つ
。
東
方
万
八
千
世
界
を
照
ら
し
、
周
遍
せ
ざ
る
こ
と
靡
し
。
下
は
阿

鼻
地
獄
ま
で
至
り
、
上
は
阿
迦
尼
吒
天
に
至
る
。
此
の
世
界
に
於
い
て
尽
く
彼
の
土
の
六
趣
の
衆
生
を
見
る
。
又

た
彼
の
土
の
現
在
の
諸
仏
を
見
る
。
及
び
諸
仏
所
説
の
経
法
を
聞
く
。
幷
び
に
彼
の
諸
の
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆

塞
・
優
婆
夷
・
諸
の
修
行
得
道
者
を
見
る
。
復
た
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
の
種
種
の
因
縁
・
種
種
の
信
解
・
種
種
の
相

貌
の
菩
薩
道
を
行
ず
る
を
見
る
。34 

す
な
わ
ち
、
三
昧
に
入
っ
た
釈
尊
は
眉
間
の
白
毫
か
ら
光
を
放
ち
、
東
方
万
八
千
世
界
を
遍
く
照
ら
し
た
。
光
は

阿
鼻
地
獄
か
ら
阿
迦
尼
吒
天
に
至
る
ま
で
広
く
行
き
届
い
た
。
そ
し
て
、
娑
婆
世
界
か
ら
他
の
世
界
の
衆
生
・
諸
仏
・

菩
薩
た
ち
の
様
相
を
明
ら
か
に
覩
見
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
の
後
で
は
、
仏
の
放
光
が
「
神
変
相
」
や

「
光
明
神
通
之
相
」
ま
た
は
「
瑞
神
通
之
相
」
と
呼
ば
れ
て
い
る35

。
光
が
見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
こ
と
や
、

神
変
・
神
通
・
瑞
相
と
捉
え
ら
れ
る
点
は
、
原
始
経
典
と
共
通
し
て
い
る
。 

ま
た
、『
華
厳
経
』
で
は
仏
光
が
「
智
慧
の
日
光
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
「
衆
冥
を
照
除
し
、
悉
く
能
く
諸
仏
の
国

土
を
顕
現
す
」
る
と
説
か
れ
て
い
る36

。
仏
光
を
智
慧
と
捉
え
、
暗
闇
と
対
置
す
る
点
も
原
始
経
典
と
共
通
し
て
い
る
。 
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一
方
、
大
乗
経
典
の
原
始
経
典
と
異
な
る
点
は
、
光
明
が
被
救
済
者
に
対
し
て
多
種
多
様
な
用
き
を
な
す
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、『
華
厳
経
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

爾
の
時
、
如
来
眉
間
白
毫
相
中
よ
り
大
光
明
を
放
つ
。
名
づ
け
て
明
如
来
法
と
曰
ふ
。
無
量
億
那
由
他
阿
僧
祇
光

を
以
て
眷
属
と
為
。
普
く
十
方
一
切
世
界
を
照
ら
す
。
囲
遶
す
る
こ
と
十
匝
し
如
来
の
無
量
自
在
な
る
を
顕
現
す
。

無
数
億
那
由
他
の
諸
の
菩
薩
衆
を
覚
悟
す
。
一
切
世
界
は
六
種
に
震
動
し
、
一
切
の
諸
の
悪
道
の
苦
を
除
滅
す
。

一
切
の
諸
魔
の
光
明
を
映
蔽
す
る
こ
と
猶
ほ
聚
墨
の
ご
と
し
。
一
切
の
如
来
の
菩
提
を
顕
現
す
。
一
切
の
諸
仏
大

衆
を
顕
現
す
。
究
竟
の
荘
厳
は
普
く
法
界
・
虚
空
界
等
の
一
切
世
界
を
照
ら
す
。
復
た
還
り
て
一
切
の
菩
薩
諸
大

衆
を
囲
遶
し
已
は
り
て
、
如
来
性
起
妙
徳
菩
薩
の
頂
に
入
る
。
爾
の
時
、
一
切
大
衆
心
に
大
歓
喜
し
身
意
柔
軟
な

り
。
是
く
の
ご
と
き
念
を
作
す
。
甚
だ
奇
し
く
希
有
な
り
。
如
来
今
の
者
大
光
網
を
放
つ
。
必
ず
当
に
甚
深
の
正

法
を
演
説
す
べ
し
。37 

こ
こ
で
は
、
白
毫
光
が
如
来
の
無
量
自
在
な
る
を
顕
現
し
、
無
数
億
那
由
他
の
諸
の
菩
薩
衆
を
覚
悟
し
、
一
切
世

界
を
六
種
に
震
動
さ
せ
、
一
切
の
諸
の
悪
道
の
苦
を
除
滅
し
、
一
切
の
諸
魔
の
光
明
を
映
蔽
し
、
一
切
の
如
来
の
菩
提

を
顕
現
し
、
一
切
の
諸
仏
大
衆
を
顕
現
す
る
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
に
「
必
ず
当
に
甚
深
の
正
法
を
演

説
す
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
、
放
光
が
説
法
の
前
兆
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
光
明
は
具
体
的
な
現
世
利
益
を
与
え
る
場
合
も
あ
る
。『
仏
説
菩
薩
本
行
経
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
か

れ
る
。 
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一
切
の
人
民
其
の
光
明
を
見
、
又
た
化
仏
を
覩
る
。
瞋
恚
盛
り
な
る
者
は
忿
意
消
滅
し
、
皆
慈
心
を
発
す
。
婬
火

盛
り
な
る
者
は
欲
心
消
除
し
、
其
の
瑕
穢
を
観
る
。
愚
痴
・
盲
冥
は
皆
悉
く
醒
寤
し
、
四
非
常
を
解
す
。
牢
獄
繋

閉
は
悉
く
皆
解
を
放
つ
。
盲
者
は
視
る
こ
と
を
得
。
聾
者
は
聴
く
こ
と
を
得
。
唖
者
は
能
く
語
る
。
拘
躄
者
は
手

足
を
得
。
癃
残
百
病
は
皆
悉
く
除
愈
す
。38 

こ
こ
で
は
、
光
明
ま
た
は
化
仏
を
見
た
者
が
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
改
善
に
向
か
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

「
慈
心
を
発
す
」
と
か
身
体
的
な
障
が
い
が
奇
蹟
的
に
回
復
す
る
と
い
っ
た
内
容
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
見

光
の
利
益
に
も
共
通
す
る
（
第
二
章
第
一
節
第
二
項
で
述
べ
る
）。 

と
こ
ろ
で
、
先
に
仏
の
放
光
が
説
法
の
前
兆
に
な
る
と
述
べ
た
が
、
光
明
と
説
法
が
同
義
に
捉
え
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
。
例
え
ば
、『
仏
説
華
手
経
』
に
は
「（
仏
に
）
三
十
二
相
八
十
種
好
あ
り
て
、
身
よ
り
百
千
万
億
の
光
明
を
出
だ

し
、
弟
子
衆
に
処
し
て
囲
遶
し
説
法
す

39
」
と
説
か
れ
た
り
、『
華
厳
経
』
に
は
「
光
明
遍
く
照
ら
し
て
法
輪
を
転
ず

40

」
と
あ
っ
て
、
光
明
と
説
法
（
法
輪
）
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
光
明
と
説
法
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
化
仏
が
関
係
す
る
場
合
が
あ
る
。『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（
以

下
『
大
品
般
若
経
』）
で
は
、 

爾
の
時
、
世
尊
広
長
の
舌
相
を
出
だ
し
、
遍
く
三
千
大
千
国
土
を
覆
ひ
て
熙
怡
し
微
笑
す
。
其
の
舌
根
よ
り
無
量

千
万
億
光
を
放
つ
。
是
の
一
一
の
光
は
千
葉
の
金
色
の
宝
花
を
化
成
す
。
是
の
諸
の
花
の
上
に
皆
化
仏
有
り
。
結

跏
趺
坐
し
て
六
波
羅
蜜
を
説
く
。
衆
生
聞
く
者
は
必
ず
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。41 
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と
説
か
れ
、
仏
の
舌
根
よ
り
放
た
れ
た
光
が
宝
華
を
化
成
し
、
そ
の
華
上
に
は
化
仏
が
座
し
、
衆
生
に
対
し
て
六
波
羅

蜜
を
説
く
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
光
明
・
化
仏
・
説
法
が
セ
ッ
ト
で
登
場
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
『
仏
説
菩
薩
本
行

経
』
（『
大
正
蔵
』
三
、
一
一
七
頁
中
）
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
。
中
で
も
『
華
厳
経
』
の
場
合
は
、
化
仏
で
は
な
く

「
諸
仏
」
が
光
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
。 

盧
舎
那
仏
の
妙
な
る
音
声
は 

具
足
し
て
本
行
ぜ
し
所
を
演
説
す 

一
切
の
仏
刹
微
塵
数
の 

大
光
明
網
は
十
方
を
照
ら
し 

一
一
の
光
中
に
諸
仏
有
り
て 

無
上
道
を
以
て
衆
生
を
化
す 

法
身
堅
固
に
し
て
壊
す
べ
か
ら
ず 

一
切
の
諸
の
法
界
に
充
満
す 

普
く
能
く
諸
の
色
身
を
示
現
す 
応
に
随
ひ
て
諸
の
群
生
を
化
導
す42 

す
な
わ
ち
、
盧
舎
那
仏
の
音
声
（
説
法
の
声
）
と
同
時
に
大
光
明
が
放
た
れ
、
一
々
の
光
の
中
に
諸
仏
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
が
無
上
な
る
教
え
を
も
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
諸
仏
は
衆
生
に
応
じ
て
様
々
な
色
身
を
示
現

し
て
化
導
す
る
と
も
説
か
れ
て
い
る43

。 

こ
の
よ
う
な
光
明
・
化
仏
（
諸
仏
）・
説
法
の
連
関
を
「
神
変
」
の
観
点
か
ら
論
じ
た
の
が
、
梶
山
雄
一
で
あ
る

44

。

氏
は
大
乗
仏
教
に
お
け
る
「
神
変
」
の
特
徴
を
主
に
『
大
品
般
若
経
』
か
ら
抽
出
し
、
そ
れ
を
次
の
五
項
目
に
ま
と
め

て
い
る
。 

①
仏
の
三
昧
が
「
神
変
」
の
前
提
で
あ
る
こ
と
。 
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②
「
神
変
」
の
主
役
は
仏
の
放
つ
光
明
で
あ
る
こ
と
。 

③
光
明
は
仏
の
化
仏
（
分
身
）
を
産
み
、
ま
た
光
明
が
化
仏
に
よ
る
説
法
の
声
と
な
る
こ
と
。 

④
小
乗
の
「
神
変
」
に
は
な
い
、
大
乗
の
「
神
変
」
に
特
有
な
性
格
は
、
衆
生
の
側
に
は
い
か
な
る
要
求
を
も
し

な
い
で
、
仏
の
放
光
が
そ
の
光
に
遇
う
衆
生
を
無
上
正
等
覚
に
至
る
こ
と
に
決
定
さ
せ
、
悪
道
の
衆
生
を
善
道

に
生
ま
れ
さ
せ
、
心
身
障
が
い
者
・
病
人
を
治
癒
し
、
悪
人
を
善
人
に
変
え
る
と
い
う
、
い
わ
ば
他
力
に
よ
る

救
済
が
説
か
れ
る
こ
と
。 

⑤
光
明
を
介
し
て
仏
の
智
慧
と
宇
宙
の
真
理
と
が
一
体
と
な
る
こ
と
。45 

 
 梶

山
の
主
張
に
は
、
「
他
力
に
よ
る
救
済
が
説
か
れ
る
」
（
④
）
や
、
「
宇
宙
の
真
理
と
一
体
と
な
る
」（
⑤
）
と
い

っ
た
論
理
的
飛
躍
と
も
受
け
取
れ
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
上
来
述
べ
て
き
た
大
乗
経
典
の
光
明
思
想
と
一
致
す

る
点
も
確
認
で
き
る
。
特
に
、
光
明
・
化
仏
・
説
法
の
連
関
（
③
）
は
大
乗
経
典
に
確
か
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
本
章
第
三
節
第
二
項
に
お
い
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
美
術
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
再
び
取
り
上
げ
た
い
。 

 第
二
項 

『
大
智
度
論
』
の
光
明
解
釈 

『
大
智
度
論
』
は
『
大
品
般
若
経
』
の
注
釈
書
で
、
過
去
に
龍
樹
撰
述
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一
部
に
訳
者
の
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付
加
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
は
著
者
不
明
説
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
他
面
、
同
書
は
注
釈
書
と
い

う
性
格
に
留
ま
ら
ず
、
初
期
大
乗
仏
教
に
お
け
る
百
科
全
書
的
な
特
徴
を
有
し
、
加
え
て
独
特
の
光
明
解
釈
も
確
認
で

き
る
。
本
項
で
は
、
同
書
の
光
明
解
釈
を
通
し
て
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
光
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、

そ
の
一
端
を
把
握
し
た
い
。 

『
大
智
度
論
』
で
は
、
仏
が
三
昧
王
三
昧
に
入
る
理
由
を
説
明
す
る
際
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

復
た
次
に
、
仏
、
時
に
大
光
明
を
放
ち
て
大
神
力
を
現
ず
る
こ
と
有
り
。
生
の
時
、
得
道
の
時
、
初
め
て
法
輪
を

転
ず
る
時
、
諸
天
・
聖
人
の
大
集
会
の
時
、
若
し
は
外
道
を
破
す
る
時
、
皆
大
光
明
を
放
つ
。
今
其
の
殊
特
を
現

さ
む
と
欲
す
る
が
故
に
、
大
光
明
を
放
ち
て
、
十
方
一
切
の
天
人
、
衆
生
及
び
諸
の
阿
羅
漢
、
辟
支
仏
、
菩
薩
を

し
て
皆
見
知
す
る
こ
と
を
得
し
む
。
是
を
以
て
の
故
に
三
昧
王
三
昧
に
入
る
。46 

す
な
わ
ち
、
仏
は
殊
特
な
る
こ
と
を
天
人
・
衆
生
・
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
・
菩
薩
に
見
知
さ
せ
る
た
め
に
、
生
涯
に

お
け
る
重
要
な
場
面
（
誕
生
・
得
道
・
初
転
法
輪
・
大
集
会
・
破
外
道
）
で
放
光
し
て
大
神
力
を
示
す
と
い
う
。
要
す

る
に
、
放
光
が
奇
瑞
相
ま
た
は
大
神
力
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
前
項
で
確
認
し
た
大
乗
経
典
と
共
通
す
る
。

ま
た
、
光
明
と
神
力
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
光
明
は
仏
力

47

」
と
か
「
仏
の
光
は
灯
の
ご
と
く
、
神
力
は
脂
の
ご
と

し48

」
と
か
「
光
明
は
仏
の
神
力
を
以
て
本
と
為49

」
と
説
か
れ
、
光
明
＝
神
力
（
仏
力
）
な
の
か
光
明
の
本
源
が
神

力
な
の
か
曖
昧
だ
が
、
ほ
ぼ
同
概
念
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
光
明
（
神
力
）
の
種
別
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。 
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復
た
次
に
光
明
神
力
に
下
・
中
・
上
有
り
。
呪
術
・
幻
術
の
能
く
光
明
変
化
を
作
す
は
下
な
り
。
諸
天
・
龍
神
の

光
明
神
力
を
報
得
す
る
は
中
な
り
。
諸
の
三
昧
に
入
り
て
今
世
の
功
徳
心
力
を
以
て
大
光
明
を
放
ち
、
大
神
力
を

現
ず
る
は
上
な
り
。
是
を
以
て
の
故
に
仏
は
三
昧
王
三
昧
に
入
る
。50 

こ
こ
で
は
、
光
明
が
上
・
中
・
下
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
下
」
は
呪
術
・
幻
術
の
よ
う
に
変
化
す
る
光
明
、
「
中
」

は
諸
天
・
龍
神
が
得
る
光
明
、「
上
」
は
三
昧
に
入
っ
て
現
世
の
功
徳
心
力
（
他
所
で
は
「
心
力
」
は
「
神
力
」
と
も

換
言
さ
れ
る
）
を
も
っ
て
放
た
れ
る
光
明
で
あ
る
。
実
際
に
三
昧
に
入
る
の
は
仏
で
あ
る
か
ら
、「
上
の
光
明
」
は
仏

光
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
文
は
仏
の
光
明
（
神
力
）
の
最
上
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。 

仏
光
が
別
の
光
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
文
は
、
他
所
に
も
確
認
で
き
る
。 

諸
の
天
人
能
く
光
を
放
つ
と
雖
も
、
有
限
・
有
量
な
り
。
日
月
の
照
ら
す
所
は
唯
だ
四
天
下
の
み
。
仏
は
光
明
を

放
つ
に
三
千
大
千
世
界
を
満
つ
。
三
千
大
千
世
界
の
中
よ
り
出
で
て
遍
く
下
方
に
至
る
。
余
人
の
光
明
は
唯
だ
能

く
人
を
し
て
歓
喜
せ
し
む
る
の
み
。
仏
は
光
明
を
放
つ
に
能
く
一
切
を
し
て
聞
法
得
度
せ
し
む
。
是
を
以
て
異
と

為
。51 

す
な
わ
ち
、
天
人
お
よ
び
日
・
月
の
光
の
照
ら
す
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
が
、
仏
光
は
三
千
大
千
世
界
お
よ
び
下

方
世
界
を
遍
く
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
仏
以
外
の
光
は
人
を
歓
喜
さ
せ
る
の
み
だ
が
、
仏
光
は
あ
ら
ゆ
る
者

を
聞
法
得
度
さ
せ
る
と
い
う
。
仏
光
が
輝
く
も
の
の
中
で
最
上
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
原
始
経
典
で
説
か
れ
て
い
た
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が
、
右
の
文
で
は
そ
れ
に
伴
っ
て
聞
法
得
度
の
力
用
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
大
乗
経
典
に
お
い
て
光
明
と
説

法
が
同
義
に
扱
わ
れ
て
い
た
点
に
通
ず
る
。 

た
だ
し
、『
大
智
度
論
』
で
は
光
明
と
説
法
の
関
係
が
全
同
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
衆
生

に
種
種
の
因
縁
あ
り
て
、
得
度
は
同
じ
か
ら
ず
。
禅
定
し
て
得
度
す
る
者
有
り
、
持
戒
説
法
し
て
得
度
す
る
者
有
り
、

光
明
の
身
に
触
れ
て
得
度
す
る
者
有
り52

」
と
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
説
法
と
触
光
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
前
項
に
お
い
て
『
大
品
般
若
経
』
を
引
い
て
、
舌
相
の
光
明
か
ら
化
仏
が
あ
ら
わ
れ
て
六
波
羅
蜜
を

説
く
と
述
べ
た
が
、『
大
智
度
論
』
は
当
該
文
を
注
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
光
明
に
関
し
て
は
「
今
何
を
以
て
の

故
に
舌
根
よ
り
復
た
光
明
を
放
つ
や
」
と
問
い
が
設
け
ら
れ
、「
一
切
を
し
て
重
ね
て
信
ぜ
し
め
む
と
欲
す
る
が
故
に
」

と
答
え
て
い
る53

。
つ
ま
り
、
光
明
に
教
法
の
真
実
性
を
証
明
す
る
役
割
を
与
え
て
い
る54

。
ま
た
、
化
仏
に
関
し
て

は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

問
ふ
て
曰
は
く
、
釈
迦
文
尼
仏
は
無
量
千
万
億
の
諸
仏
を
化
作
す
。
云
何
が
一
時
に
能
く
説
法
す
る
や
。
阿
毘
曇

の
説
の
ご
と
く
、
一
時
に
二
心
無
し
。
若
し
化
仏
語
る
時
は
化
主
黙
す
べ
し
。
化
主
語
る
時
は
化
亦
た
黙
す
べ
し
。

云
何
が
一
時
に
皆
六
波
羅
蜜
を
説
く
や
。
答
へ
て
曰
は
く
、
此
く
の
ご
と
く
説
く
者
は
外
道
及
び
声
聞
の
変
化
の

法
な
る
の
み
。
仏
の
変
化
は
無
量
三
昧
力
の
ご
と
く
不
可
思
議
な
り
。
是
の
故
に
仏
自
ら
語
る
時
、
無
量
千
万
億

の
化
仏
も
亦
た
一
時
に
皆
語
る
。
又
た
諸
の
外
道
及
び
声
聞
は
化
し
て
化
を
作
す
こ
と
あ
た
は
ず
。
仏
世
尊
の
ご

と
き
は
化
し
て
復
た
化
を
作
す
。
諸
の
外
道
及
び
声
聞
は
滅
後
に
化
を
留
め
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
仏
世
尊
の
ご
と
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き
は
自
身
の
滅
度
後
に
復
た
能
く
化
を
留
め
て
仏
と
異
な
り
無
し
。55 

こ
こ
で
は
、
仏
に
よ
っ
て
化
作
さ
れ
る
化
仏
が
、
外
道
や
声
聞
の
化
身
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
道
・
声
聞
の
場
合
、
本
体
が
語
る
と
化
身
は
黙
り
、
本
体
が
黙
る
と
化
身
は
語
る
。
一
方
、
仏

の
場
合
は
本
体
と
化
仏
が
一
心
同
体
で
、
互
い
の
「
黙
る
」「
語
る
」
が
一
致
す
る
。
ま
た
、
外
道
・
声
聞
の
化
身
は

本
体
と
同
時
に
滅
す
る
が
、
仏
の
化
仏
は
仏
滅
後
も
そ
の
姿
を
留
め
て
本
体
と
異
な
り
が
無
い
と
さ
れ
る
。 

最
後
に
、
光
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
大
智
度
論
』
で
は
光
明
が
色
光
と
智
慧
光
に
分
け
ら

れ56

、
両
者
の
相
違
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

明
に
二
種
有
り
。
一
に
は
衆
生
を
度
す
る
が
故
に
身
よ
り
光
明
を
放
つ
。
二
に
は
諸
法
の
総
相
別
相
を
分
別
す
る

が
故
に
智
慧
の
光
明
な
り
。57 

す
な
わ
ち
、
衆
生
を
済
度
す
る
の
が
色
光
（
身
光58

）
で
あ
り
、
諸
法
を
分
別
す
る
の
が
智
慧
光
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
二
光
の
放
た
れ
る
先
後
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

復
た
次
に
一
切
衆
生
は
常
に
欲
楽
に
著
す
。
五
欲
の
中
の
第
一
は
色
な
り
。
此
の
妙
光
を
見
る
に
、
心
必
ず
愛
著

し
て
本
の
所
楽
を
捨
つ
。
其
の
心
を
し
て
漸
く
欲
を
離
れ
せ
し
め
、
然
る
後
に
為
に
智
慧
を
説
く
。59 

衆
生
を
愛
著
の
欲
望
か
ら
次
第
に
離
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
仏
は
ま
ず
身
光
（
妙
光
）
を
放
ち
、
そ
の
後
に
智
慧
光

を
放
つ
（
厳
密
に
は
「
智
慧
を
説
く
」）
と
い
う
。 

以
上
、『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
光
明
解
釈
を
概
観
し
た
。
光
明
が
奇
瑞
・
神
力
・
説
法
・
化
仏
と
関
連
し
て
い
る
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こ
と
は
大
乗
経
典
と
共
通
し
て
い
る
。
一
方
、
光
明
が
化
仏
を
伴
っ
て
教
法
の
真
実
性
を
証
明
す
る
点
や
、
化
仏
自
体

の
解
釈
、
光
の
分
類
方
法
か
ら
は
同
書
の
独
自
性
が
確
認
で
き
た60

。 
  第

三
節 

仏
教
美
術
の
観
点
か
ら
見
る
光
明 

第
一
項 

イ
ン
ド
に
お
け
る
「
蓮
華
の
創
造
性
」 

前
節
で
は
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
光
明
と
化
仏
が
同
時
に
登
場
す
る
点
を
紹
介
し
た
。
そ
の
際
、
論
述
の
便
宜
上

言
及
し
な
か
っ
た
が
、
蓮
華
も
光
明
と
一
緒
に
登
場
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
『
仏
説
菩
薩
本
行
経
』
に
は
、 

世
尊
将
に
説
か
む
と
欲
ひ
て
、
前
世
の
本
所
に
於
い
て
菩
薩
道
を
修
行
す
る
時
、
即
便
ち
微
笑
し
、
五
色
の
光
明

口
中
よ
り
出
だ
す
。
光
に
五
分
有
り
て
、
一
一
の
光
の
頭
よ
り
無
数
の
明
を
出
だ
す
。
一
一
の
光
の
頭
に
宝
蓮
花

有
り
。
一
一
の
花
上
に
皆
化
仏
有
り
。61 

と
説
か
れ
、
光
明
・
蓮
華
・
化
仏
が
セ
ッ
ト
で
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
光
明
は
化
仏
だ
け
で
な
く
蓮
華
と
の

親
和
性
も
高
い
。
そ
こ
で
本
項
で
は
一
旦
、
考
察
対
象
を
光
明
か
ら
蓮
華
に
移
す
。
そ
の
狙
い
は
、
光
明
と
親
和
性
の

高
い
蓮
華
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
光
明
の
特
性
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
に
あ
る
。 

仏
教
と
蓮
華
の
関
係
を
考
え
た
場
合
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
が
蓮
華
化
生
、
あ
る
い
は
『
華
厳
経
』
所
説
の
蓮
華
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蔵
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
淵
源
を
求
め
る
際
に
、
先
行
研
究62

で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
古
代
イ
ン
ド

の
大
叙
事
詩
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』（
原
形
は
紀
元
前
四
〇
〇
年
頃
成
立
し
た
と
さ
れ
る
）
の
説
示
内
容
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
天
地
の
開
け
る
時
、
世
界
は
海
で
、
根
本
神
で
あ
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
大
蛇
を
寝
台
と
し
て
眠
っ
て
い
た
。
ヴ

ィ
シ
ュ
ヌ
が
創
造
を
開
始
し
よ
う
と
欲
す
る
と
、
そ
の
臍
（
へ
そ
）
か
ら
蓮
華
が
生
じ
、
そ
の
華
に
ブ
ラ
フ
マ
ー
（
梵

天
）
が
生
ま
れ
、
彼
が
万
物
を
創
造
し
た
と
い
う63

。
こ
こ
か
ら
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
蓮
華
に
創
造
性
が
託
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
先
と
近
似
し
た
内
容
が
『
雑
譬
喩
経
』
（『
大
正
蔵
』
四
、
五
二
九
頁
中
）
や

『
大
智
度
論
』（『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
六
頁
上
）
に
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
に
よ
る

仏
教
へ
の
影
響
が
確
認
で
き
る
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
蓮
華
の
創
造
性
」
を
初
期
の
仏
教
美
術
の
観
点
か
ら
論
じ
た
の
が
、
安
藤
佳
香64

で
あ
る
。

氏
は
イ
ン
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
取
り
囲
む
欄
楯
に
注
目
し
、
そ
こ
に
施
さ
れ
た
蓮
華
意
匠
か
ら
「
生
命
誕
生
の
重
層
」

を
読
み
込
む
。
以
下
で
は
、
安
藤
の
解
説65
に
よ
り
な
が
ら
、
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
欄
楯
に
お
け
る
二
例
を
紹
介
す
る
。
な

お
、
図
版
は
本
論
文
の
二
五
二
～
二
五
七
頁
に
附
す
（
以
下
で
紹
介
す
る
他
の
図
版
に
つ
い
て
も
同
様
）。 

 

・
図
① 

満
瓶
（
プ
ー
ル
ナ
ガ
タ
）66 

下
方
の
瓶
は
蓮
華
を
生
み
出
す
パ
ワ
ー
に
溢
れ
た
水
が
入
っ
て
お
り
（
上
下
の
列
弁
文
が
そ
の
こ
と
を
暗
示
）、
そ

の
水
か
ら
多
数
の
蓮
茎
が
生
じ
、
さ
ら
に
は
咲
い
た
蓮
華
の
う
ち
四
本
は
、
次
な
る
生
命
体
と
し
て
の
鳥
を
生
ぜ
し
め
、
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そ
の
結
果
す
で
に
「
反
花
形

か
え
り
ば
な
が
た

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
聖
水→

蓮
華→

鳥
」
と
い
う
生
命
誕
生
の
重
層
が
、

実
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
意
匠
化
さ
れ
て
い
る
。 

安
藤
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
欄
楯
で
は
そ
の
浮
彫
装
飾
の
八
割
強
に
蓮
華
も
し
く
は
蓮
華
に
関
係
す
る
文
様

が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
も
重
用
さ
れ
る
の
が
「
反
花
形
」
で
、
こ
の
形
は
花
と
し
て
の
生
命
を
終
え
、
花
弁

が
散
る
寸
前
を
形
象
し
て
い
る
。
あ
え
て
こ
の
形
を
重
視
し
た
の
は
、「
す
で
に
次
な
る
生
命
を
生
ぜ
し
め
た
後
の
蓮

華
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
が
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る67

。 

 

・
図
② 

満
瓶
か
ら
生
ま
れ
る
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー68 

こ
こ
で
は
蓮
華
上
に
い
る
の
が
鳥
で
は
な
く
、
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
と
象
に
な
る
。
こ
の
意
匠
で
は
中
央
の
反
花
形
の

台
の
上
に
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
が
、
そ
の
左
右
の
台
の
上
に
は
そ
れ
ぞ
れ
象
が
誕
生
し
、
象
た
ち
は
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
の
頭
上

か
ら
灌
水
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
聖
水→
蓮
華→

ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
・
二
象
」
と
い
う
誕
生
の
重
層
が
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
。 

 

一
方
、
時
代
を
下
っ
た
グ
プ
タ
朝
（
四
～
六
世
紀
）
の
仏
伝
浮
彫
に
も
「
蓮
華
の
創
造
性
」
が
看
取
で
き
る
。
以

下
で
は
、
宮
治
昭
の
解
説

69

を
参
照
し
な
が
ら
、「
舎
衛
城
の
神
変
（
千
仏
化
現
）」（
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
説
明

す
る
）
に
比
定
さ
れ
た
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
出
土
の
浮
彫
を
見
て
み
た
い
。 
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・
図
③ 

舎
衛
成
の
神
変
（
千
仏
化
現
）70 

画
面
の
下
方
中
央
に
、
大
き
な
蓮
華
座
上
に
結
跏
趺
坐
し
て
転
法
輪
印
を
結
ぶ
仏
陀
が
大
き
め
に
あ
ら
わ
さ
れ
、

そ
の
左
右
に
は
共
に
右
手
を
挙
げ
て
払
子
を
も
つ
菩
薩
立
像
が
従
う
。
主
尊
仏
よ
り
化
現
さ
れ
た
仏
陀
や
菩
薩
た
ち
は
、

い
ず
れ
も
蓮
華
座
上
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
蓮
茎
で
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
図
で
は
省
略
さ
れ
て
い

る
が
、
大
蓮
華
の
下
方
で
は
、
し
ば
し
ば
二
龍
王
が
上
半
身
を
あ
ら
わ
し
て
太
い
蓮
茎
を
支
え
る
表
現
を
見
せ
る71

。

こ
の
二
龍
王
と
蓮
華
の
関
係
に
つ
い
て
、
宮
治
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

地
下
に
棲
む
龍
王
が
上
半
身
を
現
し
、
大
蓮
華
を
創
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
は
、「
水
か
ら
生
じ
る
蓮
華
」
の
イ
メ
ー

ジ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
イ
ン
ド
に
古
く
か
ら
あ
る

混
沌

カ

オ

ス

か
ら

宇
宙

コ
ス
モ
ス

を
生
じ
さ
せ
る
「
誕
生
」「
生

成
」
の
祖
型
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
水
は
潜
勢
力
を
持
っ
た
無
で
あ
り
、
生
じ
さ
せ
る
根
源
で
あ
り
、
原
初
の
水
で

あ
る
。
蓮
華
を
創
り
出
す
龍
王
は
、
大
地
に
潜
む
水
を
象
徴
す
る
。
そ
こ
か
ら
出
現
し
た
蓮
華
は
か
た
ち

、
、
、
そ
の
も

の
で
あ
り
、
混
沌
か
ら
生
じ
た
宇
宙
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
蓮
華
は
万
物
を
生
成
せ
し
め
る
蔵
、
子
宮
で
あ
る
の
で

豊
饒
の
象
徴
で
あ
り
、
同
時
に
宇
宙
論
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
原
初
の
水
か
ら
蓮
華
を
発
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
イ

ン
ド
に
お
い
て
宇
宙
生
成
の
原
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
る
。72 

（
ル
ビ
・
傍
点
は
原
文
マ
マ
） 

す
な
わ
ち
、
龍
王
は
「
原
初
の
水
」
を
象
徴
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
出
現
し
た
蓮
華
は
「
宇
宙
そ
れ
自
体
」
を
あ
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ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
。
図
③
が
「
宇
宙
生
成
」
を
表
現
し
て
い
る
の
か
否
か
に
関
し
て
は
筆
者
に
は
判
別
で
き
な
い

が
、
蓮
華
が
水
を
源
と
し
て
「
誕
生
」「
生
成
」「
豊
饒
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
紹
介
し
た
図
①
②
に
よ

っ
て
も
首
肯
で
き
る73

。 

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
華
は
水
と
連
動
し
て
生
命
を
産
み
出
し
増
殖
さ
せ
る
特
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
光
明
に
も
ま
た
同
様
の
特
性
が
託
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
次
項
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ

美
術
を
通
し
て
検
証
す
る
。 

 

第
二
項 

ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮
彫
と
「
大
光
明
の
神
変
」 

 

本
章
第
二
節
第
一
項
で
梶
山
雄
一
の
論
考
を
取
り
上
げ
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
光
明
と
神
変
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ

た
。
宮
治
昭
は
梶
山
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
自
身
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
美
術
の
研
究
に
応
用
し
て
い
る
。
宮

治
は
大
乗
経
典
に
説
か
れ
る
神
変
を
「
大
光
明
（
放
光
）
の
神
変
」
と
名
づ
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
大
光
明
の
神
変
」
は
五
世
紀
前
半
以
前
に
漢
訳
さ
れ
た
主
要
な
初
期
大
乗
経
典
で
あ
る
〈
大
品
般
若
経
〉〈
法

華
経
〉〈
華
厳
経
〉〈
無
量
寿
経
〉
な
ど
に
共
通
し
て
説
か
れ
る
。
そ
れ
ら
の
漢
訳
の
初
期
大
乗
経
典
は
、
梵
本
よ

り
も
古
い
伝
承
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
解
釈
に
と
っ
て
大
層
重
要
で
あ
る
。74 

氏
が
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
背
景
に
は
、
仏
教
美
術
研
究
で
著
名
なA

lfred 
Foucher

に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
、
一
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群
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮
彫
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
は
、
蓮
華
座
上
に
結
跏
趺
坐
す
る
仏
陀
が
礼
拝
像
の

よ
う
に
大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
仏
・
菩
薩
・
供
養
者
な
ど
多
く
の
聖
衆
を
配
し
た
、
一
種
の
変
相
図
的
な

図
像
を
示
す
大
構
図
浮
彫
が
い
く
つ
か
あ
る
。
か
つ
て
、Foucher

は
当
該
浮
彫
を
『
デ
ィ
ヴ
ィ
ヤ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
』

第
一
二
章
「
プ
ラ
ー
テ
ィ
ハ
ー
ル
ヤ
・
ス
ー
ト
ラ
」
に
記
さ
れ
る
仏
伝
説
話
の
一
つ
「
舎
衛
城
の
神
変
（
千
仏
化
現
）」

に
比
定
し
た75
。 

そ
の
説
話
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
は
外
道
を
打
ち
負
か
す
た
め
に
舎
衛
城
の
郊
外
で
神
変
を
な
し
た
。
ま
ず
、
釈
尊
は

瞑
想
に
入
っ
て
自
分
の
座
か
ら
姿
を
消
し
、
虚
空
中
で
様
々
な
姿
を
あ
ら
わ
し
、
火
光
定
に
入
っ
て
光
を
放
ち
、
身
体

の
上
下
か
ら
火
と
水
を
発
す
る
奇
蹟
を
な
し
た
。
さ
ら
に
、
釈
尊
は
二
龍
王
ナ
ン
ダ
と
ウ
パ
ナ
ン
ダ
の
つ
く
り
出
し
た

大
蓮
華
に
坐
し
て
、
多
く
の
蓮
華
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
化
仏
を
出
現
さ
せ
、
ア
カ
ニ
シ
ュ
タ
天
ま
で
達
す
る
「
千
仏
化
現
」

の
奇
蹟
を
な
し
た
。
最
後
に
、
釈
尊
は
法
を
説
い
て
多
く
の
人
々
を
仏
教
に
帰
依
さ
せ
た
と
説
か
れ
て
い
る76

。 

と
こ
ろ
が
、Foucher

が
先
の
説
を
発
表
し
た
後
に
い
く
つ
か
の
異
説

77

が
提
起
さ
れ
、
現
在
で
は
大
乗
仏
教
と
関

わ
る
テ
ー
マ
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。 

既
述
の
通
り
、
宮
治
は
梶
山
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
一
群
の
浮
彫
の
テ
ー
マ
に
は
大
乗
仏
教
の
「
大
光
明
（
放
光
）

の
神
変
」
が
密
接
に
関
係
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
浮
彫
を
図
像
形
式
か
ら
⑴
三
尊
タ
イ
プ
、
⑵
発
出
タ
イ

プ
、
⑶
楼
閣
タ
イ
プ
、
⑷
蓮
池
タ
イ
プ
の
四
つ
に
大
別
す
る78

。
こ
の
う
ち
、
本
項
で
は
⑵
と
⑷
を
取
り
上
げ
た
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
二
タ
イ
プ
に
は
異
な
る
種
類
の
光
明
の
特
性
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
宮
治
の
解
説
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79

を
参
照
し
な
が
ら
論
を
進
め
る
。 

 
・
図
④ 

発
出
タ
イ
プ80 

発
出
タ
イ
プ
と
は
、
蓮
華
座
（
方
座
も
少
数
あ
る
）
に
結
跏
趺
坐
し
て
禅
定
印
を
結
ぶ
仏
陀
、
も
し
く
は
菩
薩
の

両
側
に
放
射
状
に
複
数
の
仏
陀
や
神
々
の
立
像
を
配
置
す
る
図
像
形
式
を
指
す
。
図
④
で
は
、
中
央
の
坐
仏
か
ら
六
体

の
仏
立
像
が
放
射
状
に
発
出
さ
れ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
立
像
の
下
に
は
蓮
華
が
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
大
乗
経
典
に
説
か
れ
る
「
大
光
明
の
神
変
」、
す
な
わ
ち
仏
陀
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
三

昧
に
入
り
、
大
光
明
を
発
し
、
そ
の
光
が
無
量
の
蓮
華
と
な
っ
て
、
そ
れ
ら
に
み
な
仏
陀
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
表
現

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

前
項
で
示
し
た
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
浮
彫
の
「
舎
衛
成
の
神
変
（
千
仏
化
現
）
」
（
図
③
）
の
場
合
、
蓮
が
増
殖
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
基
底
と
な
っ
て
お
り
、
蓮
茎
が
次
々
と
枝
分
か
れ
す
る
様
相
が
示
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮
彫

の
発
出
タ
イ
プ
（
図
④
）
で
は
蓮
茎
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
宮
治
は
「
光
が
化
し
て
蓮
華
と

な
っ
た
」
こ
と
を
意
図
し
た
造
形
で
あ
り
、「
放
光
の
神
変
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る

81

。
す
な
わ
ち
、
サ
ー

ル
ナ
ー
ト
浮
彫
で
は
「
水→

蓮
華→

化
仏
」
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮
彫
で
は
「
光
明→

蓮
華→

化
仏
」
と
な
っ

て
お
り
、
光
明
が
水
の
代
わ
り
に
誕
生
・
増
殖
の
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
前
項
の
最
後
に
示
し
た
光
明

の
特
性
に
関
す
る
可
能
性
を
肯
定
で
き
る
。 
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・
図
⑤ 

蓮
池
タ
イ
プ82 

蓮
池
タ
イ
プ
と
は
、
下
端
に
蓮
池
を
あ
ら
わ
し
、
蓮
華
座
に
坐
し
て
転
法
輪
印
を
結
ぶ
仏
陀
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
両
側
に
多
く
の
様
々
な
姿
の
菩
薩
た
ち
を
配
置
し
た
図
像
形
式
を
指
す
。
ま
た
、
仏
陀
の
頭
上
に
は
花
樹
や
傘
蓋
を

も
つ
天
人
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の
代
表
例
は
、
図
⑤
の
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ナ
リ
ー
出
土
の
浮
彫
で
あ
る
。
下
端
の

蓮
池
に
水
流
・
魚
・
蓮
華
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
池
の
中
央
か
ら
宝
石
で
飾
ら
れ
た
太
い
茎
が
伸
び
て
大
蓮
華
が
出
現
し
て

い
る
。
茎
の
両
側
に
は
龍
蓋
を
つ
け
た
ナ
ー
ガ
と
ナ
ー
ギ
ー
が
見
ら
れ
、
大
蓮
華
の
上
に
は
大
き
な
仏
陀
が
結
跏
趺
坐

し
て
い
る
。
そ
の
両
側
に
は
五
層
に
わ
た
っ
て
椅
子
に
腰
か
け
た
多
く
の
菩
薩
た
ち
が
、
主
尊
仏
を
見
上
げ
た
り
、
讃

嘆
供
養
し
た
り
、
隣
の
者
と
話
し
た
り
、
思
惟
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
上
層
の
両
端
に
は
先
に
紹
介
し
た
発
出

タ
イ
プ
の
仏
陀
が
確
認
で
き
る
。 

 

 

と
こ
ろ
で
、
宮
治
の
蓮
池
タ
イ
プ
に
対
す
る
解
釈
に
は
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
段
階
で
は
、
氏
は
『
法
華

経
』『
如
来
蔵
経
』『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
「
大
光
明
の
神
変
」
を
用
い
て
、
図
⑤
を
説
明
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

無
量
義
処
三
昧
に
入
っ
た
釈
尊
が
、
白
毫
よ
り
大
光
明
を
放
っ
て
地
獄
か
ら
天
上
ま
で
の
仏
国
土
の
全
体
を
明
ら
か
に

し
、
そ
こ
に
諸
仏
・
菩
薩
の
姿
を
映
し
出
し
た
こ
と
（『
法
華
経
』）、
禅
定
に
入
っ
た
釈
尊
の
威
神
力
に
よ
っ
て
多
く

の
蓮
華
が
出
現
し
、
そ
こ
か
ら
化
仏
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
（『
如
来
蔵
経
』）、
釈
尊
の
も
と
に
集
ま
っ
た
菩
薩
た
ち
が
、

各
自
の
誓
願
に
よ
り
出
現
さ
せ
た
大
蓮
華
の
萼
に
坐
し
て
い
る
こ
と
（『
華
厳
経
』）
に
よ
っ
て
、
図
相
解
説
を
お
こ
な
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っ
て
い
た83

。 

し
か
し
、
二
〇
二
一
年
に
はJohn C. H

untigton 84

、Paul H
arrision

とChristian Luczanits

の
両
氏85

、
そ
れ
か
ら
壬

生
泰
紀

86

の
論
考
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
蓮
池
タ
イ
プ
は
釈
迦
仏
の
い
る
娑
婆
世
界
に
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
仏
国
土
が
顕

現
し
た
光
景
を
表
す
も
の
で
、
最
初
期
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
物
語
る
美
術
作
例87

」
と
、
宮
治
は
述
べ
て
い
る
。 

 

氏
が
「
阿
弥
陀
仏
国
土
の
顕
現
」
説
に
軌
道
修
正
し
た
要
因
の
一
つ
に
、〈
初
期
無
量
寿
経
〉
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀

仏
の
放
光
が
関
わ
っ
て
い
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』
の
終
わ
り
の
方
（
所
謂
「
霊
山
現
土
」88

）
に
お
い
て
、
釈
尊
が
阿

難
に
対
し
て
「
阿
弥
陀
仏
と
菩
薩
・
阿
羅
漢
た
ち
が
い
る
国
土
を
見
た
い
か
」
と
尋
ね
る
と
、
阿
難
は
大
い
に
歓
喜
し

長
跪
合
掌
し
て
「
ぜ
ひ
見
せ
て
下
さ
い
」
と
申
し
上
げ
た
。
そ
し
て
、
阿
難
が
釈
尊
の
い
う
通
り
西
方
に
向
か
っ
て
阿

弥
陀
仏
を
礼
拝
し
、
頭
を
地
に
つ
け
て
「
南
無
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
檀
」
と
い
う
や
い
な
や
、
阿
弥
陀
仏
が
大
光
明
を
放

ち
、
そ
れ
が
十
方
の
無
数
の
仏
国
土
に
遍
く
行
き
渡
り
大
震
動
が
起
き
た
。
そ
し
て
、
阿
難
・
菩
薩
・
阿
羅
漢
・

神
々
・
帝
王
・
人
々
は
そ
の
光
明
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
と
菩
薩
・
阿
羅
漢
た
ち
の
い
る
国
土
の
七
宝
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
説
か
れ
て
い
る
。 

こ
の
場
面
の
釈
尊
と
阿
難
に
比
定
さ
れ
る
の
が
、
図
⑤
の
上
か
ら
二
段
目
の
右
端
に
お
い
て
岩
座
に
坐
し
た
仏
陀
、

ま
た
そ
の
右
下
で
礼
拝
す
る
比
丘
（
頭
部
は
欠
損
）
で
あ
る
（
図
⑤‐

１
）。
片
膝
を
立
て
て
合
掌
す
る
阿
難
に
対
し

て
、
釈
尊
が
右
手
を
挙
げ
て
主
尊
の
阿
弥
陀
仏
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
主
尊
仏
の
両
側
で
蓮
華
座
の
上
に
坐
し
た
り

立
っ
た
り
し
て
い
る
人
物
た
ち
は
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
す
で
に
い
る
菩
薩
・
阿
羅
漢
・
声
聞
た
ち
、
あ
る
い
は
そ
こ
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に
生
ま
れ
る
人
々
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
阿
弥
陀
仏
国
土
の
顕
現
」
説
を
主
張
す
る
壬
生
に
よ
れ
ば
、
図
⑤
に
関
し
て
「
釈
尊
の
奨
励
を
契
機
と
し
、
そ

し
て
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
よ
る
神
変
で
も
っ
て
、
聴
衆
が
娑
婆
世
界
に
居
な
が
ら
に
し
て
か
の
仏
国
土
の
全
貌
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る

89

」
と
述
べ
、「
霊
山
現
土
」
を
「
光
明
に
よ
る
神
変
」
と
表
現
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
再
度
「
霊
山
現
土
」
の
一
部
を
確
認
し
て
み
る
と
、 

阿
難
未
だ
起
た
ざ
る
に
、
阿
弥
陀
仏
便
ち
大
い
に
光
明
威
神
を
放
ち
て
、
則
ち
八
方
上
下
の
諸
の
無
央
数
の
仏
国

に
遍
す
。
諸
の
無
央
数
の
諸
天
地
、
即
ち
皆
為
に
大
い
に
震
動
し
、
諸
の
無
央
数
の
天
地
、
須
弥
山
羅
宝
・
摩
訶

須
弥
大
山
羅
宝
、
諸
の
天
地
、
大
界
・
小
界
、
其
の
中
の
諸
の
大
泥
犂
・
小
泥
犂
、
諸
の
山
林
・
渓
谷
・
幽
冥
の

処
、
即
ち
皆
大
明
に
し
て
、
悉
く
大
い
に
開
闢
す
。90 

と
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
放
っ
た
「
光
明
威
神
」
が
、
大
地
獄
・
小
地
獄
・
山
林
・
渓
谷
・
幽
冥
な
る
場
所
を
開
い
て

明
る
く
照
ら
す
と
説
か
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
こ
の
文
に
は
「
神
変
」
の
語
は
な
い
が
、
上
来
見
て
き
た
よ
う
に
原

始
経
典
・
大
乗
経
典
に
お
い
て
光
明
は
神
変
ま
た
は
威
神
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
力
用

を
有
し
て
い
た
。
右
の
文
に
あ
る
「
光
明
威
神
」
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る91

。
壬
生
の
い
う
「
光
明
に
よ

る
神
変
」
も
ま
た
、
こ
の
「
光
明
威
神
」
を
指
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 
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お
わ
り
に 

本
章
で
は
、
仏
教
美
術
の
視
点
を
導
入
し
つ
つ
、
原
始
仏
教
と
大
乗
仏
教
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。
原
始
経
典
で

は
釈
尊
（
仏
）
が
光
明
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
仏
は
見
え
な
い
も
の
（
真
理
）
を
可
視
化
す
る
こ
と
か
ら
「
智
慧
の

光
」
と
も
表
象
さ
れ
る
。
ま
た
、
光
明
は
瑞
相
・
威
神
・
神
変
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
大
乗
経
典
で
は
仏
の
放
光
が
見
え
な
い
場
所
を
照
ら
し
出
し
た
り
、
説
法
の
前
兆
に
捉
え
ら
れ
た
り
、
衆

生
に
対
し
て
さ
と
り
や
具
体
的
な
利
益
を
与
え
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
光
明
か
ら
多
数
の
化
仏
が
示
現
し
た

り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
説
法
す
る
と
い
っ
た
説
示
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
光
明
の
様
相
な
い
し
用
き
は
、
原
始
経
典

同
様
に
瑞
相
・
威
神
・
神
変
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。『
大
智
度
論
』
の
場
合
も
、
光
明
を
説
法
（
聞
法
）・
瑞
相
・
神
力

に
関
連
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
点
は
大
乗
経
典
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
内
容
を
見
る
と
、
光
と
神
力
（
仏
力
）

の
関
係
や
化
仏
の
説
明
、
光
明
の
分
類
方
法
な
ど
に
お
い
て
独
自
的
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
欄
楯
の
蓮
華
意
匠
お
よ
び
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
浮
彫
か
ら
は
、
水
と
蓮
華
に
誕
生
・
増
殖
の
イ

メ
ー
ジ
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
が
光
明
に
も
当
て
は
ま
る
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮
彫
に
お
け
る
発
出
タ
イ
プ
を
用
い
て
検
証
し
た
。
当
該
浮
彫
に
は
、
光
明
と
蓮
華
が
連
動
し
て
化
仏
が

誕
生
・
増
殖
す
る
様
相
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
先
の
可
能
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
蓮
池
タ
イ
プ
の
浮
彫
に

関
し
て
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
「
霊
山
現
土
」
を
確
認
し
た
上
で
、
光
明
が
見
え
な
い
も
の
を
顕
現
さ
せ
る
点

を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
原
始
経
典
・
大
乗
経
典
に
お
け
る
光
明
に
よ
る
可
視
化
に
通
底
す
る
思
想
と
い
え
る
。 



５１ 
 

以
上
の
よ
う
に
、
光
明
に
は
可
視
化
・
瑞
相
・
威
神
・
神
変
・
説
法
・
化
仏
・
誕
生
・
生
成
・
増
殖
（
豊
饒
）
な

ど
、
容
易
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
き
な
い
多
義
的
特
性
が
あ
る
。
い
ま
は
、
あ
え
て
光
の
特
性
を
固
定
化
せ
ず
に
論
を
進

め
て
い
き
た
い
。

  

註 

 1 

た
だ
し
、
辛
嶋
静
志
「『
大
阿
弥
陀
経
』
願
文
訳
」（『
教
化
研
究
』
一
一
七
、
一
九
九
七
年
）
や
同
氏
「『
大
阿
弥
陀

経
』
訳
注
（
一
）」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
六
、
一
九
九
九
年
）、
同
氏
「
阿
弥
陀
浄
土
の
原
風
景
」（『
佛
教

大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
七
、
二
〇
一
〇
年
）、N

attier Jan, 

“The N
am

es of A
m

itābha/A
m

itāyus in Early Chinese 
Buddhist Translation(1), 

” Annual Report of the International Research Institute for Advanced Buddhology at Soka 
U

niversity,Vol.9, 2006.

に
よ
れ
ば
、
言
語
学
的
知
見
か
らA

m
itābha

（
無
量
光
）
が
本
来
の
名
前
で
、
後
に
そ
の
名
前

か
らA

m
itāyus

（
無
量
寿
）
と
い
う
別
名
が
生
じ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

2 

近
年
で
は
、
田
辺
勝
美
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
は
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
金
箔
押
し
釈
迦
牟
尼
立
像
か
ら
生
ま
れ
た
」
と

主
張
さ
れ
て
い
る
（
同
氏
「
阿
弥
陀
仏
の
起
源 
無
量
光
・
無
量
寿
仏
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
金
箔
押
し
仏
像
か
ら
生
ま
れ

た
」（『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
』
二
〇
一
九
、
二
〇
一
九
年
、
二
三
頁
））。
し
か
し
、
仮
に
氏
の
主

張
が
肯
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
釈
尊
と
い
う
仏
陀
が
金
な
い
し
光
明
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
思
想
的
淵
源
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
考
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

3 

藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
同
氏
「
浄
土
思
想
と
異
宗
教
の
問
題
点―

ア
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ミ
タ
ー
バ
と
光
明
思
想―

」（
雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
仏
教
と
異
宗
教 

雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
』
平
楽

寺
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
香
川
孝
雄
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
起
源
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
七
、
一
九
七
二
年
）、
同
氏

「
仏
教
に
お
け
る
光
明
思
想
の
展
開
」（『
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
学
仏
教
学
論
集
』
坤
、
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記

念
会
、
一
九
七
三
年
）。 

4 

吹
田
隆
道
編
『
梶
山
雄
一
著
作
集 

第
三
巻 

神
変
と
仏
陀
観
・
宇
宙
論
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
）、
吹
田
隆
道

編
『
梶
山
雄
一
著
作
集 

第
六
巻 

浄
土
の
思
想
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
）。
以
下
、
同
二
書
を
そ
れ
ぞ
れ
『
梶
山

著
作
集
』（
二
〇
一
二
年
）、『
梶
山
著
作
集
』（
二
〇
一
三
年
）
と
呼
ぶ
。 

5 

た
だ
し
、
三
説
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
も
複
数
の
説
が
含
ま
れ
て
お
り
、
見
解
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

6 

岩
本
裕
『
仏
教
説
話
の
伝
承
と
信
仰
』（
開
明
書
院
、
一
九
七
八
年
）、
五
〇
～
五
一
頁
参
照
。 

7 

高
田
修
『
仏
像
の
起
源
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）、
二
三
九
頁
参
照
。 

8 

荻
原
雲
來
『
荻
原
雲
來
文
集
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
三
八
年
）、
二
二
三
～
二
二
四
頁
、
二
二
七
頁
参
照
。 

9 

矢
吹
慶
輝
『
阿
弥
陀
仏
の
研
究
〔
増
訂
版
〕』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
二
九
三
～
三
〇
〇
頁
参
照
。 

10 

松
本
文
三
郎
『
極
楽
浄
土
論
〔
第
五
版
〕』（
金
港
堂
書
籍
、
一
九
一
二
年
）、
三
九
～
九
二
頁
参
照
。 

11 

藤
田
前
掲
論
文
、
四
一
五
頁
参
照
。
ま
た
、
藤
田
は
「
円
光
か
ら
光
明
の
観
念
が
生
ま
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
か
ら
、
光
明
思
想
の
由
来
を
円
光
の
起
源
と
い
う
美
術
史
的
側
面
だ
け
に
た
ど
る
の
は
思
想
史
的
に
は
問
題
で
あ

る
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
氏
が
述
べ
る
「
円
光
」
と
は
、
岩
本
の
い
う
「
光
背
・
光
輪
」、
ま
た
は
高
田
の
い
う

「
頭
光
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

12 

藤
田
前
掲
書
、
二
六
九
頁
参
照
。
ま
た
は
藤
田
前
掲
論
文
、
四
一
六
頁
参
照
。 

13 

藤
田
前
掲
書
、
二
八
一
頁
参
照
。
藤
田
自
身
の
「
阿
弥
陀
」
の
原
語
に
関
す
る
詳
し
い
解
釈
に
つ
い
て
は
、
同
書

 



５３ 
 

 
の
二
八
七
～
三
〇
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

14 
藤
田
前
掲
書
、
二
八
一
頁
。 

15 

藤
田
前
掲
書
、
二
八
四
頁
参
照
。 

16 

藤
田
前
掲
論
文
、
四
一
六
頁
。 

17 

香
川
前
掲
論
文
（
一
九
七
三
年
）、
八
六
五
頁
。 

18 

原
始
経
典
の
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
監
修
『
原
始
仏
典
（
Ⅱ
～
Ⅲ
）』
シ
リ
ー
ズ
を
用
い
る
。 

19 

『
相
応
部
』
一
、
三
三
七
頁
。 

20 

『
相
応
部
』
一
、
一
四
六
頁
。 

21 

『
相
応
部
』
一
、
一
九
七
頁
。 

22 

『
相
応
部
』
一
、
一
一
頁
。 

23 

『
相
応
部
』
一
、
六
七
頁
。 

24 

『
相
応
部
』
二
、
七
五
頁
。 

25 

『
相
応
部
』
二
、
一
五
四
頁
。 

26 

藤
田
前
掲
論
文
、
四
一
九
頁
参
照
。 

27 

『
相
応
部
』
一
、
二
四
頁
。 

28 

原
始
経
典
で
は
、
仏
の
光
明
が
月
や
太
陽
の
光
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
説
き
な
が
ら
、
他
方
、
仏
を
月
や
太

陽
に
喩
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
特
に
太
陽
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
点
や
、
釈
尊
が
「
太
陽
の
親
族
」（
日

種
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
藤
田
は
「
釈
尊
自
身
は
太
陽
崇
拝
（ādiccupṭṭhāna

）を
斥
け
て
い
た
が
、…

…

原

始
経
典
に
お
け
る
光
明
思
想
が
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
以
来
の
太
陽
神
崇
拝
の
思
想
系
譜
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
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あ
ろ
う
」（
藤
田
前
掲
論
文
、
四
一
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。 

29 
香
川
前
掲
論
文
（
一
九
七
三
年
）、
八
六
九
～
八
七
〇
頁
参
照
。 

30 

『
増
支
部
』
三
、
二
〇
七
頁
。 

31 

『
増
支
部
』
三
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
。〔 

〕
の
補
足
は
引
用
元
の
通
り
。 

32 

『
増
支
部
』
二
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
。 

33 

梶
山
雄
一
「
神
変
と
し
て
の
浄
土
教
」（『
仏
教
』
二
九
、
法
藏
館
、
一
九
九
四
年
）、
二
一
三
頁
参
照
。 

34 

『
妙
法
蓮
華
経
』、『
大
正
蔵
』
九
、
二
頁
中
。 

35 

『
妙
法
蓮
華
経
』、『
大
正
蔵
』
九
、
二
頁
中
～
下
。 

36 

『
六
十
華
厳
』、『
大
正
蔵
』
九
、
三
九
五
頁
中
。 

37 

『
六
十
華
厳
』、『
大
正
蔵
』
九
、
六
一
一
頁
中
。 

38 

『
大
正
蔵
』
三
、
一
一
七
頁
中
。 

39 

『
大
正
蔵
』
一
六
、
一
七
〇
頁
中
。
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
い
。 

40 

『
八
十
華
厳
』、『
大
正
蔵
』
一
〇
、
三
四
頁
下
。 

41 

『
大
正
蔵
』
八
、
二
一
七
頁
中
～
下
。 

42 

『
六
十
華
厳
』、『
大
正
蔵
』
九
、
四
〇
八
頁
中
。 

43 

『
梶
山
著
作
集
』（
二
〇
一
三
年
、
二
二
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、 

『
華
厳
経
』
に
描
か
れ
る
神
変
は
、『
大
品
般
若
経
』
や
『
法
華
経
』
の
釈
迦
如
来
の
神
変
に
同
種
で
あ
り
な

が
ら
、
十
方
世
界
に
現
れ
る
無
数
の
仏
陀
た
ち
を
釈
迦
仏
の
化
身
で
あ
る
と
は
し
な
い
。
そ
れ
は
現
在
十
方

諸
仏
を
釈
迦
仏
と
は
異
な
っ
た
宇
宙
の
諸
仏
と
す
る
仏
陀
観
が
勢
い
を
得
て
き
て
、
そ
の
諸
仏
が
釈
迦
仏
と
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離
れ
た
独
立
性
を
獲
得
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
も
っ
と
も
、
二
身
説
を
知
っ
て
い
た
『
華
厳
経
』
に
お
い
て

は
、
十
方
の
諸
仏
、
ま
た
釈
迦
牟
尼
仏
す
ら
も
が
、
唯
一
な
る
法
身
を
依
り
所
と
し
て
顕
現
し
た
色
身
仏
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

44 

『
梶
山
著
作
集
』（
二
〇
一
二
年
、
二
一
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
神
変
の
前
提
に
は
「
通
力
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
「
イ
ン
ド
で
は
ヨ
ー
ガ
行
者
は
そ
の
瞑
想
の
実
践
に
よ
っ
て
種
々
の
超
能
力
や
奇
跡
を
あ
ら
わ
す
力
を
獲
得
で
き

る
、
と
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
仏
教
で
は
そ
れ
ら
の
超
自
然
的
な
能
力
は
「
通
」
と
総
称
さ
れ
、
五
種
あ
る
い

は
六
種
の
通
力
が
数
え
ら
れ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

45 

『
梶
山
著
作
集
』（
二
〇
一
三
年
）、
二
二
一
頁
参
照
。 

46 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
二
頁
上
。 

47 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
三
頁
中
。 

48 

同
右
。 

49 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
四
頁
上
。
同
所
で
は
、「
光
明
は
仏
の
神
力
を
以
て
本
と
為
。
本
在
の
故
に
滅
せ
ず
。
譬

へ
ば
龍
泉
の
ご
と
し
。
龍
力
の
故
に
水
竭
れ
ず
。
是
の
諸
の
光
明
、
仏
の
心
力
を
以
て
の
故
に
、
遍
く
十
方
を
照
ら
し

て
中
間
に
滅
せ
ず
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

50 

同
右
。 

51 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
三
頁
上
。 

52 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
四
頁
中 

53 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
五
頁
下
。 
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 54 
当
該
箇
所
で
は
、
仏
が
舌
を
出
す
理
由
に
つ
い
て
「
広
長
の
舌
を
出
だ
し
て
証
と
為
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
行
為
自
体
に
教
法
の
真
実
性
を
証
明
す
る
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

55 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
六
頁
上
。 

56 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
三
九
九
頁
中
。「
光
明
に
二
種
有
り
。
一
に
は
色
光
、
二
に
は
智
慧
光
な
り
」（『
大
正
蔵
』
二

五
、
一
一
三
頁
上
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
光
の
種
別
に
つ
い
て
は
「
光
明
に
二
種
有
り
。
一
に
は
火
気
、
二
に
は
水

気
な
り
」（
同
、
一
一
三
頁
中
）
と
い
っ
た
文
も
あ
る
。 

57 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
三
九
九
頁
下
。 

58 

『
大
智
度
論
』
で
は
、
身
光
は
三
十
二
相
の
一
つ
で
「
丈
光
相
」
と
も
「
常
光
」
と
も
呼
ば
れ
る
（『
大
正
蔵
』
二

五
、
一
一
四
頁
下
）。 

59 

『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
三
頁
上
。 

60 

な
お
、
他
の
論
釈
に
お
け
る
光
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。『
瑜
伽
師
地
論
』
は
治
暗
光
明
・
法
光
明
・

依
身
光
明
の
三
種
に
分
け
る
（『
大
正
蔵
』
三
〇
、
三
三
〇
頁
上
）。『
華
厳
経
探
玄
記
』
は
智
光
と
身
光
の
二
種
に
分

け
る
（『
大
正
蔵
』
三
五
、
一
四
六
頁
下
）。『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
で
は
内
光
と
外
光
の
二
種
に
分
け
る
（『
大
正
蔵
』

三
七
、
三
四
二
頁
上
）。 

61 

『
大
正
蔵
』
三
、
一
一
七
頁
中
。 

62 

塚
本
啓
祥
「
蓮
華
生
と
蓮
華
座
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
八
（
一
）、
一
九
七
九
年
）、
井
上
正
『
７‐

９
世

紀
の
美
術 

伝
来
と
開
花
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

63 

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
の
内
容
解
説
に
つ
い
て
は
、
井
上
前
掲
書
（
一
二
頁
）
を
参
照
し
た
。 

64 

安
藤
佳
香
「
み
え
な
い
世
界
の
か
た
ち―

奇
跡
の
誕
生―

」（
池
見
澄
隆
編
『
冥
顕
論
』
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
） 
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 65 
安
藤
前
掲
論
文
、
三
二
二
～
三
二
四
頁
参
照
。 

66 
満
瓶
（
プ
ー
ル
ナ
ガ
タ
）、
紀
元
前
二
世
紀
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
イ
ン
ド
博
物
館
（
安
藤
佳
香
『
佛
教
荘
厳
の
研
究 

グ
プ
タ
式
唐
草
の
東
伝
』
図
版
篇
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
頁
、
図
83
）。 

67 

安
藤
前
掲
論
文
、
三
二
二
頁
参
照
。 

68 

満
瓶
か
ら
生
ま
れ
る
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
、
紀
元
前
二
世
紀
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
イ
ン
ド
博
物
館
（
安
藤
前
掲

書
、
二
七
頁
、
図
85
）。 

69 

宮
治
昭
『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
四
三
二
頁
参
照
。 

70 

舎
衛
成
の
神
変
（
千
仏
化
現
）、
五
世
紀
後
半
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
イ
ン
ド
博
物
館
（
宮
治
前
掲
書
、
四
三
三
頁
、
図

Ⅲ‐

68
〔
宮
治
撮
影
〕）。 

71 

図
③
で
は
龍
王
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
紹
介
す
る
図
⑤
で
は
そ
れ
が
形
象
化
さ
れ
て
い
る
。 

72 

宮
治
前
掲
書
、
四
三
四
頁
。 

73 

古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
蓮
華
と
水
（
蓮
池
）
の
親
和
性
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
入
澤
崇
「
蓮
華
蔵
世
界
」（『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
三
六
（
二
）、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
。
氏
は
『
華
厳
経
』
所
説
の
蓮
華
蔵
世
界
の
由
来
を
遺
物

資
料
か
ら
解
き
明
か
そ
う
と
試
み
、
そ
の
結
論
と
し
て
「
遺
物
資
料
を
介
す
れ
ば
、
蓮
華
蔵
世
界
の
基
底
に
、
蓮
池
・

蓮
華
に
象
徴
さ
れ
る
多
産
・
豊
饒
を
願
う
土
俗
信
仰
の
痕
跡
が
伺
え
る
。
蓮
華
蔵
世
界
で
は
、
水
を
法
に
変
容
し
て
、

法
の
遍
満
す
る
海
と
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
」（
同
論
文
、
九
二
三
頁
）
と
述
べ
る
。 

74 

宮
治
昭
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
大
乗
仏
教
美
術
の
様
相―

「
三
尊
タ
イ
プ
」「
発
出
タ
イ
プ
」「
楼
閣
タ
イ
プ
」

を
中
心
に―

」（『
密
教
図
像
』
四
〇
、
二
〇
二
一
年
、
三
頁
）。 

75 Foucher, A
lfred, 

“Le 'G
rand M

iracle' du Buddha á Çrāvastī,

” Journal Asiatique, 1909. 
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 76 
「
舎
衛
城
の
神
変
（
千
仏
化
現
）」
の
内
容
解
説
に
つ
い
て
は
、
宮
治
前
掲
書
（
一
二
一
頁
）
を
参
照
し
た
。 

77 
こ
の
辺
り
の
研
究
史
を
整
理
し
た
論
考
と
し
て
、
最
近
で
は
壬
生
泰
紀
『
初
期
無
量
寿
経
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二

〇
二
一
年
、
三
二
三
～
三
八
三
頁
）
が
あ
る
。 

78 

宮
治
前
掲
論
文
、
四
頁
。 

79 

発
出
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
宮
治
前
掲
論
文
（
七
～
八
頁
）
を
、
蓮
池
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
同
氏
「
美
術
か
ら
見
た

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
」（『
東
方
』
三
七
、
二
〇
二
二
年
、
八
一
頁
お
よ
び
八
七
～
八
八
頁
）
を
参
照
す
る
。

別
の
論
考
を
参
照
す
る
際
は
、
そ
の
都
度
註
で
示
す
。 

80 

発
出
タ
イ
プ
、
三
～
四
世
紀
、
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
博
物
館
（
栗
田
功
編
著
『
古
代
佛
教
美
術
叢
刊 

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美

術
Ⅰ 

仏
伝
〈
初
版
〉』（
二
玄
社
、
一
九
八
八
年
、
一
九
四
頁
、
図
392
）。 

81 

宮
治
昭
「『
華
厳
経
』
の
美
術―
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
中
心
に―

」（
藤
丸
要
編
（
龍
谷
大
学
仏
教
学
叢
書

⑤
）『
華
厳―

無
礙
な
る
世
界
を
生
き
る―

』
自
照
社
、
二
〇
一
六
年
）、
五
五
頁
参
照
。 

82 

蓮
池
タ
イ
プ
、
三
～
四
世
紀
、
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
展 

日
本
・
パ
キ
ス
タ
ン
国
交
樹
立
50
周
年
記
念
』N

H
K

/ N
H

K

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
二
年
、
三
〇
頁
、
図

14
）。 

83 

宮
治
前
掲
書
、
四
四
〇
～
四
四
一
頁
。
た
だ
し
、
同
氏
前
掲
論
文
（
二
〇
一
六
年
、
七
一
頁
参
照
）
に
お
い
て

は
、
蓮
池
タ
イ
プ
が
釈
尊
で
は
な
く
「
阿
弥
陀
仏
の
放
光
の
神
変
」
を
あ
ら
わ
し
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。 

84 H
untington, John C. 

“A G
andhāran Im

age of A
m

itayus' Sukhāvatī,

” Annali dell'Istituto O
rientale di Napoli, 

Vol.40, 1980.  
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 85 H
arrsion, Paul and Christian Luczanits, 

“N
ew

 Light on (and from
) the M

uham
m

ad N
ari Stele,

” In 2011 nendo dai 
ikkai kokusai shinpojium

u puroshīdingus: Jōdokyō ni kansuru tokubetsu kokusai shinpojium
u 

二
〇
一
一
年
度
第
一
回

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
：
浄
土
教
に
関
す
る
特
別
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム, BARC International 

Sym
posium

 Series 1: Special International Sym
posium

 on Pure land Buddhism
, Kyoto: Ryukoku U

niversity Research 
Center for Buddhist Cultures in Asia, 2012.

（
和
訳
：
上
枝
い
づ
み
・
尾
白
悠
紀
・
吉
岡
慈
文
訳
、
宮
治
昭
・
福
山
泰

子
監
修
「
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ナ
リ
ー
浮
彫
に
関
す
る
新
解
釈
」）。 

86 

壬
生
前
掲
書
。 

87 

宮
治
前
掲
論
文
（
二
〇
二
一
年
）、
一
七
頁
。 

88 

『
浄
真
全
』
一
、
一
九
二
～
一
九
三
頁
。 

89 

壬
生
前
掲
書
、
三
七
二
～
三
七
三
頁
。
氏
は
、
当
初
の
宮
治
の
見
解
を
「
大
乗
的
仏
陀
の
神
変
」
説
と
名
づ
け
、

そ
れ
を
否
定
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
岩
座
に
坐
す
仏
（
図
⑤‐

１
）
が
図
像
学
的
に
釈
尊
で
あ
る
可
能
性
が
高

く
、
そ
の
場
合
「
右
端
の
歴
史
上
の
釈
尊
が
中
央
の
釈
迦
仏
を
紹
介
し
て
い
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
し
ま
い
、
違
和

感
が
残
る
」
と
い
っ
た
点
で
あ
る
（
同
書
、
三
六
八
頁
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
論
点
は
主
尊
仏
が
釈
尊
か
阿
弥
陀
仏

か
で
あ
る
た
め
、「
大
光
明
の
神
変
」
自
体
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

90 

『
浄
真
全
』
一
、
一
九
三
頁
。 

91 

た
だ
し
、
梶
山
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
「
霊
山
現
土
」
を
「
神
変
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
躊
躇
し
、
そ
れ
を
「
功

徳
」
の
描
写
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
光
明
を
放
つ
仏
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
っ
て
、
初
期
大
乗
経
典
に
お

け
る
よ
う
に
釈
尊
や
第
十
地
の
菩
薩
で
は
な
い
こ
と
、
②
初
期
大
乗
経
典
に
お
い
て
は
仏
・
菩
薩
は
三
昧
に
入
り
、
そ

れ
か
ら
起
っ
て
か
ら
放
光
し
神
変
を
お
こ
な
う
が
、『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
弥
陀
の
三
昧
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
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挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、「『
大
阿
弥
陀
経
』
が
『
大
品
般
若
経
』
や
『
華
厳
経
』
の
神
変
を
受
け
継
い
だ
の
で
は
な
く

て
、
逆
に
、
後
二
経
が
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
仏
の
功
徳
を
神
変
に
取
り
入
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
し
て

い
る
（『
梶
山
著
作
集
』（
二
〇
一
三
年
）、
二
一
七
頁
参
照
）。『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
「
霊
山
現
土
」
が
、「
神
変
」

な
の
か
「
功
徳
」
な
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
光
明
に
よ
る
可
視
化
と
い
う
用
き
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
、
本
研
究
に
お

い
て
重
要
な
点
と
筆
者
は
考
え
る
。 



 
 

第
二
章 

浄
土
経
典
の
光
明
思
想
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第
二
章 

浄
土
経
典
の
光
明
思
想 

は
じ
め
に 

本
章
で
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』『
観
経
』
を
用
い
て
、
浄
土
経
典
に
お
け
る
光
明
思
想
の
特
徴
に
つ
い

て
論
じ
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
い
点
は
、
前
章
で
指
摘
し
た
光
明
の
多
義
的
特
性
が
浄
土
経
典
の
上
に
ど
の
よ
う

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。 

『
大
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
阿
弥
陀
仏
の
「
頂
中
の
光
明
」
に
つ
い
て
触
れ
た
後
に
、
光
明
と
智
慧
・

威
神
・
寿
命
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
つ
づ
い
て
、
見
光
の
利
益
の
種
類
を
整
理
し
、
最
後
に
「
光
明
名
」
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
光
明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

『
無
量
寿
経
』
に
関
し
て
は
、
浄
土
の
荘
厳
相
に
関
す
る
光
、
光
明
と
威
神
の
関
係
、「
霊
山
現
土
」
を
取
り
上
げ

る
。
そ
の
際
に
、『
大
阿
弥
陀
経
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
無
量
寿
経
』
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
ま
た
、

光
の
奇
瑞
相
と
「
華
光
出
仏
」
の
文
に
注
目
し
て
、
光
明
と
説
法
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。 

『
観
経
』
の
光
明
思
想
に
関
し
て
は
、
そ
の
特
徴
を
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」
「
光
中
の
化
仏
」
の
三
つ
に

グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
、『
無
量
寿
経
』
と
比
較
し
な
が
ら
論
を
進
め
る
。 

な
お
、『
阿
弥
陀
経
』（
以
下
『
小
経
』）
も
浄
土
三
部
経
の
う
ち
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
経
説
の
分
量
が
少
な
い
上

に
、
光
明
に
関
説
す
る
文
も
そ
れ
程
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
経
を
論
じ
る
中
で
補
足
程
度
に
取
り
上
げ
る
。 
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第
一
節 

『
大
阿
弥
陀
経
』
の
光
明
思
想 

第
一
項 

頂
中
の
光
明
・
智
慧
・
威
神
・
寿
命 

『
大
阿
弥
陀
経
』
の
光
明
思
想
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
触
れ
て
お
き
た
い
点
は
、
同
経
に
お
い
て
「
頂
中

の
光
明
」（
あ
る
い
は
「
頭
中
の
光
明
」）
が
光
の
代
表
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の

最
勝
性
を
説
く
一
段
で
は
、 

仏
言
は
く
、「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
最
尊
第
一
に
し
て
比
び
無
し
。
諸
仏
の
光
明
の
皆
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
八
方

上
下
の
無
央
数
の
諸
仏
の
中
に
、
仏
の
頂
中
の
光
明
七
丈
を
照
ら
す
有
り
、
仏
の
頂
中
の
光
明
一
里
を
照
ら
す
有

り
、…

…

仏
の
頂
中
の
光
明
二
百
万
仏
国
を
照
ら
す
有
り
」
と
。
仏
言
は
く
、「
諸
の
八
方
上
下
の
無
央
数
の
仏

の
頂
中
の
光
明
の
焰
照
す
る
所
皆
是
く
の
ご
と
し
。
阿
弥
陀
仏
の
頂
中
の
光
明
の
焰
照
す
る
所
千
万
仏
国
な
り
。

諸
仏
の
光
明
の
照
ら
す
所
に
近
遠
有
る
は
何
ん
と
な
れ
ば
、
本
其
れ
前
世
宿
命
に
、
道
を
求
め
て
菩
薩
為
り
し
時
、

所
願
の
功
徳
各
自
ら
大
小
有
り
、
其
れ
然
し
て
後
に
至
り
て
作
仏
せ
む
時
、
各
自
ら
之
を
得
た
り
。
是
の
故
に
光

明
を
し
て
転
た
同
等
な
ら
ざ
ら
し
む
。
諸
仏
の
威
神
同
等
な
る
の
み
。
自
在
に
意
の
所
欲
の
ご
と
く
作
為
し
て
、

予
め
計
ら
ず
。
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
照
ら
す
所
最
大
な
り
。
諸
仏
の
光
明
皆
及
ぶ
こ
と
あ
た
は
ざ
る
所
な
り
」
と
。

1 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
仏
の
「
頂
中
の
光
明
」
の
照
ら
す
範
囲
と
弥
陀
の
そ
れ
と
が
比
較
さ
れ
、
結
局
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の
と
こ
ろ
後
者
が
最
大
と
い
わ
れ
る

2

。
右
の
文
以
外
に
も
「
諸
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
頂
中
に
、
皆
悉
く
自
ら
光
明
有

り
て
照
ら
す
所
大
小
有
り

3

」
と
あ
っ
て
、
仏
だ
け
で
な
く
菩
薩
や
阿
羅
漢
の
場
合
も
「
頂
中
の
光
明
」
が
比
較
対
象

と
さ
れ
て
い
る
。「
頂
中
の
光
明
」
を
多
用
す
る
点
は
『
平
等
覚
経
』
に
も
確
認
で
き
る
た
め
（
厳
密
に
は
「
頂
」
の

字
が
「
項
」
と
な
る
）、
こ
れ
は
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の
特
徴
と
い
え
る4

。
ち
な
み
に
、
林
和
彦
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

内
の
諸
地
域
で
見
ら
れ
る
壁
画
や
仏
像
に
「
頂
中
の
光
明
」
を
思
わ
せ
る
意
匠
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
北
西
イ
ン

ド
と
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る

5

。
こ
の
点
は
、
先
述
し
た
阿
弥
陀
仏
の
起
源
に
お
け
る
「
外
来
起

源
説
」
に
も
係
わ
っ
て
い
る
（
第
一
章
第
一
節
第
一
項
参
照
）。 

さ
て
、『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
光
明
が
智
慧
の
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る6

。
同
経
の
第
二
十
三
願
に
は
「
某

作
仏
せ
し
め
む
時
、
我
が
国
中
の
諸
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
を
し
て
、
皆
智
慧
勇
猛
に
し
て
、
頂
中
に
皆
光
明
有
ら
し
め
む

7

」
と
誓
わ
れ
、
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
「
智
慧
勇
猛
」
な
る
こ
と
が
「
頂
中
の
光
明
」
で
表
徴
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勢

至
（
摩
訶
那
鉢
）
菩
薩
に
つ
い
て
も
「
光
明
・
智
慧
最
も
第
一
な
り
。
頂
中
の
光
明
は
各
他
方
千
須
弥
山
の
仏
国
の
中

を
焰
照
し
て
、
常
に
大
明
な
り8

」
と
述
べ
ら
れ
、
光
明
（
頂
中
の
光
明
）
と
智
慧
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
一
方
で
、
光
明
は
威
神
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
光
明
威
神9

」
や
「
阿
弥
陀
仏
の
国
の
放
て
る

光
明
に
威
神
あ
り
て…

…
10

」
と
あ
っ
て
、
光
明
と
威
神
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
仏
は
阿
弥
陀
仏
の
寿
命

の
甚
長
、
威
神
の
尊
大
、
智
慧
光
明
の
巍
巍
と
し
て
快
善
な
る
こ
と
を
説
き
た
ま
ふ
こ
と
乃
ち
独
り
是
く
の
ご
と
き
や

11

」
と
あ
っ
て
、
「
威
神
」
と
「
智
慧
光
明
」
が
区
分
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
威
神
は
智
慧
ほ
ど
光
明
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と
近
い
関
係
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。 

と
こ
ろ
で
、『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
弥
陀
の
寿
命
極
長
は
説
か
れ
る
が
、
寿
命
無
量
は
説
か
れ
な
い
。
ま
た
、
阿
弥

陀
仏
が
般
涅
槃
（
般
泥
洹
）
す
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る12

。
つ
ま
り
、
光
明
は
無
量
で
あ
る
の
に
対
し
て
寿
命
は
有

限
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
経
に
お
い
て
寿
命
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
以
下
の

文
で
は
寿
命
極
長
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
明
ら
か
な
る
こ
と
極
ま
り
有
る
こ
と
無
し
。
却
後
無
数
劫
の
無
数
劫
、
重
ね
て
復
た
無
数
劫

の
無
数
劫
、
無
央
数
に
も
終
に
当
に
冥
す
べ
き
時
有
る
こ
と
無
く
、
国
土
及
び
諸
天
も
終
に
壊
敗
す
る
時
無
し
。

所
以
は
何
ん
。
阿
弥
陀
仏
は
寿
命
極
め
て
長
く
、
国
土
も
甚
だ
好
し
。
故
に
能
く
爾
る
の
み
。13 

こ
こ
で
は
、
弥
陀
の
光
明
が
限
り
な
く
輝
き
続
け
る
理
由
と
し
て
、
寿
命
の
極
長
と
国
土
の
甚
好
と
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寿
命
極
長
は
光
明
無
量
の
根
拠
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
別
の
見
方
を
す

れ
ば
「
寿
命
極
長
は
光
明
無
量
を
説
明
す
る
た
め
の
阿
弥
陀
仏
の
副
次
的
性
格14

」
と
も
い
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
寿
命
よ
り
も
光
明
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

第
二
項 

見
光
の
利
益 

『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
、 
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諸
の
泥
犂
・
禽
獣
・
辟
茘
、
考
掠
勤
苦
の
処
に
在
り
て
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
至
れ
る
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
皆

休
止
し
復
治
せ
ず
し
て
死
し
て
後
に
憂
苦
を
解
脱
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
者
莫
し
。15 

と
あ
る
よ
う
に
、
見
光
に
よ
っ
て
憂
苦
か
ら
解
脱
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
解
脱
以
外
に
も
様
々
な

見
光
の
利
益
が
確
認
で
き
る
。
本
項
で
は
そ
の
利
益
を
整
理
す
る
。 

解
脱
以
外
の
見
光
の
利
益
は
、
①
慈
心
・
歓
喜
、
②
作
善
、
③
見
仏
国
土
、
④
奇
蹟
的
利
益
の
四
つ
に
大
別
で
き

る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
例
文
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
す
る
。 

 

①
慈
心
・
歓
喜
と
は
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
文
を
指
す
。 

⒜
諸
有
の
人
民
・
蜎
飛
蠕
動
の
類
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
ざ
る
こ
と
莫
し
。
見
た
て
ま
つ
れ
ば
慈
心
を
も
つ
て

歓
喜
せ
ざ
る
は
莫
し
。16 

⒝
阿
弥
陀
仏
の
国
の
放
て
る
光
明
に
威
神
あ
り
て
、
以
て
諸
の
無
央
数
の
天
・
人
民
及
び
蜎
飛
蠕
動
の
類
、
皆
悉

く
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、
慈
心
を
も
つ
て
歓
喜
せ
ざ
る
者
莫
し
。17 

右
の
⒜
と
⒝
両
方
に
、
見
光
に
よ
っ
て
慈
心
と
歓
喜
が
得
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
⒜
の
直
後
に
は

「
世
間
諸
有
の
婬
泆
・
瞋
怒
・
愚
痴
の
者
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
り
て
善
を
作
さ
ざ
る
は
莫
し
」
と
続
く

た
め
、
①
は
作
善
と
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
⒝
の
前
後
に
は
見
仏
国
土
や
奇
蹟
的
利
益
、
作
善
が
説
か
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
①
～
④
は
別
々
な
も
の
で
は
く
複
合
性
を
帯
び
て
い
る
。 

 

②
作
善
と
は
、
第
二
十
四
願
の
「
諸
天
・
人
民
・
蜎
飛
蠕
動
の
類
、
我
が
光
明
を
見
て
慈
心
を
も
つ
て
善
を
作
さ
ざ
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る
者
莫
く
、
皆
我
が
国
に
来
生
せ
し
め
む18

」
の
文
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
見
光
に
よ
っ
て
慈
心
を
起
こ
し
善
を
作
す

と
述
べ
ら
れ
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
弥
陀
の
光
明
自
体
が
「
極
善
に
し
て
善
の
中
の
明
好
な
り

19

」
と
説
か
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
善
な
る
光
明
の
用
き
に
よ
っ
て
衆
生
は
作
善
せ
し
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

③
見
仏
国
土
は
「
霊
山
現
土
」
に
確
認
で
き
る
（
第
一
章
第
三
節
第
二
項
参
照
）。 

阿
難
未
だ
起
た
ざ
る
に
、
阿
弥
陀
仏
便
ち
大
い
に
光
明
威
神
を
放
ち
て
、
則
ち
八
方
上
下
の
諸
の
無
央
数
の
仏
国

に
遍
す
。
諸
の
無
央
数
の
諸
天
地
、
即
ち
皆
為
に
大
い
に
震
動
し
、
諸
の
無
央
数
の
天
地
、
須
弥
山
羅
宝
・
摩
訶

須
弥
大
山
羅
宝
、
諸
の
天
地
、
大
界
・
小
界
、
其
の
中
の
諸
の
大
泥
犂
・
小
泥
犂
、
諸
の
山
林
・
渓
谷
・
幽
冥
の

処
、
即
ち
皆
大
明
に
し
て
、
悉
く
大
い
に
開
闢
す
。
即
ち
時
に
阿
難
、
諸
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
等
、
諸
天
・
帝
王
・

人
民
、
悉
く
皆
阿
弥
陀
仏
及
び
諸
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
国
土
の
七
宝
を
見
已
は
り
て
、
心
大
い
に
歓
喜
し
踊
躍
し

て…
…

20 

す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
放
た
れ
た
「
光
明
威
神
」
は
諸
仏
の
国
々
に
遍
し
、
震
動
を
起
こ
し
、
あ
ら
ゆ
る
物

や
場
所
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、
阿
難
を
含
む
衆
会
の
者
た
ち
は
弥
陀
と
菩
薩
・
阿
羅
漢
た
ち
の
い
る
国
土

を
見
る
と
い
う
。 

た
だ
し
、『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
必
ず
し
も
見
光
＝
見
仏
と
な
っ
て
い
な
い
。
中
輩
段
で
は
「
復
た
阿
弥
陀
仏
を
見

た
て
ま
つ
る
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
但
だ
其
の
光
明
を
見
た
て
ま
つ
り
て
、
心
に
自
ら
悔
責
し
踊
躍
し
て
喜
ぶ

の
み21

」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
見
仏
と
見
光
と
が
区
別
さ
れ
、
両
者
に
優
劣
関
係
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
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し
て
、
大
田
利
生
は
「〈
無
量
寿
経
〉
と
し
て
は
、
例
外
的
な
も
の
」、
ま
た
は
経
典
前
半
に
お
け
る
光
明
の
説
明
と
矛

盾
す
る
点
か
ら
「
経
典
成
立
の
問
題
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る22

。 
④
奇
蹟
的
利
益
と
は
、
先
の
③
の
後
に
続
く
以
下
の
文
を
指
す
。 

諸
有
の
盲
者
は
即
ち
皆
視
る
こ
と
を
得
、
諸
有
の
聾
者
は
即
ち
皆
聴
く
こ
と
を
得
、
諸
有
の
喑
者
は
即
ち
皆
能
く

語
り
、
諸
有
の
僂
者
は
即
ち
申
ぶ
る
こ
と
を
得
、
諸
の
跛
癖
蹇
者
は
即
ち
皆
走
り
行
き
、
諸
有
の
病
者
は
即
ち
皆

愈
え
て
起
ち
、
諸
の
尫
者
即
ち
皆
強
健
に
、
諸
の
愚
痴
者
は
即
ち
更
に
黠
慧
に
、
諸
有
の
淫
者
は
皆
是
れ
梵
行
し
、

諸
の
瞋
怒
者
は
悉
く
皆
慈
心
を
も
つ
て
善
を
作
し
、
諸
有
の
毒
を
被
る
者
は
毒
皆
行
ら
ず…

…
23 

 

前
半
部
分
に
は
身
体
障
が
い
者
や
病
者
が
弥
陀
の
光
明
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
部
位
や
病
気
を
回
復
さ
せ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
半
部
分
に
は
愚
痴
の
者
が
智
慧
を
得
る
と
か
、
淫
者
が
梵
行
を
す
る
と
か
、
瞋
怒
者
が
慈
心

を
起
こ
し
て
作
善
す
る
と
か
、
毒
を
得
た
者
が
解
毒
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。〈
後
期
無
量
寿
経
〉

に
は
当
該
文
が
な
い
こ
と
か
ら
、
右
は
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
独
特
の
表
現
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
利
益
に
関
し
て
は
、
学
者
に
よ
っ
て
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
。
池
本
重
臣
は
「
仏
教
の

利
益
と
し
て
説
く
こ
と
は
正
し
く
な
い
」
と
述
べ
、
色
井
秀
譲
は
「
こ
の
よ
う
な
思
想
が
仏
教
思
想
の
内
部
に
も
平
行

し
て
隠
顕
す
る
こ
と
を
素
直
に
認
め
る
べ
き
」
と
い
い
、
大
田
は
「
当
時
の
一
般
民
衆
の
こ
こ
ろ
を
浄
土
教
に
向
け
る

た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る24

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
乗
仏
教
あ
る
い
は
浄
土
仏
教
に
お

け
る
光
明
思
想
の
世
俗
的
な
一
展
開
と
捉
え
た
い25

。 
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第
三
項 

「
光
明
名
」
の
解
釈 

『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
極
善
で
あ
る
と
称
讃
す
る
中
で
、
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。 

…
…

阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
名
は
八
方
上
下
無
窮
無
極
無
央
数
の
諸
仏
の
国
に
聞
か
し
め
た
ま
ふ
。
諸
天
・
人
民
聞

知
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。
聞
知
せ
む
者
度
脱
せ
ざ
る
は
莫
し
」
と
。
仏
言
は
く
、「
独
り
我
の
み
阿
弥
陀
仏
の
光
明

を
称
誉
す
る
に
あ
ら
ず
。
八
方
上
下
無
央
数
の
仏
・
辟
支
仏
・
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
称
誉
す
る
所
、
皆
是
く
の
ご
と

し
」
と
。
仏
言
は
く
、「
其
れ
人
民
、
善
男
子
・
善
女
人
有
り
て
、
阿
弥
陀
仏
の
声
を
聞
き
て
光
明
を
称
誉
し
て

朝
暮
に
常
に
其
の
光
明
の
好
ま
し
き
を
称
誉
し
て
、
至
心
に
し
て
断
絶
せ
ざ
れ
ば
、
心
の
所
願
の
ご
と
く
に
在
り

て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
て
、
衆
の
菩
薩
・
阿
羅
漢
の
為
に
尊
敬
せ
ら
る
る
こ
と
を
得
べ
し
。…

…
26 

 

傍
線
部
で
は
「
光
明
の
名
」（
漢
文
で
は
「
光
明
名
」）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
釈
が
大
き
く
二
説

に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
説
で
は
「
光
明
名
」
を
「
光
明
と
名
号
」
と
解
す
る
。
こ
の
説
は
池
本
・
大
田
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
て
お
り
、
光
明
の
徳
と
名
号
の
徳
と
が
不
離
と
し
て
、
両
者
に
内
面
的
関
係
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る27

。

第
二
説
は
「
光
明
名
」
を
「
光
明
に
関
す
る
名
声
」
と
解
す
る
。
こ
れ
は
色
井
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
、
後
に
続
く
「
阿

弥
陀
仏
の
声
を
聞
き
て
」
の
「
声
」
に
注
目
し
、「
名
」
と
「
声
」
を
合
し
て
「
名
声
」
と
す
る28

。 
 

筆
者
は
、
当
該
文
に
限
定
す
る
な
ら
ば
第
二
説
が
穏
当
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
に
「
光
明
を
称
誉
し
て
」
と
か

「
光
明
の
好
ま
し
き
を
称
誉
し
て
」
と
あ
っ
て
、
文
脈
上
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
称
讃
す
る
声
」
と
理
解
す
る
方
が
自
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然
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、『
大
阿
弥
陀
経
』
の
思
想
全
体
を
見
た
場
合
、
光
明
と
名
号
が
非
常
に
近
い
関
係
に
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
（
楼
夷
亘
羅
仏
）
に
対
し
て
自
ら
の
誓
願
を
表

白
す
る
部
分
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

仏
に
白
し
て
言
は
く
、「
我
仏
を
求
め
む
と
欲
し
て
菩
薩
道
を
為
さ
む
。
我
後
に
作
仏
せ
し
め
む
時
、
八
方
上
下

の
諸
の
無
央
数
の
仏
の
中
に
於
い
て
最
尊
智
慧
勇
猛
に
し
て
、
頭
中
の
光
明
は
仏
の
光
明
の
ご
と
く
焰
照
す
る
所

極
ま
り
無
く
、
所
居
の
国
土
は
自
然
の
七
宝
極
め
て
自
ら
軟
好
な
ら
む
。
我
後
に
作
仏
せ
し
め
む
時
、
名
字
を
教

授
し
て
、
皆
八
方
上
下
の
無
央
数
の
仏
国
に
聞
こ
え
て
、
我
が
名
字
を
聞
知
せ
ざ
る
者
莫
か
ら
む
。…

…
29 

右
で
は
、
「
頭
中
の
光
明
」
を
仏
（
世
自
在
王
仏
か
）
の
光
明
の
ご
と
く
光
り
輝
か
せ
よ
う
と
誓
う
文
と
、「
名
字
」

を
広
く
諸
仏
国
に
聞
知
さ
せ
よ
う
と
誓
う
文
と
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
光
明
と
名
号
が
同
列
関
係
に
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
。 

ま
た
、
前
項
に
お
い
て
見
光
の
利
益
の
一
つ
に
慈
心
・
歓
喜
を
挙
げ
た
が
、
聞
名
の
場
合
に
も
同
じ
利
益
が
説
か

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
願
に
は
名
字
を
聞
い
た
者
が
「
慈
心
を
も
つ
て
歓
喜
し
踊
躍
」
す
る
と
誓
わ
れ
て
い
る30

。

つ
ま
り
、
見
光
と
聞
名
が
利
益
面
で
一
致
し
て
い
る31
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、「
光
明
名
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
に
限
定
す
れ
ば
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
称
讃
す
る
声
」

と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
一
方
『
大
阿
弥
陀
経
』
全
体
の
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
光
明
と
名
号
は
利
益
面
に
お
い
て
同
義

と
な
る
と
い
え
よ
う
。 
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な
お
、
親
鸞
の
『
教
行
証
文
類
』「
真
仏
土
文
類
」
で
は
本
項
で
取
り
上
げ
た
「
光
明
名
」
の
文
が
引
か
れ
、「
光
明

と
名
（
ミ
ナ
）
と
は
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
第
一
節
第
一
項
で
論
じ
る
。 

  

第
二
節 

『
無
量
寿
経
』
の
光
明
思
想 

第
一
項 

清
浄
・
威
神
・
利
益 

本
項
で
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
比
較
し
な
が
ら
、『
無
量
寿
経
』
の
光
明
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

『
大
阿
弥
陀
経
』
に
比
べ
る
と
、『
無
量
寿
経
』
で
は
浄
土
の
荘
厳
相
を
光
で
あ
ら
わ
す
文
が
増
加
す
る
。
例
え
ば
、

七
宝
の
「
光
赫
焜
燿
」
な
る
相
や
宝
樹
の
「
光
耀
」
な
る
相
、
蓮
華
の
「
雑
色
光
茂
」
な
る
相
な
ど
が
説
か
れ
る32

。

そ
も
そ
も
、
第
二
十
七
願
に
浄
土
の
人
天
や
一
切
万
物
が
「
厳
浄
光
麗
」
と
な
る
こ
と
が
誓
わ
れ
て
い
る
た
め33

、
荘

厳
相
に
関
す
る
光
の
用
例
の
増
加
は
そ
れ
に
連
動
し
た
も
の
と
い
え
る
。 

ま
た
、『
無
量
寿
経
』
で
は
十
二
光
（
無
量
光
・
無
辺
光
・
無
碍
光
・
無
対
光
・
焰
王
光
・
清
浄
光
・
歓
喜
光
・
智

慧
光
・
不
断
光
・
難
思
光
・
無
称
光
・
超
日
月
光
）
を
始
め
と
し
て
、
光
明
に
対
し
て
多
く
の
特
性
（
徳
性
）
が
付
加

さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
比
較
的
に
「
清
浄
」（
清
浄
光
）
が
強
調
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
第
二
十
七
願
に
は
「
厳

浄
光
麗
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
五
徳
瑞
現
の
箇
所
で
は
釈
尊
の
状
態
が
「
姿
色
清
浄
に
し
て
光
顔
巍
巍34

」
と
表
現
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さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
浄
土
の
菩
薩
の
「
慧
光
は
明
浄
に
し
て
日
月
に
超
踰35

」
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
一
方
『
大
阿
弥

陀
経
』
に
も
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
清
潔
に
し
て
、
瑕
穢
無
く
欠
減
無
し36

」
と
い
う
文
が
あ
る
が
、
光
明
と
清
浄
を

直
接
結
び
付
け
る
文
は
『
無
量
寿
経
』
ほ
ど
多
く
な
い
。 

清
浄
の
語
は
主
に
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
の
行
ま
た
は
仏
土
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
。「
時
に
法
蔵
比
丘
、
二
百

一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土
の
清
浄
の
行
を
摂
取
す37

」
と
か
「
設
ひ
我
仏
を
得
た
ら
む
、
国
土
清
浄
に
し
て…

…
38

」（
第

三
十
一
願
）
と
か
「
清
浄
に
荘
厳
し
て
十
方
一
切
の
世
界
に
超
踰
せ
り39

」
と
い
っ
た
文
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
光
明
の
清
浄
性
は
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
行
と
そ
れ
に
よ
っ
て
成
就
し
た
仏
土
を
根
源
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
光
明
は
威
神
と
並
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
弥
陀
の
最
勝
性
が
説
か
れ
る
箇
所
で
は

「
無
量
寿
仏
の
威
神
光
明
は
、
最
尊
第
一
な
り

40

」
と
い
わ
れ
、「
讃
仏
偈
」
に
は
「
光
顔
巍
巍
と
し
て
威
神
極
ま
り

無
し41

」
と
か
「
光
明
の
威
相42

」
と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
観
音
・
勢
至
菩
薩
の
有
す
る
身
光
が
「
威
神

の
光
明43

」
と
も
い
わ
れ
る
。
光
明
と
威
神
が
並
記
さ
れ
る
例
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
も
確
認
で
き
た
が
、
用
例
の
多

さ
か
ら
判
断
す
る
に
、『
無
量
寿
経
』
の
方
が
両
者
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な
っ
て
い
る
。 

 

大
田
は
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
威
神
に
つ
い
て
、「
慈
悲
が
智
慧
か
ら
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
く
智
慧
か
ら
の

展
開
と
し
て
の
威
神
と
考
え
て
よ
い
か
い
さ
さ
か
疑
問
に
思
う
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
智
慧
か
ら
慈
悲
の
方
向
に
展
開

す
る
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
は
た
ら
き
全
体
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て

い
る44

。
そ
の
論
旨
は
必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
が
、
威
神
を
智
慧
か
ら
の
展
開
相
と
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
智
慧
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を
も
含
ん
だ
阿
弥
陀
仏

、
、
、
、
の、
用、
き、
全
体
、
、
と
大
田
は
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

氏
の
意
見
は
、
親
鸞
の
光
明
思
想
を
考
察
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
。
も
し
威
神
に
そ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
な

ら
ば
、
威
神
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
光
明
も
ま
た
阿
弥
陀
仏
の
用
き
全
体
と
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

『
無
量
寿
経
』
の
中
で
威
神
な
い
し
光
明
が
、
阿
弥
陀
仏
の
用
き
全
体
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

大
田
の
意
見
は
論
証
で
き
な
い
。 

そ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
浄
土
の
道
場
樹
に
つ
い
て
説
い
た
以
下
の
文
で
あ
る
。 

阿
難
、
若
し
彼
の
国
の
人
天
、
此
の
樹
を
見
る
者
は
、
三
法
忍
を
得
。
一
に
は
音
響
忍
、
二
に
は
柔
順
忍
、
三
に

は
無
生
法
忍
な
り
。
此
皆
無
量
寿
仏
の
威
神
力
の
故
に
、
本
願
力
の
故
に
、
満
足
願
の
故
に
、
明
了
願
の
故
に
、

堅
固
願
の
故
に
、
究
竟
願
の
故
な
り
。45 

 

傍
線
部
を
見
る
と
、
威
神
力
と
本
願
力
（
こ
こ
で
い
う
本
願
は
第
十
八
願
の
み
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）
が

並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
だ
け
で
は
威
神
と
本
願
が
同
義
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
両
者
が
少
な
く
と
も
同
列
関
係

に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
は
本
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
親
鸞
は
威
神
力
を
本
願
力
と

見
な
し
、
そ
の
上
で
光
明
と
名
号
を
同
義
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
第
一
節
第
一
項
で
論
じ

る
。 

 

最
後
に
、『
無
量
寿
経
』
と
『
大
阿
弥
陀
経
』
を
利
益
面
で
比
較
す
る
た
め
に
、「
霊
山
現
土
」
の
所
説
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。 
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即
時
に
無
量
寿
仏
に
大
光
明
を
放
ち
て
普
く
一
切
諸
仏
の
世
界
を
照
ら
し
た
ま
ふ
。
金
剛
囲
山
、
須
弥
山
王
、
大

小
の
諸
山
、
一
切
の
所
有
皆
同
じ
く
一
色
な
り
。
譬
へ
ば
劫
水
の
世
界
に
弥
満
す
る
に
、
其
の
中
の
万
物
沈
没
し

て
現
ぜ
ず
、
滉
瀁
浩
汗
と
し
て
唯
だ
大
水
の
み
を
見
る
が
ご
と
し
。
彼
の
仏
の
光
明
も
亦
た
復
た
是
く
の
ご
と
し
。

声
聞
・
菩
薩
の
一
切
の
光
明
、
皆
悉
く
隠
蔽
し
て
唯
だ
仏
の
光
の
明
曜
顕
赫
な
る
を
見
る
。
爾
の
時
阿
難
即
ち
無

量
寿
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
に
、
威
徳
巍
巍
と
し
て
、
須
弥
山
王
の
高
く
し
て
一
切
の
諸
の
世
界
の
上
に
出
づ
る
が

ご
と
し
。
相
好
の
光
明
照
曜
せ
ざ
る
は
靡
し
。
此
の
会
の
四
衆
一
時
に
悉
く
見
た
て
ま
つ
り
、
彼
の
此
の
土
を
見

た
て
ま
つ
る
こ
と
も
亦
た
復
た
是
く
の
ご
と
し
。46 

要
約
す
る
と
、
阿
弥
陀
仏
が
大
光
明
を
放
っ
て
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
の
国
々
を
照
ら
す
。
万
物
が
等
し
く
金
色
に
輝
き
、

洪
水
で
世
界
中
が
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
が
弥
陀
の
光
明
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
る
。
阿
難
お
よ
び
霊
鷲
山
に

集
会
し
た
四
衆
は
、
阿
弥
陀
仏
の
須
弥
山
の
よ
う
な
気
高
い
姿
と
相
好
か
ら
光
明
を
放
つ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
浄
土
か
ら
も
こ
ち
ら
の
世
界
を
見
て
い
た
と
さ
れ
る47

。 

こ
の
説
示
か
ら
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
と
同
様
に
、
光
に
よ
る
可
視
化
の
用
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
奇
蹟
的
利
益
が
説
か
れ
て
い
た
が
、『
無
量
寿
経
』
で
は
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

点
で
は
、
光
の
利
益
は
簡
略
化
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。 

な
お
、『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
光
明
の
利
益
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
他
に
は
「
重
誓
偈
」
に
お
け
る
「
神
力

大
光
を
演
べ
て
、
普
く
無
際
土
を
照
ら
し
、
三
垢
の
冥
を
消
滅
し
て
、
広
く
衆
の
厄
難
を
済
は
む
、
彼
の
智
慧
の
眼
を
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開
き
て
、
此
の
昏
盲
の
闇
を
滅
し
、
諸
の
悪
道
を
閉
塞
し
て
、
善
趣
の
門
を
通
達
せ
む

48

」
の
偈
文
や
、「
往
覲
偈
」

に
お
け
る
「
慧
日
、
世
間
を
照
ら
し
て
、
生
死
の
雲
を
消
除
し
た
ま
ふ49

」
の
偈
文
が
あ
る
。
光
明
が
智
慧
と
捉
え
ら

れ
た
上
で
、
煩
悩
の
闇
冥
を
滅
す
る
点
は
曇
鸞
の
光
明
思
想
へ
と
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
章

第
一
節
第
一
項
で
論
じ
る
。 

 第
二
項 

光
明
と
説
法 

本
項
で
は
、『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
奇
瑞
相
お
よ
び
浄
土
の
荘
厳
相
に
関
す
る
説
示
を
通
し
て
、
光
明
と
説
法

が
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。 

 

『
無
量
寿
経
』
初
頭
で
は
、
霊
鷲
山
に
集
会
し
た
諸
菩
薩
の
八
相
示
現
が
説
か
れ
る
中
で
、
光
の
奇
瑞
相
に
言
及
さ

れ
る50

。
そ
の
う
ち
、
出
胎
時
に
は
「
光
明
は
顕
曜
に
し
て
普
く
十
方
を
照
ら
し
、
無
量
の
仏
土
は
六
種
に
震
動
す51

」

と
い
わ
れ
、
ま
た
成
道
時
の
法
音
を
世
間
に
広
め
る
場
面
で
は
「
光
明
は
普
く
無
量
の
仏
土
を
照
ら
し
、
一
切
世
界
は

六
種
に
震
動
す52

」
と
説
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
説
法
す
べ
き
人
物
（
当
面
は
菩
薩
で
あ
る
が
釈
尊
を
示
唆
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
）
の
誕
生
時
と
実
際
の
説
法
時
に
光
明
の
奇
瑞
相
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
原
始
経
典
・
大
乗

経
典
と
共
通
す
る
。 

ま
た
、
釈
尊
は
『
無
量
寿
経
』
の
経
説
を
説
く
前
に
五
徳
瑞
現
を
あ
ら
わ
す
。
そ
こ
で
は
「
光
顔
巍
巍
」「
威
神
光
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光
」
な
る
奇
瑞
相
が
示
さ
れ
る53

。
さ
ら
に
、
経
説
終
了
時
に
は
六
種
震
動
・
光
明
・
音
楽
・
散
華
の
奇
瑞
相
が
あ
ら

わ
れ
る54

。
経
説
前
で
は
な
く
経
説
後
の
光
明
は
、
教
え
の
内
容
が
殊
特
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
『
大
智
度
論
』
で
は
、
光
明
に
教
法
の
真
実
性
を
証
明
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
（
第
一
章
第
二
節

第
二
項
参
照
）、
そ
の
意
に
も
解
釈
で
き
る
。 

他
方
、
浄
土
の
荘
厳
相
に
関
説
す
る
中
に
も
光
明
と
説
法
の
結
び
付
き
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
に
お

け
る
道
場
樹
の
様
相
が
語
ら
れ
る
箇
所
で
は
、 

微
風
徐
く
動
き
て
諸
の
枝
葉
を
吹
く
に
無
量
の
妙
法
の
音
声
を
演
出
す
。
其
の
声
流
布
し
て
諸
仏
の
国
に
遍
す
。

其
の
音
を
聞
く
者
は
深
法
忍
を
得
て
不
退
転
に
住
し
、
仏
道
を
成
ず
る
に
至
る
ま
で
耳
根
清
徹
に
し
て
苦
患
に
遭

は
ず
。
目
に
其
の
色
を
覩
、
耳
に
其
の
音
を
聞
き
、
鼻
に
其
の
香
を
知
り
、
舌
に
其
の
味
を
嘗
め
、
身
に
其
の
光

を
触
れ
、
心
に
法
を
以
て
縁
ず
る
に
、
一
切
皆
甚
深
の
法
忍
を
得
て
不
退
転
に
住
し…

…
55 

と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
道
場
樹
か
ら
発
せ
ら
れ
る
妙
法
を
聴
覚
・
視
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・

触
覚
ま
た
は
心
に
よ
っ
て
感
受
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
触
覚
に
つ
い
て
は
「
身
に
其
の
光
を
触
れ
」

（
傍
線
部
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
は
妙
法
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
が
顕
著

に
見
ら
れ
る
の
が
「
華
光
出
仏
」
の
文
で
あ
る
。 

又
た
衆
宝
の
蓮
華
世
界
に
周
満
し
、
一
一
の
宝
華
に
百
千
億
の
葉
あ
り
。
其
の
華
の
光
明
に
無
量
の
色
あ
り
。
青

色
に
青
光
、
白
色
に
白
光
あ
り
。
玄
・
黄
・
朱
・
紫
の
光
色
も
亦
た
然
な
り
。
暐
曄
煥
爛
と
し
て
日
月
よ
り
も
明
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曜
な
り
。
一
一
の
華
の
中
よ
り
三
十
六
百
千
億
の
光
を
出
だ
し
、
一
一
の
光
の
中
よ
り
三
十
六
百
千
億
の
仏
を
出

だ
す
。
身
色
紫
金
に
し
て
相
好
殊
特
な
り
。
一
一
の
諸
仏
又
た
百
千
の
光
明
を
放
ち
て
、
普
く
十
方
の
為
に
微
妙

の
法
を
説
き
た
ま
ひ
、
是
く
の
ご
と
き
諸
仏
、
各
各
無
量
の
衆
生
を
仏
の
正
道
に
安
立
せ
し
め
た
ま
ふ
。56 

 

す
な
わ
ち
、
浄
土
の
蓮
華
の
花
び
ら
か
ら
無
数
の
色
の
光
が
放
た
れ
、
そ
れ
が
青
・
白
・
黒
・
黄
・
赤
・
紫
色
に
光

り
輝
く
。
そ
し
て
、
光
の
中
か
ら
無
数
の
仏
が
出
て
き
て
、
そ
の
諸
仏
が
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
光
を
放
っ
て
十
方
世
界
の
無

量
の
衆
生
の
た
め
に
微
妙
の
法
を
説
い
て
仏
道
に
導
く
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
蓮
華
・
光
明
・
諸
仏
・
説
法
が
有
機

的
に
連
関
し
て
い
る57
。
同
様
の
文
は
『
大
品
般
若
経
』
や
『
華
厳
経
』
に
も
確
認
で
き
た
（
第
一
章
第
二
節
第
一
項

参
照
）。
こ
こ
に
大
乗
経
典
と
の
共
通
点
を
見
出
せ
る
。
ち
な
み
に
、『
小
経
』
に
も
「
池
の
中
の
蓮
華
は
、
大
き
さ
車

輪
の
ご
と
し
。
青
色
に
は
青
光
、
黄
色
に
は
黄
光
、
赤
色
に
は
赤
光
、
白
色
に
は
白
光
あ
り
て
、
微
妙
香
潔
な
り58

」

と
い
っ
た
文
が
あ
る
が
、
諸
仏
や
説
法
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

以
上
、『
無
量
寿
経
』
所
説
の
奇
瑞
相
お
よ
び
浄
土
の
荘
厳
相
か
ら
、
光
明
と
説
法
が
結
び
付
い
て
い
る
点
を
指
摘

し
た
。 

 

第
三
項 

触
光
・
遇
光
・
見
光
・
聞
光 

 

前
項
に
お
い
て
浄
土
の
道
場
樹
に
関
説
し
た
際
に
、
光
明
は
触
覚
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
一
方
、『
無
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量
寿
経
』
に
は
光
を
感
受
す
る
方
法
と
し
て
「
遇、
光
」「
見、
光
」「
聞、
光
」
と
い
っ
た
も
の
も
確
認
で
き
る
。
本
項
で
は
、

当
該
文
の
間
で
起
き
て
い
る
動
詞
の
ユ
レ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

第
三
十
三
願
（
触
光
柔
軟
の
願
）
に
は
、「
我
が
光
明
を
蒙
り
て
其
の
身
に
触
れ
む
者
、
身
心
柔
軟
に
し
て
人
天
に

超
過
せ
む59
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
光
に
「
触
れ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
成
就
文
の
場
合
に
な
る
と
別

の
仕
方
で
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

其
れ
衆
生
有
り
て
、
斯
の
光
に
遇
ふ
者
は
、
三
垢
消
滅
し
、
身
意
柔
軟
な
り
。
歓
喜
踊
躍
し
て
善
心
生
ず
。
若
し

三
塗
の
勤
苦
の
処
に
在
り
て
、
此
の
光
明
を
見
れ
ば
、
皆
休
息
を
得
て
復
た
苦
悩
無
し
。60 

と
説
か
れ
、「
遇
う
」「
見
る
」
と
い
っ
た
動
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
は
「
見
光
」
は
あ

る
が
「
触
光
」
や
「
遇
光
」
と
い
う
表
現
は
な
い61

。 

ま
た
、『
無
量
寿
経
』
で
は
光
が
聞
く
対
象
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
最
勝
性
を
説
く
中

に
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。 

無
量
寿
仏
の
光
明
は
顕
赫
に
し
て
、
十
方
諸
仏
の
国
土
を
照
耀
す
る
に
、
聞
こ
え
ざ
る
は
莫
し
。
但
だ
我
の
み
今

其
の
光
明
を
称
す
る
に
あ
ら
ず
。
一
切
の
諸
仏
・
声
聞
・
縁
覚
・
諸
の
菩
薩
衆
、
咸
く
共
に
歎
誉
す
る
こ
と
、
亦

た
復
た
是
く
の
ご
と
し
。
若
し
衆
生
有
り
て
、
其
の
光
明
の
威
神
功
徳
を
聞
き
て
、
日
夜
に
称
説
し
て
心
を
至
し

て
断
ぜ
ざ
れ
ば
、
意
の
所
願
に
随
ひ
て
其
の
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て…

…
62 

 

傍
線
部
を
見
る
と
、「
聞
こ
え
ざ
る
は
莫
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
光
明
が
「
聞
き
も
の
」
と
解
さ
れ
、
同
時
に
「
歎
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誉
」「
称
説
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
称
讃
さ
れ
る
も
の
」
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
光
明
は
称
讃

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
の
国
々
に
聞
こ
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
「
光

明
名
」
を
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
称
讃
す
る
声
」
と
（
筆
者
が
）
解
し
た
点
と
も
重
な
る
（
本
章
第
一
節
第
三
項
参

照
）。 さ

て
、
そ
れ
で
は
「
触
」「
見
」「
遇
」「
聞
」
と
あ
っ
て
、
光
に
対
す
る
動
詞
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
は
対
機
説
法
が
関
わ
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
光

明
と
説
法
は
結
び
付
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
光
明
を
感
受
す
る
動
詞
が
複
数
あ
る
こ
と
は
、
説
法
の
受

け
取
り
方
が
衆
生
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
説
法
の
形
態
が
多
様
に
変
化
す
る
こ

と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
動
詞
の
ユ
レ
は
仏
の
説
法
の
仕
方
が
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
前
項
で
引
用
し
た
「
華
光
出
仏
」
の
文
で
あ
る
。
当
該
文
で
は
、
光
明
に

無
量
の
色
が
あ
っ
て
、
光
の
中
か
ら
無
量
の
諸
仏
が
示
現
し
て
衆
生
を
正
道
に
導
く
と
説
か
れ
て
い
た
。
多
色
の
光
や

多
数
の
仏
は
、
衆
生
に
応
じ
て
説
法
の
形
態
が
多
様
に
変
化
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
三
節 

『
観
経
』
の
光
明
思
想 

第
一
項 

光
の
変
化
性 

 

『
観
経
』
所
説
の
光
明
に
つ
い
て
有
名
な
も
の
は
、「
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨

63

」
の
文
に
示
さ

れ
る
「
摂
取
の
光
明
」
で
あ
る
。
こ
の
文
は
善
導
・
法
然
に
よ
っ
て
本
願
あ
る
い
は
称
名
念
仏
と
関
連
付
け
ら
れ
、
も

ち
ろ
ん
親
鸞
に
と
っ
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
観
経
』
で
は
分
量
面
に
お
い
て
観
想
念
仏
が
中
心
に
説

か
れ
る
た
め
、
光
の
用
例
も
ま
た
観
想
の
対
象
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
・
浄
土
の
荘
厳
相
を
説
く
箇
所
に
散
見
さ
れ
る
。 

そ
こ
で
本
節
で
は
、
定
善
ま
た
は
散
善
に
確
認
で
き
る
光
の
用
例
を
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」「
光
中
の
化

仏
」
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
論
を
進
め
る
。
本
項
で
は
「
光
の
変
化
性
」
に
つ
い
て
確
認
し
、
残
り
の
二
つ
に
つ
い
て

は
次
項
以
降
に
論
じ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
で
は
『
無
量
寿
経
』
の
光
明
思
想
と
の
比
較
も
お
こ
な
う
。 

 

ま
ず
「
光
の
変
化
性
」
と
は
、
光
明
が
あ
る
荘
厳
相
に
変
化
し
て
様
々
な
活
動
を
な
す
こ
と
を
指
す
。
以
下
、
三
文

を
例
示
す
る
。 

 

①
一
一
の
宝
珠
に
八
万
四
千
の
光
有
り
。
一
一
の
光
八
万
四
千
の
異
種
の
金
色
を
作
す
。
一
一
の
金
色
其
の
宝
土

に
遍
し
、
処
処
に
変
化
し
て
、
各
異
相
を
作
す
。
或
い
は
金
剛
の
台
と
為
り
、
或
い
は
真
珠
の
網
と
作
り
、
或

い
は
雑
華
雲
と
作
り
、
十
方
面
に
於
い
て
、
意
に
随
ひ
て
変
現
し
て
仏
事
を
施
作
す
。64

（
華
座
観
） 
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②
大
光
明
有
り
、
化
し
て
憧
旛
・
無
量
宝
蓋
と
成
る
。
是
の
宝
蓋
の
中
に
三
千
大
千
世
界
の
一
切
の
仏
事
を
映
現

す
。
十
方
の
仏
国
も
亦
た
中
に
於
い
て
現
ず
。65

（
宝
樹
観
） 

 
③
其
の
光
、
化
し
て
百
宝
色
の
鳥
と
為
る
、
和
鳴
哀
雅
に
し
て
、
常
に
仏
を
念
じ
法
を
念
じ
僧
を
念
ず
る
こ
と
を

讃
ず
。66
（
宝
池
観
） 

 ①
で
は
、
宝
珠
か
ら
放
た
れ
た
金
色
光
が
浄
土
に
遍
満
し
て
、
金
台
・
真
珠
網
・
雑
華
雲
な
ど
自
由
自
在
に
変
化

し
て
仏
事
を
な
す
と
説
か
れ
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』
の
場
合
「
華
光
出
仏
」
の
よ
う
に
光
か
ら
諸
仏
が
出
現
す
る
と

い
う
文
は
あ
っ
た
が
、
光
が
荘
厳
相
に
変
化
す
る
と
い
う
思
想
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
か
か
る
点
は
両
経
の
相
違
点
と

い
え
る
。
な
お
、
光
が
仏
事
を
な
す
と
い
う
思
想
は
曇
鸞
の
『
論
註
』
に
も
確
認
で
き
る
（
詳
し
く
は
第
三
章
第
一
節

第
二
・
三
項
で
論
じ
る
）。 

②
で
は
、
宝
樹
の
果
実
か
ら
大
光
明
が
放
た
れ
、
そ
れ
が
幢
幡
・
宝
蓋
に
変
化
し
て
一
切
の
仏
事
や
諸
仏
の
国
土

を
映
し
出
す
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
光
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
あ
る
い
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
同
様
の
例
は
、
釈
尊
が
韋
提
希
の
た
め
に
諸
仏
の
国
土
を
見
せ
る
場
面
（
光
台
現
国
）
に
も
確
認
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
釈
尊
の
眉
間
か
ら
放
た
れ
た
光
が
金
台
と
な
り
、
そ
の
中
に
諸
仏
の
国
土
が
映
し
出
さ
れ
る
と
い
う

67

。『
無

量
寿
経
』
所
説
の
「
霊
山
現
土
」
に
も
光
が
可
視
化
の
用
き
を
な
し
て
い
た
が
、『
観
経
』
の
場
合
は
光
が
一
旦
荘
厳
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相
に
変
化
し
て
、
そ
れ
か
ら
可
視
化
の
用
き
を
す
る
。 

③
で
は
、
如
意
宝
珠
よ
り
放
た
れ
た
光
が
百
宝
色
の
鳥
に
変
化
し
て
、
そ
の
鳴
き
声
は
仏
法
僧
の
三
宝
を
念
じ
る

こ
と
を
称
讃
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
小
経
』
に
も
浄
土
の
鳥
の
鳴
き
声
が
五
根
・
五
力
・
七
菩
提

分
・
八
聖
道
分
の
法
音
に
な
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
者
が
三
宝
を
念
じ
る
と
説
か
れ
て
い
る68

。
こ
こ
に
は
光
へ
の
言
及

は
な
い
が
、
浄
土
の
鳥
の
鳴
き
声
が
説
法
に
な
る
と
い
う
点
で
『
観
経
』
と
共
通
し
て
い
る
。 

『
無
量
寿
経
』
の
場
合
は
目
的
語
（
光
）
に
対
す
る
動
詞
が
変
化
す
る
こ
と
で
、
光
の
多
様
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。

一
方
『
観
経
』
で
は
光
そ
の
も
の
が
変
化
し
て
い
る
。
両
経
の
説
示
方
法
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
光
の
多

様
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

 第
二
項 

光
の
説
法 

本
章
第
二
節
第
二
項
で
は
、『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
光
明
と
説
法
が
結
び
付
い
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
一
方
、

『
観
経
』
に
も
同
類
の
思
想
が
確
認
で
き
る
。
以
下
、
二
文
を
例
示
す
る
。 

 

①
八
種
の
清
風
、
光
明
よ
り
出
で
て
、
此
の
楽
器
を
鼓
つ
に
、
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
の
音
を
演
説
す
。69

（
水
想 

観
） 
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②
此
の
想
成
ず
る
時
、
行
者
当
に
水
流
・
光
明
、
及
び
諸
の
宝
樹
・
鳧
・
雁
・
鴛
鴦
の
皆
妙
法
を
説
く
を
聞
く
べ 

し
。70

（
像
想
観
） 

 
ま
ず
①
で
は
、
清
ら
か
な
風
が
光
明
か
ら
発
生
し
、
そ
の
風
が
楽
器
を
鼓
つ
と
、
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
の
法
音

が
鳴
る
と
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
直
接
的
に
法
音
を
演
説
し
て
い
る
の
は
楽
器
だ
が
、
そ
の
発
生
源
は
光
明
で
あ
る
。

②
で
は
、
水
流
・
光
明
・
宝
樹
・
様
々
な
鳥
た
ち
が
妙
法
を
説
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
で
は
、
光
明
が
説
法
す

る
荘
厳
相
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
光
明
と
説
法
の
関
連
は
、
九
品
往
生
の
箇
所
に
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
上
品
上
生
者
は
往
生
後
に

光
明
の
宝
林
が
説
く
妙
法
を
聞
く
と
さ
れ71

、
中
品
上
生
者
の
命
終
時
に
は
阿
弥
陀
仏
と
聖
衆
が
光
明
を
放
ち
、
苦
・

空
・
無
常
・
無
我
を
演
説
す
る
と
説
か
れ
て
い
る72

。 

『
無
量
寿
経
』
と
比
較
す
る
に
、『
観
経
』
の
方
が
光
明
が
ど
の
よ
う
に
説
法
す
る
の
か
、
説
法
の
内
容
は
何
な
の

か
が
明
確
で
あ
る
。 

 

第
三
項 

光
中
の
化
仏 

 

つ
づ
い
て
「
光
中
の
化
仏
」
が
示
さ
れ
る
例
は
、
以
下
の
二
文
で
あ
る
。 
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①
彼
の
仏
の
円
光
は
百
億
の
三
千
大
千
世
界
の
ご
と
し
。
円
光
の
中
に
於
い
て
、
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
の
化
仏

有
す
。
一
一
の
化
仏
に
亦
た
衆
多
無
数
の
化
菩
薩
有
り
て
、
以
て
侍
者
と
為
り
。73

（
真
身
観
） 

 
②
次
に
復
た
当
に
観
世
音
菩
薩
を
観
じ
た
て
ま
つ
る
べ
し
。…

…

其
の
円
光
の
中
に
五
百
の
化
仏
有
し
て
、
釈
迦

牟
尼
仏
の
ご
と
し
。
一
一
の
化
仏
に
五
百
の
化
菩
薩
と
無
量
の
諸
天
有
り
て
、
以
て
侍
者
と
為
り
。…

…

観
世

音
菩
薩
の
面
は
、
閻
浮
檀
金
色
の
ご
と
し
。
眉
間
の
毫
相
に
七
宝
の
色
を
備
へ
八
万
四
千
種
の
光
明
を
流
出
す
。

一
一
の
光
明
に
無
量
無
数
百
千
の
化
仏
有
す
。
一
一
の
化
仏
に
無
数
の
化
菩
薩
あ
り
て
、
以
て
侍
者
と
為
り
。

変
現
自
在
に
し
て
十
方
世
界
に
満
て
り
。74

（
観
音
観
） 

 

①
で
は
、
阿
弥
陀
仏
が
有
す
る
円
光
の
中
に
無
数
の
化
仏
・
化
菩
薩
が
存
在
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
光
の
中
に
無

数
の
仏
身
の
存
在
を
見
る
思
想
は
、
大
乗
経
典
や
『
無
量
寿
経
』
に
も
確
認
で
き
た
。 

 

②
で
は
、
観
音
菩
薩
の
円
光
の
中
に
化
仏
・
化
菩
薩
・
諸
天
が
存
在
す
る
と
説
か
れ
、
ま
た
眉
間
に
あ
る
毫
相
の
光

の
中
に
も
化
仏
・
化
菩
薩
が
い
る
と
説
か
れ
る
。
特
に
毫
光
の
化
仏
に
つ
い
て
は
「
変
現
自
在
に
し
て
十
方
世
界
に
満

て
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
衆
生
済
度
の
自
由
度
の
高
さ
が
確
認
で
き
る
。 
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お
わ
り
に 

『
大
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』
『
観
経
』
を
用
い
て
、
浄
土
経
典
に
お
け
る
光
明
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

『
大
阿
弥
陀
経
』
に
関
し
て
は
、「
頂
中
の
光
明
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
点
、
光
明
が
智
慧
・
威
神
と
同
じ
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
点
（
た
だ
し
、
威
神
に
関
し
て
は
例
外
も
あ
る
）、
寿
命
極
長
が
光
明
無
量
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る

点
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
見
光
の
利
益
に
つ
い
て
は
、
解
脱
以
外
に
①
慈
心
・
歓
喜
、
②
作
善
、
③
見
仏
国
土
、
④
奇

蹟
的
利
益
の
四
つ
を
示
し
た
。
阿
弥
陀
仏
の
「
光
明
名
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
当
該
文
に
限
っ
て
「
阿
弥
陀
仏
の
光

明
を
称
讃
す
る
声
」
説
を
採
っ
た
。
た
だ
し
、『
大
阿
弥
陀
経
』
全
体
と
し
て
は
光
明
と
名
号
が
利
益
面
で
同
義
に
な

る
と
結
論
し
た
。 

『
無
量
寿
経
』
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
に
比
し
て
、
浄
土
の
荘
厳
相
に
関
す
る
光
の
用
例
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
、
清
浄
光
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
、
光
明
と
威
神
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、
利
益
面
に
つ
い
て
は
「
霊
山
現
土
」
の
説
示
内
容
か
ら
、
光
が
見
え
な
い
も
の
（
阿
弥
陀
仏
）
を
可
視
化

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
点
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
「
霊
山
現
土
」
と
共
通
す
る
が
、『
無
量
寿
経
』
の
場

合
、
奇
蹟
的
利
益
は
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
次
に
、
奇
瑞
相
と
浄
土
の
荘
厳
相
に
関
す
る
文
を
通
し
て
、
光
明
が
説

法
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、「
触
光
」「
遇
光
」「
見
光
」「
聞
光
」
と
い
っ
た
動
詞
の
ユ
レ
が
、

対
機
説
法
と
関
連
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。 
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『
観
経
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
光
明
思
想
の
特
徴
を
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」
「
光
中
の
化
仏
」
に
グ
ル
ー

プ
分
け
し
て
論
を
進
め
た
。「
光
の
変
化
性
」
と
は
、
浄
土
の
光
が
様
々
な
荘
厳
相
に
変
化
し
て
仏
事
を
施
作
・
映
写

す
る
こ
と
、
ま
た
は
光
が
宝
鳥
に
変
化
し
て
念
三
宝
を
讃
ず
る
こ
と
で
あ
る
。「
光
の
説
法
」
と
は
、
光
か
ら
示
現
し

た
荘
厳
相
ま
た
は
光
そ
の
も
の
が
様
々
な
妙
法
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。「
光
中
の
化
仏
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
円
光
や

観
音
菩
薩
の
毫
光
の
中
に
存
在
す
る
無
数
の
化
仏
を
指
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、
三
経
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
光
の
多
様
性
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
大
阿
弥
陀
経
』

で
は
見
光
に
関
し
て
多
様
な
利
益
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』
の
場
合
、
衆
生
に
随
っ
て
説
法
（
光
）
の
形
態

が
様
々
に
変
わ
っ
て
い
る
。『
観
経
』
で
は
光
自
体
が
荘
厳
相
と
し
て
多
様
に
変
化
し
て
い
る
。 

特
に
、『
無
量
寿
経
』
『
観
経
』
に
お
い
て
説
法
（
光
）
の
形
態
あ
る
い
は
光
自
体
が
変
化
す
る
こ
と
は
、
曇
鸞
・

善
導
・
源
信
・
法
然
の
光
明
思
想
に
も
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
論
じ
た
い
。 

 
 

註 
 1 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
三
～
一
三
五
頁
。 
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 2 
こ
こ
で
は
、「
頂
中
の
光
明
」
の
照
ら
す
範
囲
の
遠
近
と
、
前
世
の
菩
薩
時
に
発
し
た
願
の
功
徳
の
大
小
と
が
比
例

す
る
こ
と
か
ら
、
弥
陀
の
誓
願
の
功
徳
も
ま
た
最
大
で
あ
る
こ
と
が
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
。
後
世
に
お
い
て
善
導
は
光

明
と
本
願
を
結
び
付
け
る
が
、
そ
の
思
想
が
す
で
に
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
胚
胎
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
た
だ
し
、

善
導
が
参
考
に
し
て
い
る
の
は
『
無
量
寿
経
』
で
あ
る
。 

3 

『
浄
真
全
』
一
、
一
五
八
頁
。 

4 

一
方
、『
無
量
寿
経
』『
如
来
会
』『
荘
厳
経
』
で
は
、「
頂
中
の
光
明
」
が
「
身
光
」
あ
る
い
は
「
円
光
」
と
い
っ
た

表
現
に
な
る
。 

5 

林
和
彦
「『
大
阿
弥
陀
経
』
に
あ
ら
わ
れ
た
光
明
の
性
格
と
北
西
イ
ン
ド
」（『
仏
教
芸
術
』
一
六
五
、
一
九
八
六

年
）、
八
九
頁
参
照
。 

6 

大
田
利
生
『
増
訂 

無
量
寿
経
の
研
究―

思
想
と
そ
の
展
開―

』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、
四
六
〇
頁
参

照
。 

7 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
三
頁
。 

8 

『
浄
真
全
』
一
、
一
五
八
頁
。 

9 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
四
頁
。 

10 

『
浄
真
全
』
一
、
一
九
三
頁
。 

11 

『
浄
真
全
』
一
、
一
六
一
頁
。 

12 

『
浄
真
全
』
一
、
一
六
一
頁
。 

13 

『
浄
真
全
』
一
、
一
五
九
頁
。 

14 

林
前
掲
論
文
、
八
五
頁
。 
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 15 
『
浄
真
全
』
一
、
一
三
六
頁
。 

16 
『
浄
真
全
』
一
、
一
三
六
頁
。 

17 

『
浄
真
全
』
一
、
一
九
三
頁
。 

18 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
三
頁
。
他
に
も
「
世
間
諸
有
の
婬
泆
・
瞋
怒
・
愚
痴
の
者
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
見
た
て

ま
つ
り
て
善
を
作
さ
ざ
る
は
莫
し
」（『
浄
真
全
』
一
、
一
三
六
頁
）
と
い
っ
た
文
も
あ
る
。 

19 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
五
頁
。
大
田
前
掲
書
（
四
六
一
頁
）
で
は
、
弥
陀
の
光
明
が
極
善
と
説
か
れ
る
こ
と
に
関

し
て
、「
わ
れ
わ
れ
人
間
を
「
不
善
」
な
も
の
と
し
て
み
て
い
た
こ
と
を
逆
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

20 

『
浄
真
全
』
一
、
一
九
三
頁
。 

21 

『
浄
真
全
』
一
、
一
六
七
頁
。 

22 

大
田
前
掲
書
、
二
七
四
・
四
六
七
頁
。 

23 

『
浄
真
全
』
一
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
。 

24 

池
本
重
臣
『
大
無
量
寿
経
の
教
理
史
的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
五
年
、
一
七
二
頁
）、
色
井
秀
譲
『
浄
土

念
仏
源
流
考
』（
百
華
苑
、
一
九
七
八
年
、
二
七
二
頁
）、
大
田
前
掲
書
（
二
七
三
頁
）。 

25 

『
涅
槃
経
』
で
は
釈
尊
が
月
愛
三
昧
の
光
明
に
よ
っ
て
阿
闍
世
や
衆
生
の
身
心
を
治
療
し
た
り
（『
大
正
蔵
』
一

二
、
四
八
〇
頁
下
～
四
八
一
頁
中
）、『
無
量
寿
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
が
触
光
柔
軟
の
願
に
よ
っ
て
衆
生
の
身
心
を
柔
軟

に
さ
せ
る
と
い
っ
た
文
（『
浄
真
全
』
一
、
二
七
～
二
八
頁
、
三
四
頁
）
が
あ
る
。
肉
体
的
な
治
療
と
い
う
点
で
は

『
大
阿
弥
陀
経
』
の
奇
蹟
的
利
益
と
共
通
す
る
思
想
で
あ
ろ
う
。 

26 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
六
頁
。 
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 27 
池
本
前
掲
書
、
一
一
〇
頁
参
照
。
大
田
前
掲
書
、
二
七
四
頁
参
照
。 

28 
色
井
前
掲
書
、
七
八
頁
参
照
。
ま
た
、
壬
生
泰
紀
は
「
こ
こ
で
の
「
名
」
は
「
名
前
」
や
「
名
称
」
を
指
す
語
で

は
あ
る
が
、
文
脈
上
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
関
す
る
「
名
声
」
と
い
う
意
を
含
ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
て
い
る
（
同
氏
『
初
期
無
量
寿
経
の
研
究
』
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
、
一
三
五
頁
参
照
）。 

29 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
六
～
一
二
七
頁
。 

30 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
九
頁
。 

31 

壬
生
は
第
四
願
の
名
号
と
第
二
十
四
願
の
光
明
に
有
機
的
関
係
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（
同
氏
前
掲
書
、
一
四
三

～
一
四
八
頁
参
照
）。 

32 

『
浄
真
全
』
一
、
三
二
・
三
六
・
三
八
頁
。 

33 

『
浄
真
全
』
一
、
二
七
頁
。 

34 

『
浄
真
全
』
一
、
一
八
頁
。 

35 

『
浄
真
全
』
一
、
四
九
頁
。 

36 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
五
頁
。『
大
阿
弥
陀
経
』
の
場
合
は
「
斎
戒
清
浄
」
と
い
っ
た
語
が
散
見
さ
れ
、
戒
の
清
浄

性
が
強
調
さ
れ
る
。 

37 

『
浄
真
全
』
一
、
二
三
頁
。 

38 

『
浄
真
全
』
一
、
二
七
頁
。 

39 

『
浄
真
全
』
一
、
三
二
頁
。 

40 

『
浄
真
全
』
一
、
三
三
頁
。 

41 

『
浄
真
全
』
一
、
二
一
頁
。 
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 42 
同
右
。
こ
こ
で
は
、「
功
勲
広
大
に
し
て
、
智
慧
深
妙
な
り
。
光
明
の
威
相
は
大
千
を
震
動
す
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
威
神
と
同
時
に
智
慧
と
の
関
連
も
窺
わ
れ
る
。 

43 

『
浄
真
全
』
一
、
四
七
頁
。 

44 

大
田
利
生
「
親
鸞
に
お
け
る
光
明
思
想
」（『
真
宗
学
』
九
七
・
九
八
、
一
九
九
八
年
）、
二
七
四
頁
。 

45 

『
浄
真
全
』
一
、
三
七
頁
。 

46 

『
浄
真
全
』
一
、
六
五
頁
。 

47 

梶
山
雄
一
は
、
他
方
世
界
と
娑
婆
世
界
と
の
相
互
照
見
を
、『
大
品
般
若
経
』
ま
た
は
『
大
智
度
論
』
に
説
か
れ
る

神
変
に
比
定
さ
せ
て
い
る
（
吹
田
隆
道
編
『
梶
山
雄
一
著
作
集 

第
六
巻 

浄
土
の
思
想
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
、

二
二
〇
・
二
三
一
頁
参
照
）。 

48 

『
浄
真
全
』
一
、
三
〇
頁
。 

49 

『
浄
真
全
』
一
、
四
五
頁
。 

50 

た
だ
し
、『
無
量
寿
経
』
で
は
八
相
（
降
兜
率
・
托
胎
・
出
胎
・
出
家
・
降
魔
・
成
道
・
転
法
輪
・
入
滅
）
の
す
べ

て
が
説
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

51 

『
浄
真
全
』
一
、
一
六
頁
。 

52 

『
浄
真
全
』
一
、
一
七
頁
。 

53 

『
浄
真
全
』
一
、
一
八
・
一
九
頁
。『
大
阿
弥
陀
経
』
に
も
釈
尊
が
教
説
を
説
く
前
に
仏
面
を
輝
か
せ
る
と
い
う
奇

瑞
相
が
確
認
で
き
る
（『
浄
真
全
』
一
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
）。 

54 

『
浄
真
全
』
一
、
七
〇
頁
。 

55 

『
浄
真
全
』
一
、
三
六
～
三
七
頁
。 
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 56 
『
浄
真
全
』
一
、
四
一
頁
。 

57 
同
様
の
文
は
『
如
来
会
』
に
も
あ
る
が
、『
大
阿
弥
陀
経
』『
平
等
覚
経
』『
荘
厳
経
』
に
は
な
い
。 

58 

『
浄
真
全
』
一
、
一
〇
六
頁
。 

59 

『
浄
真
全
』
一
、
二
八
頁
。 

60 

『
浄
真
全
』
一
、
三
三
～
三
四
頁
。 

61 

「
遇
（
値
）
光
」
あ
る
い
は
「
触
光
」
と
い
う
表
現
は
『
大
品
般
若
経
』
や
『
華
厳
経
』
な
ど
に
も
確
認
で
き

る
。 

62 

『
浄
真
全
』
一
、
三
四
頁
。 

63 

『
浄
真
全
』
一
、
八
七
頁
。 

64 

『
浄
真
全
』
一
、
八
五
頁
。 

65 

『
浄
真
全
』
一
、
八
三
頁
。 

66 

『
浄
真
全
』
一
、
八
四
頁
。 

67 

『
浄
真
全
』
一
、
七
九
～
八
〇
頁
。
ま
た
、
観
音
観
で
は
観
音
菩
薩
の
挙
身
光
の
中
に
五
道
の
衆
生
の
一
切
の
色

相
が
映
し
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
説
示
も
あ
る
（『
浄
真
全
』
一
、
八
八
頁
）。 

68 

『
浄
真
全
』
一
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。 

69 

『
浄
真
全
』
一
、
八
二
頁
。 

70 

『
浄
真
全
』
一
、
八
七
頁
。 

71 

『
浄
真
全
』
一
、
九
二
頁
。 

72 

『
浄
真
全
』
一
、
九
四
頁
。
な
お
、
九
品
往
生
（
来
迎
）
は
光
明
と
関
連
し
て
お
り
、
上
品
上
生
・
上
品
中
生
・
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中
品
上
生
・
中
品
中
生
・
下
品
上
生
の
説
示
中
に
光
明
へ
の
言
及
が
あ
る
。
特
に
、
下
品
上
生
の
来
迎
時
に
は
化
仏
が

光
明
を
放
っ
て
部
屋
を
充
満
さ
せ
る
と
説
か
れ
て
い
る
（『
浄
真
全
』
一
、
九
六
頁
参
照
）。 

73 

『
浄
真
全
』
一
、
八
七
頁
。 

74 

『
浄
真
全
』
一
、
八
八
～
八
九
頁
。 
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第
三
章 

曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
光
明
思
想 

は
じ
め
に 

本
章
で
は
、
第
一
章
と
第
二
章
を
踏
ま
え
、
浄
土
仏
教
の
光
明
思
想
が
曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

第
一
節
で
は
、
曇
鸞
の
『
論
註
』
を
用
い
て
そ
の
光
明
思
想
を
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
「
二
種
法
身
」
と
「
仏
事
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
智
慧
・
名
号
・
応
化
身
が
光
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
を
考
察
す
る
。
第
二
節
で
は
善

導
の
著
述
全
体
（
五
部
九
巻
）
を
見
渡
し
な
が
ら
、『
観
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
か
ら
の
影
響
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
た
同
節
で
は
『
観
念
法
門
』
所
説
の
「
心
光
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
を
究
明
す
る
。
第
三
節
で
は
源
信
の
光
明
思

想
を
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
と
『
往
生
要
集
』
を
用
い
て
論
じ
る
。『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
で
は
「
現
身
説
法
」
と
い

う
思
想
に
、『
往
生
要
集
』
で
は
「
光
中
の
化
仏
」
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
先
の
二
書
は
『
観
仏
経
』
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
節
で
は
『
観
仏
経
』
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
第
四
節
で
は
、
法

然
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
主
に
『
選
択
集
』『
逆
修
説
法
』
を
用
い
て
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
善
導
か
ら
の
影
響
、
源
信

か
ら
の
影
響
と
い
う
二
つ
の
観
点
に
よ
っ
て
論
を
進
め
る
。 
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第
一
節 

曇
鸞
の
光
明
思
想 

第
一
項 

光
明
と
智
慧 

 

『
論
註
』
起
観
生
信
章
で
は
、『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
以
下
『
浄
土
論
』）
所
説
の
「
彼
の
如
来
の
名
を

称
す
る
に
、
彼
の
如
来
の
光
明
智
相
の
ご
と
く
、
彼
の
名
義
の
ご
と
く
、
如
実
に
修
行
し
て
相
応
せ
む
と
欲
す
る
が
故

な
り1

」
を
釈
す
る
中
で
、
光
明
・
智
慧
・
名
号
の
用
き
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

「
彼
の
如
来
の
名
を
称
す
」
と
は
、
謂
は
く
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。「
彼
の
如
来
の
光
明
智
相
の
ご

と
く
」
と
は
、
仏
の
光
明
は
是
れ
智
慧
の
相
な
り
。
此
の
光
明
は
十
方
世
界
を
照
ら
し
た
ま
ふ
に
障
碍
有
る
こ
と

無
し
。
能
く
十
方
衆
生
の
無
明
の
黒
闇
を
除
く
こ
と
、
日
月
珠
光
の
但
だ
空
穴
の
中
の
闇
を
の
み
破
す
る
が
ご
と

き
に
は
非
ず
。「
彼
の
名
義
の
ご
と
く
、
如
実
に
修
行
し
て
相
応
せ
む
と
欲
す
」
と
は
、
彼
の
無
碍
光
如
来
の
名

号
は
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志
願
を
満
て
た
ま
ふ
。2 

 

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
「
智
慧
の
相
」
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
光
は
十
方
世
界
を
障
碍
な
く
照
ら
し
、
衆
生

の
無
明
の
黒
闇
を
除
く
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弥
陀
の
名
号
は
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
一
切
の
志
願
を

満
足
さ
せ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
光
明
」「
智
慧
の
相
」「
名
号
」
の
三
者
が
無
明
を
除
く
（
破
す
）
と

い
っ
た
点
で
同
義
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
こ
で
本
項
で
は
、
光
明
と
智
慧
（
の
相
）
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
次
項
で
光
明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
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論
じ
た
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
『
論
註
』
に
明
か
さ
れ
る
智
慧
の
構
造
を
確
認
し
、
そ
の
構
造
が
光
明
に
も
共
通
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

『
論
註
』
名
義
摂
対
章
で
は
、「
般
若
」
と
「
方
便
」
を
説
明
す
る
中
で
智
慧
の
分
釈
が
な
さ
れ
る
。 

「
般
若
」
と
い
ふ
は
、
如
に
達
す
る
の
慧
の
名
な
り
。「
方
便
」
と
い
ふ
は
、
権
に
通
ず
る
智
の
称
な
り
。3 

 

こ
こ
で
は
、
智
慧
が
「
智
」
と
「
慧
」
に
分
け
ら
れ
、「
般
若
」
が
「
慧
」
に
、「
方
便
」
が
「
智
」
に
配
当
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
智
慧
は
般
若
（
真
如
・
一
如
）
と
方
便
と
の
二
面
を
も
っ
た
構
造
を
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
構
造
は
、

浄
入
願
心
章
で
明
か
さ
れ
る
広
略
相
入
お
よ
び
二
種
法
身
の
場
合
と
重
な
る
。 

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
為
す
。
一
法
句
に
入
る
を
略

と
為
す
。
何
が
故
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
有
す
。
一
に
は
法
性
法
身
、

二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
由
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
由
り
て
法
性
法
身
を
出
だ
す
。

此
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
か
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
是
の
故
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ

る
に
法
の
名
を
以
て
す
。4 

 

す
な
わ
ち
、
浄
土
と
そ
こ
に
住
す
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
菩
薩
の
荘
厳
相
の
「
広
」
と
、
一
法
句
の
「
略
」
と
は
互
い
に

摂
し
合
う
。
そ
の
理
由
は
、
諸
仏
・
菩
薩
に
お
い
て
法
性
法
身
と
方
便
法
身
が
「
異
に
し
て
分
か
つ
べ
か
ら
ず
」「
一

に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
」
の
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。
端
的
に
い
う
な
ら
ば
、
方
便
法
身
（
三
種
荘
厳
二
十
九
種
・
広
）

と
法
性
法
身
（
一
法
句
・
略
）
と
が
相
即
関
係
に
あ
る5

。
こ
の
二
種
法
身
説
を
智
慧
の
分
釈
に
当
て
は
め
れ
ば
、「
慧
」
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に
法
性
法
身
を
、「
智
」
に
方
便
法
身
を
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
智
慧
は
二
種
法
身
の
構
造
を
有
し
て

い
る
。 

一
方
で
『
論
註
』
観
察
体
相
章
で
は
、
浄
土
の
光
明
と
弥
陀
の
智
慧
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

る
。 

彼
の
土
の
光
明
は
、
如
来
の
智
慧
の
報
よ
り
起
こ
れ
り
。
之
に
触
る
れ
ば
、
無
明
の
黒
闇
終
に
必
ず
消
滅
す
。
光

明
は
慧
に
非
ず
し
て
能
く
慧
の
用
を
為
す
。6 

す
な
わ
ち
、
浄
土
の
光
明
は
弥
陀
の
智
慧
に
報
い
て
生
起
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
無
明
を
消
除
す
る
と
い

う
。
そ
し
て
傍
線
部
で
は
、
光
明
は
単
な
る
慧
で
は
な
く
慧
の
用
き
を
な
す
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る

「
慧
」
が
二
種
法
身
に
お
け
る
法
性
法
身
に
、「
慧
の
用
」
が
方
便
法
身
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
光
明
も
ま
た
二
種

法
身
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。 

本
項
の
冒
頭
で
引
用
し
た
『
論
註
』
所
説
の
「
仏
の
光
明
は
是
れ
智
慧
の
相
な
り
」
と
は
、
法
性
法
身
を
背
景
に

し
た
方
便
法
身
の
用
き
を
示
し
た
文
と
考
え
ら
れ
る7
。 

 

第
二
項 

「
国
土
の
名
字
」
と
破
闇
満
願 

前
項
で
光
明
と
名
号
が
破
闇
を
除
く
（
破
す
）
点
で
同
義
に
な
る
と
述
べ
た
。
他
方
、
光
明
と
名
号
は
「
仏
事
」
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の
点
に
お
い
て
も
同
義
と
な
る
。
本
項
で
は
、
曇
鸞
に
お
け
る
基
本
的
な
名
号
論
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
「
仏
事
」
の

語
に
注
目
し
な
が
ら
光
明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

再
引
に
な
る
が
、『
論
註
』
起
観
生
信
章
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

「
彼
の
名
義
の
ご
と
く
、
如
実
に
修
行
し
て
相
応
せ
む
と
欲
す
」
と
は
、
彼
の
無
碍
光
如
来
の
名
号
は
、
能
く
衆

生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志
願
を
満
て
た
ま
ふ
。8 

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
は
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
ま
た
衆
生
の
一
切
の
願
を
満
足
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
名
号
に
よ
る
破
闇
満
願
の
用
き
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
破
闇
満
願
が
い
え
る
根
拠
に
つ
い
て
は

「
名
即
法
」
の
論
理
が
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

問
ひ
て
曰
は
く
、
名
を
ば
法
の
指
と
為
す
。
指
を
も
つ
て
日
を
指
す
が
ご
と
し
。
若
し
仏
の
名
号
を
称
す
る
に
便

ち
願
を
満
つ
る
こ
と
を
得
と
い
は
ば
、
日
を
指
す
指
、
能
く
闇
を
破
す
べ
し
。
若
し
日
を
指
す
指
、
闇
を
破
す
る

こ
と
あ
た
は
ず
は
、
仏
の
名
号
を
称
す
と
も
亦
た
何
ぞ
能
く
願
を
満
て
む
や
。
答
へ
て
曰
は
く
、
諸
法
万
差
な
り
。

一
概
す
べ
か
ら
ず
。
名
の
法
に
即
す
る
有
り
。
名
の
法
に
異
す
る
有
り
。
名
の
法
に
即
す
る
と
は
、
諸
仏
・
菩
薩

の
名
号
、
般
若
波
羅
蜜
、
及
び
陀
羅
尼
の
章
句
、
禁
呪
の
音
辞
等
是
れ
な
り
。9 

 

こ
こ
で
は
、
諸
法
が
「
名
異
法
」
と
「
名
即
法
」
と
に
二
分
さ
れ
、
前
者
で
は
指
で
太
陽
を
指
し
示
す
際
と
同
様

に
、
指
と
太
陽
が
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
で
は
「
名
」
で
あ
る
名
号
と
「
法
」
で
あ
る
破
闇

満
願
の
用
き
と
が
相
即
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
諸
仏
・
菩
薩
の
名
号
、
般
若
波
羅
蜜
、
陀
羅
尼
、
禁
呪
等
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は
「
名
即
法
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
り
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
も
ま
た
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
名
即
法
」

の
論
理
に
よ
っ
て
破
闇
満
願
す
る
と
い
う
の
が
、
曇
鸞
の
基
本
的
な
名
号
論
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
曇
鸞
の
名
号
論
に
は
独
特
な
理
解
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
名
号
だ
け
で
な
く
「
国
土
の

名
号
」
に
言
及
す
る
点
で
あ
る10

。
例
え
ば
『
論
註
』
巻
上
に
お
け
る
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
で
は
、 

「
声
」
と
は
名
な
り
。
名
は
謂
は
く
安
楽
土
な
り
。
経
に
言
は
く
、「
若
し
人
但
だ
安
楽
浄
土
の
名
を
聞
き
て
往

生
を
欲
願
す
る
に
、
亦
た
願
の
ご
と
く
な
る
こ
と
を
得
」
と
。
此
は
名
の
物
を
悟
ら
し
む
る
証
な
り
。11 

と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
曇
鸞
は
『
浄
土
論
』
所
説
の
「
梵
声
」
の
「
声
」
を
「
名
」
と
解
し
、
そ
れ
を
具
体
的
に
は

「
安
楽
浄
土
の
名
」
と
釈
す
。
そ
し
て
、『
無
量
寿
経
』
な
ど
を
経
証
と
し
て
「
安
楽
浄
土
の
名
」
を
聞
い
て
往
生
す

る
こ
と
を
欲
願
す
れ
ば
、
願
の
ご
と
く
成
就
す
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
国
土
の
名
号
に
よ
っ
て
満
願
す
る
こ
と
が
明

か
さ
れ
る
。
同
様
の
文
は
『
論
註
』
巻
下
の
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
に
も
確
認
で
き
る
。 

経
に
言
は
く
、「
若
し
人
但
し
彼
の
国
土
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
ぜ
む
と
願
ず
れ
ば
、
亦
た

往
生
を
得
て
、
則
ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
。
此
は
是
れ
国
土
の
名
字
仏
事
を
為
す
。12 

す
な
わ
ち
、
浄
土
の
清
浄
安
楽
な
る
こ
と
を
聞
い
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
ず
れ
ば
、
そ
の
願
い
の
通
り
往

生
し
て
正
定
聚
に
入
る
と
い
う
。
こ
こ
で
も
国
土
の
名
号
（
名
字
）
に
よ
る
満
願
が
示
さ
れ
て
い
る
。
右
の
文
で
注
目

し
た
い
の
は
、
得
生
の
願
い
が
名
号
の
お
こ
な
う
「
仏
事
」
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
曇
鸞
は
国

土
の
名
号
に
よ
る
満
願
を
仏
事
と
捉
え
て
い
る
。 
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そ
の
一
方
で
、
曇
鸞
は
「
国
土
の
光
明
、
、
」
も
ま
た
仏
事
を
お
こ
な
う
と
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
荘
厳
光
明

功
徳
成
就
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

亦
た
云
は
く
、「
安
楽
国
土
の
光
明
は
如
来
の
智
慧
の
報
よ
り
起
こ
る
が
故
に
、
能
く
世
の
闇
冥
を
除
く
」
と
。

『
経
』
に
言
は
く
、「
或
い
は
仏
土
有
り
。
光
明
を
以
て
仏
事
を
為
す
」
と
。13 

こ
こ
で
は
、
安
楽
国
土
の
光
明
は
弥
陀
の
智
慧
に
報
い
て
生
起
し
て
い
る
た
め
に
、
世
の
中
の
闇
冥
を
よ
く
除
く

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
経
証
と
し
て
『
維
摩
経
』
が
引
か
れ
、
仏
土
は
光
明
に
よ
っ
て
仏
事
を
な
す
と
述
べ
ら
れ
る
。
同

様
の
文
は
荘
厳
妙
色
功
徳
成
就
に
も
確
認
で
き
る
。 

其
の
光
は
事
を
曜
か
す
に
則
ち
表
裏
を
映
徹
す
。
其
の
光
は
心
を
曜
か
す
に
則
ち
終
に
無
明
を
尽
く
す
。
光
は
仏

事
を
為
す
。14 

す
な
わ
ち
、
荘
厳
相
の
光
に
よ
る
尽
無
明
が
「
光
は
仏
事
を
為
す
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
と
、
国
土
の
名
号
は
仏
事
（
満
願
）
を
な
し
、
国
土
の
光
明
も
仏
事
（
破
闇15

）
を
な
す
。

す
な
わ
ち
、
名
号
＝
満
願
＝
仏
事
＝
光
明
＝
破
闇
と
い
う
関
係
が
成
り
立
ち
、
名
号
と
光
明
は
仏
事
を
媒
介
に
し
て
同

義
と
な
り
、
そ
の
仏
事
と
は
破
闇
満
願
の
用
き
を
指
す
。 
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第
三
項 

曇
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
の
光
」 

前
項
で
は
国
土
の
光
明
に
よ
る
仏
事
を
取
り
上
げ
た
が
、
本
項
で
は
浄
土
の
菩
薩
に
よ
る
仏
事
に
つ
い
て
論
じ
た

い
。
曇
鸞
は
『
論
註
』
に
お
い
て
浄
土
の
菩
薩
に
よ
る
衆
生
済
度
を
「
応
化
身
の
光16

」
と
呼
ん
で
い
る
。
以
下
で
は

当
該
文
を
確
認
し
た
上
で
、
な
ぜ
「
応
化
身
」
が
光
で
表
象
さ
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
。 

『
論
註
』
で
は
、『
浄
土
論
』
所
説
の
「
安
楽
国
清
浄
、
常
転
無
垢
輪
、
化
仏
菩
薩
日
、
如
須
弥
住
持
」
を
以
下
の

よ
う
に
釈
し
て
い
る
。 

願
は
く
は
我
が
国
の
中
に
は
無
量
の
大
菩
薩
衆
有
り
て
、
本
処
を
動
ぜ
ず
し
て
遍
く
十
方
に
至
り
て
種
種
に
応
化

し
て
、
如
実
に
修
行
し
て
常
に
仏
事
を
作
さ
む
と
。
譬
へ
ば
日
の
天
上
に
在
り
て
影
は
百
川
に
現
ず
る
が
ご
と
し
。

日
豈
に
来
ら
む
や
。17 

す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
国
土
に
は
無
数
の
菩
薩
が
い
て
、
身
を
浄
土
に
置
い
た
ま
ま
で
十
方
世
界
に
至
り
、
種
々

に
応
化
し
て
修
行
と
仏
事
を
お
こ
な
う
（
不
動
而
至
の
徳
）。
そ
の
様
相
は
、
太
陽
が
空
に
住
し
な
が
ら
姿
が
無
数
の

川
に
映
じ
る
よ
う
だ
と
喩
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
再
説
し
た
観
察
体
相
章
で
は
「
法
身
は
日
の
ご
と
く
し
て
応

化
身
の
光
諸
の
世
界
に
遍
す
る
な
り18

」
と
い
わ
れ
、
浄
土
の
菩
薩
に
よ
る
教
化
活
動
が
「
応
化
身
の
光
」
と
表
現
さ

れ
る
。 

ま
た
、『
論
註
』
で
は
『
浄
土
論
』
所
説
の
「
無
垢
荘
厳
光
、
一
念
及
一
時
、
普
照
諸
仏
会
、
利
益
諸
群
生
」
を
釈
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し
て
、 願

は
く
は
我
が
仏
土
の
諸
の
大
菩
薩
、
一
念
の
時
の
項
に
於
い
て
、
遍
く
十
方
に
至
り
て
種
種
の
仏
事
を
作
さ
む
。

19 

と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
浄
土
の
菩
薩
が
一
瞬
の
う
ち
に
遍
く
十
方
世
界
に
至
っ
て
様
々
な
仏
事
を
お
こ
な
う
と

さ
れ
る
（
一
念
遍
至
の
徳
）。
そ
し
て
、
こ
れ
を
再
説
し
た
観
察
体
相
章
で
は
、 

二
に
は
彼
の
応
化
身
、
一
切
の
時
に
前
な
ら
ず
後
な
ら
ず
、
一
心
一
念
に
大
光
明
を
放
ち
て
、
悉
く
能
く
遍
く
十

方
世
界
に
至
り
て
衆
生
を
教
化
す
。20 

と
述
べ
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
文
は
『
浄
土
論
』
か
ら
の
引
用
）。
こ
こ
で
も
浄
土
の
菩
薩
に
よ
る
衆
生
済
度
が
光

明
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る21
。 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
応
化
身
の
光
」
に
は
自
在
な
る
済
度
が
可
能
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
は
、
本
節

第
一
項
で
論
じ
た
二
種
法
身
（
広
略
相
入
）
説
が
関
わ
っ
て
い
る
。
浄
土
の
菩
薩
は
方
便
法
身
（
三
種
荘
厳
二
十
九

種
・
広
の
一
形
態
）
で
あ
り
な
が
ら
、
法
性
法
身
（
一
法
句
・
略
）
と
相
即
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
土
の
菩
薩

に
よ
る
仏
事
は
衆
生
に
応
じ
た
有
相
を
示
現
し
な
が
ら
も
、
無
相
を
背
景
に
し
て
無
限
に
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
曇
鸞

は
こ
の
二
種
法
身
説
を
光
明
に
も
適
用
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
浄
土
の
菩
薩
に
よ
る
仏
事
は
「
応
化
身
の
光
」
と
呼
ば

れ
る
。 

た
だ
し
、
光
明
は
二
種
法
身
の
構
造
を
得
て
初
め
て
自
在
な
る
衆
生
済
度
を
お
こ
な
う
わ
け
で
は
な
い
。
前
項
で
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国
土
の
光
明
が
仏
事
を
な
す
こ
と
を
確
認
し
た
よ
う
に
、「
応
化
身
の
光
」
も
同
様
に
仏
事
を
お
こ
な
う
。
と
い
う
こ

と
は
、
曇
鸞
は
光
が
お
こ
な
う
仏
事
を
二
種
法
身
の
論
理
で
裏
付
け
た
と
い
え
る
。 

  

第
二
節 

善
導
の
光
明
思
想 

第
一
項 

『
観
経
』
か
ら
の
影
響 

善
導
の
著
述
中
に
お
け
る
光
明
の
用
語
例
を
概
観
し
て
み
る
と
、『
無
量
寿
経
』
と
『
観
経
』
か
ら
の
影
響
が
確
認

で
き
る
。
そ
こ
で
本
項
で
は
、
五
部
九
巻
を
見
渡
し
な
が
ら
『
観
経
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い

（『
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
は
次
項
で
論
じ
る
）。
以
下
で
は
、
第
二
章
第
三
節
（『
観
経
』
の
光
明
思
想
）
の
例
に
倣

っ
て
、「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」「
光
中
の
化
仏
」
の
三
つ
の
分
類
に
よ
っ
て
論
を
進
め
て
い
く
。 

ま
ず
「
光
の
変
化
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
観
経
疏
』「
定
善
義
」
で
は
『
観
経
』
所
説
の
「
虚
空
に
懸
処
し

て
、
光
明
の
台
と
成
る
。
楼
閣
千
万
に
し
て
、
百
宝
合
成
す
。
台
の
両
辺
に
於
い
て
、
各
百
億
の
華
幢
、
無
量
の
楽
器

有
り
て
、
以
て
荘
厳
と
為
す22

」
の
文
を
釈
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

三
に
は
光
変
じ
て
台
と
成
る
こ
と
を
明
か
す
。
四
に
は
光
変
じ
て
楼
閣
と
成
る
こ
と
を
明
か
す
。
五
に
は
光
変
じ

て
華
幢
と
成
る
こ
と
を
明
か
す
。
六
に
は
光
変
じ
て
宝
楽
の
音
と
成
る
こ
と
を
明
か
す
。23

（
地
観
） 
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こ
こ
で
は
、
衆
宝
の
光
が
変
じ
て
台
や
楼
閣
、
華
幢
、
宝
楽
の
音
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
定
善
義
」

宝
池
観
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

一
に
は
珠
王
の
内
よ
り
金
光
を
出
だ
す
こ
と
を
明
か
す
。
二
に
は
光
化
し
て
百
宝
の
鳥
と
作
る
こ
と
を
明
か
す
。

三
に
は
鳥
声
哀
雅
に
し
て
天
の
楽
も
、
以
て
比
方
す
る
こ
と
無
き
こ
と
を
明
か
す
。
四
に
は
宝
鳥
音
を
連
ね
て
同

声
に
念
仏
法
僧
を
讃
歎
す
る
こ
と
を
明
か
す
。24 

右
で
は
、
如
意
珠
王
よ
り
放
た
れ
た
金
光
が
百
宝
の
鳥
に
変
化
し
、
麗
し
い
鳴
き
声
で
仏
法
僧
の
三
宝
を
念
ず
る

こ
と
を
讃
歎
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
後
に
は
「
其
の
宝
珠
、
前
に
は
八
味
の
水
を
生
じ
、
後
に
は

種
種
の
金
光
を
出
だ
す
。
直
ち
に
闇
を
破
し
昏
を
除
く
の
み
に
非
ず
、
到
る
処
に
能
く
仏
事
を
施
す25

」
と
い
っ
た
文

が
つ
づ
き
、
光
が
破
闇
お
よ
び
仏
事
を
な
す
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
曇
鸞
の
光
明
思
想
と
も
共
通
し
て
い
る
（
本

章
第
一
節
第
二
項
参
照
）。 

 

「
光
の
変
化
性
」
に
関
す
る
説
示
は
『
観
経
疏
』
以
外
に
も
確
認
で
き
る
。『
往
生
礼
讃
』
で
は
観
音
菩
薩
に
よ
る

変
幻
自
在
な
教
化
活
動
が
「
応
現
の
身
光26

」
と
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
、『
般
舟
讃
』
で
は
「
三
十
二
相
あ
り
て
通
自

在
な
り
、
身
光
遍
く
十
方
界
を
照
ら
す27

」
と
述
べ
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
に
具
足
す
る
自
在
な
神
通
力
を
遍
照
の
身
光
に

よ
っ
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
善
導
の
著
述
に
は
『
観
経
』
に
則
っ
て
「
光
の
変
化
性
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
説
き
ぶ
り
は

独
自
の
展
開
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
『
観
経
』
の
経
説
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
と
い
う
印
象
で
あ
る
。 
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つ
づ
い
て
「
光
の
説
法
」
に
関
し
て
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
『
観
経
疏
』
で
は
光
が
宝
楽
の
音
や
宝
鳥
の
鳴
き

声
に
な
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
光
が
説
法
す
る
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
以
下
、『
観
経
疏
』『
般
舟

讃
』『
観
念
法
門
』
か
ら
当
該
文
を
例
示
す
る
。 

 

・
正
し
く
光
楽
音
と
変
じ
、
転
じ
て
説
法
の
相
を
成
ず
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
。28

（「
定
善
義
」） 

 

・
光
明
・
宝
林
皆
法
を
説
く
、
時
に
当
た
り
て
即
ち
無
生
忍
を
悟
る29

（『
般
舟
讃
』） 

 

・
観
音
・
大
勢
慈
光
を
も
つ
て
照
ら
し
、
徐
徐
に
為
に
安
心
の
法
を
説
き
た
ま
ふ30

（『
般
舟
讃
』） 

 
 

・
此
の
事
を
見
る
時
、
行
者
即
ち
三
昧
定
中
に
於
い
て
、
当
に
水
流
・
光
明
・
荘
厳
等
の
説
法
の
声
を
聞
く
べ 

し
。31

（『
観
念
法
門
』） 

 

右
の
四
文
で
は
、
浄
土
の
荘
厳
相
の
放
っ
た
光
明
が
説
法
に
展
開
す
る
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
三
番

目
の
観
音
・
勢
至
菩
薩
に
よ
る
放
光
は
説
法
の
前
兆
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。 

 

最
後
に
、「
光
中
の
化
仏
」
に
関
し
て
で
あ
る
。『
観
経
』
で
は
阿
弥
陀
仏
・
観
音
菩
薩
の
円
光
あ
る
い
は
毫
光
に
、
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化
仏
や
化
菩
薩
が
存
在
し
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
善
導
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
般
舟
讃
』
で
は
阿
弥
陀

仏
の
円
光
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

真
金
は
即
ち
是
れ
弥
陀
の
相
な
り
、
円
光
の
化
仏
人
の
前
に
現
ず 

相
好
弥
多
く
し
て
八
万
四
な
り
、
一
一
の
光
明
十
方
を
照
ら
す 

余
縁
の
為
に
光
普
く
照
ら
さ
ず
、
唯
だ
念
仏
往
生
の
人
を
覓
む32 

 

す
な
わ
ち
、
円
光
の
化
仏
は
弥
陀
と
同
様
に
八
万
四
千
の
相
好
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
光
は
十
方
に
遍
満
し

て
、
念
仏
の
行
者
の
み
を
照
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
示
で
は
円
光
の
中
に
化
仏
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
『
般
舟
讃
』
で
は
観
音
菩
薩
の
毫
相
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

眉
間
の
毫
相
に
七
宝
の
色
あ
り
、
色
色
に
八
万
四
千
の
光
あ
り 

光
光
の
化
仏
・
菩
薩
衆
、
神
通
を
極
楽
界
に
遍
満
す33 

 

こ
こ
で
は
、
毫
相
の
光
の
中
に
化
仏
や
化
菩
薩
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
神
通
を
浄
土
に
遍
満
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
同
様
の
例
は
「
定
善
義
」
観
音
観
に
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
化
仏
な
ど
の
侍
者
が
「
変
現
し
て
十
方
に
遍
満
す
る

34

」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。
化
仏
が
神
通
力
を
も
っ
て
変
現
す
る
点
は
、
先
に
確
認
し
た
「
光
の
変
化
性
」
に
も
通
底
し

て
い
る
。 

 

以
上
、「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」「
光
中
の
化
仏
」
の
分
類
に
よ
っ
て
、
善
導
の
著
述
に
見
ら
れ
る
光
明
思
想

を
概
観
し
て
き
た
。
な
お
、
五
部
九
巻
に
あ
る
光
の
用
例
す
べ
て
を
上
来
の
三
分
類
に
整
理
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
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例
え
ば
『
往
生
礼
讃
』
お
よ
び
『
般
舟
讃
』
に
は
、
勢
至
菩
薩
の
威
光
を
蒙
る
と
智
慧
が
増
上
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る35

。
ま
た
『
法
事
讃
』
に
は
、
釈
尊
の
神
光
に
触
れ
る
者
は
慈
心
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
る36

。
こ
う
い
っ
た
光

の
「
利
益
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
『
大
阿
弥
陀
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
際
に
述
べ
た
の
で
、

い
ま
は
論
じ
な
い
。 

 

第
二
項 

光
明
と
本
願 

浄
土
仏
教
の
光
明
思
想
に
お
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
、
善
導
に
よ
っ
て
光
明
と
本
願
が
結
び
付
け

ら
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う37
。
す
な
わ
ち
、
善
導
は
『
観
経
』
真
身
観
に
説
か
れ
る
「
一
一
の
光
明
は
、
遍
く
十
方

世
界
の
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
、
摂
取
し
て
捨
て
ず
」
と
い
っ
た
光
明
摂
取
の
文
を
、
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
本
願

（
こ
の
場
合
の
「
本
願
」
は
第
十
八
願
に
限
定
し
な
い
）
と
関
連
付
け
て
い
る
。
本
項
で
は
、『
般
舟
讃
』『
往
生
礼
讃
』

『
法
事
讃
』
を
用
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
光
明
と
本
願
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。 

ま
ず
『
般
舟
讃
』
観
経
讃
で
は
、
浄
土
の
宝
樹
・
宝
林
に
備
わ
る
光
明
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。 

宝
樹
・
宝
林
行
び
て
遍
満
し
、
一
一
の
林
樹
尽
く
荘
厳
せ
り 

根
根
相
対
し
茎
相
望
し
、
枝
枝
相
准
し
条
相
順
し 
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…
…

 

光
光
自
他
の
国
を
照
曜
し
、
照
ら
す
処
玲
瓏
と
し
て
物
の
色
に
随
ふ 

光
能
く
希
奇
の
事
を
変
現
す
、
尽
く
是
れ
弥
陀
願
力
の
作
せ
る
な
り38 

 

こ
こ
で
は
、
光
明
の
あ
ら
わ
す
珍
し
い
相
が
「
弥
陀
願
力
の
作
せ
る
」
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
浄

土
全
体
は
弥
陀
の
誓
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
荘
厳
相
が
願
力
に
基
づ
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、

い
ま
は
弥
陀
の
願
力
と
光
明
が
結
び
付
い
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。 

ま
た
『
往
生
礼
讃
』
観
経
礼
讃
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

弥
陀
の
身
色
金
山
の
ご
と
し
、
相
好
の
光
明
十
方
を
照
ら
す
、
唯
だ
念
仏
す
る
も
の
の
み
有
り
て
光
摂
を
蒙
る
、

当
に
知
る
べ
し
本
願
最
も
強
し
と
為
す39 

こ
こ
で
は
、
た
だ
念
仏
者
の
み
が
光
摂
を
蒙
る
と
述
べ
ら
れ
た
後
に
、
本
願
の
最
勝
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
念
仏
者
の
た
め
の
光
摂
が
弥
陀
の
本
願
に
基
づ
い
て
い
る
。 

同
様
に
『
往
生
礼
讃
』
前
序
で
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。 

然
る
に
弥
陀
世
尊
、
本
深
重
の
誓
願
を
発
こ
し
て
、
光
明
・
名
号
を
以
て
十
方
を
摂
化
し
た
ま
ふ
。
但
使
だ
信
心

を
も
て
求
念
す
れ
ば
、
上
一
形
を
尽
く
し
下
十
声
一
声
等
に
至
る
ま
で
、
仏
願
力
を
以
て
易
く
往
生
を
得
。40 

こ
こ
で
は
、
光
明
・
名
号
に
よ
る
救
済
の
成
立
根
拠
が
「
誓
願
」
な
い
し
「
仏
願
力
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る41

。 

一
方
で
、
光
明
に
よ
る
救
済
自
体
が
「
本
願
力
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。『
法
事
讃
』
で
は
、
臨
終
時
の
念
仏
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者
に
訪
れ
る
救
済
に
つ
い
て
、 

終
時
正
意
に
し
て
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、
仏
の
慈
光
来
り
て
身
を
照
ら
す
を
見
る
。
此
の
弥
陀
の
本
願
力
に
乗
じ
て
、

一
念
の
間
に
宝
堂
に
入
る
。42 

と
述
べ
ら
れ
、
善
導
は
阿
弥
陀
仏
の
慈
光
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
と
本
願
力
に
乗
じ
る
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
文
に
よ
っ
て
光
明
と
本
願
の
重
な
り
度
合
い
は
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
が
密
接
に
結
び
付
い

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

 

第
三
項 

善
導
の
心
光
観 

 

善
導
の
『
観
念
法
門
』
で
は
「
心
光
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
心
光
は
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
心
の
光

と
し
て
捉
え
ら
れ
、
身
相
の
光
で
あ
る
「
身
光
」
の
対
概
念
と
解
釈
さ
れ
て
き
た

43

。
確
か
に
、『
観
経
』
に
は
「
仏

心
と
は
大
慈
悲
是
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
す

44

」
と
説
か
れ
、『
観
経
疏
』
で
は
「
仏
心
と
は
慈

悲
を
体
と
為
し
、
此
の
平
等
の
大
慈
を
以
て
普
く
一
切
を
摂
し
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す45

」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
善
導
の
著
述
全
体
の
中
で
は
、
光
と
い
え
ば
概
し
て
身
光
を
指
し
、『
観
念
法
門
』
に
し
か
心
光
の
用
例

は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
善
導
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
特
殊
に
も
思
わ
れ
る
言
葉
を
使
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
項
で
は

『
観
念
法
門
』
に
お
け
る
心
光
の
意
味
に
つ
い
て
、
同
書
が
参
考
に
し
て
い
る
『
観
仏
経
』
を
用
い
て
考
察
し
て
み
た
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い
。 ま

ず
は
、
心
光
が
語
ら
れ
る
『
観
念
法
門
』
の
文
を
確
認
す
る
。
同
書
の
「
五
縁
功
徳
分
」
に
は
、
念
仏
者
の
得

る
現
世
と
来
世
の
利
益
が
五
つ
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
現
生
護
念
増
上
縁
に
該
当
す
る
箇
所
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
文
が
あ
る
。 

弥
陀
仏
は
金
色
の
身
な
り
。
毫
相
の
光
明
遍
く
十
方
の
衆
生
を
照
ら
す
。
身
の
毛
孔
の
光
亦
た
遍
く
衆
生
を
照
ら

す
。
円
光
亦
た
遍
く
衆
生
を
照
ら
す
。
八
万
四
千
の
相
好
等
の
光
亦
た
遍
く
衆
生
を
照
ら
す
。
又
た
前
の
ご
と
き

の
身
相
等
の
光
一
一
に
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
す
に
、
但
だ
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
衆
生
の
み
有
り
て
、
彼
の

仏
の
心
光
常
に
是
の
人
を
照
ら
し
て
、
摂
護
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
と
。
総
じ
て
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
す
る
こ

と
を
論
ぜ
ず
。
此
亦
た
是
れ
現
生
護
念
増
上
縁
な
り
。46 

右
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
身
相
・
毫
相
・
毛
孔
・
円
光
・
相
好
に
関
わ
る
光
が
、
遍
く
十
方
世
界
の
衆
生
を
照
ら
す

と
い
わ
れ
、
そ
の
一
方
で
阿
弥
陀
仏
を
専
念
す
る
衆
生
の
み
が
、
弥
陀
の
心
光
に
常
照
・
摂
護
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
雑
業
を
お
こ
な
う
行
者
は
照
摂
さ
れ
な
い
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
現
生
護
念
増
上
縁
は
先
の
文
を
含
め
全
九
文
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
『
観
経
』
『
十
往
生
経
』

『
小
経
』『
般
舟
三
昧
経
』『
灌
頂
経
』『
浄
度
三
昧
経
』
な
ど
が
依
用
さ
れ
、
念
仏
の
行
者
や
受
戒
し
た
者
な
ど
が
、

仏
・
聖
衆
・
神
々
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
九
文
に
示
さ
れ
る
利
益
を
簡
単
に
箇
条
書

き
に
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 
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・
第
一
文
：
無
数
の
化
仏
お
よ
び
観
音
・
勢
至
菩
薩
の
化
身
が
や
っ
て
来
る
。 

・
第
二
文
：
観
音
・
勢
至
菩
薩
が
随
逐
影
護
す
る
。 

・
第
三
文
：
心
光
が
摂
護
す
る
。 

・
第
四
文
：
二
十
五
菩
薩
が
影
護
す
る
。 

・
第
五
文
：
六
方
恒
河
沙
等
の
仏
が
護
念
す
る
。 

・
第
六
文
：
仏
が
摂
受
す
る
。
ま
た
は
、
諸
天
・
四
天
王
・
龍
神
八
部
が
随
逐
影
護
す
る
。 

・
第
七
文
：
天
神
六
十
一
人
が
随
逐
守
護
す
る
。 

・
第
八
文
：
二
十
五
の
善
神
が
随
逐
守
護
す
る
。 

・
第
九
文
：
阿
弥
陀
仏
の
加
念
を
蒙
る
。
ま
た
は
弥
陀
と
聖
衆
が
護
念
す
る
。47 

 
 

網
掛
け
を
施
し
た
第
三
文
に
心
光
が
登
場
す
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
第
三
文
以
外
の
八
文
に
諸
仏
や
聖
衆
、
神
々

な
ど
の
守
護
者
の
存
在
が
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
心
光
も
ま
た
複
数
の
守
護
者
を
表
現
し
て
い
る
と
推

測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
一
見
突
飛
な
発
想
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
森
田
眞
円
が
現

生
護
念
増
上
縁
全
体
に
お
け
る
諸
経
典
の
引
意
に
つ
い
て
、 

そ
も
そ
も
護
念
と
い
う
の
は
、
仏
そ
の
も
の
が
摂
護
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
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仏
を
荘
厳
す
る
化
仏
も
し
く
は
脇
士
、
ま
た
は
天
神
地
祇
等
が
そ
の
護
念
の
力
を
発
揮
し
て
仏
と
同
じ
よ
う
に
、

行
者
を
も
影
護
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。48 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
参
考
に
す
れ
ば
、
あ
な
が
ち
無
理
な
解
釈
と
も
い
え
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
心
光
が
守
護
者
を
表
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
善
導
に
お
け
る
「
仏
心
」
の
用
例
に

目
を
移
し
て
み
た
い
。
先
述
の
通
り
、『
観
経
疏
』
で
は
仏
心
が
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
心
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

一
方
で
『
観
念
法
門
』
に
は
別
の
理
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
「
三
昧
行
相
分
」
で
は
仏
心
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

仏
心
は
紅
蓮
華
の
ご
と
し
、
開
し
て
開
せ
ず
、
合
し
て
合
せ
ず
。
八
万
四
千
の
葉
有
り
、
葉
葉
相
重
な
る
。
一
一

の
葉
に
八
万
四
千
の
脈
有
り
、
一
一
の
脈
に
八
万
四
千
の
光
有
り
、
一
一
の
光
百
宝
の
蓮
華
を
作
す
。
一
一
の
華

の
上
に
一
の
十
地
の
菩
薩
有
り
、
身
皆
金
色
な
り
、
手
に
香
華
を
持
し
て
心
王
を
供
養
し
、
異
口
同
音
に
心
王
を

歌
讃
す
。
行
者
等
此
の
想
を
作
す
時
、
罪
障
を
除
滅
し
無
量
の
功
徳
を
得
、
諸
仏
・
菩
薩
歓
喜
し
、
天
神
・
鬼
神

も
歓
喜
す
。49 

 

す
な
わ
ち
、
仏
心
は
仏
の
心
臓
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
紅
蓮
華
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
心
臓
か
ら
放
た
れ
る

無
数
の
光
が
さ
ら
に
蓮
華
を
作
り
出
し
、
そ
の
華
上
に
お
い
て
心
王
（
本
体
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
か
）
を
讃
歎
す

る
十
地
の
菩
薩
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
行
者
が
こ
の
仏
心
を
観
想
す
れ
ば
、
罪
障
が
除
滅
し
無
量
の
功
徳
が
得

ら
れ
、
諸
仏
・
菩
薩
や
天
神
・
鬼
神
も
歓
喜
す
る
と
い
う
。
十
地
の
菩
薩
以
外
（
諸
仏
・
菩
薩
・
天
神
・
鬼
神
）
は
光
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か
ら
示
現
し
た
者
な
の
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
仏
心
と
聖
衆
・
神
々
と
の
間
に
関
連
性
が
確
認
で

き
る
。 

実
は
、
先
の
説
示
内
容
は
『
観
仏
経
』
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
（『
観
仏
経
』
自
体
に
つ
い
て
は
次
節
第
一
項
に
お

い
て
詳
述
す
る
）。
当
該
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

如
来
の
心
は
紅
蓮
華
の
ご
と
し
。
金
華
映
蔽
す
。
妙
紫
金
光
以
て
間
錯
為
。
妙
琉
璃
筒
、
仏
の
胸
に
懸
在
す
。
仏

の
身
内
に
万
億
の
化
仏
を
見
る
。
是
の
諸
の
化
仏
、
仏
心
の
間
に
遊
ぶ
。50 

 

こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
如
来
の
心
」「
仏
心
」
と
は
仏
の
心
臓
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
が
紅
蓮
華
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
傍
線
部
を
見
る
と
、
仏
の
身
体
の
内
側
に
は
数
多
く
の
化
仏
が
い
て
、
そ
れ
ら
が
仏
心
の
中
で
遊
ぶ
と
説
か
れ

て
い
る
。 

た
だ
し
、
『
観
仏
経
』
所
説
の
仏
心
は
肉
体
的
な
心
臓
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
諸
仏
如
来
は
大

慈
悲
を
以
て
し
て
、
以
て
心
と
為
。
戒
・
定
・
慧
・
解
脱
・
解
脱
知
見
を
以
て
身
と
為

51

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
大
慈

悲
」
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
心
は
仏
の
心
臓
で
も
あ
り
、
慈
悲
心
で
も
あ
る52

。 

そ
れ
で
は
「
仏
心
」
が
身
心
の
両
面
で
捉
え
ら
れ
る
『
観
仏
経
』
に
お
い
て
、
そ
こ
か
ら
放
た
れ
る
光
、
つ
ま
り

「
心
光
」
に
は
ど
う
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
経
の
観
仏
心
品
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。 

 

・
仏
心
は
紅
蓮
華
の
ご
と
し
。
蓮
華
の
葉
の
間
に
八
万
四
千
の
諸
の
白
色
光
有
り
。
其
の
光
遍
く
五
道
の
衆
生
を 
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照
ら
す
。53 

 ・
諸
仏
の
心
光
は
是
れ
等
を
捨
て
ず
。
是
の
輩
を
摂
受
し
て
、
是
れ
等
を
慈
哀
す
る
こ
と
羅
睺
羅
の
ご
と
し
。54 

 右
で
は
、
心
光
が
五
道
の
衆
生
を
照
ら
す
と
か
、
慈
哀
を
も
っ
て
不
捨
・
摂
受
す
る
と
い
っ
た
こ
と
説
か
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
心
光
の
用
き
は
、『
観
念
法
門
』
に
お
け
る
「
彼
の
仏
の
心
光
常
に
是
の
人
を
照
ら
し
て
、
摂
護
し

て
捨
て
た
ま
は
ず
」
の
内
容
と
重
な
る
。
ま
た
『
観
仏
経
』
観
四
無
量
心
品
の
冒
頭
に
は
、
心
臓
と
慈
悲
心
の
両
面
を

よ
く
折
衷
し
た
文
が
あ
る
。 

爾
の
時
、
世
尊
、
是
の
語
を
説
く
時
、
仏
心
力
の
故
に
十
種
の
白
光
仏
心
よ
り
出
づ
。
其
の
光
遍
く
十
方
世
界
を

照
ら
す
。
一
一
の
光
中
の
無
量
化
仏
、
宝
蓮
華
に
乗
ず
。…

…

諸
の
化
仏
を
見
る
に
仏
胸
よ
り
出
で
て
仏
臍
に
入

る
。
仏
心
の
間
に
遊
び
て
大
宝
船
に
乗
ず
。
五
道
の
受
罪
人
の
所
へ
経
往
す
。
一
一
の
罪
人
は
諸
の
化
仏
を
見
る

に
己
の
父
母
・
善
友
・
所
親
の
ご
と
し
。
漸
漸
に
為
に
出
世
間
の
法
を
説
く 

。
是
の
時
、
空
中
に
大
音
声
有
り

て
諸
の
大
衆
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
汝
等
、
今
は
応
に
仏
心
を
観
ず
べ
し
。
諸
仏
の
心
は
是
れ
大
慈
な
り
。
大
慈

の
所
縁
は
苦
の
衆
生
を
縁
ず
る
」
と
。55 

す
な
わ
ち
、
仏
心
よ
り
放
た
れ
た
白
光
は
十
方
世
界
に
遍
満
し
、
そ
の
光
中
に
は
蓮
華
に
乗
じ
た
化
仏
が
無
量
に

存
す
る
。
本
仏
の
胸
・
臍
・
心
臓
な
ど
に
充
満
し
た
化
仏
た
ち
は
五
道
の
衆
生
の
も
と
へ
赴
く
。
衆
生
た
ち
に
と
っ
て
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化
仏
は
父
母
・
親
友
・
親
族
な
ど
に
見
え
、
彼
・
彼
女
ら
は
次
第
に
出
世
間
の
法
を
説
く
。
こ
の
よ
う
な
心
光
の
様
相

を
踏
ま
え
て
、「
諸
仏
の
心
は
是
れ
大
慈
な
り
。
大
慈
の
所
縁
は
苦
の
衆
生
を
縁
ず
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、

心
臓
か
ら
放
た
れ
た
光
の
中
に
は
化
仏
が
い
て
、
そ
の
化
仏
が
衆
生
済
度
す
る
こ
と
が
「
大
慈
」
と
い
わ
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
仏
心
を
心
臓
と
慈
悲
心
の
二
つ
の
意
味
で
理
解
し
た
場
合
、『
観
念
法
門
』
で
い
わ
れ
る
心
光
は

次
の
よ
う
に
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
阿
弥
陀
仏
の
心
臓
か
ら
放
た
れ
た
光
（
心
光
）
の
中
に
は
、
化
仏
を
含
む
無

量
の
聖
衆
が
存
し
、
聖
衆
た
ち
は
念
仏
者
を
摂
護
す
る
、
そ
の
用
き
を
大
慈
悲
と
呼
ぶ
。 

  

第
三
節 

源
信
の
光
明
思
想 

第
一
項 

『
観
仏
経
』
の
光
明
思
想 

先
に
『
観
仏
経
』
を
用
い
て
善
導
の
心
光
観
に
つ
い
て
論
じ
た
。
同
経
に
お
け
る
光
明
思
想
は
、
源
信
著
述
の

『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
お
よ
び
『
往
生
要
集
』
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
源
信
の
光
明
思
想
を
論

じ
る
前
に
、
ま
ず
は
『
観
仏
経
』
に
関
す
る
基
本
情
報
と
同
経
の
光
明
思
想
の
特
色
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

『
観
仏
経
』
は
「
観
○
○
経
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
観
仏
経
典
群
（「
六
観
経
」56

）
の
一
つ
で
あ
り
、
訳
出
者
は
仏

陀
跋
陀
羅
と
伝
え
ら
れ
（
漢
訳
の
み
現
存
）、
訳
出
年
代
は
三
六
一
～
四
二
一
年
と
さ
れ
る
。
全
十
二
品

57

で
構
成
さ
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れ
、
第
六
品
ま
で
の
前
半
と
第
七
品
以
下
の
後
半
と
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
は
仏
の
父
王
を
主
た
る
対
告
者
と
し
て
、

釈
迦
牟
尼
仏
を
想
定
し
つ
つ
仏
一
般
の
観
想
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
後
半
は
阿
難
を
対
告
者
と
し
、
馬
王
蔵
や
仏
像
・

過
去
七
仏
・
十
方
十
仏
等
の
観
想
が
主
題
と
な
る
。「
六
観
経
」
の
中
で
最
も
長
大
で
あ
り
、
且
つ
内
容
的
に
も
雑
然

と
し
て
い
る
と
い
う
の
が
『
観
仏
経
』
の
特
徴
で
あ
る
。58 

先
行
研
究
で
は
、『
観
仏
経
』
の
内
容
が
『
観
経
』
と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

59

、
そ
の
こ
と
は
光
明

思
想
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
以
下
で
は
、『
観
仏
経
』
の
文
を
例
示
し
な
が
ら
『
観
経
』
と
の
共
通
点
と
相
違
点

を
指
摘
す
る
。 

『
観
仏
経
』
に
お
け
る
光
明
思
想
の
特
色
に
つ
い
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
光
の
変
化
性
」
で
あ
る
。
同
経

で
は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。 

 

・
一
一
の
宝
は
無
数
光
を
放
つ
。
此
の
一
一
の
光
は
化
し
て
無
量
千
億
の
宝
樹
と
為
る
。60 

 

・
是
く
の
ご
と
き
衆
相
、
一
一
の
相
の
中
よ
り
皆
金
光
を
出
だ
す
。
其
の
金
色
光
は
化
し
て
金
床
と
成
る
。61 

 

・
是
く
の
ご
と
き
光
明
は
遍
く
十
方
無
量
世
界
を
照
ら
し
、
化
し
て
一
華
と
成
る
。62 
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右
か
ら
、
光
が
変
化
し
て
宝
樹
・
金
床
・
華
な
ど
の
荘
厳
相
に
な
る
と
い
っ
た
内
容
が
確
認
で
き
る
。
光
が
荘
厳
相

に
変
化
す
る
思
想
は
『
観
経
』
に
も
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
両
経
に
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。 

両
経
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
「
光
中
の
化
仏
」
に
対
す
る
捉
え
方
で
あ
る
。『
観
仏
経
』
で
は
『
観
経
』

と
同
様
に
光
中
に
化
仏
が
存
在
す
る
と
い
っ
た
文
が
確
認
で
き
る
が63

、
そ
れ
に
加
え
て
光
が
変
化
、
、
し
て
、
、
化
仏
に
な
る

と
も
説
か
れ
る
。 

 

・
舌
相
は
光
を
放
つ
。
光
光
相
照
ら
し
て
化
仏
を
変
成
す
。64 

 

・
身
の
諸
の
毛
孔
よ
り
金
色
光
を
出
だ
す
。
此
の
一
一
の
光
は
化
し
て
化
仏
と
成
る
こ
と
猶
ほ
金
山
の
ご
と
し
。65 

 

・
一
一
の
華
の
間
に
金
色
光
有
り
。
其
の
光
猶
ほ
閻
浮
檀
金
の
ご
と
し
。
一
一
の
金
光
は
微
塵
数
の
釈
迦
牟
尼
に

化
す
。66 

 

・
其
の
地
は
五
百
億
宝
色
な
り
。
一
一
の
宝
色
に
無
数
の
光
明
あ
り
。
一
一
の
光
明
は
化
し
て
無
数
の
百
億
化
仏

と
為
る
。67 
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右
で
は
、
仏
身
・
荘
厳
相
・
仏
土
な
ど
か
ら
光
明
が
放
た
れ
、
そ
れ
が
化
仏
・
釈
迦
仏
に
変
化
す
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。『
観
経
』
の
場
合
、
光
の
中
に
化
仏
が
存
在
す
る
こ
と
は
説
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
化
仏
は
光
か
ら
生
ま
れ

た
の
か
ど
う
か
曖
昧
な
点
が
あ
っ
た
。
一
方
、『
観
仏
経
』
で
は
そ
の
点
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
『
観
仏
経
』
で
は
光
中
の
化
仏
や
そ
の
侍
者
が
説
法
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
当
該
文
を
例
示
す

る
。 

 

・
光
に
化
仏
有
り
。
一
一
の
化
仏
に
四
比
丘
あ
り
て
以
て
侍
者
と
為
。
一
一
の
比
丘
は
皆
、
苦
・
空
・
無
常
・
無

我
を
説
く
、
四
諦
を
分
別
す
、
八
人
義
を
説
く
、
四
果
相
を
説
く
、
三
三
昧
を
説
く
。
彼
の
衆
生
を
し
て
此
の

法
中
に
於
い
て
出
家
の
法
を
求
め
し
む
。68 

 

・
金
色
の
光
明
、
白
毫
よ
り
出
づ
。
一
一
の
光
明
遍
く
十
方
を
照
ら
し
て
諸
仏
を
化
成
す
。…

…

是
の
諸
の
化
仏

は
大
慈
悲
を
説
く
、
三
十
七
品
助
菩
提
分
法
を
説
く
、
六
波
羅
蜜
を
説
く
、
仏
如
来
の
十
力
・
無
畏
・
十
八
不

共
を
説
く
。69 

 

・
赤
真
珠
光
の
中
に
緑
真
珠
の
化
仏
有
り
。
是
の
諸
の
化
仏
及
び
諸
の
天
衆
は
、
異
口
同
音
に
不
殺
を
讃
説
す
。
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行
者
に
大
慈
悲
を
行
ず
る
こ
と
を
勧
進
す
。70 

 
右
で
は
、
化
仏
・
比
丘
・
天
衆
と
い
っ
た
説
法
者
が
苦
・
無
常
・
無
我
な
ど
様
々
な
妙
法
を
説
き
、
あ
る
い
は
讃

歎
し
て
、
観
想
の
行
者
に
勧
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
光
は
直
ち
に
化
仏
な
ど
の
説
法
者
に
変
現
せ
ず
に
、
一
旦
別
の
荘
厳
相
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、

「
是
の
諸
の
白
光
は
化
し
て
金
台
と
成
る
。
一
金
台
の
上
に
四
化
仏
有
り
。
一
一
の
化
仏
は
四
億
の
菩
薩
を
以
て
侍
者

と
為
。
仏
と
菩
薩
と
皆
慈
法
を
説
き
、
不
殺
を
讃
歎
す71

」
と
い
っ
た
文
で
は
、
光
が
金
台
と
な
り
、
そ
こ
に
化
仏
と

菩
薩
が
存
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
光→

金
台→

化
仏
と
菩
薩→

説
法
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
荘
厳
相

は
一
つ
で
は
な
く
複
数
に
な
る
こ
と
も
あ
る72

。 

『
観
経
』
に
も
「
光
の
説
法
」
は
説
か
れ
て
い
た
が
、『
観
仏
経
』
の
方
が
光
明
か
ら
説
法
に
な
る
ま
で
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
り
、
且
つ
説
法
の
内
容
も
多
い
。 

第
一
章
第
二
節
第
一
項
で
は
、
梶
山
雄
一
が
提
唱
す
る
大
乗
仏
教
の
「
神
変
」
の
特
徴
五
つ
を
紹
介
し
た
。
そ
の

三
番
目
と
し
て
、「
光
明
は
仏
の
化
仏
（
分
身
）
を
産
み
、
ま
た
光
明
が
化
仏
に
よ
る
説
法
の
声
と
な
る
」
と
述
べ
た
。

『
観
仏
経
』
に
は
こ
の
特
徴
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、『
観
仏
経
』
に
説
か
れ
る
化
仏
の
役
割
は
説
法
だ
け
で
は
な
い
。
他
に
は
神
通
を
現
ず
る
と
か
、
光
で

も
っ
て
行
者
を
誘
接
す
る
と
か
、
右
手
で
行
者
の
頭
を
撫
で
る
（
授
記
）
と
い
っ
た
文
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
分
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量
が
多
い
の
は
や
は
り
説
法
で
あ
る
。 

以
上
、『
観
仏
経
』
の
基
本
情
報
と
そ
の
光
明
思
想
の
特
色
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
、
源
信
は
同
経
か
ら

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
か
る
点
に
つ
い
て
は
、
次
項
以
降
に
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
と

『
往
生
要
集
』
を
用
い
て
論
じ
て
い
く
。 

 

第
二
項 

『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
所
説
の
白
毫
光 

 

『
観
経
』
真
身
観
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
眉
間
に
あ
る
白
毫
を
観
想
す
れ
ば
、
八
万
四
千
の
相
好
が
自
然
に
あ
ら
わ
れ

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
白
毫
観
は
源
信
に
よ
っ
て
特
別
な
行
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
日
本
の
浄
土
仏
教

者
に
よ
っ
て
そ
れ
は
様
々
に
展
開
し
て
い
く73

。
本
項
で
は
、
白
毫
相
か
ら
放
た
れ
る
光
、
つ
ま
り
白
毫
光
が
教
化
対

象
者
に
随
っ
て
変
化
し
説
法
す
る
と
い
っ
た
思
想
を
紹
介
す
る
。 

源
信
の
『
往
生
要
集
』
雑
略
観
で
は
、
白
毫
一
相
を
観
ず
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
お
り
、「
具
に
は
別
巻
に
在
り

74

」

と
詳
細
を
別
書
に
譲
っ
て
い
る
。
そ
の
別
書
に
相
当
す
る
の
が
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
で
あ
る
。
同
書
に
は
『
観
経
』

を
始
め
と
し
た
諸
経
典
に
依
り
な
が
ら
、
白
毫
相
を
観
想
す
る
た
め
の
五
種
の
観
法
（
①
観
業
因
、
②
観
相
貌
、
③
観

作
用
、
④
観
体
性
、
⑤
観
利
益
）
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
③
観
作
用
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

三
に
白
毫
の
作
用
を
観
ず
と
は
、
謂
は
く
彼
の
一
々
の
光
明
は
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生
を
摂



１２１ 
 

取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。
彼
の
衆
生
の
中
に
、
若
し
仏
身
を
以
て
度
す
べ
き
者
有
ら
ば
、
此
の
光
即
ち
仏
身
を
現

じ
て
法
を
説
く
。
乃
至
九
界
の
身
を
以
て
度
す
べ
き
者
は
、
此
の
光
類
に
随
ひ
て
彼
の
形
・
声
を
現
じ
、
或
い
は

冥
に
或
い
は
顕
に
利
益
窮
ま
り
無
し
。〈
光
明
摂
取
は
是
れ
冥
の
利
益
、
現
身
説
法
は
是
れ
顕
の
利
益
な
り
。〉
即

ち
知
ん
ぬ
、
我
亦
た
彼
の
摂
取
の
中
に
在
り
。
煩
悩
眼
を
障
へ
て
、
見
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
雖
も
、
大
悲
倦
む

こ
と
無
く
、
常
に
我
が
身
を
照
ら
す
。
況
ん
や
我
が
精
神
常
に
極
楽
宝
蓮
華
の
中
に
於
い
て
、
結
跏
趺
坐
し
、
尊

顔
に
瞻
仰
す
。
時
に
仏
の
光
明
来
り
て
我
を
照
ら
す
を
や
。〈『
無
量
経
』
に
出
で
た
り
。
然
れ
ば
現
身
説
法
は
通

じ
て
『
華
厳
』『
観
仏
三
昧
』
を
取
る
、
云
々
。
私
具
に
十
界
を
出
だ
す
。〉 75 

こ
こ
で
は
、『
無
量
経
』
（『
観
経
』
を
指
す
）
や
『
華
厳
経
』『
観
仏
経
』
に
依
っ
て
、
白
毫
光
に
よ
る
「
冥
の
利

益
」
と
「
顕
の
利
益
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
冥
の
利
益
と
は
『
観
経
』
所
説
の
光
明
摂
取
の
こ
と
で
、
顕
の
利
益
と
は

現
身
説
法
、
す
な
わ
ち
白
毫
光
が
済
度
す
べ
き
衆
生
に
応
じ
て
仏
身
や
九
界76

の
身
を
あ
ら
わ
し
て
説
法
す
る
こ
と
を

指
す
。
ち
な
み
に
、「
我
亦
た
彼
の
摂
取
の
中
に
在
り
。
煩
悩
眼
を
障
へ
て
、
見
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
雖
も
、
大
悲

倦
む
こ
と
無
く
、
常
に
我
が
身
を
照
ら
す
」
の
文
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
文
が
『
往
生
要
集
』
に
も
あ
り
、
親
鸞
も

「
正
信
念
仏
偈
」
な
ど
に
引
用
し
て
い
る
。 

さ
て
、
い
ま
注
目
し
た
い
の
は
現
身
説
法
の
経
証
と
し
て
『
華
厳
経
』
と
『
観
仏
経
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
源
信
は
具
体
的
に
ど
の
文
を
参
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

『
華
厳
経
』（
十
地
品
）
に
関
し
て
は
、
菩
薩
が
衆
生
身
の
差
別
に
随
っ
て
様
々
な
身
を
示
現
す
る
と
い
っ
た
文
脈
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の
中
で
、
沙
門
・
婆
羅
門
・
刹
利
・
居
士
・
阿
迦
膩
吒
・
声
聞
・
辟
支
仏
・
仏
身
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る77

。
た
だ

し
、
こ
こ
で
は
光
明
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
智
慧
に
は
言
及
し
て
い
る
）。
あ
る
い
は
、
白
毫
光
に
は
限

定
さ
れ
な
い
が
、「
一
一
の
光
中
に
諸
仏
有
り
て
、
無
上
道
を
以
て
衆
生
を
化
す
、
法
身
堅
固
に
し
て
壊
す
べ
か
ら
ず
、

一
切
の
諸
の
法
界
に
充
満
す
、
普
く
能
く
諸
の
色
身
を
示
現
す
、
応
に
随
ひ
て
諸
の
群
生
を
化
導
す78

」
と
い
っ
た
詩

節
に
依
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
観
仏
経
』
に
つ
い
て
は
、「
時
に
諸
の
八
部
は
白
毫
光
を
覩
る
に
、
所
見
不
同
な
り
。

白
毛
を
見
る
こ
と
有
り
て
猶
ほ
諸
仏
の
ご
と
し
。
白
毫
を
見
る
こ
と
有
り
て
諸
菩
薩
の
ご
と
し
。
白
毛
を
見
る
こ
と
有

り
て
己
の
父
母
の
ご
と
し

79

」
と
い
っ
た
文
が
あ
る
。
ま
た
、
前
項
で
示
し
た
よ
う
に
『
観
仏
経
』
に
は
、
光
が
化
仏

や
菩
薩
に
変
化
し
て
説
法
す
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
『
華
厳
経
』『
観
仏
経
』
の
文
を
確
認
し
た
上
で
、

『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
所
説
の
現
身
説
法
は
導
き
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る80

。 

な
お
、
法
然
の
『
逆
修
説
法
』
に
は
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
を
参
考
に
し
た
形
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
本
章
第
四
節
第
二
項
で
論
じ
る81

。 
 

第
三
項 

『
往
生
要
集
』
別
相
観
に
お
け
る
化
仏 

 

『
往
生
要
集
』
別
相
観
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
身
体
的
特
徴
で
あ
る
四
十
二
相
が
順
々
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
同
所
は

『
大
般
若
経
』
を
始
め
と
し
た
諸
経
論
を
引
用
し
て
い
る
が
、
中
で
も
『
観
仏
経
』
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、
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福
原
隆
善
と
大
南
龍
昇
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る82

。
本
項
で
は
二
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
別
相

観
が
具
体
的
に
ど
の
程
度
『
観
仏
経
』
に
依
っ
て
い
る
の
か
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
、
注
目
し
た
い
の
が

光
明
の
中
に
存
在
す
る
化
仏
で
あ
る
。
こ
の
「
光
中
の
化
仏
」
は
四
十
二
相
の
至
る
所
に
散
見
さ
れ
、
行
者
に
と
っ
て

観
想
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
化
仏
の
存
在
と
そ
の
役
割
に
注
意
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
く
。 

 

ま
ず
、
光
明
へ
の
言
及
の
有
無
を
問
わ
ず
、『
観
仏
経
』
と
多
少
な
り
と
も
文
言
が
一
致
す
る
も
の
は
、
四
十
二
相

の
う
ち
以
下
の
二
十
八
相
で
あ
る83

。 

①
頂
上
肉
髻 

②
頂
上
髪
毛 

③
髪
際
五
千
光 

④
耳
厚
広
長 

⑥
面
輪
円
満 

⑦
眉
間
白
毫 

⑧
如
来
眼
睫 

⑨
仏
眼
青
白 

⑩
鼻
修
高
直 

⑪
唇
色
赤
好 

⑫
四
十
歯
斉 

⑭
舌
相
広
長 

⑮
舌
下
宝
珠 

⑯
咽
喉
琉
璃 
⑰
頸
出
円
光 

⑱
頸
出
二
光 

⑲
欠
瓫
骨
満
相 

㉑
腋
下
充
実 

㉒
仏
双
臂
肘 

㉓
諸
指
円
満 

㉔
指
間
鞔
網 

㉕
其
手
柔
軟 

㉗
胸
有
万
字 

㉘
心
相
妙
光 

㉞
如
来
陰
蔵 

㊱
双
腨
繊
円 

㊴
身
八
万
四
千
毛 

㊷
足
下
生
一
華 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
先
頭
の
数
字
は
別
相
観
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
以
下
同
様
。） 

 

す
な
わ
ち
、
四
十
二
相
の
半
分
以
上
に
『
観
仏
経
』
の
影
響
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
二
十
八
相
の
う
ち
『
観

仏
経
』
の
説
示
内
容
に
依
っ
た
上
で
光
明
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
以
下
の
二
十
二
相
で
あ
る
。 

①
頂
上
肉
髻 

②
頂
上
髪
毛 

③
髪
際
五
千
光 

④
耳
厚
広
長 
⑥
面
輪
円
満 

⑦
眉
間
白
毫 
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⑧
如
来
眼
睫 

⑨
仏
眼
青
白 

⑩
鼻
修
高
直 

⑪
唇
色
赤
好 

⑫
四
十
歯
斉 

⑭
舌
相
広
長 

⑰
頸
出
円
光 

⑱
頸
出
二
光 

⑲
欠
瓫
骨
満
相 

㉑
腋
下
充
実 

㉒
仏
双
臂
肘 

㉗
胸
有
万
字 

㉘
心
相
妙
光 

㉞
如
来
陰
蔵 

㊱
双
腨
繊
円 

㊷
足
下
生
一
華 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
右
よ
り
、
別
相
観
で
語
ら
れ
る
光
明
に
『
観
仏
経
』
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
点
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
二
十
二
相
と
『
観
仏
経
』
を
対
照
し
た
も
の
を
、
本
論
文
の
最
後
に
「
別
表
A
」
と
し
て
附
す
。 

次
に
、
二
十
二
相
の
う
ち
「
化
仏
」
の
語
が
あ
る
の
は
以
下
の
十
一
相
で
あ
る84

。 

①
頂
上
肉
髻 

②
頂
上
髪
毛 

③
髪
際
五
千
光 

④
耳
厚
広
長 

⑦
眉
間
白
毫 

⑨
仏
眼
青
白 

⑰
頸
出
円
光 

⑲
欠
瓫
骨
満
相 

㉗
胸
有
万
字 

㉘
心
相
妙
光 

㊷
足
下
生
一
華 

 

こ
の
よ
う
に
、
光
明
に
関
係
す
る
文
の
半
分
に
化
仏
が
登
場
し
て
い
る
。
付
言
す
る
と
、『
観
仏
経
』
に
依
拠
せ
ず

に
化
仏
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
四
十
二
相
の
う
ち
一
つ
も
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
化
仏
に
言
及
す
る
場
合
は
必
ず

同
経
に
依
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
こ
の
化
仏
は
光
の
中
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
十
一
相
に
お
け
る
化
仏
の
役
割

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
頂
上
肉
髻
：
諸
仏
を
囲
遶
す
る
。 

④
耳
厚
広
長
：
放
光
し
て
遍
く
十
方
の
無
量
の
世
界
を
照
ら
す
。 
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⑦
眉
間
白
毫
：
大
慈
・
三
十
七
品
・
六
波
羅
蜜
・
不
共
の
法
を
説
く
。 

⑨
仏
眼
青
白
：
諸
の
神
通
を
現
ず
る
。 

⑲
欠
瓫
骨
満
相
：
苦
・
空
・
無
我
を
説
く
。 

㉗
胸
有
万
字
：
放
光
し
て
六
波
羅
蜜
を
説
く
。
ま
た
弥
勒
菩
薩
の
ご
と
き
化
人
を
遣
わ
し
て
行
者
を
安
慰
（
あ
る

い
は
利
益
）
せ
し
む
。 

㉘
心
相
妙
光
：
放
光
し
て
仏
事
を
お
こ
な
う
。 

（
②
③
⑰
㊷
に
つ
い
て
は
特
に
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。） 

 

右
の
⑦
⑲
㉗
で
は
、
化
仏
が
説
法
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
⑦
は
白
毫
相
で
あ
る
た
め
、『
阿
弥
陀
仏
白
毫

観
』
所
説
の
現
身
説
法
と
の
思
想
的
連
関
も
窺
え
る85

。 
 

以
上
の
よ
う
に
、
別
相
観
に
お
け
る
光
明
と
化
仏
と
の
親
和
性
の
高
さ
は
、『
観
仏
経
』
の
影
響
に
よ
る
こ
と
を
具

体
的
に
確
認
し
た
。
中
で
も
、
化
仏
が
説
法
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
同
経
の
光
明
思
想
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
別
相
観
の
後
に
つ
づ
く
総
相
観
・
雑
略
観
に
お
い
て
も
化
仏
の
存
在
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
次
項
で
論
じ
た
い
。 
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第
四
項 

『
往
生
要
集
』
総
相
観
・
雑
略
観
に
お
け
る
化
仏 

総
相
観
で
は
『
観
経
』
真
身
観
の
文
が
参
照
さ
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
身
相
を
総
合
的
に
観
想
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

る
。 

二
に
総
相
観
と
は
、
先
づ
衆
宝
荘
厳
の
広
大
の
蓮
花
を
観
ぜ
よ
。
次
に
阿
弥
陀
仏
の
花
台
の
上
に
坐
し
た
ま
へ
る

を
観
ぜ
よ
。
身
の
色
は
百
千
万
億
の
閻
浮
檀
金
の
ご
と
し
。
身
の
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
眉

間
の
白
毫
は
、
右
に
旋
り
て
婉
転
せ
る
こ
と
五
須
弥
山
の
ご
と
し
。
眼
は
四
大
海
水
の
ご
と
く
し
て
、
清
白
分
明

な
り
。
身
の
諸
の
毛
孔
よ
り
光
明
を
演
出
す
る
こ
と
須
弥
山
の
ご
と
し
。
円
光
は
百
億
の
大
千
界
の
ご
と
し
。
光

の
中
に
無
量
恒
河
沙
の
化
仏
有
す
。
一
々
の
化
仏
無
数
の
菩
薩
を
以
て
侍
者
と
為
り
。
是
く
の
ご
と
く
し
て
八
万

四
千
の
相
有
り
。
一
々
の
相
に
各
八
万
四
千
の
随
好
有
り
。
一
々
の
好
に
復
た
八
万
四
千
の
光
明
有
り
。
一
々
の

光
明
遍
く
十
方
世
界
の
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
て
、
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。
当
に
知
る
べ
し
。
一
々
の
相
の

中
に
各
七
百
五
俱
胝
六
百
万
の
光
明
を
具
し
て
、
熾
然
赫
奕
と
し
て
神
徳
巍
々
た
る
こ
と
金
山
王
の
大
海
の
中
に

在
る
が
ご
と
し
。
無
量
の
化
仏
・
菩
薩
光
の
中
に
充
満
し
て
、
各
各
神
通
を
現
じ
て
、
弥
陀
仏
を
囲
遶
し
た
て
ま

つ
れ
り
。
彼
の
仏
是
く
の
ご
と
く
無
量
の
功
徳
相
好
を
具
足
し
て
、
菩
薩
衆
会
の
中
に
在
し
て
、
正
行
を
演
説
し

た
ま
ふ
。86 

こ
こ
で
は
、
観
察
の
対
象
と
し
て
弥
陀
の
蓮
華
（
華
台
）・
身
の
色
・
身
長
・
眼
・
毛
孔
・
白
毫
・
円
光
な
ど
が
挙
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げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
傍
線
部
で
は
、
円
光
を
含
め
た
相
好
の
光
全
体
に
化
仏
・
菩
薩
が
充
満
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

る
。
実
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
総
相
観
と
『
観
経
』
の
間
に
は
微
妙
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
『
観
経
』
真
身
観
に
は

「
彼
の
仏
の
円
光
は
百
億
の
三
千
大
千
世
界
の
ご
と
し
。
円
光
、
、
の、
中、
に、
於、
い
て
、
、
、
百
万
億
那
由
他
恒
河
沙
の
化
仏
有
す

87

」
と
説
か
れ
、
化
仏
は
円
光
の
中
に
存
在
す
る

88

。
一
方
、
先
に
引
用
し
た
総
相
観
の
文
に
は
「
円
光
は
百
億
の
大

千
界
の
ご
と
し
。
光、
の、
中、
に、
無
量
恒
河
沙
の
化
仏
有
す
」
と
あ
っ
て
、
化
仏
の
存
在
は
特
に
円
光
内
に
限
定
さ
れ
て
い

な
い
。 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
源
信
は
化
仏
の
存
在
範
囲
を
円
光
以
外
に
も
広
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
二
つ
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
目
は
別
相
観
と
の
整
合
性
で
あ
る
。
前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
別
相
観
で
は
頂
上
肉
髻
を
始
め
と
し
た

複
数
の
相
に
化
仏
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
文
脈
に
沿
わ
せ
る
た
め
に
、
源
信
は
総
相
観
で
「
光
の
中
に
無
量
恒

河
沙
の
化
仏
有
す
」
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

二
つ
目
は
雑
略
観
と
の
整
合
性
で
あ
る
。
先
取
り
に
な
る
が
、
総
相
観
の
後
に
つ
づ
く
雑
略
観
で
は
、
弥
陀
の
白

毫
一
相
を
観
ず
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
、
そ
の
光
か
ら
「
一
切
の
仏
身
」
が
あ
ら
わ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
源
信
は
こ
の

白
毫
光
を
意
識
し
て
、
総
相
観
で
円
光
の
限
定
性
を
取
り
払
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
改
め
て
雑
略
観
の
文
を
確
認
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

三
に
雑
略
の
観
と
は
、
彼
の
仏
の
眉
間
に
一
の
白
毫
有
り
。
右
に
旋
り
て
宛
転
せ
る
こ
と
五
須
弥
の
ご
と
し
。
中

に
於
い
て
復
た
八
万
四
千
の
好
有
り
。
一
一
の
好
に
八
万
四
千
の
光
有
り
。…

…

其
の
光
の
中
に
一
切
の
仏
身
を



１２８ 
 

現
ず
。
無
数
の
菩
薩
衆
会
囲
遶
せ
り
。
復
た
微
妙
の
音
を
出
だ
し
て
諸
の
法
海
を
宣
暢
す
。89 

傍
線
部
を
見
る
と
、
白
毫
光
の
中
に
「
一
切
の
仏
身
」
が
存
在
し
、
微
妙
の
法
音
を
説
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
可
視
化
さ
れ
る
範
囲
が
弥
陀
の
化
仏
を
超
え
て
一
切
の
諸
仏
に
ま
で
及
ん
で
い
る90

。
こ
こ
に
は
、
総
相
観
に

お
け
る
以
下
の
文
が
関
わ
っ
て
い
る
。 

所
観
の
衆
相
は
、
即
ち
是
れ
三
身
即
一
の
相
好
・
光
明
な
り
。
諸
仏
同
体
の
相
好
・
光
明
な
り
。
万
徳
円
融
の
相

好
・
光
明
な
り
。
色
即
ち
是
れ
空
な
る
が
故
に
、
之
を
真
如
実
相
と
謂
ふ
。
空
即
ち
是
れ
色
な
る
が
故
に
、
之
を

相
好
・
光
明
と
謂
ふ
。
一
色
・
一
香
中
道
に
非
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。91 

解
読
の
難
し
い
文
で
は
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
一
々
の
相
好
（
光
明
）
と
三
身
即
一
・
諸
仏
同
体
・
万
徳
円
融
の

境
界
と
が
相
即
関
係
に
あ
る
と
解
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
関
係
が
「
色
即
是
空
」
と
か
「
空
即
是
色
」
と
か
「
一
色
・

一
香
中
道
に
非
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
」
と
換
言
さ
れ
て
い
る

92

。
す
な
わ
ち
、
弥
陀
の
具
体
的
な
相
好
一
つ
一
つ
を
観

ず
る
行
為
（
事
観
）
が
、
そ
の
ま
ま
空
や
中
道
を
観
ず
る
こ
と
（
理
観
）
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
准
ず
る
に
、

雑
略
観
に
お
い
て
白
毫
光
を
観
ず
る
こ
と
で
「
一
切
の
仏
身
」
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
説
示
は
、
事
観
か
ら
理
観
へ
の

移
行
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
源
信
が
光
中
の
化
仏
（
仏
身
）
を
重
要
視
し
た
意
義
を
見
出
せ
る
。 

 

な
お
、
雑
略
観
の
文
で
は
、『
観
経
』
真
身
観
の
「
眉
間
の
白
毫
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
八
万
四
千
の
相
好
、
自
然

に
当
に
現
ず
べ
し
。
無
量
寿
仏
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
即
ち
十
方
無
量
の
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る93

」
の
文
が
参
考
に

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
に
は
一
切
の
仏
身
が
「
微
妙
の
音
を
出
だ
し
て
諸
の
法
海
を
宣
暢
す
」
と
い
っ
た
内
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容
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
説
法
に
言
及
す
る
点
に
つ
い
て
は
『
観
仏
経
』
か
ら
の
影
響
、
そ
れ
か
ら
『
阿
弥
陀
仏
白
毫

観
』
所
説
の
現
身
説
法
と
の
思
想
的
連
関
が
窺
わ
れ
る
。 

  

第
四
節 

法
然
の
光
明
思
想 

第
一
項 

基
本
的
な
光
明
理
解 

法
然
は
「
偏
依
善
導
一
師94

」
を
標
榜
し
て
お
り
、
そ
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
も
善
導
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

特
に
『
選
択
集
』
で
は
本
願
と
光
明
を
関
連
付
け
て
お
り
、
そ
の
点
は
善
導
の
路
線
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
い
え
る
。
他

方
『
逆
修
説
法
』
で
は
十
二
光
の
解
釈
を
お
こ
な
っ
た
り
、
光
明
を
常
光
と
神
通
光
に
分
け
た
り
と
体
系
化
を
試
み
て

い
る
。
本
項
で
は
、
主
に
『
選
択
集
』
と
『
逆
修
説
法
』
を
用
い
て
、
基
本
的
に
法
然
が
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。 

『
選
択
集
』
摂
取
章
で
は
、
弥
陀
の
光
明
が
な
ぜ
念
仏
者
の
み
を
照
ら
し
て
、
余
行
の
者
を
照
ら
さ
な
い
の
か
と

問
い
を
設
け
、
そ
の
答
え
と
し
て
「
親
縁
等
の
三
の
義
」
お
よ
び
「
本
願
の
義
」
を
示
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は

「
余
行
は
本
願
に
非
ざ
る
が
故
に
、
之
を
照
摂
し
た
ま
は
ず
。
念
仏
は
是
れ
本
願
の
故
に
、
之
を
照
摂
し
た
ま
ふ95

」

と
述
べ
て
お
り
、
本
願
を
根
拠
に
し
て
光
明
の
救
済
を
語
る
点
は
、
ま
さ
し
く
善
導
の
光
明
思
想
を
踏
襲
し
て
い
る
。 
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た
だ
し
、
善
導
と
法
然
の
本
願
観
は
同
一
で
は
な
い96

。
善
導
が
本
願
を
必
ず
し
も
第
十
八
願
に
限
定
し
な
い
の
に

対
し
て
、
法
然
は
第
十
八
願
を
四
十
八
願
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
に
よ
っ
て
称
名
念
仏
（
本
願
）

と
光
明
の
結
び
付
き
が
よ
り
強
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、
法
然
は
光
明
を
名
号
に
含
ま
れ
る
功
徳
の
一
つ
と
解
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、『
選
択
集
』
本
願
章
に
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

名
号
は
是
れ
万
徳
の
帰
す
る
所
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
弥
陀
一
仏
の
所
有
の
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
の
一

切
の
内
証
の
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切
の
外
用
の
功
徳
、
皆
悉
く
阿
弥
陀
の
名
号
の
中
に
摂

在
せ
り
。
故
に
名
号
の
功
徳
最
も
勝
と
為
る
な
り
。97 

こ
こ
で
は
、
弥
陀
の
内
証
の
功
徳
（
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
）
と
外
用
の
功
徳
（
相
好
・
光
明
・
説
法
・

利
生
）
と
が
名
号
に
統
摂
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
名
号
の
功
徳
が
最
勝
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
称
名
念
仏

一
行
を
選
び
取
る
法
然
の
基
本
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、
名
号
に
一
切
の
功
徳
が
含
ま
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
帰

結
で
あ
ろ
う
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
法
然
は
寿
命
の
功
徳
も
名
号
の
う
ち
に
含
め
る
。『
逆
修
説
法
』
三
七
日
で
は
「
名
号
の
中
に

光
明
と
寿
命
と
の
二
義
を
備
へ
た
り
」
と
述
べ
、
し
か
も
寿
命
の
方
を
「
本
」
と
位
置
付
け
て
い
る98

。
こ
の
見
方
は

他
書
に
も
確
認
で
き
る
。「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」（『
西
方
指
南
抄
』）
で
は
、
寿
命
を
「
能
持
」、
そ
の
他
の
功
徳
を

「
所
持
」
と
し
た
上
で
、 
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か
の
仏
の
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切
功
徳
、
お
よ
び
国
土
の
一
切
荘
厳
等
の
も
ろ
も
ろ
の
快
楽
の
こ

と
ら
、
た
ゞ
か
の
仏
の
命
の
な
が
く
ま
し
ま
す
が
ゆ
へ
の
事
な
り
。
も
し
命
な
く
ば
、
か
れ
ら
の
功
徳
荘
厳
等
な

に
ゝ
よ
り
て
か
と
ゞ
ま
る
べ
き
。99 

と
述
べ
、
寿
命
無
量
に
支
え
ら
れ
て
弥
陀
の
功
徳
や
浄
土
の
荘
厳
が
成
立
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
然

は
光
明
よ
り
も
寿
命
の
方
を
重
要
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
光
明
を
重
視
す
る
親
鸞
の
見
方
と
は
異
な
っ
て
い
る100

。 
 

し
か
し
、
法
然
は
全
く
光
明
に
関
心
が
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
。『
逆
修
説
法
』
三
七
日

に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
称
揚
す
る
中
で
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
十
二
光
、
ま
た
は
光
明
の
分
類
（
常
光
・
神
通
光
）

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。 

ま
ず
十
二
光
に
関
し
て
は
、
そ
の
全
部
で
は
な
く
無
量
光
・
無
辺
光
・
無
碍
光
・
清
浄
光
・
歓
喜
光
・
智
慧
光
の

六
光
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

101

。
六
光
に
共
通
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
光
明
が
念
仏
者
を
摂
取
す
る
点
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
は
じ
め
の
無
量
光
の
説
明
文
に
お
い
て
『
観
経
』
所
説
の
光
明
摂
取
の
文
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら

102

、

法
然
に
と
っ
て
弥
陀
の
光
明
と
は
基
本
的
に
身
光
で
あ
り
、
摂
取
の
用
き
を
有
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

光
明
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
常
光
と
神
通
光
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
常
光
と
は
「
長
く
照
ら
し
不
断
に
照
ら
す
光
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
諸
仏
の
意
楽
に
よ
っ
て
各
々
遠
近
・
長
短
が
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
常
光
は
「
八
万
上
下
無
央
数
の

諸
仏
の
国
土
に
於
い
て
照
ら
さ
ず
と
云
ふ
所
無
し
」
と
、
そ
の
最
勝
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
典
に
説
か
れ
る
常
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光
と
し
て
『
平
等
覚
経
』
の
「
頭
光
」、『
観
経
』
の
「
身
光
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
詳
し
く
は
『
往
生
要
集
』
を
参
照

す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
少
な
か
ら
ず
源
信
の
光
明
思
想
が
法
然
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

（
こ
の
点
は
次
項
で
述
べ
る
）。
一
方
、
神
通
光
と
は
「
別
別
に
照
ら
す
光
」
で
あ
り
、
釈
尊
の
場
合
は
『
法
華
経
』

に
説
か
れ
る
よ
う
な
説
法
前
に
放
た
れ
、
東
方
万
八
千
世
界
を
照
ら
す
光
明
を
指
す
。
阿
弥
陀
仏
の
場
合
は
「
摂
取
不

捨
の
光
明
」
を
指
し
、
そ
の
照
・
不
照
は
念
仏
衆
生
の
有
無
に
よ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
神
通
光
は
常
光
に
比
べ

て
個
別
性
の
高
い
光
と
い
え
る
。103 

と
こ
ろ
で
、
法
然
は
心
光
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。『
選
択
集
』
摂
取
章
に
は
善
導
の
『
観
念
法
門
』
を
引
い
て
、 

又
た
前
の
ご
と
き
の
身
相
等
の
光
一
々
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
す
に
、
但
だ
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
衆
生
の
み

有
り
て
、
彼
の
仏
の
心
光
常
に
是
の
人
を
照
ら
し
て
、
摂
護
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。
総
じ
て
余
の
雑
業
の
行
者
を

照
摂
す
る
こ
と
を
ば
論
ぜ
ず
。104 

と
述
べ
、
心
光
が
念
仏
者
を
照
ら
し
摂
護
す
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
引
文
以
外
で
法
然
が
心
光
を
語
る
こ
と

は
な
い
。
こ
の
点
は
、
心
光
を
多
用
す
る
親
鸞
と
は
異
な
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
法
然
は
摂
取
の
光
明
を
基
本
的
に

は
身
光
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る105

。 
 

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
身
心
二
光
に
関
す
る
「
照
」
と
「
摂
」
の
区
別
で
あ
る
。
先
の
『
観
念
法
門
』
引

文
に
よ
れ
ば
、
身
光
は
十
方
世
界
を
照、
ら
し
、
心
光
は
念
仏
者
を
照、
ら
し
摂
護
、
、
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
身

心
二
光
に
は
「
照
」
の
用
き
が
あ
り
、
心
光
に
の
み
「
摂
護
」
の
用
き
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
選
択
集
』
摂
取
章
の
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冒
頭
に
は
「
弥
陀
の
光
明
余
行
の
者
を
照
ら
さ
ず
、
唯
だ
念
仏
の
行
者
を
摂
取
す
る
文

106

」
と
あ
っ
て
、
弥
陀
の
光

明
が
余
行
の
者
を
照、
ら
さ
な
い

、
、
、
、
と
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
曖
昧
な
点
は
、
明
恵
の
『
摧
邪
輪
』
に
よ
っ
て
厳
し
く
批
判

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
第
四
節
第
三
項
で
論
じ
る
）。 

 

第
二
項 

『
逆
修
説
法
』
所
説
の
白
毫
光 

前
項
で
は
、
善
導
だ
け
で
な
く
源
信
の
光
明
思
想
も
法
然
に
影
響
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ

る
の
が
、
白
毫
光
に
関
説
し
た
部
分
で
あ
る
。
法
然
は
『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
源
信
の
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
を
参

考
に
し
て
、
白
毫
光
の
変
化
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
そ
の
当
該
文
を
取
り
上
げ
て
『
阿
弥
陀
仏
白
毫

観
』
と
比
較
し
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。 

『
逆
修
説
法
』
四
七
日
で
は
、「
恵
心
の
御
意
に
依
り
て
白
毫
の
功
徳
を
讃
じ
奉
り
て
は
、
夫
れ
五
有
り
。
謂
は
く

白
毫
の
業
因
、
白
毫
の
相
貌
、
白
毫
の
作
用
、
白
毫
の
体
性
、
白
毫
の
利
益
な
り

107

」
と
述
べ
ら
れ
、『
阿
弥
陀
仏
白

毫
観
』
の
次
第
に
沿
っ
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
白
毫
の
五
功
徳
の
う
ち
三
番
目
の
「
白
毫
の
作
用
」
で

は
、
白
毫
光
か
ら
仏
身
や
様
々
な
応
化
身
が
あ
ら
わ
れ
る
点
が
示
さ
れ
る
。 

謂
は
く
応
に
仏
身
を
以
て
得
度
す
べ
き
に
は
、
即
ち
彼
の
白
毫
の
光
を
現
じ
て
仏
身
と
作
る
。…

…

或
い
は
又
た

菩
薩
の
身
を
現
ず
、
普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
勢
至
・
地
蔵
等
の
ご
と
き
の
者
、
即
ち
菩
薩
な
り
。…

…

又
た
或
い
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は
応
に
辟
支
仏
身
を
以
て
済
度
す
べ
き
者
に
は
彼
の
白
毫
光
現
じ
て
辟
支
仏
と
作
る
。…

…

或
い
は
又
た
声
聞
身

を
現
ず
、
釈
迦
仏
の
御
弟
子
舎
利
弗
・
目
連
・
迦
葉
・
阿
難
等
の
ご
と
き
者
、
即
ち
声
聞
な
り
。…

…

或
い
は
梵

王
の
身
を
現
じ
、
或
い
は
帝
釈
の
身
を
現
じ
、
或
い
は
国
王
・
大
臣
の
身
と
も
現
じ
、
或
い
は
長
者
居
士
の
身
を

も
現
ず
。
凡
そ
比
丘
・
々
々
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
天
・
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
緊
那
羅
乃
至
地
獄
・
鬼
・
畜

生
・
修
羅
、
是
く
の
ご
と
き
等
の
一
切
の
身
、
宜
し
き
に
随
ひ
て
現
ぜ
ざ
る
こ
と
無
し
。108 

 

網
掛
け
部
分
を
見
る
と
、
仏
身
・
菩
薩
・
辟
支
仏
・
声
聞
・
梵
天
王
・
帝
釈
・
国
王
・
大
臣
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
存
在

が
白
毫
光
か
ら
顕
現
し
て
い
る

109

。
光
が
済
度
す
べ
き
者
に
随
っ
て
変
化
す
る
思
想
は
、
明
ら
か
に
『
阿
弥
陀
仏
白

毫
観
』
所
説
の
現
身
説
法
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。 

し
か
し
、
先
の
文
と
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
の
当
該
文
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
相
違
点
が
二
つ
指
摘
で
き
る
。

一
つ
目
は
応
化
身
の
具
体
性
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
で
は
「
九
界
」「
十
界
」
と
い
っ
た
語
は
あ
る
も
の
の
、

光
か
ら
顕
現
す
る
存
在
が
仏
身
以
外
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
対
し
て
『
逆
修
説
法
』
で
は
具
体
的
に
一
々
羅
列
さ

れ
て
い
る

110

。
こ
れ
に
よ
っ
て
白
毫
光
の
用
き
が
よ
り
現
実
味
を
帯
び
、
ど
の
よ
う
な
衆
生
に
対
し
て
も
平
等
に
行

き
わ
た
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

二
つ
目
は
説
法
の
有
無
で
あ
る
。『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
に
は
「
現
身
説
法
、
、
」
と
い
わ
れ
る
通
り
、
応
化
身
が
説
法

す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、『
逆
修
説
法
』
の
場
合
は
説
法
へ
の
言
及
が
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
法
然

の
名
号
論
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
項
で
確
認
し
た
通
り
、
法
然
は
名
号
に
弥
陀
の
内
証
・
外
用
の
功
徳
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を
統
摂
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
説
法
も
含
ま
れ
て
い
た
。
称
名
念
仏
一
行
を
往
因
行
と
す
る
法
然
の
立
場
か
ら
し

て
、
光
明
（
応
化
身
）
か
ら
派
生
す
る
複
数
の
説
法
は
、
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
法
然
は
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
に
依
っ
て
、
白
毫
光
が
応
現
す
る
と
い
う
思
想
を
継
承
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
応
化
身
の
具
体
性
と
説
法
に
関
し
て
は
法
然
独
自
の
理
解
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
応
化
身
の
説
法
に
言
及
し

な
い
点
は
、
次
項
で
論
じ
る
法
然
の
化
仏
観
に
も
関
連
す
る
。 

 

第
三
項 

法
然
の
化
仏
観 

 

源
信
の
『
往
生
要
集
』
で
は
、
光
明
の
中
の
化
仏
（
あ
る
い
は
仏
身
）
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
法
然
に

と
っ
て
化
仏
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
項
で
は
『
逆
修
説
法
』『
選
択
集
』『
観
経
釈
』
を
用
い
て
、

法
然
が
ど
の
よ
う
な
化
仏
観
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
法
然
の
化
仏
観
が
端
的
に
示
さ
れ
る
の
が
『
選
択
集
』
化
讃
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
化
仏
と
本
願
の
関

係
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

私
に
云
は
く
、
聞
経
の
善
是
れ
本
願
に
非
ず
。
雑
業
の
故
に
化
仏
讃
め
た
ま
は
ず
。
念
仏
の
行
は
是
れ
本
願
正
業

の
故
に
、
化
仏
讃
歎
し
た
ま
ふ
。111 
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す
な
わ
ち
、
聞
経
は
雑
業
で
あ
る
か
ら
化
仏
は
讃
め
ず
、
称
名
念
仏
は
本
願
正
業
で
あ
る
か
ら
讃
歎
す
る
。
選
択
本

願
を
基
本
的
立
場
と
す
る
法
然
に
お
い
て
、
化
仏
が
称
名
念
仏
の
み
を
讃
歎
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
、『
往
生

要
集
』
で
は
化
仏
が
大
慈
大
悲
・
三
十
七
菩
提
分
法
・
六
波
羅
蜜
・
不
共
の
法
な
ど
複
数
の
教
法
を
説
い
て
い
た
。
源

信
が
教
法
の
多
様
性
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
法
然
は
教
法
を
限
定
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両

者
の
教
法
に
対
す
る
見
方
の
相
違
が
、
化
仏
の
役
割
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
『
逆
修
説
法
』

に
お
い
て
現
身
説
法
の
「
説
法
」
に
言
及
し
な
い
点
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
（
前
項
参
照
）。 

法
然
の
化
仏
観
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
の
が
『
逆
修
説
法
』
初
七
日
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
真
化
二
身
論
が
展
開
さ

れ
る
中
で
、
四
種
類
の
化
仏
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

化
仏
に
就
い
て
多
種
有
り
。
先
づ
円
光
の
化
仏
と
は
、
経
に
云
は
く
、「
円
光
の
中
に
於
い
て
百
万
億
那
由
他
恒

河
沙
の
化
仏
有
り
、
一
一
の
化
仏
は
衆
多
無
数
の
化
菩
薩
を
以
て
眷
属
と
為
り
」
と
。
次
に
摂
取
不
捨
の
化
仏
と

は
、「
光
明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
は
、
是
れ
真
仏
の
摂
取
な
り
。
此
の
外
に
化
仏
の
摂
取
有

る
な
り
。
三
十
六
万
億
の
化
仏
各
真
仏
と
共
に
十
方
世
界
の
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
た
ま
ふ
な
り
。
次
に
来
迎
引

接
の
化
仏
と
は
、
九
品
の
来
迎
に
各
々
化
仏
有
り
、
品
に
随
ひ
て
多
少
有
り
。…

…

次
に
又
た
十
方
の
行
者
の
為

に
、
本
尊
小
身
の
化
仏
を
現
じ
た
ま
へ
る
こ
と
有
り
。…

…
又
た
新
生
の
菩
薩
を
教
化
し
て
説
法
せ
ん
が
為
に
、

化
し
て
小
身
を
現
ず
。112 

右
に
示
さ
れ
る
四
種
の
化
仏
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 
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①
円
光
の
化
仏
：『
観
経
』
真
身
観
に
説
か
れ
る
円
光
の
中
に
存
す
る
化
仏
。 

②
摂
取
不
捨
の
化
仏
：
真
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
と
共
に
念
仏
者
を
摂
取
す
る
化
仏
。 

③
来
迎
引
接
の
化
仏
：
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
の
九
品
そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
に
来
迎
す
る
化
仏
。 

④
小
身
の
化
仏
に
は
二
種
あ
る
。
一
つ
目
は
衆
生
が
本
尊
を
必
要
と
し
て
い
る
際
に
あ
ら
わ
れ
る
化
仏
、
二
つ
目

は
新
生
の
菩
薩
に
対
し
て
教
化
・
説
法
す
る
た
め
に
あ
ら
わ
れ
る
化
仏
。 

 
 

こ
の
四
点
を
見
る
と
、「
円
光
」「
摂
取
」「
来
迎
」「
九
品
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
観
経
』

の
影
響
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
同
経
で
は
化
仏
が
衆
生
を
「
摂
取
」
す
る
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
し
、
九
品
全
員

に
化
仏
の
「
来
迎
」
が
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
な
い
（
特
に
下
品
下
生
の
往
生
に
つ
い
て
は
化
仏
に
言
及
さ
れ
な
い
）。

し
た
が
っ
て
、
法
然
は
化
仏
の
役
割
と
し
て
摂
取
と
来
迎
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
④
に
小
身
の
化
仏

が
教
化
・
説
法
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
新
生
の
菩
薩
を
教
化
し
て
説
法
」
す
る
た
め
に
出
現
す
る
た
め
、
衆

生
と
は
直
接
関
係
の
な
さ
そ
う
な
化
仏
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
法
然
が
化
仏
の
役
割
に
摂
取
・
来
迎
を
求
め
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
法
然
の
来
迎
に

対
す
る
捉
え
方
が
関
与
し
て
い
る
。
以
下
、『
観
経
釈
』
を
用
い
て
説
明
し
た
い
。 
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『
観
経
釈
』
で
は
、『
観
経
疏
』
所
説
の
三
縁
の
う
ち
近
縁
を
説
明
す
る
中
で
、
平
生
と
臨
終
ど
ち
ら
に
も
と
ら
わ

れ
な
い
法
然
独
自
の
来
迎
観
が
明
か
さ
れ
る
。
ま
ず
、
平
生
来
迎
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

一
に
平
生
と
は
、「
若
し
人
仏
を
念
ず
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
無
数
の
化
身
・
化
観
世
音
・
化
大
勢
至
と
常
に
此
の
行

人
の
所
に
来
至
す
」
と
。…

…

若
し
人
仏
を
念
ぜ
ざ
れ
ば
、
恒
沙
の
聖
衆
一
人
も
来
ら
ず
、
無
数
の
化
仏
一
仏
も

来
り
た
ま
は
ず
。
さ
れ
ば
仏
と
極
遠
な
る
が
故
に
光
明
摂
取
せ
ず
、
仏
を
念
ず
れ
ば
仏
行
者
の
身
に
近
き
が
故
に

光
明
摂
取
す
る
な
り
。113 

 

す
な
わ
ち
、
念
仏
者
に
対
し
て
は
平
生
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
・
無
数
の
化
仏
・
化
菩
薩
が
常
に
来
至
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
状
態
が
「
光
明
摂
取
」
と
呼
ば
れ
る
。 

一
方
、
臨
終
来
迎
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

二
に
臨
終
と
は
、
一
切
念
仏
の
行
人
、
命
終
は
ら
ん
と
欲
す
る
時
仏
来
迎
し
た
ま
ふ
。
九
品
の
行
人
、
一
人
も
空

し
か
ら
ず
、
仏
来
迎
す
。
云
々
（
阿
弥
陀
仏
諸
の
聖
衆
と
与
に
声
に
応
じ
て
其
の
前
に
現
前
し
た
ま
ふ
。
明
ら
か

に
知
ん
ぬ
、
念
仏
の
衆
生
仏
と
甚
だ
近
き
こ
と
を
。）114 

す
な
わ
ち
、
九
品
に
関
係
な
く
念
仏
者
の
臨
終
時
に
は
弥
陀
が
聖
衆
と
共
に
来
迎
し
、
称
名
す
る
声
に
応
じ
て
現

前
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う115

。 

こ
の
よ
う
に
、
法
然
は
平
生
に
は
化
仏
が
「
摂
取
」
し
、
臨
終
に
は
聖
衆
が
「
来
迎
」
す
る
と
解
し
て
い
る
。
こ

の
点
は
、『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
化
仏
の
役
割
と
し
て
摂
取
・
来
迎
が
求
め
ら
れ
て
い
た
点
と
一
致
す
る
。 
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な
お
、
法
然
は
化
仏
に
よ
る
「
護
念
」
も
強
調
す
る
。『
観
経
釈
』
で
は
円
光
の
化
仏
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
、

そ
の
役
割
を
「
随
逐
護
念
」
と
す
る

116

。
さ
ら
に
『
選
択
集
』
護
念
章
で
は
、『
観
念
法
門
』
や
『
往
生
礼
讃
』
を
引

い
て
、
諸
仏
、
二
十
五
菩
薩
、
無
数
の
化
仏
・
化
菩
薩
な
ど
の
聖
衆
が
念
仏
者
を
「
護
念
」
す
る
と
述
べ
て
い
る

117

。

化
仏
が
平
生
に
来
至
し
て
守
護
す
る
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
化
仏
の
護
念
は
平
生
来
迎
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。 

  

お
わ
り
に 

本
章
で
は
、
曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

曇
鸞
に
関
し
て
は
、『
論
註
』
を
用
い
て
光
明
と
智
慧
の
関
係
、
光
明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
智
慧
の
分
釈
お
よ
び
広
略
相
入
の
論
理
を
用
い
て
、
智
慧
が
二
種
法
身
の
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
、
そ
れ
が
光
明
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
光
明
と
智
慧
に
は
二
種
法
身
（
法
性
法
身
・

方
便
法
身
）
の
構
造
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。「
仏
の
光
明
は
是
れ
智
慧
の
相
な
り
」
と
か
「
光
明
は
慧
に
非
ず
し
て
能

く
慧
の
用
を
為
す
」
と
い
っ
た
文
は
、
法
性
法
身
を
背
景
に
し
た
方
便
法
身
の
用
き
を
示
し
て
い
る
。 

ま
た
、
後
者
（
光
明
と
名
号
の
関
係
）
に
つ
い
て
は
、
曇
鸞
の
基
本
的
な
名
号
論
（
名
即
法
・
破
闇
満
願
）
を
確

認
し
た
上
で
、「
仏
事
」
に
注
目
し
て
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。「
安
楽
国
土
の
光
明
」
と
「
国
土
の
名
字
」
は
共
に
「
仏
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事
」
を
な
す
と
い
う
点
で
同
義
と
な
り
、
そ
の
仏
事
と
は
破
闇
と
満
願
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
浄
土
の
菩
薩
が
種
々

に
衆
生
済
度
を
お
こ
な
う
こ
と
も
仏
事
と
呼
ば
れ
、
そ
の
様
相
は
「
応
化
身
の
光
」
と
も
換
言
さ
れ
る
。
先
に
光
明
が

二
種
法
身
の
構
造
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
光
の
お
こ
な
う
仏
事
を
構
造
面
か
ら
根
拠
付
け
た
も
の
と
い

え
る
。 

善
導
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
は
、
五
部
九
巻
を
見
渡
し
な
が
ら
『
観
経
』
ま
た
は
『
無
量
寿
経
』
か
ら
の
影
響
、

そ
れ
か
ら
心
光
観
に
つ
い
て
論
じ
た
。『
観
経
』
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
三
節
に
則
っ
て
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説

法
」「
光
中
の
化
仏
」
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
よ
っ
て
論
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
善
導
の
著
述
に
『
観
経
』
の
光
明
思

想
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。『
無
量
寿
経
』
に
関
し
て
は
、
光
明
と
本
願
の
関
係
に

注
目
し
た
。
文
に
よ
っ
て
両
者
の
重
な
り
具
合
に
は
異
な
り
が
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
善
導
は
本
願
を
根
拠
に
し
て
光

明
に
よ
る
衆
生
済
度
を
語
る
。
こ
の
点
は
法
然
・
親
鸞
に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

善
導
の
心
光
観
に
つ
い
て
は
、『
観
念
法
門
』
の
文
脈
と
、
同
書
が
参
考
に
し
て
い
る
『
観
仏
経
』
の
所
説
を
参
考

に
し
て
再
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
仏
心
は
仏
の
「
心
臓
」
と
「
慈
悲
心
」
の
両
面
を
有
し
て
お
り
、

単
純
に
身
心
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
心
臓
の
光
の
中
に
は
化
仏
を
含
む
無
量
の
聖
衆
が
存
し
、

そ
の
聖
衆
た
ち
が
念
仏
者
を
影
護
す
る
用
き
が
、
慈
悲
心
な
い
し
心
光
摂
護
と
呼
ば
れ
る
。 

源
信
に
関
し
て
は
、
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
と
『
往
生
要
集
』
を
用
い
て
そ
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。『
阿
弥
陀
仏

白
毫
観
』
で
は
『
華
厳
経
』『
観
仏
経
』
が
参
考
に
さ
れ
た
上
で
、
現
身
説
法
が
語
ら
れ
て
い
る
。 
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ま
た
『
往
生
要
集
』
別
相
観
・
総
相
観
・
雑
略
観
で
は
、『
観
仏
経
』
あ
る
い
は
『
観
経
』
の
影
響
を
受
け
て
化
仏

の
存
在
と
そ
の
説
法
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
源
信
は
、
総
相
観
に
お
い
て
色
即
是
空
・
空
即
是
色
の
文
脈
で
「
三
身
即

一
の
相
好
・
光
明
」「
諸
仏
同
体
の
相
好
・
光
明
」
と
述
べ
、
そ
う
い
っ
た
様
相
を
「
真
如
実
相
」
と
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
源
信
に
と
っ
て
化
仏
は
、
事
観
か
ら
理
観
へ
移
行
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

法
然
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
そ
の
基
本
的
な
光
明
理
解
を
確
認
し
た
。
法
然
は
「
偏
依
善
導
一
師
」
の
立
場
か
ら
、

第
十
八
願
の
本
願
を
光
明
摂
取
の
根
拠
と
し
、
ひ
い
て
は
名
号
の
中
に
光
明
を
含
む
一
切
の
功
徳
を
摂
め
て
い
る
。
ま

た
、
十
二
光
（
実
際
に
は
六
光
）
や
常
光
・
神
通
光
、
身
光
・
心
光
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
総
じ
て
法
然
は

阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
『
観
経
』
所
説
の
身
光
・
摂
取
光
と
解
し
て
い
る
。 

他
方
、
法
然
の
光
明
思
想
に
は
源
信
か
ら
の
影
響
も
指
摘
で
き
る
。
『
逆
修
説
法
』
で
は
、
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』

の
説
示
に
則
っ
て
白
毫
光
に
よ
る
現
身
説
法
が
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
両
書
の
内
容
に
は
一
致
し
な
い
部
分
も
あ

る
。
中
で
も
法
然
は
現
身
説
法
の
「
説
法
」
に
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
選
択
本
願
の
立
場
に
基
づ
く
法
然

の
名
号
論
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
名
号
に
は
説
法
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
法
然
に

と
っ
て
、
強
調
す
べ
き
は
名
号
（
称
名
念
仏
）
で
あ
っ
て
、
応
化
身
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
様
々
な
教
法
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 
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ま
た
、
法
然
は
化
仏
の
役
割
と
し
て
「
本
願
（
称
名
念
仏
）
の
讃
歎
」
お
よ
び
「
摂
取
と
来
迎
」
を
重
要
視
し
て

い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
先
述
し
た
よ
う
に
選
択
本
願
の
立
場
、
後
者
に
つ
い
て
は
平
生
と
臨
終
に
と
ら
わ
れ
な
い
法

然
独
自
の
来
迎
観
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
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 1 
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、
四
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2 
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3 
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真
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』
一
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二
二
頁
。 

4 

『
浄
真
全
』
一
、
五
一
六
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。 

5 

石
川
琢
道
『
曇
鸞
浄
土
教
形
成
論―

そ
の
思
想
的
背
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』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
広
略
相
入
と
二
種

法
身
の
区
別
に
つ
い
て
注
意
喚
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
略
相
入
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
お
け
る
国
土
・

如
来
・
菩
薩
に
関
わ
る
議
論
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
種
法
身
は
諸
仏
・
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薩
全
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に
関
わ
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議
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摘
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い
る
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同
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「
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法
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仏
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仏
に
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す
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こ
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は
「
必
ず
し
も
阿
弥
陀
仏
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種
法
身
説
の
適
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を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
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同
書
、
一
〇
六
～
一
〇

七
頁
参
照
）
と
も
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
論
に
二
種
法
身
を
当
て
は
め
る
こ
と
を
想
定
し
た
発

言
と
思
わ
れ
る
。 
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 6 
『
浄
真
全
』
一
、
五
〇
一
頁
。 

7 
な
お
、
藤
丸
智
雄
は
「
平
等
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
曇
鸞
の
光
明
思
想
を
論
じ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
光
明
の
平

等
性
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
が
、
法
性
法
身
を
背
景
に
し
た
方
便
法
身
の
無
限
定
な
救
済
活
動
と
い
う
点
で
は
、「
智

慧
の
相
」
に
平
等
性
も
含
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
藤
丸
の
一
連
の
論
文
は
以
下
の
通
り
。
同
氏
「
曇
鸞
の
光
明
観
に
関

す
る
考
察
」（『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
五
、
一
九
九
八
年
）、
同
氏
「
曇
鸞
の
光
明
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
四
六
（
二
）、
一
九
九
八
年
）、
同
氏
「
曇
鸞
の
光
明
観
の
淵
源―

康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』
と
の
比
較―

」（『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
四
七
（
二
）、
一
九
九
九
年
）。 

8 

『
浄
真
全
』
一
、
四
八
九
～
四
九
〇
頁
。 

9 

『
浄
真
全
』
一
、
四
九
〇
頁
。 

10 

国
土
の
名
号
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、
石
川
の
一
連
の
論
文
が
あ
る
。
氏
は
曇
鸞
の
名
号
論
が
『
大
智
度
論
』

や
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
聞
名
思
想
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
と
国
土
の
名
号
と
が

本
願
成
就
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
述
べ
る
。
詳
し
く
は
、
同
氏
「
曇
鸞
の
名
号
論
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八

（
二
）、
二
〇
一
〇
年
）、
同
氏
「
曇
鸞
の
名
号
論
（
二
）―

そ
の
成
立
と
背
景
に
つ
い
て―

」（
大
正
大
学
浄
土
学
研

究
会
編
『
中
国
浄
土
教
と
そ
の
展
開 

金
子
寛
哉
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
』
文
化
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
同
氏
「
曇

鸞
の
名
号
論
の
成
立
と
そ
の
背
景
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
一
（
一
）、
二
〇
一
二
年
）、
同
氏
「『
往
生
論
註
』

に
お
け
る
諸
仏
国
土
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
四
（
一
）、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

11 

『
浄
真
全
』
一
、
四
六
五
頁
。 

12 

『
浄
真
全
』
一
、
五
〇
一
頁
。 

13 

『
浄
真
全
』
一
、
四
六
四
～
四
六
五
頁
。 
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 14 
『
浄
真
全
』
一
、
四
九
七
頁
。 

15 
厳
密
に
は
、
国
土
の
光
明
は
闇
冥
を
除
き
、
無
明
を
尽
く
す
。 

16 

こ
こ
で
い
う
「
応
化
身
の
光
」（
漢
文
で
は
「
応
化
身
光
」）
と
は
、
応
化
身
か
ら
放
た
れ
る
光
で
は
な
く
、「
応
化

身
と
い
う

、
、
、
光
」
と
解
し
た
い
。
つ
ま
り
、「
応
化
身
」
と
「
光
」
を
同
格
に
扱
う
。 

17 

『
浄
真
全
』
一
、
四
七
九
頁
。 

18 

『
浄
真
全
』
一
、
五
一
四
頁
。 

19 

『
浄
真
全
』
一
、
四
七
九
頁
。 

20 

『
浄
真
全
』
一
、
五
一
四
頁
。 

21 

こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
大
光
明
」
は
、
応
化
身
か
ら
放
た
れ
る
光
な
の
か
、
浄
土
の
菩
薩
か
ら
放
た
れ
る
光
な
の
か

曖
昧
だ
が
、
い
ま
は
後
者
の
意
味
で
理
解
し
た
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
次
下
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
応
化
身
も
浄

土
の
菩
薩
も
広
略
相
入
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
「
広
」
の
一
展
開
で
あ
る
。 

22 

『
浄
真
全
』
一
、
八
二
頁
。 

23 

『
浄
真
全
』
一
、
七
二
九
頁
。 

24 

『
浄
真
全
』
一
、
七
三
七
頁
。 

25 

『
浄
真
全
』
一
、
七
三
七
頁
。「
定
善
義
」
華
座
観
に
も
「
光
は
仏
事
を
施
す
」（『
浄
真
全
』
一
、
七
四
三
頁
）
と

述
べ
ら
れ
る
。 

26 

『
浄
真
全
』
一
、
九
五
〇
頁
。 

27 

『
浄
真
全
』
一
、
九
七
二
頁
。 

28 

『
浄
真
全
』
一
、
七
二
九
頁
。 
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 29 
『
浄
真
全
』
一
、
九
九
七
頁
。 

30 
『
浄
真
全
』
一
、
一
〇
〇
五
頁
。 

31 

『
浄
真
全
』
一
、
八
八
八
頁
。 

32 

『
浄
真
全
』
一
、
九
九
三
頁
。
弥
陀
の
円
光
お
よ
び
化
仏
に
関
す
る
説
示
は
「
定
善
義
」
真
身
観
に
も
あ
る
が
、

『
般
舟
讃
』
ほ
ど
詳
述
し
て
い
な
い
。 

33 

『
浄
真
全
』
一
、
九
九
四
頁
。 

34 

『
浄
真
全
』
一
、
七
五
〇
頁
。 

35 

『
浄
真
全
』
一
、
九
五
一
・
九
九
五
頁
。 

36 

『
浄
真
全
』
一
、
八
三
一
頁
。 

37 

も
っ
と
も
、
本
願
を
重
要
視
す
る
こ
と
自
体
は
善
導
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
曇
鸞
も
『
論
註
』
利
行
満
足
章

の
覈
求
其
本
釈
に
お
い
て
「
凡
そ
是
れ
彼
の
浄
土
に
生
ず
る
と
、
及
び
彼
の
菩
薩
人
天
の
所
起
の
諸
行
と
は
、
皆
阿
弥

陀
如
来
の
本
願
力
に
縁
る
が
故
な
り
」（『
浄
真
全
』
一
、
五
二
八
頁
）
と
述
べ
て
、
本
願
力
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
と
浄

土
内
の
聖
衆
の
諸
行
は
成
立
す
る
と
解
し
て
い
る
。 

38 

『
浄
真
全
』
一
、
九
八
三
～
九
八
四
頁
。 

39 

『
浄
真
全
』
一
、
九
五
〇
頁
。
こ
の
文
は
法
然
の
『
選
択
集
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。 

40 

『
浄
真
全
』
一
、
九
一
五
頁
。 

41 

こ
こ
で
い
わ
れ
る
名
号
は
、「
上
一
形
を
尽
く
し
下
十
声
一
声
等
に
至
る
ま
で
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
称
名
念
仏
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。 

42 

『
浄
真
全
』
一
、
八
四
四
～
八
四
五
頁
。 
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 43 
良
忠
『
観
念
法
門
私
記
』（『
浄
土
宗
全
書
』
四
、
二
六
〇
頁
下
～
二
六
一
頁
上
）、
占
部
観
順
『
観
念
法
門
講
録
』

（
法
文
館
、
一
九
〇
九
年
、
二
三
六
頁
）
参
照
。
占
部
に
よ
れ
ば
、
色
心
二
光
は
一
応
の
区
別
で
あ
っ
て
、
約
仏
で
は

色
身
不
二
と
い
わ
れ
る
。 

44 

『
浄
真
全
』
一
、
八
八
頁
。 

45 

『
浄
真
全
』
一
、
七
四
九
頁
。 

46 

『
浄
真
全
』
一
、
八
八
三
頁
。
こ
こ
で
は
『
観
経
』
真
身
観
の
文
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。 

47 

『
浄
真
全
』
一
、
八
八
三
～
八
八
五
頁
参
照
。 

48 

森
田
眞
円
『
観
念
法
門
窺
義
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
。 

49 

『
浄
真
全
』
一
、
八
七
二
～
八
七
三
頁
。 

50 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
五
頁
中
～
下
。『
観
念
法
門
』
に
お
け
る
「
仏
心
」
に
関
す
る
説
示
に
近
似
し
た
も
の
と

し
て
、『
観
仏
経
』（『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
八
頁
上
）
に
は
次
の
文
が
あ
る
。 

真
金
像
内
の
仏
胸
中
に
於
い
て
琉
璃
の
ご
と
き
筒
あ
り
。
仏
の
咽
喉
よ
り
下
り
て
如
来
の
心
を
見
る
に
紅
蓮
華
の

ご
と
し
。
金
華
映
飾
し
、
紅
華
の
金
光
は
開
か
ず
合
さ
ず
し
て
団
円
な
る
こ
と
心
の
ご
と
し
。
八
万
四
千
の
脈
あ

り
。
一
一
の
脈
は
天
の
画
師
の
所
画
の
脈
の
ご
と
し
。
一
一
の
画
の
中
に
八
万
四
千
の
光
明
あ
り
。
一
一
の
光
明

に
八
万
四
千
種
の
色
あ
り
。
一
一
の
色
の
中
に
無
量
微
塵
数
の
化
仏
あ
り
。
一
一
の
化
仏
金
剛
台
に
坐
す
。
其
の

金
剛
台
は
金
色
の
光
明
を
放
つ
。
其
の
光
無
数
に
し
て
具
に
説
く
べ
か
ら
ず
。 

 

ち
な
み
、
右
は
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
心
臓
の
相
を
説
明
す
る
際
に
も
参
照
さ
れ
る
。 

51 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
七
頁
上
。 

52 

『
観
仏
経
』
に
お
い
て
「
仏
心
」
が
仏
の
心
臓
を
指
し
て
い
る
点
は
、
色
井
秀
譲
「
観
仏
三
昧
経
と
観
無
量
寿
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経
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
三
（
二
）、
一
九
六
五
年
、
二
二
九
頁
）
や
大
南
龍
昇
「『
観
仏
三
昧
海
経
』
観
仏
心

品
の
考
察
」（『
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集 

浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
二
、
三
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
四
年
、
三
四

〇
～
三
四
一
頁
）
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

53 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
八
頁
中
。 

54 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
九
頁
下
。 

55 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
七
四
頁
中
。 

56 

『
観
仏
経
』『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』『
観
虚
空
蔵
菩
薩
経
』『
観
経
』『
観
薬
王
薬
上
菩
薩
経
』『
観
弥
勒
菩
薩
上
生

兜
率
天
経
』
の
六
経
の
こ
と
。 

57 

①
六
譬
品
、
②
序
観
地
品
、
③
観
相
品
、
④
観
仏
心
品
、
⑤
観
四
無
量
心
品
、
⑥
観
四
威
儀
品
、
⑦
観
馬
王
蔵

品
、
⑧
本
行
品
、
⑨
観
像
品
、
⑩
念
七
仏
品
、
⑪
念
十
方
仏
品
、
⑫
観
仏
密
行
品
の
こ
と
。 

58 

『
観
仏
経
』
の
基
本
情
報
に
つ
い
て
は
、
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
〔
改
訂
版
〕』
二
（
大
唐
出
版
社
、
一

九
六
四
年
、
一
八
〇
頁
）、
色
井
前
掲
論
文
（
二
二
七
頁
）、
末
木
文
美
士
・
梶
山
雄
一
『
浄
土
仏
教
の
思
想
〈
第
二

巻
〉
観
無
量
寿
経
／
般
舟
三
昧
経
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
、
一
四
一
頁
）
を
参
照
し
た
。 

59 

色
井
前
掲
論
文
で
は
、『
観
仏
経
』
と
『
観
経
』
の
類
似
点
が
、
構
成
・
対
象
・
表
現
な
ど
の
形
相
に
関
す
る
六
項

と
、
内
容
に
関
す
る
四
項
と
の
全
十
項
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。 

60 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
五
八
頁
中
。 

61 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
三
頁
中
。 

62 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
四
頁
上
。 

63 

例
え
ば
、「
青
光
中
に
於
い
て
青
色
化
仏
有
り
。
白
光
中
に
於
い
て
白
色
化
仏
有
り
」（『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
三
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頁
下
）
と
い
っ
た
文
が
あ
る
。 

64 
『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
五
七
頁
中
。 

65 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
五
七
頁
下
。 

66 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
五
頁
下
。 

67 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
九
四
頁
中
。 

68 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
四
頁
中
。 

69 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
八
二
頁
中
。 

70 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
六
頁
下
。 

71 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
六
六
頁
中
。 

72 

光
と
説
法
の
間
の
媒
介
物
が
複
数
に
な
る
例
と
し
て
、 

一
一
の
珠
の
中
よ
り
百
億
光
を
出
だ
す
。
一
一
の
光
は
合
し
て
宝
台
に
成
る
。
一
一
の
台
の
角
に
十
二
須
弥

山
有
り
。
一
一
の
須
弥
山
の
龕
室
は
無
量
な
り
。
一
一
の
龕
中
に
無
量
の
化
仏
有
り
。
一
一
の
化
仏
に
無
量

の
菩
薩
有
り
て
以
て
眷
属
と
為
。
是
の
衆
化
仏
及
び
化
菩
薩
も
亦
た
十
善
法
を
讃
歎
し
て
説
く
。（『
大
正

蔵
』
一
五
、
六
六
七
頁
中
） 

と
い
っ
た
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
光→

宝
台→
須
弥
山→

龕
室→

化
仏
・
化
菩
薩→

説
法
の
順
で
あ
る
。 

73 

福
原
隆
善
「
日
本
に
お
け
る
白
毫
観
の
展
開―

実
範
を
中
心
に―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一
（
二
）、
一
九

九
三
年
）
に
詳
し
い
。 

74 

『
浄
真
全
』
一
、
一
一
〇
八
頁
。 

75 

『
恵
全
』
三
、
五
八
〇
～
五
八
一
頁
。〈 

〉
は
割
注
を
示
し
て
い
る
。 
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 76 
九
界
と
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
界
の
こ
と
。 

77 
『
六
十
華
厳
』、『
大
正
蔵
』
九
、
五
六
五
頁
中
。 

78 

『
六
十
華
厳
』、『
大
正
蔵
』
九
、
四
〇
八
頁
中
。 

79 

『
大
正
蔵
』
一
五
、
六
五
四
頁
下
。 

80 

付
言
す
れ
ば
、『
観
経
』（『
浄
真
全
』
一
、
八
八
～
八
九
頁
）
で
は
、
観
音
菩
薩
の
毫
相
か
ら
放
た
れ
る
光
の
中
に

化
仏
が
存
在
す
る
と
説
か
れ
る
。
そ
の
化
仏
は
変
現
自
在
に
し
て
十
方
世
界
に
遍
満
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
た
め
、
こ
の

文
も
参
考
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。 

81 

源
信
の
著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
現
在
は
否
定
さ
れ
て
い
る
）『
妙
行
心
要
集
』
に
も
、
先
に
引
用
し
た
『
阿
弥

陀
仏
白
毫
観
』
の
文
と
近
似
し
た
内
容
が
確
認
で
き
る
。『
妙
行
心
要
集
』
の
成
立
年
代
に
は
諸
説
あ
る
が
、
大
体
一

〇
一
七
～
一
二
五
〇
年
の
間
に
収
ま
る
。
こ
れ
は
、
源
信
没
後
の
一
定
期
間
、
白
毫
光
が
変
化
し
て
説
法
す
る
と
い
う

思
想
が
、
少
な
く
と
も
天
台
浄
土
教
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、『
妙
行
心
要
集
』
の
著

者
や
成
立
年
代
に
関
す
る
諸
説
は
、
末
木
文
美
士
『
鎌
倉
仏
教
形
成
論 

思
想
史
の
立
場
か
ら
』（
法
藏
館
、
一
九
九

八
年
、
三
一
九
～
三
二
〇
頁
）
に
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。 

82 

福
原
隆
善
「『
往
生
要
集
』
の
色
相
観―

と
く
に
別
相
観
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
七
、
一
九
八

四
年
）、
同
氏
「『
往
生
要
集
』
の
別
相
観―

『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四

三
、
一
九
八
六
年
）、
大
南
龍
昇
「
三
昧
経
典
と
『
往
生
要
集
』―

源
信
の
『
観
仏
三
昧
経
』
観―

」（『
往
生
要
集
研

究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

83 

福
原
前
掲
論
文
（
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
も
四
十
二
相
と
『
観
仏
経
』
と
の
詳
細
な
対
照
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
が
、
氏
と
筆
者
で
は
相
の
数
え
方
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
再
検
討
し
た
。
な
お
、
四
十
二
相
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
（
項
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目
名
）
は
氏
の
論
文
を
参
考
に
し
て
い
る
。 

84 
⑧
如
来
眼
睫
は
化
仏
で
は
な
く
「
梵
天
王
」、
⑱
頸
出
二
光
は
「
辟
支
仏
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
相
を
加
え
る

と
す
れ
ば
十
四
相
で
あ
る
。
㊴
身
八
万
四
千
毛
に
も
化
仏
・
菩
薩
へ
の
言
及
は
あ
る
が
、
光
に
関
す
る
語
が
な
い
。 

85 

ま
た
㉘
心
相
妙
光
（
弥
陀
の
心
臓
の
光
を
指
す
）
に
お
け
る
「
化
仏
の
仏
事
」
に
つ
い
て
は
、
善
導
の
心
光
観
を

想
起
さ
せ
る
（
本
章
第
二
節
第
三
項
参
照
）。 

86 

『
浄
真
全
』
一
、
一
一
〇
五
頁
。 

87 

『
浄
真
全
』
一
、
八
七
頁
。 

88 

た
だ
し
、『
観
経
』
全
体
の
思
想
で
は
化
仏
の
存
在
範
囲
は
円
光
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
。
真
身
観
に
お
い
て
弥
陀

の
八
万
四
千
の
相
を
説
明
す
る
中
で
、「
其
の
光
明
と
相
好
と
及
び
化
仏
と
は
具
に
説
く
べ
か
ら
ず
」（『
浄
真
全
』

一
、
八
七
～
八
八
頁
）
と
説
か
れ
る
し
、
観
音
菩
薩
の
円
光
・
毫
相
、
弥
陀
の
来
迎
引
接
に
お
い
て
も
化
仏
は
登
場
す

る
。 

89 

『
浄
真
全
』
一
、
一
一
〇
七
～
一
一
〇
八
頁
。 

90 

た
だ
し
雑
略
観
の
場
合
、
下
の
文
に
「
白
毫
の
相
を
観
ず
る
時
に
、
五
百
色
の
光
有
り
て
来
り
て
我
が
身
を
照
ら

す
に
、
即
ち
無
量
の
化
仏
、
、
・
菩
薩
の
虚
空
の
中
に
満
て
る
を
見
た
て
ま
つ
る
。
水
・
鳥
・
樹
林
及
び
諸
仏
、
、
の
所
出
の
音

声
皆
妙
法
を
演
ぶ
と
」（『
浄
真
全
』
一
、
一
一
〇
八
頁
）
と
あ
る
た
め
、
観
想
の
対
象
が
「
化
仏
」
な
の
か
「
諸
仏
」

な
の
か
曖
昧
な
点
は
残
る
。 

91 

『
浄
真
全
』
一
、
一
一
〇
七
頁
。 

92 

類
似
の
思
想
は
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
に
も
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
「
眉
間
の
一
毛
、
其
の
性
即
ち
空
即
ち
仮

即
ち
中
な
り
」（『
恵
全
』
三
、
五
八
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
説
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
源
信
の
晩
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年
の
書
と
さ
れ
る
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
も
無
量
寿
三
諦
説
と
い
う
思
想
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
村
上

明
也
・
吉
田
慈
順
編
『
源
信
撰
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
訳
注
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
）
に
詳
し
い
。 

93 

『
浄
真
全
』
一
、
八
八
頁
。 

94 

『
選
択
集
』
後
述
（『
浄
真
全
』
一
、
一
三
二
四
頁
）。 

95 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
八
六
頁
。 

96 

浅
井
成
海
『
浄
土
教
入
門
』（
本
願
寺
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
一
八
頁
）
で
は
、「
善
導
大
師
と
法
然
上
人
の
本

願
の
見
方
は
全
く
同
じ
で
、
一
つ
に
重
ね
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
こ
に
相
違
や
展
開
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

97 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
七
〇
頁
。 

98 

『
昭
法
全
』
二
四
五
頁
。 

99 

『
浄
真
全
』
三
、
八
八
九
頁
。 

100 

梯
實
圓
「
涅
槃
の
浄
土―

真
仏
・
真
土
の
開
顕―

」（『
仏
教
か
ら
真
宗
へ 

瓜
生
津
隆
真
博
士
退
職
記
念
論
集
』

永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
三
年
、
二
七
一
頁
）
で
は
、
法
然
と
親
鸞
の
如
来
観
を
比
較
し
、「
法
然
聖
人
は
寿
命
無
量
を

中
心
と
し
た
如
来
観
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
」、「
親
鸞
聖
人
は
む
し
ろ
光
明
中
心
の
如
来
観
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。 

101 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
弘
次
「
光
明
に
関
す
る
考
察―

法
然
上
人
を
中
心
と
し
て―

」（『
仏
教
文
化
研
究
』
二

八
、
一
九
八
三
年
）
に
詳
し
い
。
氏
は
、
曇
鸞
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
十
二
光
と
『
逆
修
説
法
』
の
そ
れ
を
比
較
し

て
い
る
。 

102 

『
昭
法
全
』
二
四
五
頁
参
照
。 
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 103 
『
昭
法
全
』
二
四
六
～
二
四
七
頁
参
照
。 

104 
『
浄
真
全
』
一
、
一
二
八
六
頁
。 

105 

摂
取
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、
法
然
は
「
弥
陀
の
光
明
余
行
の
者
を
照
ら
さ
ず
、
唯
だ
念
仏
の
行
者
を
摂
取
す
る

文
」
と
掲
げ
、
そ
の
直
後
に
『
観
経
』
を
引
い
て
八
万
四
千
の
相
好
の
光
明
が
念
仏
者
を
摂
取
不
捨
す
る
と
述
べ
て
い

る
（『
浄
真
全
』
一
、
一
二
八
六
頁
）。 

106 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
八
六
頁
。 

107 

『
昭
法
全
』
二
五
六
頁
。 

108 

『
昭
法
全
』
二
五
七
頁
。 

109 

た
だ
し
、
同
所
で
は
「
此
の
白
毫
の
一
相
の
み
に
非
ず
、
惣
じ
て
八
万
四
千
の
相
、
一
々
に
皆
此
く
の
ご
と
く
一

切
の
身
を
現
ず
る
な
り
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
白
毫
相
だ
け
が
応
化
身
を
顕
現
す
る
力
用
を
有
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。 

110 

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
応
化
身
は
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
観
音
菩
薩
の
三
十
三
身
と
概
ね
共
通
し
て
い

る
（『
妙
法
蓮
華
経
』、『
大
正
蔵
』
九
、
五
七
頁
上
～
中
）。 

111 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
〇
二
頁
。 

112 

『
昭
法
全
』
二
三
三
～
二
三
四
頁
。 

113 

『
昭
法
全
』
一
二
二
頁
。 

114 

『
昭
法
全
』
一
二
二
頁
。（ 

）
内
の
付
加
は
『
昭
法
全
』
本
文
に
従
っ
た
。 

115 

た
だ
し
、『
選
択
集
』
三
輩
章
に
は
、
下
輩
の
者
は
臨
終
時
に
夢
で
阿
弥
陀
仏
を
見
て
往
生
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
（『
浄
真
全
』
一
、
一
二
七
六
頁
）。 

116 

『
昭
法
全
』
一
〇
四
頁
。 
117 

『
浄
真
全
』
一
、
一
三
二
〇
～
一
三
二
一
頁
。 
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第
四
章 

親
鸞
の
光
明
思
想 

は
じ
め
に 

 

本
章
で
は
親
鸞
の
光
明
思
想
を
め
ぐ
っ
て
、
名
号
・
涅
槃
・
智
慧
・
二
種
法
身
・
応
化
身
・
心
光
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

第
一
節
で
は
、
『
教
行
証
文
類
』
「
真
仏
土
文
類
」
と
「
行
文
類
」
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
引
文
を
通
し
て
、
光

明
と
名
号
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特
に
こ
こ
で
は
「
威
神
」
の
語
に
着
目
す
る
。
ま
た
、
同
節
で
は
「
真
仏
土

文
類
」
の
『
涅
槃
経
』
引
文
に
お
け
る
親
鸞
独
自
の
読
み
方
に
注
意
し
な
が
ら
、「
無
量
光
明
土
」
と
規
定
さ
れ
る
真

仏
土
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。 

第
二
節
で
は
、
親
鸞
の
二
種
法
身
説
が
光
明
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
論
じ
る
。
ま
ず
は
「
証
文
類
」
所
引

『
論
註
』
を
確
認
し
た
上
で
、『
唯
信
鈔
文
意
』
所
明
の
二
種
法
身
説
お
よ
び
「
智
慧
の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
阿
弥
陀
仏
・
智
慧
・
光
明
の
三
者
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
同
節
で
は
応
化
身
が

「
智
慧
光
」
と
表
象
さ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。 

第
三
節
で
は
、
親
鸞
独
自
の
心
光
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
一
念
多
念
文
意
』
に
よ
れ
ば
、
心
光
は
「
無
碍
光
仏

の
御
こ
ゝ
ろ
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
無
碍
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
廻
向
さ
れ
る

の
か
を
至
心
釈
に
注
目
し
て
明
ら
か
に
す
る
。 

第
四
節
で
は
、
前
節
の
結
論
を
踏
ま
え
、
親
鸞
の
心
光
観
と
の
比
較
に
主
眼
を
置
い
て
、
隆
寛
の
光
明
思
想
お
よ
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び
至
誠
心
釈
、
そ
れ
か
ら
明
恵
の
心
光
観
を
論
じ
る
。
隆
寛
に
つ
い
て
は
『
弥
陀
本
願
義
』『
具
三
心
義
』『
散
善
義
問

答
』
を
、
明
恵
に
関
し
て
は
『
選
択
集
』
へ
の
批
判
の
書
『
摧
邪
輪
』
を
用
い
る
。 

  第
一
節 

光
明
・
名
号
・
涅
槃 

第
一
項 

『
無
量
寿
経
』
引
文
に
見
る
光
明
と
名
号 

法
然
は
選
択
本
願
の
立
場
か
ら
光
明
を
名
号
の
一
功
徳
と
見
な
し
、
光
明
無
量
よ
り
も
寿
命
無
量
を
優
位
に
位
置

付
け
て
い
た
（
第
三
章
第
四
節
第
一
項
参
照
）。
そ
れ
で
は
、
親
鸞
は
光
明
と
名
号
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
端
的
に
示
さ
れ
る
の
が
「
真
仏
土
文
類
」
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
引
文
で
あ
る
。 

阿
弥
陀
仏
の
光
明
と
名
と
は
、
八
方
上
下
無
窮
無
極
無
央
数
の
諸
仏
の
国
に
聞
か
し
め
た
ま
ふ
。
諸
天
・
人
民
聞

知
せ
ざ
る
は
莫
し
。…

…

其
れ
人
民
、
善
男
子
・
善
女
人
有
り
て
阿
弥
陀
仏
の
声
を
聞
き
て
、
光
明
を
称
誉
し
て
、

朝
暮
に
常
に
其
の
光
好
を
称
誉
し
て
、
心
を
至
し
て
断
絶
せ
ざ
れ
ば
、
心
の
所
願
に
在
り
て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往

生
す
。1 

傍
線
部
に
は
右
訓
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
光
明
と
名
（
ミ
ナ
）
と
は
」
と
読
み
下
す
こ
と
が
で
き

る

2

。『
大
阿
弥
陀
経
』
当
面
で
は
、「
光
明
名
」
は
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
称
讃
す
る
声
」
で
あ
っ
た
が
（
第
二
章
第
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一
節
第
三
項
参
照
）、
親
鸞
は
光
明
と
名
号
を
同
列
関
係
と
見
な
し
、
ひ
い
て
は
同
義
と
見
な
し
て
い
る
と
推
測
で
き

る
。
た
だ
、
光
明
と
名
号
が
単
純
に
同
義
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ど
の
点
で
同
義
と
な
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
「
真
仏
土
文
類
」
と
「
行
文
類
」
両
方
に
引
か
れ
る
『
無
量
寿
経
』
の
文
を
見
比

べ
て
、
光
明
と
名
号
の
重
な
る
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探
る
。 

 

「
真
仏
土
文
類
」
真
仏
土
釈
で
は
『
無
量
寿
経
』
の
第
十
二
願
文
が
引
か
れ
、 

設
ひ
我
仏
を
得
た
ら
む
に
、
光
明
能
く
限
量
有
り
て
、
下
百
千
億
那
由
他
の
諸
仏
の
国
を
照
ら
さ
ざ
る
に
至
ら
ば
、

正
覚
を
取
ら
じ
。3 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
諸
仏
の
国
を
限
量
な
く
照
ら
す
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
後
に
引
か
れ
る
第
十

二
・
十
三
願
成
就
文
の
中
で
「
威
神
光
明
」「
光
明
威
神
功
徳
」「
光
明
威
神
」
と
換
言
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

 

ⓐ
無
量
寿
仏
の
威
神
光
明
、
最
尊
第
一
に
し
て
、
諸
仏
の
光
明
の
及
ぶ
こ
と
あ
た
は
ざ
る
所
な
り
。4 

 

ⓑ
若
し
衆
生
有
り
て
、
其
の
光
明
威
神
功
徳
を
聞
き
て
、
日
夜
に
称
説
し
、
心
を
至
し
て
断
へ
ざ
れ
ば
、
意
の
所

願
に
随
ひ
て
、
其
の
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て…

…
5 

 

ⓒ
我
無
量
寿
仏
の
光
明
威
神
、
巍
巍
殊
妙
な
る
を
説
か
む
に
、
昼
夜
一
劫
す
と
も
尚
ほ
未
だ
尽
く
す
こ
と
あ
た
は
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じ
。6 

 と
述
べ
ら
れ
る
。
ⓐ
の
弥
陀
に
よ
る
「
威
神
光
明
」
は
、
ⓑ
で
は
衆
生
が
聞
い
て
称
説
す
る
も
の
と
な
り
、
ⓒ
で
は
釈

尊
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
。 

第
二
章
第
二
節
第
一
項
で
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
光
明
と
威
神
が
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
親

鸞
は
そ
の
威
神
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「
真
仏
土
文
類
」
と
同
様
の
流
れ
が
「
行
文

類
」
に
も
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
箇
所
の
場
合
は
、
名
号
、
、
が
威
神
と
換
言
さ
れ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
説
明

す
る
。 

「
行
文
類
」
大
行
釈
で
は
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
第
十
七
願
文
が
引
か
れ
、 

設
ひ
我
仏
を
得
た
ら
む
に
、
十
方
世
界
の
無
量
の
諸
仏
、
悉
く
咨
嗟
し
て
我
が
名
を
称
せ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。

7 

と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
諸
仏
の
咨
嗟
し
て
称
す
る
対
象
が
「
我
が
名
」
つ
ま
り
名
号
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

右
に
つ
づ
く
『
無
量
寿
経
』
連
引
の
中
に
は
以
下
の
文
が
あ
る
。 

 

ⓓ
十
方
恒
砂
の
諸
仏
如
来
、
皆
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
讃
嘆
し
た
ま
ふ
。8

（
第
十
七
願
成

就
文
） 
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ⓔ
無
量
寿
仏
の
威
神
極
ま
り
無
し
。
十
方
世
界
無
量
無
辺
不
可
思
議
の
諸
仏
如
来
、
彼
を
称
嘆
せ
ざ
る
は
莫
し
。9

（「
往
覲
偈
」
引
文
） 

 

い
ま
諸
仏
の
称
讃
す
る
対
象
を
確
認
す
る
と
、
ⓓ
で
は
弥
陀
の
「
威
神
功
徳
不
可
思
議
」
な
る
相
が
讃
嘆
さ
れ
て

い
る
。
ⓔ
の
場
合
は
「
彼
」
が
称
嘆
さ
れ
て
い
る
が
、「
彼
」
が
指
示
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
弥
陀
の
「
威

神
極
ま
り
無
」
い
相
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
第
十
七
願
で
咨
嗟
称
さ
れ
て
い
た
名
号
が
ⓓ
ⓔ
で
は
「
威
神
」
と
換
言
さ

れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
「
真
仏
土
文
類
」
の
光
明
と
「
行
文
類
」
の
名
号
と
が
威
神
を
媒
介
に
し
て
同
義
と
捉
え
ら
れ
て
い

る
。 さ

て
、
そ
れ
で
は
親
鸞
に
と
っ
て
威
神
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
示
し
た
第
十
七
願
成
就
文

（
ⓓ
）
の
直
後
に
あ
る
「
往
覲
偈
」
引
文
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

其
の
仏
の
本
願
力
、
名
を
聞
き
て
往
生
せ
む
と
欲
へ
ば
、
皆
悉
く
彼
の
国
に
到
り
て
、
自
ら
不
退
転
に
到
る
。10 

す
な
わ
ち
、
威
神
と
は
阿
弥
陀
仏
の
「
本
願
力
」
を
指
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
衆
生
を
聞
名
に
よ
っ
て
往
生
せ

し
め
る
力
用
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
は
光
明
と
名
号
を
本
願
力
（
威
神
）
の
点
で
同
義
と
見
な
し
て
い

る
。 
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な
お
、
親
鸞
の
著
述
の
中
で
光
明
と
名
号
の
重
な
る
点
は
威
神
だ
け
で
は
な
い
。『
唯
信
鈔
文
意
』
で
は
「
光
明
は

智
慧
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
「
智
慧
の
名
号
」
と
い
っ
た
表
現
も
さ
れ
る11

。
こ
こ
で
は
「
智
慧
」
の
点
で
光
明

と
名
号
は
同
義
と
な
る
（
智
慧
に
つ
い
て
は
本
章
第
二
節
第
一
項
で
論
じ
る
）。 

ま
た
、
光
明
と
名
号
が
並
記
さ
れ
る
例
と
し
て
は
、
「
行
文
類
」
に
お
け
る
光
号
因
縁
（
あ
る
い
は
両
重
因
縁
）12

が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
文
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
諸
説
が
あ
り
、
容
易
に
は
決
定
的
な
解
釈
を
示
し
難
い
が
、
そ
の
出

拠
の
一
つ
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
文
に
は
、 

然
る
に
弥
陀
世
尊
、
本
深
重
の
誓
願
を
発
し
て
、
光
明
・
名
号
を
以
て
十
方
を
摂
化
し
た
ま
ふ
。
但
だ
信
心
を
し

て
求
念
せ
し
む
れ
ば
、
上
一
形
を
尽
く
し
、
下
十
声
一
声
等
に
至
る
ま
で
、
仏
願
力
を
以
て
往
生
を
得
易
し
。13 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
引
用
は
「
行
文
類
」
よ
り
） 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
明
と
名
号
の
摂
化
が
「
誓
願
」
ま
た
は
「
仏
願
力
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
も
光
明
と
名
号
が
願
力
の
点
で
同
義
に
な
っ
て
い
る14

。 

さ
ら
に
、
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
「
無
碍
光
如
来
」
を
釈
す
る
際
に
「
無
碍
」
と
「
光
如
来
」
と

に
分
け
、
後
者
を
阿
弥
陀
仏
と
す
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
阿
弥
陀
仏
（
名
号
）
を
光
そ
の
も
の
と
見
な
し
て
い
た
証
左

と
い
え
る15

。 
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第
二
項 

涅
槃
と
し
て
の
真
仏
土 

 
「
真
仏
土
文
類
」
冒
頭
で
は
真
仏
が
「
不
可
思
議
光
如
来
」、
真
仏
土
が
「
無
量
光
明
土
」
と
規
定
さ
れ
る

16

。
そ

し
て
〈
無
量
寿
経
〉
連
引
と
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
引
文
の
後
に
『
涅
槃
経
』
を
十
三
文
連
続
し
て
引
く
中
で
、 

如
来
は
即
ち
是
れ
涅
槃
な
り
、
涅
槃
は
即
ち
無
尽
な
り
、
無
尽
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
、
仏
性
は
即
ち
是
れ
決
定

な
り
、
決
定
は
即
ち
是
れ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
な
り
。17

（「
四
相
品
」
引
文
） 

と
述
べ
ら
れ
、
真
仏
・
真
仏
土
が
涅
槃
ま
た
は
仏
性
と
明
か
さ
れ
る
。
本
項
で
は
、
そ
の
『
涅
槃
経
』
引
文
の
中
か
ら

第
四
文
「
梵
行
品
」、
第
六
文
「
徳
王
品
」、
第
十
三
文
「
師
子
吼
品
」
の
三
文
を
取
り
上
げ
て
、
親
鸞
が
涅
槃
・
仏
性

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
当
該
箇
所
で
は
親
鸞
独
自
の
読
み
方
が
確
認
で
き
る
た

め
、
そ
の
点
に
注
目
し
て
論
を
進
め
る
。 

 

ま
ず
「
梵
行
品
」
引
文
で
は
、
涅
槃
や
菩
提
と
同
義
と
さ
れ
る
「
道
」
の
語
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、「
道
者
雖
無
色

像
可
見
称
量
可
知
而
実
有
用

18

」
の
文
が
引
か
れ
る
。『
涅
槃
経
』
当
面
で
は
「
道
と
は
色
像
の
見
る
べ
く
、
称
量
の

知
る
べ
き
こ
と
無
し
と
雖
も
、
し
か
も
実
に
用
有
り
」
と
読
ま
れ
、
道
と
は
用
き
を
有
し
な
が
ら
も
、
見
る
こ
と
も
、

思
い
は
か
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
一
方
、
親
鸞
は
当
該
文
を
「
道
は
色
像
無
し
と
雖
も
見
つ
べ
し
、
称

量
し
て
知
ん
ぬ
べ
し
、
而
る
に
実
に
用
有
り19

」
と
読
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
は
色
や
す
が
た
は
な
い
が
、
見
る

こ
と
も
思
い
は
か
っ
て
知
る
こ
と
も
で
き
、
そ
し
て
用
き
を
有
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
。
こ
こ
で
は
、
道
が
衆
生
の
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感
受
で
き
る
対
象
と
解
さ
れ
て
い
る
。 

 
「
徳
王
品
」
引
文
で
は
「
有
」
と
涅
槃
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。『
涅
槃
経
』
当
面
に
お
い
て
「
世
俗
に
随
ふ
が
故

に
説
き
て
諸
仏
に
大
涅
槃
有
り
と
言
ふ
」
と
読
ま
れ
る
も
の
を
、
親
鸞
は
「
世
俗
に
随
ふ
が
故
に
説
き
て
諸
仏
有
に
し

て
大
涅
槃
な
り
と
言
へ
り

20

」
と
読
む
。『
涅
槃
経
』
当
面
で
は
、
涅
槃
が
「
有
」
で
あ
る
こ
と
は
世
俗
に
随
っ
た
説

と
い
う
意
に
な
る
が
、
親
鸞
の
場
合
は
「
有
」
と
涅
槃
が
相
即
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
先
に
確
認
し
た

「
梵
行
品
」
引
文
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
涅
槃
の
有
相
面
が
衆
生
に
関
わ
る
と
い
う
点
で
積
極
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
師
子
吼
品
」
引
文
で
は
、
仏
性
を
見
る
方
法
と
し
て
眼
見
と
聞
見
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
涅
槃
経
』
当
面
で
は
、「
善

男
子
、
復
た
眼
見
有
り
。
諸
仏
如
来
、
十
住
の
菩
薩
は
仏
性
を
眼
見
す
。
復
た
聞
見
有
り
。
一
切
衆
生
、
乃
至
九
地
は

仏
性
を
聞
見
す
」
と
読
ま
れ
る
。
こ
れ
を
親
鸞
は
「
善
男
子
、
復
た
眼
見
有
り
。
諸
仏
如
来
な
り
。
十
住
の
菩
薩
は
、

仏
性
を
眼
見
し
、
復
た
聞
見
す
る
こ
と
有
り
。
一
切
衆
生
、
乃
至
九
地
ま
で
に
、
仏
性
を
聞
見
す21

」
と
読
む
。
前
者

で
は
、
諸
仏
と
十
住
の
菩
薩
が
仏
性
を
眼
見
し22

、
第
九
地
の
菩
薩
以
下
が
仏
性
を
聞
見
す
る
。
後
者
で
は
、
諸
仏
が

眼
見
、
十
住
の
菩
薩
が
眼
見
と
聞
見
、
第
九
地
の
菩
薩
以
下
が
仏
性
を
聞
見
す
る
。『
涅
槃
経
』
当
面
と
親
鸞
の
読
み

方
と
を
整
理
し
た
も
の
が
次
の
表
で
あ
る
。 
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こ
の
表
で
注
目
す
べ
き
は
、
親
鸞
の
場
合
、
十
住
の
菩
薩
が
眼
見
と
聞
見
の
両
方
を
お
こ
な
う
点
で
あ
る
。
従
来

の
説
に
従
う
な
ら
ば
、「
真
仏
土
文
類
」
で
い
わ
れ
る
十
住
の
菩
薩
と
は
、
信
心
の
行
者
を
指
す

23

。
す
な
わ
ち
、
信

心
の
行
者
は
穢
土
で
仏
性
を
聞
見
し
、
往
生
後
に
浄
土
で
そ
れ
を
眼
見
す
る
。
原
始
経
典
・
大
乗
経
典
・
浄
土
経
典
に

お
い
て
光
明
は
見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
不
可
思
議
光
如
来
・
無
量

光
明
土
は
眼
見
す
る
の
で
は
な
く
、
聞
見
す
る
対
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
前
項
に
お
い
て
、
光
明
と
名
号
が
同

義
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
聞
見
の
対
象
と
は
名
号
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る24

。 

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
に
と
っ
て
涅
槃
（
真
仏
土
）
は
、
有
相
と
相
即
関
係
に
あ
り
、
衆
生
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
く
る
概
念
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
眼
見
す
る
の
で
は
な
く
名
号
と
し
て
聞
見
す
る
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。 

  

親
鸞
の
読
み
方 

『
涅
槃
経
』
当
面 

 

眼
見 

眼
見 

諸
仏 

眼
見
と
聞
見 

眼
見 

十
住
の
菩
薩 

聞
見 

聞
見 

第
九
地
の
菩
薩
～
衆
生 
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第
二
節 

光
明
と
二
種
法
身
説 

第
一
項 

智
慧
の
か
た
ち 

 

『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
「
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
。
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
也25

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
項
で

は
、
光
明
と
智
慧
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
智
慧
の
か
た
ち
」
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な

お
、
本
節
に
は
第
三
章
第
一
節
「
曇
鸞
の
光
明
思
想
」
と
重
複
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
親
鸞
の
光
明
思
想
に

お
い
て
重
要
な
点
で
あ
る
た
め
厭
わ
ず
論
じ
て
い
く
。 

 

「
証
文
類
」
還
相
廻
向
釈
で
は
、『
論
註
』
名
義
摂
対
章
か
ら
智
慧
の
分
釈
に
関
す
る
文
が
引
か
れ
、「
般
若
は
如
に

達
す
る
慧
の
名
な
り
。
方
便
は
権
に
通
ず
る
智
の
称
な
り26

」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
智
慧
が
「
智
」
と
「
慧
」

に
分
け
ら
れ
、
般
若
＝
慧
、
方
便
＝
智
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
智
慧
は
般
若
（
一
如
・
真
如
）
と
方
便
の
二
面
を

有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
智
慧
の
構
造
は
二
種
法
身
説
に
も
通
底
し
て
い
る
。
先
と
同
じ
く
還
相
廻
向
釈
に
は
、

『
論
註
』
浄
入
願
心
章
か
ら
広
略
相
入
お
よ
び
二
種
法
身
説
に
関
す
る
文
が
引
か
れ
る
。 

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
為
。
入
一
法
句
は
略
と
為
。

何
が
故
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
ら
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
有
り
。
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は

方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
由
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
由
り
て
法
性
法
身
を
出
だ
す
。
此
の
二

の
法
身
は
、
異
に
し
て
分
か
つ
べ
か
ら
ず
、
一
に
し
て
同
じ
か
る
べ
か
ら
ず
。
是
の
故
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぬ
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る
に
法
の
名
を
以
て
す
。27 

 
す
な
わ
ち
、
方
便
法
身
（
三
種
荘
厳
二
十
九
種
・
広
）
と
法
性
法
身
（
一
法
句
・
略
）
と
が
、
由
生
由
出
・
亦
一
亦

異
の
関
係
に
あ
る
。
こ
こ
で
先
述
し
た
智
慧
の
分
釈
を
二
種
法
身
説
に
当
て
は
め
る
と
、
法
性
法
身
は
「
慧
」
で
あ
り
、

方
便
法
身
は
「
智
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
智
慧
は
二
種
法
身
の
構
造
を
し
て
い
る
。 

 

「
証
文
類
」
の
二
種
法
身
説
は
、
浄
土
の
菩
薩
（
浄
土
に
往
生
し
た
衆
生
）
の
得
る
証
果
を
示
し
て
い
る
が
、
一
方

で
親
鸞
は
二
種
法
身
説
を
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
論
に
も
適
用
す
る
。
す
な
わ
ち
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
、 

し
か
れ
ば
仏
に
つ
い
て
二
種
の
仏
身
ま
し
ま
す
、
一
に
は
法
性
法
身
と
ま
ふ
す
、
二
に
は
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
。

法
性
法
身
と
ま
ふ
す
は
、
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
も
お
よ
ば
ず
、
こ
と
ば

も
た
え
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
そ
の
御
す
が
た
に
、
法
蔵
比
丘
と

な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら
わ
し
た
ま
ふ
な
り
。…

…

し
か
れ
ば
、
阿
弥

陀
仏
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
也
と
し
る
べ
し
。28 

と
述
べ
ら
れ
る
。
右
で
は
、
無
色
無
形
で
衆
生
の
思
議
を
超
え
た
法
性
法
身
（
一
如
）
よ
り
方
便
法
身
と
い
う
「
か
た

ち
」
が
顕
現
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
名
の
り
四
十
八
願
を
建
て
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
阿
弥
陀
仏
で

あ
り
、
光
明
で
あ
り
、「
智
慧
の
か
た
ち
」
と
さ
れ
る
（
傍
線
部
）。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
「
阿
弥
陀
仏
」
と
「
光
明
」

と
「
智
慧
の
か
た
ち
」
に
二
種
法
身
の
構
造
を
与
え
て
い
る29

。 
 

さ
て
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
智
慧
の
か
た
ち
」
と
は
「
か
た
ち
」
と
い
う
か
ら
に
は
方
便
法
身
を
指
し
て
い
る
け
れ
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ど
も
、
そ
れ
は
単
な
る
有
相
で
は
な
い
。
先
述
し
た
通
り
、
方
便
法
身
と
法
性
法
身
は
由
生
由
出
・
亦
一
亦
異
の
関
係

に
あ
る
た
め
、
本
来
、
片
方
を
も
う
一
方
と
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
有
相
で
あ
り
な
が
ら
無
相
と
し
て

遍
満
す
る
。 

そ
の
点
は
、
智
慧
と
光
明
の
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。『
唯
信
鈔
文
意
』
で
は
「
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち

也
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
『
一
念
多
念
文
意
』
に
は
「
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り30

」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
光
明
と
智
慧
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る31

。
説
明
の
便
宜
上
、
光
明
＝

A
、
智
慧
＝

B
と

す
る
と
、
前
者
は
「

A
は

B
の
か
た
ち
」
と
い
わ
れ
、
後
者
は
「

B
は

A
の
か
た
ち
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
両

文
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

A
と

B
が
無
相
と
有
相
の
ど
ち
ら
に
も

、
、
、
、
、
限
定
、
、
さ
れ
な
い

、
、
、
、
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
親
鸞
に
と
っ
て
光
明
お
よ
び
智
慧
は
、
方
便
法
身
と
法
性
法
身
ど
ち
ら
に
も
限
定
さ
れ
な
い
概
念
と
解
さ
れ
て

い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
・
光
明
・
智
慧
は
共
通
し
て
二
種
法
身
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。『
唯
信
鈔
文
意
』
で

い
わ
れ
る
「
智
慧
の
か
た
ち
」
と
は
、
法
性
法
身
（
無
相
）
と
相
即
関
係
に
あ
る
方
便
法
身
（
有
相
）
と
捉
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。 
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第
二
項 

親
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
の
光
」 

論
述
の
便
宜
上
、
前
項
で
は
中
略
し
た
が
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。 

こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
そ
の
御
す
が
た
に
、
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ

て
、
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら
わ
し
た
ま
ふ
な
り
。…

…

こ
の
報
身
よ
り
応
・
化
等
の
無
量

無
数
の
身
を
あ
ら
わ
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
碍
の
智
慧
光
を
は
な
た
し
め
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
ま

ふ
す
ひ
か
り
の
御
か
た
ち
に
て…

…

。
し
か
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
也
と
し
る

べ
し
。32 

 

傍
線
部
で
は
、
報
身
よ
り
無
数
の
応
身
・
化
身
を
示
現
す
る
こ
と
と
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
無
碍
の
智
慧
光
を
放
つ
こ

と
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
報
身
・
応
化
身
が
智
慧
光
と
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
前
項
で
論

じ
た
通
り
、
親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
・
光
明
・
智
慧
（
の
相
）
に
二
種
法
身
の
構
造
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
報
身
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
は
も
ち
ろ
ん
、
智
慧
光

、
、
、
と
表
象
さ
れ
る
応
化
身
に
も
二
種
法
身
の
構
造
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的
に
は
応
化
身
は
阿
弥
陀
仏
に
等
し
い
存
在
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
項
で

は
、
親
鸞
の
著
述
の
中
か
ら
応
化
身
が
光
で
表
象
さ
れ
る
文
を
抽
出
し
、
そ
れ
が
光
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
意
義
を
述
べ
た

い
。 ま

ず
、「
教
文
類
」
で
は
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
五
徳
瑞
現
の
文
が
引
か
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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今
日
世
尊
、
諸
根
悦
予
し
姿
色
清
浄
に
し
て
、
光
顔
巍
巍
と
ま
し
ま
す
こ
と
明
ら
か
な
る
鏡
の
浄
き
影
、
表
裏
に

暢
る
が
如
し
。33 

 

こ
こ
で
は
、
釈
尊
が
弥
陀
三
昧
に
入
っ
て
い
る
際
に
、
光
り
輝
い
て
い
た
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
第
二
節

第
二
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
光
の
奇
瑞
相
は
説
法
と
関
連
し
て
い
た
。
ま
た
信
楽
峻
麿
に
よ
れ
ば
、
親
鸞
に
お
け
る
釈

尊
と
阿
弥
陀
仏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、（
１
）
阿
弥
陀
仏
と
釈
尊
の
別
立
、（
２
）
阿
弥
陀
仏
と
釈
尊
の
統
合
と
い
う
二

通
り
の
解
釈
が
あ
る34
。
い
ま
（
２
）
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
光
り
輝
く
釈
尊
は
名
号
法
を
説
く
た
め
に
あ
ら
わ
れ
た

阿
弥
陀
仏
の
応
身
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る35

。
こ
こ
に
五
徳
瑞
現
の
意
義
が
見
出
せ
よ
う36

。 
 

ま
た
、
親
鸞
は
自
身
の
師
で
あ
る
法
然
を
光
り
輝
く
存
在
と
讃
め
称
え
て
い
る
。『
高
僧
和
讃
』「
源
空
讃
」
で
は
、 

・
智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り 

本
師
源
空
あ
ら
は
れ
て 

 

浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
ゝ 

選
択
本
願
の
べ
た
ま
ふ37 

・
源
空
存
在
せ
し
と
き
に 

金
色
の
光
明
は
な
た
し
む 

 

禅
定
博
陸
ま
の
あ
た
り 

拝
見
せ
し
め
た
ま
ひ
け
り38 

・
源
空
光
明
は
な
た
し
め 

門
徒
に
つ
ね
に
み
せ
し
め
き 

 

賢
哲
・
愚
夫
も
え
ら
ば
れ
ず 

豪
貴
・
鄙
賤
も
へ
だ
て
な
し39 

 

右
で
は
、
法
然
が
智
慧
光
よ
り
示
現
し
て
選
択
本
願
を
説
い
た
と
か
、
法
然
の
放
っ
た
光
を
九
条
兼
実
や
門
徒
が
見

て
い
た
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
法
然
を
弥
陀
の
化
身40

ま
た
は
勢
至
菩
薩
の
化
身41

と
見
な
し
て
い
た
こ
と
か
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ら
、
光
り
輝
く
法
然
は
選
択
本
願
を
説
く
た
め
に
あ
ら
わ
れ
た
阿
弥
陀
仏
（
勢
至
菩
薩
）
の
化
身
と
い
え
る
。
こ
こ
に

親
鸞
が
法
然
を
光
で
表
徴
す
る
意
義
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、「
証
文
類
」
還
相
廻
向
釈
の
『
論
註
』
引
文
で
は
、
浄
土
の
菩
薩
の
還
来
穢
国
の
相
、
つ
ま
り
還
相
の
菩

薩
が
光
で
表
象
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
一
に
は
一
仏
土
に
於
い
て
身
動
揺
せ
ず
し
て
十
方
に
遍
す
、
種
々
に
応
化
し
て
実
の
如
く
修
行
し
て
常
に
仏
事

を
作
す
。
偈
に
「
安
楽
国
は
清
浄
に
し
て
、
常
に
無
垢
の
輪
を
転
ず
、
化
仏
・
菩
薩
は
、
日
の
須
弥
に
住
持
す

る
が
如
き
の
故
」
と
言
へ
り
。…
…

八
地
已
上
の
菩
薩
は
、
常
に
三
昧
に
在
し
て
、
三
昧
力
を
以
て
身
本
処
を

動
ぜ
ず
し
て
能
く
遍
く
十
方
に
至
り
て
、
諸
仏
を
供
養
し
、
衆
生
を
教
化
す
。…

…

法
身
は
日
の
如
く
し
て
応

化
身
の
光
諸
の
世
界
に
遍
す
る
な
り
。42 

 

・
二
つ
に
は
彼
の
応
化
身
、
一
切
の
時
、
前
な
ら
ず
後
な
ら
ず
、
一
心
一
念
に
大
光
明
を
放
ち
て
、
悉
く
能
く
遍

く
十
方
世
界
に
至
り
て
、
衆
生
を
教
化
す
。
種
々
に
方
便
し
、
修
行
所
作
し
て
、
一
切
衆
生
の
苦
を
滅
除
す
る

が
故
に
。
偈
に
「
無
垢
荘
厳
の
光
、
一
念
及
び
一
時
に
、
遍
く
諸
仏
の
会
を
照
ら
し
て
、
諸
の
群
生
を
利
益
す

る
故
に
」
と
言
へ
り
。43 
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こ
の
二
文
で
は
、
還
相
の
菩
薩
（
浄
土
の
菩
薩
）
が
身
を
浄
土
に
置
い
た
ま
ま
で
、
十
方
世
界
に
至
り
諸
仏
を
供
養

し
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
（
不
動
而
至
の
徳
）
と
、
一
念
同
時
に
十
方
世
界
に
来
至
し
て
衆
生
を
利
益
す
る
こ
と
（
一

念
遍
至
の
徳
）
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
化
活
動
が
「
応
化
身
の
光
」
ま
た
は
「
無
垢
荘
厳
の
光
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
釈
尊
と
法
然
は
親
鸞
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
応
身
・
化
身
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
還
相
の
菩
薩
の

場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、「
証
文
類
」
冒
頭
に
お
け
る
所
謂
「
主
伴
同
証
」
の
文
が
参
考
に
な

る
。 

煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な

り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
故
に
必
ず
滅
度
に
至
る
。
必
ず
滅
度
に
至
る
は
即
ち
是
れ…

…

一
如
な
り
。
然
れ
ば
、

弥
陀
如
来
は
如
よ
り
来
生
し
て
、
報
・
応
・
化
種
種
の
身
を
示
し
現
じ
た
ま
ふ
な
り
。44 

 

こ
こ
で
は
、
往
相
廻
向
の
行
信
を
得
た
凡
夫
の
真
実
証
が
滅
度
か
ら
一
如
ま
で
の
転
釈
で
示
さ
れ
、
そ
の
結
び
に

は
、
一
如
か
ら
来
生
し
た
阿
弥
陀
仏
が
報
身
・
応
身
・
化
身
と
い
っ
た
様
々
な
相
を
示
現
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
傍
線
部
）。
す
な
わ
ち
、
浄
土
で
滅
度
に
至
っ
て
衆
生
済
度
の
た
め
に
還
来
穢
国
す
る
相
が
、
阿
弥
陀
仏
の
具
体
相

（
報
・
応
・
化
身
）
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
は
還
相
の
菩
薩
を
阿
弥
陀
仏
に
等
し
く
衆
生
済
度
す

る
存
在
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
還
相
の
菩
薩
が
「
応
化
身
の
光
」
と
表
象
さ
れ
る
意
義
を
見
出
せ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
釈
尊
・
法
然
・
還
相
の
菩
薩
の
三
者
は
阿
弥
陀
仏
と
等
し
い
存
在
と
な
り
、
名
号
の
伝
達
者
と
な
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る
。
親
鸞
の
著
述
の
中
で
応
化
身
が
光
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
意
義
は
、
弥
陀
と
の
等
質
性
に
あ
る
。 

 
た
だ
し
、
親
鸞
は
応
化
身
を
中
心
に
衆
生
済
度
を
語
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
救
い
の
中
心
は
報
身

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
ま
た
は
名
号
で
あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
節
で
「
心
光
」
を
考
察
す
る
際
に
確
認
す
る
。 

  

第
三
節 

親
鸞
の
心
光
観 

第
一
項 

阿
弥
陀
仏
の
心 

 
 

親
鸞
の
著
述
に
お
け
る
「
心
光
」
の
用
例
は
、
善
導
ま
た
は
法
然
に
比
べ
れ
ば
多
い
。
特
に
「
信
文
類
」
で
は
、
阿

弥
陀
仏
か
ら
廻
向
さ
れ
る
信
心
の
異
名
が
「
心
光
摂
護
の
一
心45

」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
獲
信
者
が
現
生
で
得
る
十
益
の

一
つ
と
し
て
「
心
光
常
護
の
益46

」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
「
心
光
」
が
信
心
と
関
連
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、「
心
光
」
は
信
心
の
内
容
で
あ
る
三
心
（
至
心
・
信
楽
・
欲
生
）
の
中
で
も
至
心

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
項
で
は
至
心
を
め
ぐ
っ
て
親
鸞
独
自
の
心
光
観
を
論
じ
て
み
た
い
。 

『
一
念
多
念
文
意
』
で
は
、『
観
念
法
門
』
所
説
の
「
彼
仏
心
光
常
照
是
人
、
摂
護
不
捨
」
が
次
の
よ
う
に
釈
さ
れ

て
い
る
。 

「
仏
心
光
」
と
ま
ふ
す
は
、
無
碍
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
と
ま
ふ
す
な
り
。「
常
照
是
人
」
と
い
ふ
は
、「
常
」
は
つ
ね
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な
る
こ
と
、
ひ
ま
な
く
た
え
ず
と
い
ふ
な
り
。「
照
」
は
て
ら
す
と
い
ふ
。
と
き
を
き
ら
は
ず
、
と
こ
ろ
を
へ
だ

て
ず
、
ひ
ま
な
く
真
実
信
心
の
ひ
と
お
ば
つ
ね
に
て
ら
し
ま
も
り
た
ま
ふ
な
り
。
か
の
仏
心
に
つ
ね
に
ひ
ま
な
く

ま
も
り
た
ま
へ
ば
、
弥
陀
仏
お
ば
不
断
光
仏
と
ま
ふ
す
な
り
。…

…

「
不
捨
」
と
い
ふ
は
、
信
心
の
ひ
と
を
、
智

慧
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
に
お
さ
め
ま
も
り
て
、
心
光
の
う
ち
に
、
と
き
と
し
て
す
て
た
ま
は
ず
と
し
ら
し
め
む
と
ま

ふ
す
御
の
り
な
り
。47 

す
な
わ
ち
、
心
光
と
は
「
無
碍
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
」「
智
慧
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
」
（
傍
線
部
）
で
あ
り
、
そ
の
仏
心

は
真
実
信
心
を
得
た
人
を
常
に
照
護
ま
た
は
摂
護
し
て
捨
て
な
い
と
い
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
仏
心
光
が
阿

弥
陀
仏
の
心
と
釈
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
心
光
」
を
字
面
通
り
釈
せ
ば
、「
心
の
光
」
あ
る
い
は
「
心
が
放
つ
光
」

と
な
り
そ
う
だ
が
、
親
鸞
が
主
眼
を
置
い
て
い
る
の
は
「
光
」
で
は
な
く
「
心
」
で
あ
る48

。 

同
様
の
釈
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
も
確
認
で
き
る
。
同
書
に
は
略
本
と
広
本
が
あ
っ
て
、
略
本
で
は
「
仏
心
光

に
お
さ
め
と
り
た
ま
ふ
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
広
本
で
は
「
仏
心
の
お
さ
め
と
り
た
ま
ふ
」
と
な
っ
て
い
る49

。
広

本
は
略
本
の
後
に
撰
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
親
鸞
が
注
意
を
払
っ
て
「
仏
心
光
」
を
「
仏
心
」
と
書
き
直
し
た
こ
と
が

窺
え
る50

。 

そ
れ
で
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
心
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、『
一
念
多
念
文
意
』
に

お
け
る
本
願
成
就
文
の
釈
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

「
至
心
廻
向
」
と
い
ふ
は
、「
至
心
」
は
真
実
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
、
真
実
は
阿
弥
陀
如
来
の
御
こ
ゝ
ろ
な
り
。
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「
廻
向
」
は
本
願
の
名
号
を
も
て
十
方
の
衆
生
に
あ
た
へ
た
ま
ふ
御
の
り
な
り
。51 

 
傍
線
部
か
ら
、
至
心
＝
真
実
＝
阿
弥
陀
仏
の
心
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
波
線
部
で
は
至
心
は
本
願
の
名
号
を
も
っ

て
衆
生
に
廻
向
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
心
と
は
真
実
（
さ
と
り
）
で
あ

り
、
そ
れ
は
名
号
と
し
て
廻
向
さ
れ
る
。 

ま
た
、
同
書
に
お
い
て
親
鸞
は
煩
悩
を
抱
え
る
凡
夫
が
阿
弥
陀
仏
の
心
に
摂
取
さ
れ
る
こ
と
を
、
二
河
譬
を
用
い

て
説
明
し
て
い
る
。 

「
凡
夫
」
と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
み
に
み
ち
み
ち
て
、
欲
も
お
ほ
く
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、

ね
た
む
こ
ゝ
ろ
お
ほ
く
ひ
ま
な
く
し
て
、
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
、
と
ゞ
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と
、

水
火
二
河
の
た
と
え
に
あ
ら
わ
れ
た
り
。
か
ゝ
る
あ
さ
ま
し
き
わ
れ
ら
、
願
力
の
白
道
を
一
分
二
分
や
う
や
う

づ
ゝ
あ
ゆ
み
ゆ
け
ば
、
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
の
御
こ
ゝ
ろ
に
お
さ
め
と
り
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に…

…
52 

 

す
な
わ
ち
、
水
火
の
二
河
の
内
側
に
あ
っ
て
、
臨
終
の
一
念
に
至
る
ま
で
「
無
明
煩
悩
」
に
苛
ま
れ
な
が
ら
生
き
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
凡
夫
が
、
本
願
力
の
白
道
を
少
し
ず
つ
歩
み
行
け
ば
「
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
の
御
こ
ゝ
ろ
」
に

摂
め
取
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
衆
生
の
「
無
明
煩
悩
」
と
「
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
の
御
こ
ゝ
ろ
」
と
が
対
照
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、「
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
の
御
こ
ゝ
ろ
」
が
心
光
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

衆
生
の
無
明
煩
悩
と
阿
弥
陀
仏
の
心
を
対
置
さ
せ
る
文
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、「
信
文
類
」
至
心
釈
に
お
け
る

以
下
の
文
で
あ
る
。 
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…
…

一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り
已
来
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
無
し
、
虚

仮
諂
偽
に
し
て
真
実
の
心
無
し
。
是
を
以
て
如
来
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
於

い
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ふ
し
時
、
三
業
の
所
修
、
一
念
一
刹
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
無
し
、
真
心
な
ら

ざ
る
こ
と
無
し
。
如
来
清
浄
の
真
心
を
以
て
、
円
融
無
碍
不
可
思
議
不
可
称
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
へ
り
。

如
来
の
至
心
を
以
て
、
諸
有
の
一
切
煩
悩
悪
業
邪
智
の
群
生
海
に
回
施
し
た
ま
へ
り
。
則
ち
是
れ
利
他
の
真
心
を

彰
す
、
故
に
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
無
し
。
是
の
至
心
は
則
ち
是
れ
至
徳
の
尊
号
を
其
の
体
と
為
る
な
り
。53 

 

す
な
わ
ち
、
は
か
り
知
れ
な
い
昔
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
衆
生
に
は
清
浄
心
も
な
く
真
実
心
も
な
か
っ
た
。
そ
れ

を
覩
見
し
た
法
蔵
菩
薩
が
憐
れ
ん
で
、
清
浄
心
・
真
実
心
を
も
っ
て
兆
載
永
劫
の
修
行
を
積
み
、
円
融
無
碍
不
可
思
議

不
可
称
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
。
そ
し
て
、
如
来
の
至
心
（
清
浄
心
・
真
実
心
）
は
煩
悩
悪
業
邪
智
の
衆
生
に
廻

向
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
至
心
は
名
号
を
体
と
す
る
た
め
、
至
心
の
ま
ま
で
は
な
く
至
徳
の
名
号
と
し
て
廻
向
さ
れ
る54

。

『
正
像
末
和
讃
』「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
に
「
無
慚
無
愧
の
こ
の
身
に
て
、
ま
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
は
な
け
れ
ど
も
、
弥
陀

の
廻
向
の
御
名
な
れ
ば
、
功
徳
は
十
方
に
み
ち
た
ま
ふ55

」
と
詠
わ
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
至
心
釈
の
意
を
よ
く
あ
ら

わ
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
「
心
光
」
を
阿
弥
陀
仏
の
心
と
解
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
心
と
は
至
心
（
真
実
心
・
清

浄
心
）
ひ
い
て
は
真
実
（
さ
と
り
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
至
心
は
名
号
と
し
て
衆
生
に
廻
向
さ
れ
る
。
親
鸞
が

「
心
光
」
を
光
で
は
な
く
「
心
」
と
捉
え
る
の
は
、
真
実
心
が
な
く
無
明
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
衆
生
に
対
照
ま
た
は
対
応
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さ
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
第
二
項 

親
鸞
の
聖
衆
観 

善
導
は
「
心
光
」
を
聖
衆
に
よ
る
影
護
と
解
し
て
い
た
（
第
三
章
第
二
節
第
三
項
参
照
）。
そ
れ
と
近
似
し
た
思
想

は
親
鸞
の
著
述
に
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、『
浄
土
和
讃
』「
現
世
利
益
和
讃
」
で
は
「
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
に
は
、

無
数
の
阿
弥
陀
ま
し
ま
し
て
、
化
仏
お
の
お
の
こ
と
ご
と
く
、
真
実
信
心
を
ま
も
る
な
り56

」
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
親
鸞
に
と
っ
て
心
光
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
の
真
実
心
は
名
号
と
し
て
廻
向
さ
れ
る
。

そ
れ
と
同
様
に
、
聖
衆
の
影
護
は
光
明
か
ら
名
号
の
用
き
へ
と
捉
え
直
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
そ
う
い
っ
た
親
鸞
の
聖

衆
観
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。 

『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
は
、
法
然
に
対
す
る
讃
（
隆
寛
作
）
を
釈
す
る
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

「
能
念
皆
見
化
仏
菩
薩
」
と
ま
ふ
す
は
、「
能
念
」
は
よ
く
名
号
を
念
ず
と
也
、
よ
く
念
ず
と
ま
ふ
す
は
ふ
か
く

信
ず
る
也
。「
皆
見
」
と
い
ふ
は
、
化
仏
・
菩
薩
を
み
む
と
お
も
ふ
人
は
み
な
み
た
て
ま
つ
る
也
。「
化
仏
菩
薩
」

と
ま
ふ
す
は
、
弥
陀
の
化
仏
、
観
音
・
勢
至
等
の
聖
衆
な
り
。57 

 

傍
線
部
で
は
化
仏
・
菩
薩
な
ど
の
聖
衆
に
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
み
む
と
お
も
ふ
人
は
み
な
み
た
て
ま
つ
る
」
と
観

想
念
仏
を
勧
め
る
か
の
よ
う
な
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
波
線
部
を
見
る
と
「
名
号
を
念
ず
」
と
あ
る
た
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め
、
化
仏
・
菩
薩
を
見
る
こ
と
は
名
号
を
念
ず
る
利
益
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
見
方
は
、
法
然
が

す
べ
て
の
功
徳
を
名
号
に
含
ま
せ
る
姿
勢
を
踏
襲
し
た
も
の
と
い
え
る
。 

ま
た
、
同
様
の
思
想
が
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
も
確
認
で
き
る
。
同
書
で
は
、『
五
会
法
事
讃
』
の
文
を
釈
し
て
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

「
観
音
勢
至
自
来
迎
」
と
い
ふ
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
は
智
慧
の
名
号
な
れ
ば
、
こ
の
不
可
思
議
光
仏
の
御
な
を
信

受
し
て
憶
念
す
れ
ば
、
観
音
・
勢
至
は
か
な
ら
ず
か
げ
の
か
た
ち
に
そ
え
る
が
ご
と
く
な
り
。
こ
の
無
碍
光
仏
は

観
音
と
あ
ら
わ
れ
、
勢
至
と
し
め
す
。…

…

「
自
来
迎
」
と
い
ふ
は
、「
自
」
は
み
づ
か
ら
と
い
ふ
な
り
。
弥
陀

無
数
の
化
仏
・
無
数
の
化
観
音
・
化
大
勢
至
等
の
無
量
無
数
の
聖
衆
み
づ
か
ら
つ
ね
に
、
と
き
を
き
ら
は
ず
、
と

こ
ろ
を
へ
だ
て
ず
、
真
実
信
心
を
え
た
る
ひ
と
に
そ
ひ
た
ま
ひ
て
ま
も
り
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
、
み
づ
か
ら
と
ま
ふ
す

な
り
。58 

す
な
わ
ち
、「
智
慧
の
名
号
」
を
信
受
し
て
憶
念
す
れ
ば
、
そ
の
「
真
実
信
心
」
を
得
た
者
を
観
音
・
勢
至
菩
薩
、

化
仏
・
化
菩
薩
な
ど
が
時
処
を
選
ば
ず
影
護
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
観
音
・
勢
至
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
と
も
見
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
名
号
ま
た
は
阿
弥
陀
仏
の
用
き
の
上
に
聖
衆
の
影
護
が
成
立
し
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

聖
衆
の
存
在
は
名
号
・
阿
弥
陀
仏
に
統
摂
さ
れ
て
い
る59

。 

さ
ら
に
、
阿
弥
陀
仏
が
統
摂
す
る
範
囲
は
諸
仏
に
ま
で
及
ぶ
。
先
の
文
の
前
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。 
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…
…

無
碍
光
仏
の
御
か
た
ち
は
、
智
慧
の
ひ
か
り
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
に
、
こ
の
仏
の
智
願
海
に
す
ゝ
め
い
れ
た

ま
ふ
な
り
。
一
切
諸
仏
の
智
慧
を
あ
つ
め
た
ま
へ
る
御
か
た
ち
な
り
。
光
明
は
智
慧
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。

60 阿
弥
陀
仏
の
か
た
ち
は
「
智
慧
の
ひ
か
り
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
一
切
諸
仏
の
智
慧
」
を
集
め
た
か
た
ち
で
あ
る

と
い
う
。
つ
ま
り
、
諸
仏
の
智
慧
は
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
親
鸞
が
「
諸
仏
」

の
語
を
出
す
の
は
、
参
照
元
の
『
唯
信
鈔
』（
聖
覚
著
）
が
第
十
七
願
（
諸
仏
称
名
の
願
）
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
同
書
に
は
諸
仏
を
阿
弥
陀
仏
に
統
摂
さ
せ
る
旨
は
記
さ
れ
て
い
な
い61

。
ゆ
え
に
、
こ
れ
は
親
鸞
独

自
の
解
釈
と
い
え
よ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
観
音
・
勢
至
を
含
む
聖
衆
ひ
い
て
は
諸
仏
を
名
号
・
阿
弥
陀
仏
に
統
摂
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
「
智
慧
の
ひ
か
り
」
と
は
、
弥
陀
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
諸
仏
・
聖
衆
の
存
在
を
も
含
め
た
表
現
と
い
え
る
。 

  第
四
節 

隆
寛
・
明
恵
と
の
比
較 

第
一
項 

隆
寛
の
光
明
思
想 

隆
寛
は
、
法
然
か
ら
『
選
択
集
』
を
伝
授
さ
れ
な
が
ら
も
、
天
台
沙
門
の
地
位
を
保
持
す
る
と
い
う
特
殊
な
立
場
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に
い
た

62

。
ゆ
え
に
、「
実
際
は
法
然
聖
人
の
門
弟
と
い
う
よ
り
は
、
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
客
分
の
よ
う
な
扱
い
を

受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う63

」
と
い
う
の
が
、
先
行
研
究
に
よ
る
隆
寛
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
親

鸞
は
隆
寛
の
著
述
で
あ
る
『
一
念
多
念
分
別
事
』
や
『
自
力
他
力
事
』、『
後
世
物
語
聞
書
』（
た
だ
し
、
隆
寛
の
弟
子

の
聞
書
と
さ
れ
る
）
を
度
々
書
写
し
て
門
弟
に
贈
っ
た
り
、『
一
念
多
念
分
別
事
』
を
注
釈
し
て
『
一
念
多
念
文
意
』

を
著
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隆
寛
の
思
想
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い64

。 
 

そ
れ
で
は
、
隆
寛
は
光
明
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、「
名
号
」「
身
光
」「
智
慧
」「
光
明

の
種
別
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
隆
寛
の
光
明
思
想
の
特
徴
を
論
じ
る
。
そ
の
際
に
、
親
鸞
の
光
明
思
想
と
の
比
較
も

お
こ
な
い
、
両
者
の
共
通
点
と
相
違
点
を
指
摘
す
る
。 

隆
寛
の
光
明
思
想
の
特
徴
は
、
光
明
と
名
号
を
重
ね
て
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
弥
陀
本
願
義
』

に
は
「
光
明
は
便
ち
名
号
の
用
な
り
」
と
か
「
光
明
と
名
号
と
は
其
の
体
是
れ
一
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
光
明
は
名
号

の
用
き
で
あ
り
、
両
者
の
体
は
一
つ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
親
鸞
は
光
明
が
名
号
の
用
き
で
あ
る
と
か
、
両
者
の

体
が
一
つ
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
が
隆
寛
の
思
想
を
引
き
継
い
で
い

る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
名
号
を
光
明
と
同
程
度
に
重
要
視
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て

い
る
。 

ま
た
、
隆
寛
は
光
明
を
基
本
的
に
身
光
と
見
な
す
。
先
に
引
用
し
た
『
弥
陀
本
願
義
』
の
二
文
の
直
後
で
は
、『
観

経
』
を
引
い
て
「
無
量
寿
仏
に
八
万
四
千
の
相
有
り
。
一
々
の
相
に
各
八
万
四
千
の
随
形
好
有
り
。
一
々
の
好
に
復
た
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八
万
四
千
の
光
明
有
り
。
一
々
の
光
明
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
号
の
用
き
で

あ
る
光
明
は
、『
観
経
』
に
基
づ
く
身
光
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
解
釈
は
『
散
善
義
問
答
』
に
も
あ
っ
て
、
そ

こ
で
は
「
凡
そ
弥
陀
如
来
は
名
号
・
相
好
・
光
明
、
乃
至
地
上
・
地
下
の
一
切
荘
厳
等
、
偏
に
求
念
す
る
者
に
施
さ
む

が
為
に
成
就
す
る
所
な
り

65

」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
相
好
」
と
「
光
明
」
が
並
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

光
明
も
ま
た
身
光
と
解
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
弥
陀
の
光
明
に
関
し
て
心
光
に
は
言
及
せ
ず
、
身
光
で
取
り
切
る

姿
勢
は
親
鸞
と
異
な
る
。 

 

し
か
し
一
方
で
、
隆
寛
は
光
明
を
智
慧
と
も
捉
え
る
。『
論
註
』
を
引
い
て
「
仏
の
光
明
は
是
れ
智
慧
の
相
な
り

66

」

（『
具
三
心
義
』）
と
か
、「
彼
の
土
の
光
明
は
如
来
の
智
慧
の
報
よ
り
起
こ
れ
り
。
之
に
触
る
れ
ば
、
無
明
の
黒
闇
終

に
必
ず
消
除
す
。
光
明
は
慧
に
非
ず
し
て
、
能
く
慧
の
用
と
為
す67

」（『
弥
陀
本
願
義
』）
と
述
べ
て
い
る
。『
論
註
』

を
参
考
に
し
て
光
明
を
智
慧
と
解
す
る
点
は
親
鸞
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
の
二
文
は
引
用
さ
れ
る
の
み
で
、

そ
れ
以
上
の
解
釈
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
の
よ
う
に
智
慧
（
光
明
）
を
二
種
法
身
説
と
関
連
さ
せ

る
よ
う
な
趣
旨
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

最
後
に
、
隆
寛
の
光
明
思
想
と
し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
点
は
、
光
の
種
別
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
弥
陀
本
願
義
』
で
は
、
第
十
二
願
の
光
明
と
第
三
十
三
願
（
隆
寛
に
よ
れ
ば
光
触
身
柔
軟
の
願
）
の
光
明
と
の
区
別

に
つ
い
て
問
答
を
設
け
、
そ
の
答
え
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

答
ふ
、
若
し
仏
身
に
約
す
れ
ば
、
本
願
所
成
の
光
明
其
の
体
全
く
異
無
し
。
所
化
の
機
に
約
す
れ
ば
、
上
は
遍
照
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の
常
光
な
り
。
今
は
摂
取
の
光
な
り
。68 

 
す
な
わ
ち
、
弥
陀
の
仏
身
に
約
す
れ
ば
、
本
願
所
成
と
し
て
二
光
の
体
は
一
つ
で
あ
る
が
、
衆
生
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

第
十
二
願
の
光
明
は
「
遍
照
の
常
光
」、
第
三
十
三
願
の
光
明
は
「
摂
取
の
光
」
に
区
別
で
き
る
と
い
う

69

。
法
然
は

光
明
を
常
光
と
神
通
光
（
摂
取
光
）
と
に
区
別
し
て
い
た
が
、
隆
寛
に
よ
る
光
の
種
別
は
、
法
然
の
そ
れ
と
近
似
し
た

分
け
方
で
あ
る
。
一
方
、
親
鸞
は
光
明
の
種
別
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
か
か
る
点
も
隆
寛
と
親
鸞
の
相
違
点

と
い
え
る
。 

 

以
上
、「
名
号
」「
身
光
」「
智
慧
」「
光
明
の
種
別
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
隆
寛
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。 

 

第
二
項 

隆
寛
の
至
誠
心
釈 

隆
寛
と
親
鸞
の
間
で
最
も
近
似
し
た
思
想
は
、
真
実
心
に
対
す
る
見
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
は
『
観
経
』

所
説
の
至
誠
心
を
真
実
心
と
捉
え
、
そ
れ
を
阿
弥
陀
仏
の
側
に
求
め
る
。
ま
た
、
親
鸞
は
弥
陀
の
真
実
心
を
心
光
と
解

し
て
い
る
（
本
章
第
三
節
第
一
項
参
照
）。
本
項
で
は
、
隆
寛
の
至
誠
心
釈
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
の
真

実
心
（
心
光
）
理
解
の
独
自
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。 

ま
ず
は
、
隆
寛
が
真
実
心
と
見
な
す
至
誠
心
と
は
何
か
を
確
認
し
て
お
く
。
至
誠
心
と
は
『
観
経
』
で
説
か
れ
る

上
品
上
生
者
が
発
す
三
種
の
心
（
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
）
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
釈
し
た
『
観
経
疏
』
で
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は
、「「
至
」
と
は
真
な
り
、「
誠
」
と
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
所
修
の
解
行
、
必
ず
須
ら
く
真
実
の
中
に

作
す
べ
き
こ
と
を
明
さ
む
と
欲
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
善
導
は
至
誠
心
を
衆
生
が
発
す
べ
き
真
実
心
と

解
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
隆
寛
の
至
誠
心
釈
は
真
実
心
を
衆
生
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏
の
側
に
求
め
る
。『
具
三
心
義
』
で
は
、
真

実
心
と
名
づ
け
る
所
以
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

凡
夫
の
心
を
以
て
真
実
と
為
す
に
は
あ
ら
ず
。
弥
陀
の
願
を
以
て
真
実
と
為
す
。
真
実
の
願
に
帰
す
る
心
な
る
が

故
に
、
所
帰
の
願
に
約
し
て
真
実
心
と
名
づ
く
。70 

す
な
わ
ち
、
真
実
と
は
凡
夫
の
心
で
は
な
く
、
弥
陀
の
願
を
指
す
。
所
帰
の
願
が
真
実
だ
か
ら
こ
そ
真
実
心
と
呼

ぶ
と
す
る
。
同
様
の
内
容
は
『
散
善
義
問
答
』
に
も
確
認
で
き
る
。 

本
願
真
実
な
る
が
故
に
之
に
帰
す
る
心
を
名
づ
け
て
真
実
と
為
す
。
本
願
所
成
の
真
実
の
土
を
望
む
心
な
る
が
故

に
名
づ
け
て
真
実
と
為
す
。71 

す
な
わ
ち
、
本
願
が
真
実
で
あ
る
か
ら
、
本
願
に
帰
す
る
心
を
真
実
と
す
る
。
ま
た
、
本
願
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ

た
真
実
な
る
土
（
浄
土
）
を
望
む
心
を
真
実
と
す
る
。 

他
方
、
親
鸞
は
「
信
文
類
」
至
誠
心
釈
に
お
い
て
、「
散
善
義
」
所
説
の
「
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
所
修
の
解
行
、

必
ず
須
ら
く
真
実
心
の
中
に
作
す
べ
き
こ
と
を
明
か
さ
む
と
欲
す
」（
当
面
）
と
あ
る
の
を
、「…

…

必
ず
真
実
心
の
中

に
作
し
た
ま
へ
る
を
須
ゐ
む
こ
と
を
明
か
さ
む
と
欲
す
」
と
読
ん
で
い
る72

。
こ
れ
は
至
誠
心
（
真
実
心
）
が
衆
生
の
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心
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
心
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
読
み
方
で
あ
る
。 

ま
た
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
第
十
八
願
文
の
「
至
心
」
を
釈
し
て
、 

「
至
心
」
は
真
実
と
ま
ふ
す
な
り
、
真
実
と
ま
ふ
す
は
如
来
の
御
ち
か
い
の
真
実
な
る
を
至
心
と
申
す
な
り
。
煩

悩
具
足
の
衆
生
は
、
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な
し
、
濁
悪
邪
見
の
ゆ
へ
な
り
。73 

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
凡
夫
の
心
で
は
な
く
、
弥
陀
の
誓
願
を
真
実
と
す
る
点
は
隆
寛
と
共
通
し
て
い
る74

。 

し
か
し
、
隆
寛
は
衆
生
の
も
つ
真
実
心
を
完
全
に
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。『
具
三
心
義
』
に
お
い
て
「
所
帰
の

願
真
実
な
る
が
故
に
、
能
帰
の
心
を
真
実
心
と
名
づ
く
る
な
り75

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
真
実
心
を
衆
生
の
側
（
能
帰

の
心
）
に
引
き
寄
せ
て
い
る
面
も
確
認
で
き
る
。 

一
方
、
親
鸞
は
『
正
像
末
和
讃
』「
愚
禿
悲
歎
述
懐
讃
」
に
お
い
て
「
浄
土
真
宗
に
帰
す
れ
ど
も
、
真
実
の
心
は
あ

り
が
た
し
、
虚
仮
不
実
の
わ
が
身
に
て
、
清
浄
の
心
も
さ
ら
に
な
し76

」
と
詠
う
よ
う
に
、
本
願
の
教
え
に
帰
入
し
た

後
さ
え
も
真
実
心
を
衆
生
の
側
に
属
さ
せ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
親
鸞
と
隆
寛
の
相
違
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
色
井
秀
譲
は
「
親
鸞
で
は
凡
夫
の
側
の
真
実
を
認
め
な
い
ゆ
き
か
た
を
貫
い
て
い
る
が
、
隆
寛
は
凡
夫

の
真
実
を
否
定
す
る
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
そ
の
真
実
が
あ
り
得
る
と
す
る
方
向
に
む
か
っ
て
い
る77

」
と
述
べ
て
い

る
。 こ

の
よ
う
に
、
衆
生
の
側
に
真
実
性
を
認
め
な
い
点
は
、
隆
寛
よ
り
も
親
鸞
の
方
が
強
い
と
い
え
る
。
換
言
す
る

な
ら
ば
、
真
実
の
有
無
と
い
う
点
で
、
阿
弥
陀
仏
の
心
と
衆
生
の
心
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
が
親
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鸞
で
あ
る
。 

 
第
三
項 

明
恵
の
心
光
観 

明
恵
が
法
然
の
示
寂
し
た
直
後
に
『
摧
邪
輪
』
を
著
し
て
『
選
択
集
』
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
本
項
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
批
判
の
中
で
も
法
然
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
井
上
善
幸
に
よ
る
先
行
研
究78

が
あ
る
。
氏
は
、
親
鸞
に
お
け
る
「
摂
取
心
光
」
の
思
想
的
展
開
に
は
明
恵

の
論
難
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
明
恵
と
親
鸞
の
心
光
観
を
め
ぐ
る
摂
不
摂
の
問
題
を
取
り

上
げ
て
、「
明
恵
が
浄
念
の
有
無
に
よ
っ
て
摂
不
摂
を
論
じ
る
の
に
対
し
、
親
鸞
は
本
願
力
回
向
の
信
心
と
自
力
の
執

心
に
よ
っ
て
摂
不
摂
を
論
じ
て
い
る
」
と
述
べ
る79

。
浄
念
と
信
心
の
対
比
に
よ
っ
て
両
者
の
心
光
観
の
相
違
を
論
じ

る
点
は
、
本
研
究
に
お
い
て
大
い
に
参
考
に
な
る
。 

し
か
し
、
筆
者
は
信
心
で
は
な
く
「
清
浄
心
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
親
鸞
は
心
光
を
阿
弥
陀
仏
の

清
浄
心
と
も
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
本
章
第
三
節
第
一
項
参
照
）。
併
せ
て
、
浄
念
と
清
浄
心
は
「
浄
」
が
共
通

項
と
な
る
た
め
、
比
較
対
照
し
易
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
明
恵
の
批
判
す
る
内
容
お
よ
び
心
光
観
を
確
認
し
、
そ
の
上

で
明
恵
と
親
鸞
の
心
光
観
を
比
較
す
る
。 

明
恵
が
法
然
の
光
明
思
想
に
対
し
て
批
判
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
身
光
と
心
光
の
区
別
を
曖
昧
に
し
て
い
る
点
で
あ
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る
。『
選
択
集
』
摂
取
章
の
冒
頭
に
は
、「
弥
陀
の
光
明
余
行
の
者
を
照
ら
さ
ず
、
唯
だ
念
仏
の
行
者
を
摂
取
す
る
文80

」

と
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
摧
邪
輪
』
は
次
の
よ
う
に
論
難
し
て
い
る
。 

汝
の
『
集
』
に
此
等
の
文
を
出
だ
し
て
、
身
光
を
し
て
十
方
衆
生
に
照
ら
さ
ざ
ら
し
め
、
亦
た
身
心
二
光
を
分
け

ず
。
若
し
汝
の
所
解
の
ご
と
き
は
、
弥
陀
如
来
を
し
て
大
悲
不
遍
の
過
有
ら
し
む
。81 

す
な
わ
ち
、
弥
陀
は
身
光
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
照
ら
す
に
も
関
わ
ら
ず
、『
選
択
集
』
に
は
「
弥
陀
の
光
明

余
行
の
者
を
照
ら
さ
ず
」
と
あ
っ
て
、
光
照
さ
れ
な
い
者
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
弥
陀
の
大
悲
が
あ
ら
ゆ
る
者
に

行
き
届
か
な
い
と
い
う
過
失
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
明
恵
が
こ
の
よ
う
に
批
判
す
る
の
は
、
自
身
が
身
心
二

光
に
関
し
て
「
照
」
と
「
摂
」
の
区
別
を
明
確
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

阿
弥
陀
仏
に
二
光
有
り
。
一
に
は
身
光
、
二
に
は
心
光
な
り
。〈
常
途
に
は
「
身
光
」「
智
光
」
と
曰
ふ
〉。
身
光

は
遍
く
十
方
世
界
の
衆
生
を
照
ら
す
。…

…

心
光
は
専
念
の
人
を
照
摂
す
。
雑
業
を
摂
せ
ず
。
此
の
釈
に
准
ず
る

に
、
専
念
の
人
は
身
心
二
光
の
照
触
を
蒙
る
。
雑
業
の
人
は
唯
だ
身
光
の
照
触
を
蒙
る
な
り
。82 

 

す
な
わ
ち
、
弥
陀
の
光
明
に
は
身
光
と
心
光
（
智
光
）
の
二
種
が
あ
る
。
身
光
と
は
す
べ
て
の
衆
生
を
遍
く
照、
ら
す

光
で
あ
り
、
心
光
と
は
専
念
す
る
人
を
照
摂
、
、
す
る
光
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
専
念
の
人
は
身
心
二
光
に
よ
っ
て
照、
ら

さ
れ
る
の
に
対
し
、
雑
業
の
人
は
身
光
に
し
か
照、
ら
さ
れ
な
い
。 

 

そ
し
て
、
明
恵
は
心
光
を
詳
し
く
解
説
す
る
。 

今
言
ふ
所
の
心
光
と
は
、『
荘
厳
論
』
に
云
は
く
、「
能
取
及
び
所
取
、
此
の
二
は
唯
だ
心
光
な
り
。
貪
光
及
び
信
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光
の
二
光
に
二
体
無
し
」
と
。『
瑜
伽
論
』
に
三
種
の
光
明
を
出
だ
す
中
、「
法
光
明
と
云
ふ
は
、
謂
は
く
、
一
の
、

其
の
所
受
・
所
思
・
所
触
に
随
ひ
て
、
諸
法
を
観
察
し
、
或
い
は
復
た
随
念
仏
等
を
修
習
す
る
こ
と
有
る
が
ご
と

し
」
と
。
此
に
准
じ
て
之
を
言
へ
ば
、
心
光
の
義
多
種
な
り
。
貪
等
は
是
れ
煩
悩
の
光
な
り
。
信
等
は
是
れ
善
法

の
光
な
り
。
観
察
諸
法
は
是
れ
智
光
な
り
。
修
念
仏
等
は
是
れ
念
光
な
り
。
准
知
す
る
に
、
今
言
ふ
所
の
心
光
と

は
、
是
れ
慈
悲
な
り
。
慈
に
三
種
有
り
。
一
に
は
衆
生
縁
、
二
に
は
法
縁
、
三
に
は
無
縁
な
り
。
今
言
ふ
所
は
、

是
れ
無
縁
の
慈
な
り
。83 

 

こ
こ
で
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
と
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
依
り
な
が
ら
、
心
光
を
貪
光
（
煩
悩
の
光
）・
信
光
（
善
法

の
光
）、
ま
た
は
法
光
明
（
智
光
・
念
光
）
と
多
義
的
に
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、
心
光
を
慈
悲
と

見
な
し
、『
論
註
』
所
説
の
三
縁
（
衆
生
縁
・
法
縁
・
無
縁
）
の
う
ち
の
「
無
縁
の
慈
」
と
す
る
。 

 

ま
た
心
光
（
無
縁
の
慈
）
に
よ
る
摂
不
摂
に
つ
い
て
は
「
心
光
の
摂
取
は
、
衆
生
の
感
無
き
は
至
ら
ず

84

」
と
か

「
如
来
の
無
縁
の
慈
、
衆
生
の
浄
念
に
応
じ
る
を
、
名
づ
け
て
摂
取
と
為

85

」
と
述
べ
て
、
衆
生
の
側
の
「
感
」
や

「
浄
念
」
の
有
無
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
明
恵
は
こ
の
「
感
」「
浄
念
」
を
「
念
心
」
と
い
う
語
に
も

換
言
し
て
い
る
。 

何
が
故
ぞ
如
来
の
心
光
、
浄
念
に
応
ず
る
や
。
彼
の
念
力
法
、
是
く
の
ご
と
く
な
る
が
故
に
。
其
れ
猶
ほ
、
明
月

の
心
に
無
く
し
て
、
水
清
け
れ
ば
影
現
じ
、
水
濁
れ
ば
影
昏
き
が
ご
と
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
法
、
是
く
の
ご

と
き
が
故
に
、
此
も
亦
た
是
く
の
ご
と
し
。
衆
生
の
念
心
の
水
清
け
れ
ば
、
如
来
の
心
光
影
現
す
。
感
応
の
義
は
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此
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。86 

 
こ
こ
で
は
、
水
が
清
け
れ
ば
月
影
が
水
面
に
映
る
よ
う
に
、
如
来
の
心
光
に
感
応
す
る
か
否
か
は
、
衆
生
の
「
念
心
」

の
清
濁
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
内
容
は
別
の
仕
方
で
も
説
明
さ
れ
る
。 

弥
陀
の
心
光
は
日
月
の
ご
と
し
。
行
者
の
念
心
は
熱
冷
の
ご
と
し
。
日
が
熱
を
摂
す
る
は
、
同
じ
く
熱
性
な
る
が

故
に
。
心
光
が
念
心
を
摂
す
る
は
、
同
じ
く
是
れ
念
性
な
る
が
故
に
。
月
の
喩
へ
も
亦
た
是
く
の
ご
と
し
。
日
が

冷
を
摂
せ
ざ
る
は
、
同
性
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
摂
す
べ
き
法
に
非
ず
。
心
光
が
無
念
を
摂
せ
ざ
る
は
、
同
念
に
あ

ら
ざ
る
が
故
に
、
摂
す
べ
き
法
に
非
ず
。87 

 

す
な
わ
ち
、
太
陽
が
熱
性
の
も
の
を
摂
す
る
の
は
、
そ
の
摂
せ
ら
れ
る
も
の
が
日
光
と
同
じ
性
質
だ
か
ら
で
あ
る
。

同
様
に
、
心
光
が
念
心
を
摂
す
る
の
は
衆
生
の
側
に
念
性
が
あ
る
か
ら
と
述
べ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
明
恵
は
心
光
を
「
無
縁
の
慈
」
と
し
つ
つ
も
、
衆
生
の
念
心
に
清
浄
性
や
弥
陀
と
の
同
質
性
を
求
め

て
い
る
。 

 

一
方
、
衆
生
に
清
浄
性
を
求
め
ず
、
阿
弥
陀
仏
の
心
光
に
の
み
清
浄
性
を
求
め
る
の
が
親
鸞
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の

証
拠
に
、「
信
文
類
」
真
仏
弟
子
釈
で
は
『
観
念
法
門
』
か
ら
「
但
だ
阿
弥
陀
仏
を
専
念
す
る
衆
生
有
り
て
、
彼
の
仏

心
の
光
、
常
に
是
の
人
を
照
ら
し
摂
護
し
て
捨
て
た
ま
は
ず88
」
の
文
が
引
か
れ
た
後
に
、『
観
経
疏
』「
序
分
義
」
か

ら
「
心
歓
喜
得
忍
と
言
ふ
は
、
此
は
阿
弥
陀
仏
国
の
清
浄
の
光
明
、
忽
ち
に
眼
前
に
現
ぜ
む
、
何
ぞ
踊
躍
に
勝
え
む89

」

の
文
が
引
か
れ
る
。
つ
ま
り
、「
仏
心
の
光
」
が
「
清
浄
の
光
明
」
に
換
言
さ
れ
て
い
る
。
衆
生
は
臨
終
の
一
念
に
及
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ぶ
ま
で
清
浄
心
を
も
ち
得
な
い
存
在
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
に
対
し
て
阿
弥
陀
仏
が
清
浄
心
を
名
号
と
し
て
廻
向

す
る
（
本
章
第
三
節
第
一
項
参
照
）。 

以
上
の
よ
う
に
、
明
恵
は
衆
生
が
浄
心
（
清
浄
な
る
念
心
）
を
発
起
で
き
る
と
認
識
し
て
お
り
、
心
光
の
摂
不
摂

は
そ
の
浄
心
の
有
無
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
解
す
る
。
一
方
、
親
鸞
の
場
合
、
も
と
よ
り
衆
生
は
清
浄
心
を
も
ち
得
な
い

と
し
、
心
光
を
弥
陀
の
清
浄
心
と
捉
え
る
。
明
恵
が
身
心
二
光
の
区
別
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
心
光
を
「
光
」
の
問
題
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
対
し
て
、
親
鸞
が
そ
の
区
別
に
言
及
し
な
い
の
は
、
心
光
を
「
心
」
の
問
題
と
捉
え
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。 

な
お
、
筆
者
が
注
目
し
た
清
浄
心
は
弥
陀
の
至
心
に
相
当
し
、
そ
れ
は
三
心
即
一
心
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
信
心
の

一
側
面
で
あ
る90

。
と
す
れ
ば
、
本
項
で
論
じ
た
内
容
と
信
心
を
取
り
上
げ
た
井
上
論
文
と
の
違
い
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
曖
昧
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。 

そ
こ
で
、
本
項
の
意
義
は
、
信
心
の
一
側
面
で
あ
る
清
浄
心
（
至
心
）
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
恵
と
親

鸞
の
心
光
観
の
相
違
点
を
井
上
論
文
よ
り
も
明
確
化
し
た
点
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

  お
わ
り
に 

本
章
で
は
親
鸞
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
。
以
下
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。 
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「
真
仏
土
文
類
」
と
「
行
文
類
」
の
『
無
量
寿
経
』
引
文
を
見
る
と
、
光
明
と
名
号
は
「
威
神
」
を
媒
介
に
し
て

同
義
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
威
神
」
と
は
「
本
願
力
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
に
お
い
て
光
明
・
名
号

は
本
願
力
の
点
で
同
義
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
親
鸞
に
と
っ
て
涅
槃
（
真
仏
土
）
は
有
相
と
相
即
関
係
に
あ
っ
て
、
衆
生
に
対
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く

る
概
念
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
衆
生
は
そ
の
涅
槃
を
眼
見
す
る
の
で
は
な
く
、
名
号
と
し
て
聞
見
す
る
。

こ
う
い
っ
た
涅
槃
の
捉
え
方
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
論
と
し
て
法
性
法
身
と
方
便
法
身
の

二
性
格
（
二
種
法
身
）
を
見
る
点
と
軌
を
一
に
す
る
。 

さ
ら
に
、
親
鸞
は
『
論
註
』
を
参
考
に
し
て
、
弥
陀
仏
・
智
慧
・
光
明
の
三
者
に
二
種
法
身
の
構
造
を
与
え
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、「
智
慧
光
」
で
表
象
さ
れ
る
応
化
身
は
阿
弥
陀
仏
と
同
じ
構
造
を
有
す
る

91

。
つ
ま
り
、
名
号
法

を
伝
達
す
る
存
在
と
な
る
。
親
鸞
が
法
然
を
智
慧
光
よ
り
示
現
し
た
と
和
讃
で
詠
う
意
義
は
、
か
か
る
点
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
親
鸞
は
衆
生
済
度
を
語
る
際
に
は
応
化
身
で
は
な
く
、
名
号
・
阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
据
え
る
。

そ
の
こ
と
は
親
鸞
の
心
光
観
・
聖
衆
観
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
親
鸞
は
心
光
を
「
無
碍
光
仏
の
御
こ
ゝ
ろ
」
と
解

し
、
そ
れ
を
真
実
心
・
清
浄
心
ひ
い
て
は
真
実
（
さ
と
り
）
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
真
実
は
名
号
と
し
て
廻
向
さ

れ
る
。
ま
た
、
真
実
信
心
を
得
た
者
の
利
益
、
す
な
わ
ち
観
音
・
勢
至
を
始
め
と
し
た
化
仏
・
菩
薩
の
影
護
は
、
す
べ

て
名
号
も
し
く
は
阿
弥
陀
仏
の
用
き
に
統
摂
さ
れ
る
。 

本
章
の
最
後
に
、
親
鸞
の
心
光
観
と
の
比
較
に
主
眼
を
置
い
て
、
隆
寛
の
光
明
思
想
と
至
誠
心
釈
、
そ
れ
か
ら
明
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恵
の
心
光
観
を
論
じ
た
。
隆
寛
は
心
光
の
語
を
使
用
し
な
い
も
の
の
、
真
実
心
を
阿
弥
陀
仏
の
側
に
置
く
こ
と
は
親
鸞

と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
隆
寛
が
真
実
心
を
衆
生
の
側
に
引
き
寄
せ
る
場
合
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
親
鸞
は
衆
生
の
側

に
そ
れ
を
認
め
な
い
。
あ
く
ま
で
真
実
心
は
名
号
と
し
て
廻
向
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
親
鸞
の
方
が
隆
寛
よ
り
も

衆
生
対
阿
弥
陀
仏
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
。 

一
方
、
明
恵
と
親
鸞
の
心
光
観
を
比
較
す
る
際
は
、
浄
心
と
清
浄
心
を
対
象
と
し
た
。
明
恵
は
、
心
光
の
摂
不
摂

は
衆
生
の
清
浄
な
る
念
心
（
浄
心
）
の
有
無
に
よ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
対
し
て
、
親
鸞
は
も
と
よ
り
衆
生
は
清
浄
心

を
も
ち
得
な
い
と
し
、
心
光
を
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
心
と
捉
え
る
。
明
恵
が
身
心
二
光
の
区
別
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
心
光

を
「
光
」
の
問
題
と
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
親
鸞
が
そ
の
区
別
に
言
及
し
な
い
の
は
、
心
光
を
「
心
」
の
問
題
ひ
い
て

は
真
実
（
さ
と
り
）
そ
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
「
心
光
」
の
語
を
使
用
し
て
い
て

も
、
そ
の
内
実
は
両
者
の
間
で
異
な
っ
て
い
る
。 

  註 
 1 

『
浄
真
全
』
二
、
一
五
八
頁
。 
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右
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

3 
『
浄
真
全
』
二
、
一
五
五
頁
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14 

ま
た
、「
正
信
念
仏
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縁
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と
あ
っ

て
、
光
明
・
名
号
・
本
願
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。 

15 

『
浄
真
全
』
二
、
六
一
八
頁
上
。 

16 

『
浄
真
全
』
二
、
一
五
五
頁
。 

17 

『
浄
真
全
』
二
、
一
五
九
頁
。 

18 

『
大
正
蔵
』
一
二
、
四
六
五
頁
下
。 

19 

『
浄
真
全
』
二
、
一
六
一
頁
。 
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 20 
『
浄
真
全
』
二
、
一
六
二
頁
。 

21 
『
浄
真
全
』
二
、
一
六
九
頁
。 

22 

十
住
の
菩
薩
と
は
、『
涅
槃
経
』
で
は
第
十
地
（
法
雲
地
）
の
菩
薩
を
指
す
。 

23 

山
邊
習
學
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義 

真
仏
土
の
巻
・
化
身
土
の
巻
』（
法
藏
館
、
一
九
五
一
年
、
一
一
四
五

頁
）、
星
野
元
豊
『
講
解 

教
行
信
証 

証
の
巻 

真
仏
土
の
巻
』（
法
藏
館
、
一
九
九
四
年
、
一
五
〇
二
～
一
五
〇
三

頁
）
参
照
。
た
だ
し
、
岡
亮
二
の
場
合
、
十
住
の
菩
薩
を
あ
く
ま
で
「
最
高
位
の
菩
薩
」
と
解
釈
す
る
（
同
氏
『『
教

行
信
証
』
口
述
50
講―
親
鸞
の
こ
こ
ろ
を
た
ず
ね
て―

第
五
巻 

真
仏
土
の
巻
』（
教
育
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一

七
三
～
一
七
四
頁
参
照
）。 

24 

『
浄
土
和
讃
』「
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
」
に
お
い
て
「
光
明
て
ら
し
た
へ
ざ
れ
ば
、
不
断
光
仏
と
な
づ
け
た
り
、
聞

光
力
の
ゆ
へ
な
れ
ば
、
心
不
断
に
て
往
生
す
」（『
浄
真
全
』
二
、
三
四
一
頁
上
）
と
詠
わ
れ
る
の
も
、「
聞
」
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。 

25 

『
浄
真
全
』
二
、
七
〇
四
頁
下
。 

26 

『
浄
真
全
』
二
、
一
四
八
頁
。 

27 

『
浄
真
全
』
二
、
一
四
三
頁
。 

28 

『
浄
真
全
』
二
、
七
〇
二
～
七
〇
四
頁
下
。 

29 

曇
鸞
の
場
合
で
も
「
光
明
」
と
「
智
慧
の
相
」
に
関
し
て
同
様
の
こ
と
を
述
べ
た
（
第
三
章
第
一
節
第
一
項
参

照
）。 

30 

『
浄
真
全
』
二
、
六
七
四
頁
。 

31 

こ
の
入
れ
替
わ
り
に
つ
い
て
は
、
従
来
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
沿
わ
せ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
梯
實
圓
は
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「「
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
い
は
「
光
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
」
の
意
味
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
」
と
述
べ
る
（
同
氏
『
一
念
多
念
文
意
講
讃
』永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
、
三
七
二
頁
参
照
）。 

32 

『
浄
真
全
』
二
、
七
〇
二
～
七
〇
四
頁
下
。 

33 

『
浄
真
全
』
二
、
一
〇
頁
下
。 

34 

信
楽
峻
麿
「
親
鸞
に
お
け
る
釈
迦
仏
と
弥
陀
仏―

『
無
量
寿
経
』
を
真
実
教
と
す
る
根
拠―

」（『
日
本
仏
教
学
会

年
報
』
五
三
、
一
九
八
七
年
）、
二
九
一
頁
参
照
。 

35 

真
宗
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
応
身
と
し
て
の
釈
尊
は
、
古
来
「
融
本
の
釈
迦
」
や
「
融
本
の
応
身
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。 

36 

も
ち
ろ
ん
、
大
乗
経
典
や
浄
土
経
典
の
光
明
思
想
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
釈
尊
の
放
光
に
は
奇
瑞
相
や
説
法
の
前

兆
、
真
実
性
の
証
明
な
ど
の
意
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

37 

『
浄
真
全
』
二
、
四
五
五
頁
上
。 

38 

『
浄
真
全
』
二
、
四
五
八
頁
上
。 

39 

『
浄
真
全
』
二
、
四
六
一
頁
上
。 

40 

『
高
僧
和
讃
』「
源
空
讃
」
に
は
「
阿
弥
陀
如
来
化
し
て
こ
そ
、
本
師
源
空
と
し
め
し
け
れ
、
化
縁
す
で
に
つ
き
ぬ

れ
ば
、
浄
土
に
か
へ
り
た
ま
ひ
に
き
」（『
浄
真
全
』
二
、
四
六
三
頁
上
）
と
あ
る
。 

41 

『
浄
土
和
讃
』「
勢
至
讃
」
に
は
、
法
然
の
本
地
を
勢
至
菩
薩
と
す
る
文
言
が
あ
る
（『
浄
真
全
』
二
、
三
九
九
頁

上
）。 

42 

『
浄
真
全
』
二
、
一
四
一
頁
。 

43 

『
浄
真
全
』
二
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
。 
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 44 
『
浄
真
全
』
二
、
一
三
三
頁
。 

45 
『
浄
真
全
』
二
、
六
七
頁
。 

46 

『
浄
真
全
』
二
、
九
五
頁
。 

47 

『
浄
真
全
』
二
、
六
六
六
～
六
六
七
頁
。 

48 

た
だ
し
、「
化
身
土
文
類
」
に
は
「
仏
心
の
光
明
」（『
浄
真
全
』
二
、
一
九
八
頁
）
と
い
う
用
例
も
あ
る
。 

49 

『
浄
真
全
』
二
、
六
三
〇
頁
上
・
下
。 

50 

こ
の
点
は
、
殿
内
恒
『『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
講
述
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
二
一
年
）、
一
九
六
頁
の
註
（
３
）
よ

り
示
唆
を
得
た
。 

51 

『
浄
真
全
』
二
、
六
六
二
頁
。 

52 

『
浄
真
全
』
二
、
六
七
六
～
六
七
七
頁
。 

53 

『
浄
真
全
』
二
、
八
〇
～
八
一
頁
。 

54 

至
心
釈
の
当
該
文
に
つ
い
て
、
玉
木
興
慈
は
阿
弥
陀
仏
の
「
利
他
の
真
心
」
に
注
意
し
な
が
ら
、「
他
」
と
し
て
の

衆
生
に
対
し
て
、
至
心
が
至
心
と
し
て
回
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
名
号
と
し
て
回
施
さ
れ
る
と
述
べ
る
。「『
教
行
信

証
』「
信
巻
」
三
一
問
答
に
お
け
る
回
施
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト―

阿
弥
陀
仏
は
何
を
回
施
す
る
の
か―

」（『
真
宗

学
』
一
四
一
・
一
四
二
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
四
〇
頁
参
照
。 

55 

『
浄
真
全
』
二
、
五
一
九
頁
上
。 

56 

『
浄
真
全
』
二
、
三
九
三
頁
上
。
ち
な
み
に
、
高
田
専
修
寺
本
（
国
宝
本
）
に
は
「
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
に
は
、

無
数
の
阿
弥
陀
ま
し
ま
し
て
、
化
仏
お
の
お
の
無
数
の
、
光
明
無
量
無
辺
な
り
」（
同
、
三
九
三
頁
中
）
と
あ
っ
て
、

こ
ち
ら
の
方
が
光
明
の
用
き
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。 
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 57 
『
浄
真
全
』
二
、
六
三
七
頁
上
。 

58 
『
浄
真
全
』
二
、
六
八
六
～
六
八
七
頁
上
。 

59 

本
項
の
冒
頭
で
引
用
し
た
「
無
碍
光
仏
の
ひ
か
り
に
は
、
無
数
の
阿
弥
陀
ま
し
ま
し
て
、
化
仏
お
の
お
の
こ
と
ご

と
く
、
真
実
信
心
を
ま
も
る
な
り
」
の
和
讃
も
、
化
仏
を
阿
弥
陀
仏
に
統
摂
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。 

60 

『
浄
真
全
』
二
、
六
八
六
頁
上
。 

61 

『
浄
真
全
』
二
、
一
〇
八
六
～
一
〇
八
七
頁
。 

62 

隆
寛
の
著
述
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
は
、「
日
本
国
天
台
山
首
楞
厳
院
戒
心
谷
権
律
師
隆
寛
」（『
隆
寛
遺
文
集
』
二

九
頁
下
）
と
署
名
さ
れ
て
お
り
、
天
台
宗
と
訣
別
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

63 

梯
實
圓
「
隆
寛
律
師
と
親
鸞
聖
人―

法
然
教
学
か
ら
『
教
行
信
証
』
へ
（
そ
の
二
）―

」（『
行
信
学
報
』
一
一
、

一
九
九
八
年
）、
二
頁
参
照
。 

64 

た
だ
し
、『
一
念
多
念
文
意
』
は
『
一
念
多
念
分
別
事
』
の
単
な
る
注
釈
書
で
は
な
く
、
親
鸞
独
自
の
教
学
的
展
開

が
見
ら
れ
る
。 

65 

『
隆
寛
遺
文
集
』
五
〇
頁
上
。 

66 

『
隆
寛
遺
文
集
』
九
頁
上
。 

67 

『
隆
寛
遺
文
集
』
一
一
二
頁
下
。 

68 

『
隆
寛
遺
文
集
』
一
一
三
頁
上
。 

69 

当
該
文
の
典
拠
と
し
て
、『
観
経
』
所
説
の
「
光
明
遍
照
十
方
世
界
、
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
、『
往
生
礼
讃
』

所
説
の
「
唯
有
念
仏
蒙
光
摂
、
当
知
本
願
最
為
強
」
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
。 

70 

『
隆
寛
遺
文
集
』
四
頁
下
。 
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 71 
『
隆
寛
遺
文
集
』
四
七
頁
下
。 

72 
『
浄
真
全
』
二
、
七
一
頁
。 

73 

『
浄
真
全
』
二
、
六
〇
三
～
六
〇
四
頁
上
。 

74 

隆
寛
が
凡
夫
の
側
に
真
実
を
求
め
な
い
の
は
、『
論
註
』
所
説
の
「
人
天
の
諸
善
、
人
天
の
果
報
、
若
し
は
因
、
若

し
は
皆
是
れ
顚
倒
、
皆
是
れ
虚
偽
な
り
」（『
浄
真
全
』
一
、
四
五
五
頁
）
の
文
や
、『
安
楽
集
』
所
説
の
「
凡
夫
は
現

に
信
想
軽
毛
と
名
づ
け
、
亦
た
は
仮
名
と
曰
ひ…
…

」（『
浄
真
全
』
一
、
六
二
五
頁
）
の
文
に
依
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
文
は
『
教
行
証
文
類
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
点
に
も
隆
寛
と
親
鸞
の
間
で
の
共

通
点
が
確
認
で
き
る
。 

75 

『
隆
寛
遺
文
集
』
一
一
頁
上
。 

76 

『
浄
真
全
』
二
、
五
一
七
頁
上
。 

77 

色
井
秀
譲
「
隆
寛
律
師
に
お
け
る
善
導
至
誠
心
釈
の
理
解
」（『
天
台
学
報
』
一
七
、
一
九
七
五
年
）、
二
八
頁
。
ま

た
、
梯
實
圓
『
一
念
多
念
文
意
講
讃
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
、
七
九
頁
）
で
は
、「
親
鸞
聖
人
は
至
心
を
如
来

の
真
実
心
と
し
、
そ
の
至
心
を
疑
い
な
く
信
受
す
る
心
を
信
楽
と
い
わ
れ
た
」
と
述
べ
て
、
至
心
と
信
楽
の
相
違
点
を

指
摘
し
て
い
る
。 

78 

井
上
善
幸
「
親
鸞
の
「
摂
取
心
光
」
理
解
に
つ
い
て
」（『
真
宗
学
』
一
一
一
・
一
一
二
、
二
〇
〇
五
年
）。 

79 

井
上
前
掲
論
文
、
三
二
四
頁
参
照
。 

80 

『
浄
真
全
』
一
、
一
二
八
四
頁
。 

81 

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
七
〇
頁
上
。 

82 

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
五
頁
下
～
三
六
六
頁
上
。 
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 83 
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
七
頁
下
。 

84 
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
七
頁
上
。 

85 

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
八
頁
上
。 

86 

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
八
頁
上
。 

87 

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
九
頁
下
。 

88 

『
浄
真
全
』
二
、
一
〇
一
頁
。 

89 

『
浄
真
全
』
二
、
一
〇
二
頁
。 

90 

「
信
文
類
」
三
一
問
答
・
法
義
釈
に
は
、「
信
に
知
ん
ぬ
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生
、
其
の
言
異
な
り
と
雖
も
、
其
の

意
惟
れ
一
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
三
心
已
に
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
無
し
、
故
に
真
実
の
一
心
な
り
。
是
れ
を
金
剛
の

真
心
と
名
づ
く
。
金
剛
の
真
心
、
是
れ
を
真
実
の
信
心
と
名
づ
く
」（『
浄
真
全
』
二
、
九
〇
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
至

心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
が
「
真
実
の
信
心
」
に
摂
ま
っ
て
い
る
。 

91 

た
だ
し
、
曇
鸞
の
「
応
化
身
の
光
」
は
浄
土
、
、
の、
菩
薩
、
、
（
方
便
法
身
）
が
一
如
（
法
性
法
身
）
と
相
即
関
係
に
あ
る

と
い
う
意
味
で
二
身
説
で
語
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
親
鸞
の
い
う
「
応
化
身
の
光
」
は
、
阿
弥
陀
仏

、
、
、
、
つ
ま
り
報
身
に
二

種
法
身
説
が
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
三
身
な
い
し
四
身
説
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 



 

 
 
 

  
 



 

 
 

第
五
章 

親
鸞
没
後
の
光
明
解
釈 

―

「
調
熟
の
光
明
」
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て―
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第
五
章 

親
鸞
没
後
の
光
明
解
釈―

「
調
熟
の
光
明
」
の
成
立
過
程
を
め
ぐ
っ
て―

 
は
じ
め
に 

 

序
論
第
二
節
第
一
項
で
も
述
べ
た
が
、
真
宗
（
主
に
本
願
寺
派
）
の
伝
統
的
解
釈
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
「
調

熟
の
光
明
」
と
「
摂
取
の
光
明
」
に
分
け
、
前
者
に
身
光
（
色
光
）1

を
、
後
者
に
心
光
を
配
当
す
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
の
著
述
に
は
「
摂
取
の
光
明
」
に
該
当
す
る
も
の
は
あ
る
も
の
の
、「
調
熟
の
光
明
」
の
用

例
は
な
い
。
さ
ら
に
、
親
鸞
は
身
心
二
光
の
区
別
に
も
言
及
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
先
の
よ
う
な
伝
統
的
解
釈
が

生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
そ
こ
に
は
本
願
寺
第
三
代
覚
如
と
江
戸
宗
学
に
お
け
る
光
明
解
釈
が
大
き
く
関
与
し
て

い
る
。 

本
章
で
は
、
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
光
明
解
釈
、
そ
れ
か
ら
江
戸
宗
学
に
お
け
る
光
号
因
縁
釈
・
五
重
義
相
・
身

心
二
光
の
区
別
を
通
し
て
、「
調
熟
の
光
明
」
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ

て
、
真
宗
教
学
史
の
上
で
親
鸞
の
光
明
思
想
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
素
描
し
て
み
た
い
。 

な
お
、
存
覚
・
蓮
如
の
光
明
解
釈
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
は
「
調
熟
の
光
明
」
の
成
立
背
景
に
関
わ
ら
な
い
が
、

存
覚
に
関
し
て
は
身
心
二
光
の
区
別
に
言
及
し
て
い
る
た
め
、
蓮
如
の
場
合
は
覚
如
の
光
明
解
釈
と
の
比
較
の
た
め
に
、

第
一
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。 

 



 

１９９ 
 

第
一
節 

覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
光
明
解
釈 

第
一
項 

覚
如
の
光
明
解
釈 

 

覚
如
は
「
光
明
の
縁
」
と
い
う
独
特
な
表
現
を
用
い
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
以
下
に
『
口
伝
鈔
』
第
二
条
の
文

を
示
す
。 

宿
善
開
発
す
る
機
の
し
る
し
に
は
、
善
知
識
に
あ
ふ
て
開
悟
せ
ら
る
ゝ
と
き
、
一
念
疑
惑
を
生
ぜ
ざ
る
な
り
。
そ

の
疑
惑
を
生
ぜ
ざ
る
こ
と
は
、
光
明
の
縁
に
あ
ふ
ゆ
へ
な
り
。
も
し
光
明
の
縁
も
よ
を
さ
ず
は
、
報
土
往
生
の
真

因
た
る
名
号
の
因
を
う
べ
か
ら
ず
。
い
ふ
こ
ゝ
ろ
は
、
十
方
世
界
を
照
曜
す
る
無
碍
光
遍
照
の
明
朗
な
る
に
て
ら

さ
れ
て
、
無
明
沈
没
の
煩
惑
漸
々
に
と
ら
け
て
、
涅
槃
の
真
因
た
る
信
心
の
根
芽
わ
づ
か
に
き
ざ
す
と
き
、
報
土

得
生
の
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
。…

…

し
か
れ
ば
、
往
生
の
信
心
の
さ
だ
ま
る
こ
と
は
わ
れ
ら
が
智
分
に
あ
ら
ず
、

光
明
の
縁
に
も
よ
を
し
そ
だ
て
ら
れ
て
名
号
信
知
の
報
土
の
因
を
う
と
、
し
る
べ
し
と
な
り
。2 

右
で
傍
線
を
引
い
た
三
つ
の
「
光
明
の
縁
」
に
関
し
て
、
以
下
三
段
落
に
わ
た
っ
て
説
明
す
る
。 

ま
ず
一
つ
目
の
「
光
明
の
縁
」
は
、
宿
善
お
よ
び
善
知
識
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
に
と
っ

て
の
宿
善
開
発
の
証
拠
（
し
る
し
）
と
は
、
善
知
識
に
遇
っ
て
開
悟
せ
し
め
ら
れ
る
際
に
少
し
も
疑
惑
を
生
じ
な
い
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
無
疑
の
状
態
に
な
っ
た
の
は
「
光
明
の
縁
」
に
遇
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
こ
で
は
、
宿
善
・
善

知
識
・「
光
明
の
縁
」
が
重
層
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。 
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二
つ
目
の
「
光
明
の
縁
」
は
、
因
に
対
す
る
縁
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
報
土
往
生
の
真
因
た
る
名
号
」

や
「
涅
槃
の
真
因
た
る
信
心
」
に
対
し
て
、
光
明
は
「
縁
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
名
号
・
光
明
を
因
縁
と
関
連
さ
せ

る
思
想
は
『
往
生
礼
讃
』3

や
『
三
部
経
大
意
』4

に
も
確
認
で
き
る
が
、
直
接
的
な
典
拠
は
『
教
行
証
文
類
』「
行
文

類
」
所
説
の
光
号
因
縁
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
光
号
因
縁
に
関
し
て
は
次
節
第
一
項
に
て
再
説
す
る
。 

三
つ
目
の
「
光
明
の
縁
」
と
は
、
衆
生
を
獲
信
に
至
る
ま
で
育
成
す
る
光
を
指
す
。「
無
明
沈
没
の
煩
惑
漸
々
に
と

ら
け
て
」
と
か
「
光
明
の
縁
に
も
よ
を
し
そ
だ
て
ら
れ
て
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
光
明
の
縁
」
は
衆
生
の
無
明
を
次

第
に
融
解
さ
せ
獲
信
へ
と
導
き
育
て
る
、
と
覚
如
は
理
解
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
三
つ
の
性
格
は
そ
れ
ぞ
れ

が
関
連
し
合
っ
て
お
り
完
全
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
論
述
の
便
宜
上
、
い
ま
は
三
つ
に
区
分
し
た
。 

ま
た
、「
光
明
の
縁
」
と
い
う
語
は
『
執
持
鈔
』
第
四
条
に
も
使
用
さ
れ
る
。 

光
明
・
名
号
の
因
縁
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
弥
陀
如
来
四
十
八
願
の
な
か
に
第
十
二
の
願
は
、「
わ
が
ひ
か
り
き
は

な
か
ら
ん
」
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
の
た
め
な
り
。
か
の
願
す
で
に
成
就
し

て
、
あ
ま
ね
く
無
碍
の
ひ
か
り
を
も
て
十
方
微
塵
世
界
を
て
ら
し
た
ま
ひ
て
、
衆
生
の
煩
悩
悪
業
を
長
時
に
て
ら

し
ま
し
ま
す
。
さ
れ
ば
こ
の
ひ
か
り
の
縁
に
あ
ふ
衆
生
、
や
う
や
く
無
明
の
昏
闇
う
す
く
な
り
て
宿
善
の
た
ね
き

ざ
す
と
き
、
ま
さ
し
く
報
土
に
む
ま
る
べ
き
第
十
八
の
念
仏
往
生
の
願
因
の
名
号
を
き
く
な
り
。
し
か
れ
ば
、
名

号
執
持
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
自
力
に
あ
ら
ず
、
ひ
と
へ
に
光
明
に
も
よ
ほ
さ
る
ゝ
に
よ
り
て
な
り
。
こ
れ
に
よ
り

て
、
光
明
の
縁
に
き
ざ
さ
れ
て
名
号
の
因
を
う
と
い
ふ
な
り
。5 
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右
で
は
「
ひ
か
り
の
縁
」
な
い
し
「
光
明
の
縁
」（
第
十
二
願
）
に
よ
っ
て
、
名
号
の
願
因
（
第
十
八
願
）
を
聞
く

と
い
っ
た
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
も
『
口
伝
鈔
』
と
同
様
に
「
光
明
の
縁
」
に
三
つ
の
性
格
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
宿
善
と
の
関
連
、
②
名
号
の
因
に
対
す
る
縁
、
③
育
成
す
る
用
き
（「
き
ざ
す
」

と
か
「
も
よ
ほ
さ
る
ゝ
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
）
で
あ
る
。 

以
上
『
口
伝
鈔
』『
執
持
鈔
』
で
語
ら
れ
る
「
光
明
の
縁
」
の
三
性
格
を
示
し
た
。
こ
の
う
ち
本
章
で
主
に
取
り
扱

う
の
は
、
三
番
目
の
育
成
の
用
き
を
も
っ
た
「
光
明
の
縁
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
世
の
江
戸
宗
学
に
お
い
て
、
こ

の
「
光
明
の
縁
」
を
解
釈
す
る
際
に
「
調
熟
」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
章

第
二
節
第
一
・
二
項
に
譲
る
と
し
て
、
次
項
以
降
で
は
存
覚
と
蓮
如
の
光
明
解
釈
を
ひ
と
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

第
二
項 

存
覚
の
光
明
解
釈 

 

存
覚
に
よ
る
光
明
解
釈
の
特
徴
は
二
点
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
光
明
を
摂
取
光
で
取
り
切
る
点
、
二
つ
目
は
心
光

と
身
光
の
区
別
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
一
つ
目
の
特
徴
に
つ
い
て
は
『
浄
土
真
要
鈔
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
凡
身
を
す
て
ず
、
な
を
果
縛
の
穢
体
な
る
ほ
ど
は
、
摂
取
の
光
明
の
わ
が
身
を
て

ら
し
た
ま
ふ
を
も
し
ら
ず
、
化
仏
・
菩
薩
の
ま
な
こ
の
ま
へ
に
ま
し
ま
す
を
も
み
た
て
ま
つ
ら
ず
。…

…

し
た
が
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ひ
て
信
心
開
発
の
と
き
、
摂
取
の
光
益
の
な
か
に
あ
り
て
往
生
を
証
得
し
つ
る
う
へ
に
は
、
い
の
ち
を
は
る
と
き
、

た
ゞ
そ
の
さ
と
り
の
あ
ら
は
る
ゝ
ば
か
り
な
り
。6 

 

こ
こ
で
は
、
衆
生
の
信
心
獲
得
時
の
状
態
が
「
摂
取
の
光
明
」
に
照
ら
さ
れ
る
と
か
「
摂
取
の
光
益
」
の
中
に
あ
る

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
光
明
が
摂
取
光
で
捉
え
ら
れ
て
い
る7

。
ち
な
み
に
、「
摂
取
の
光
明
の
わ

が
身
を
て
ら
し
た
ま
ふ
を
も
し
ら
ず
、
化
仏
・
菩
薩
の
ま
な
こ
の
ま
へ
に
ま
し
ま
す
を
も
み
た
て
ま
つ
ら
ず
」
の
文
に

関
し
て
は
、
直
接
的
に
は
親
鸞
の
「
正
信
念
仏
偈
」8

な
ど
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
光
の
中
に
化
仏
・
菩
薩

の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
大
乗
経
典
あ
る
い
は
源
信
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
（
第
一
章
第
二
節
、
第
三
章
第
三
節
参

照
）。 

 

ま
た
、『
浄
土
見
聞
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

も
し
き
ゝ
え
て
よ
ろ
こ
ぶ
こ
ゝ
ろ
あ
ら
ば
、
こ
れ
宿
善
の
ひ
と
な
り
。
善
知
識
に
あ
ひ
て
本
願
相
応
の
こ
と
は
り

を
き
く
と
き
、
一
念
も
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
の
な
き
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
摂
取
の
心
光
、
行
者
の
心
中
を
照
護
し
て

す
て
た
ま
は
ざ
る
ゆ
へ
な
り
。
光
明
は
智
慧
な
り
、
こ
の
光
明
智
相
よ
り
信
心
を
開
発
し
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
信
心
は

仏
智
な
り
、
仏
智
よ
り
す
ゝ
め
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
く
ち
に
名
号
は
と
な
へ
ら
る
ゝ
な
り
。9 

こ
こ
で
は
、
宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
信
心
・
名
号
と
い
っ
た
語
が
出
て
き
て
お
り
、
前
項
で
示
し
た
『
口
伝
鈔
』

第
二
条
の
文
と
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
存
覚
の
場
合
は
「
も
よ
を
し
そ
だ
て
ら
れ
て
」
と
か
「
き
ざ
す
」
と
い
っ

た
よ
う
な
語
は
使
用
せ
ず
、「
摂
取
の
心
光
」
が
「
照
護
」
す
る
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
心
で
あ
る
仏
智
に
勧
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め
ら
れ
て
口
に
名
号
が
称
え
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
信
心
獲
得
前
で
は
な
く
獲
得
後
の
様

態
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
光
明
が
衆
生
を
獲
信
へ
導
き
育
て
る
と
い
っ
た
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
な
い
点
は
、

覚
如
と
明
ら
か
に
相
違
す
る
。 

二
つ
目
の
特
徴
は
『
六
要
鈔
』
に
確
認
で
き
る
。
存
覚
は
、
当
該
箇
所
で
「
信
文
類
」
所
引
の
『
観
念
法
門
』
を

次
の
よ
う
に
釈
し
て
い
る
。 

「
心
光
」
と
言
ふ
は
、
此
光
に
身
相
・
心
想
を
分
か
ち
て
其
の
体
各
別
な
る
に
非
ず
、
只
だ
義
門
に
就
い
て
宜
し

く
其
の
意
を
得
べ
し
。
仏
の
慈
悲
摂
受
の
心
を
以
て
照
触
す
る
所
の
光
、
之
を
「
心
光
」
と
名
づ
く
。
是
れ
念
仏

の
行
、
仏
心
と
相
応
す
。
其
の
仏
心
と
は
慈
悲
を
体
と
為
す
。
是
を
以
て
『
経
』
に
云
は
く
、「
仏
心
と
は
大
慈

悲
是
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
す
」
と
。〈
已
上
〉
是
の
故
に
称
名
の
行
人
を
照
触
す
る
の
大

悲
の
光
、
心
の
称
を
得
ら
く
の
み
。
之
に
准
じ
て
私
に
案
ず
る
に
、
観
仏
三
昧
所
観
所
見
の
光
明
等
、
身
光
の
名

に
預
か
る
べ
き
も
の
や
。10 

こ
こ
で
は
、
心
光
と
身
光
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
身
心
の
体
は
一
つ
で
あ
る
か
ら
身
光
と

心
光
は
別
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
身
心
二
光
は
義
門
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
心
光
と
は
仏
の
慈
悲
・
摂

受
の
心
を
も
っ
て
照
触
す
る
光
で
あ
り
、
身
光
と
は
観
仏
三
昧
の
行
者
が
観
見
す
る
光
と
想
定
し
て
い
る
。 

お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
浄
土
宗
三
祖
の
良
忠
（
一
一
九
九
～
一
二
八
七
）
の
『
観
念
法
門
私
記
』
を

承
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
書
に
は
「
色
光
を
離
れ
て
別
に
心
光
有
る
に
非
ず
。
唯
だ
是
れ
念
仏
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の
行
と
仏
心
と
相
応
す
れ
ば
慈
悲
を
以
て
摂
受
し
て
光
触
を
施
す
が
故
に
名
づ
け
て
心
光
と
為

11

」
と
述
べ
ら
れ
、

『
六
要
鈔
』
と
近
似
し
た
解
釈
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
存
覚
は
光
明
を
基
本
的
に
摂
取
光
で
取
り
切
る
。
ま
た
、
身
心
二
光
の
区
別
に
も
言
及
し
て
い

る
。 

 

第
三
項 

蓮
如
の
光
明
解
釈 

蓮
如
は
、『
正
信
偈
大
意
』
に
お
い
て
『
執
持
鈔
』
第
四
条
の
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
覚
如
の
光
明
解
釈

を
受
容
し
て
い
る

12

。
ま
た
、
覚
如
に
倣
っ
て
「
光
明
の
縁
」
と
い
う
語
も
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
使
用
す
る

「
光
明
の
縁
」
は
、
内
容
面
で
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
で
は
、
蓮
如
の
光
明
解
釈
を
確
認
し
な

が
ら
、
覚
如
と
の
相
違
点
を
指
摘
す
る
。 

ま
ず
、『
御
文
章
』
二
帖
目
第
一
五
通
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

弥
陀
如
来
の
光
明
の
縁
に
あ
ふ
に
よ
り
て
、
こ
と
ご
と
く
無
明
業
障
の
ふ
か
き
つ
み
と
が
た
ち
ま
ち
に
消
滅
す

る
に
よ
り
て
、
す
で
に
正
定
聚
の
か
ず
に
住
す
。13 

す
な
わ
ち
、「
光
明
の
縁
」
に
遇
う
こ
と
に
よ
っ
て
無
明
業
障
が
た
ち
ま
ち
に
消
滅
し
、
そ
の
瞬
間
に
正
定
聚
の
位

に
つ
く
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
覚
如
と
同
じ
く
「
光
明
の
縁
」
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
漸
々
に
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と
ら
け
て
」（『
口
伝
鈔
』）
で
は
な
く
、「
た
ち
ま
ち
に
消
滅
」
と
あ
っ
て
表
現
上
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。 

同
様
の
例
は
『
御
文
章
』
三
帖
目
第
一
通
に
も
確
認
で
き
る
。 

し
か
る
に
弥
陀
如
来
に
は
、
摂
取
と
光
明
と
い
ふ
二
つ
の
こ
と
は
り
を
も
て
、
衆
生
を
ば
済
度
し
た
ま
ふ
な
り
。

ま
づ
此
光
明
に
宿
善
の
機
の
あ
り
て
て
ら
さ
れ
ぬ
れ
ば
、
つ
も
る
と
こ
ろ
の
業
障
の
つ
み
み
な
き
え
ぬ
る
な
り
。

さ
て
摂
取
と
い
ふ
は
い
か
な
る
こ
ゝ
ろ
ぞ
と
い
へ
ば
、
此
光
明
の
縁
に
あ
ひ
奉
れ
ば
、
罪
障
こ
と
ご
と
く
消
滅
す

る
に
よ
り
て
、
や
が
て
衆
生
を
此
光
明
の
う
ち
に
お
さ
め
を
か
る
ゝ
に
よ
り
て
、
摂
取
と
は
ま
う
す
な
り
。
こ
の

ゆ
へ
に
阿
弥
陀
仏
に
は
摂
取
と
光
明
と
の
二
つ
を
も
て
肝
要
と
せ
ら
る
ゝ
な
り
と
き
こ
え
た
り
。14 

右
で
は
、
弥
陀
に
よ
る
「
摂
取
」
と
「
光
明
」
の
二
つ
の
用
き
に
関
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
宿
善
が
あ
っ
て

「
光
明
の
縁
」
に
遇
っ
た
衆
生
は
罪
障
が
す
べ
て
消
え
て
、
即
座
に
（「
や
が
て
」
は
「
即
座
に
」
の
意
）「
摂
取
」
さ

れ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
右
の
文
で
は
「
摂
取
」
と
「
光
明
」
が
厳
密
に
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
の
か
曖
昧
な
点
が

残
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
蓮
如
は
「
光
明
の
縁
」
に
対
し
て
、
無
明
を
瞬
間
的
に
消
滅
さ
せ
て
即
座
に
現
生
正
定
聚
に
つ
か

せ
る
（
獲
信
さ
せ
る
）
作
用
を
見
て
い
る
。
一
方
、
覚
如
の
い
う
「
光
明
の
縁
」
と
は
、
無
明
を
徐
々
に
融
解
さ
せ
獲

信
へ
と
導
き
育
て
る
光
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
相
違
点
は
、
破
闇
（
獲
信
）
ま
で
の
時
間
的
猶
予
の
有
無
と

い
え
る
。 

一
方
で
、
蓮
如
は
存
覚
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。『
御
文
章
』
二
帖
目
第
二
通
お
よ
び
第
八
通
で
は
、
以
下
の
よ
う
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に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
・
弥
陀
を
一
心
一
向
に
信
楽
し
て
二
ご
ゝ
ろ
の
な
き
人
を
、
弥
陀
は
か
な
ら
ず
遍
照
の
光
明
を
も
て
、
そ
の
人
を

摂
取
し
て
す
て
た
ま
は
ざ
る
も
の
な
り
。15 

 

・
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
す
て
ゝ
専
修
専
念
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
遍
照
の
光
明
の
な
か
に
お
さ
め
と
ら
れ
ま
い
ら
す

る
な
り
。16 

 
 

右
の
二
文
に
お
い
て
、
蓮
如
は
「
遍
照
の
光
明
」
を
摂
取
光
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
存
覚
が
『
浄
土

真
要
鈔
』
に
お
い
て
「
弥
陀
如
来
は
遍
照
の
光
明
を
も
て
こ
れ
を
お
さ
め
と
り17

」
と
述
べ
た
も
の
を
参
考
に
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
如
の
い
う
「
光
明
の
縁
」
と
覚
如
の
そ
れ
と
は
破
闇
の
解
釈
面
で
相
違
す
る
。
ま
た
、
存
覚
が

基
本
的
に
光
明
を
摂
取
光
で
取
り
切
っ
て
い
た
よ
う
に
、
蓮
如
に
も
そ
の
傾
向
が
確
認
で
き
る
。 
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第
二
節 

江
戸
宗
学
の
光
明
解
釈 

第
一
項 

光
号
因
縁
釈 

『
教
行
証
文
類
』「
行
文
類
」
光
号
因
縁
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

徳
号
の
慈
父
無
さ
ず
は
能
生
の
因
闕
け
な
む
。
光
明
の
悲
母
無
さ
ず
は
所
生
の
縁
乖
き
な
む
。
能
所
の
因
縁
和
合

す
べ
し
と
雖
も
、
信
心
の
業
識
に
非
ず
は
光
明
土
に
到
る
こ
と
無
し
。
真
実
信
の
業
識
、
斯
れ
則
ち
内
因
と
為
。

光
明
・
名
の
父
母
、
斯
れ
則
ち
外
縁
と
為
。
内
外
の
因
縁
和
合
し
て
報
土
の
真
身
を
得
証
す
。18 

こ
の
文
は
、
前
半
に
お
け
る
名
号
と
光
明
と
の
因
縁
（
初
重
の
因
縁
）、
そ
れ
か
ら
後
半
に
お
け
る
信
心
と
光
明
・

名
号
と
の
因
縁
（
後
重
の
因
縁
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
重
因
縁
と
も
呼
ば
れ
る
。
光
号
因
縁
（
両
重
因

縁
）
に
つ
い
て
は
多
種
多
様
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が19

、
一
応
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
解
し
た
い
。 

名
号
の
慈
父
（
能
生
の
因
）
と
光
明
の
悲
母
（
所
生
の
縁
）
の
因
縁
が
揃
わ
な
け
れ
ば
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
名
号
・
光
明
の
因
縁
が
和
合
し
た
と
し
て
も
、
真
実
信
心
（
業
識20

）
が
な
け
れ
ば
浄
土
に

到
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
名
号
・
光
明
を
外
縁
に
、
信
心
を
内
因
に
配
当
し
て
、
こ
れ
ら
内
外
の
因
縁
に
よ
っ

て
報
土
の
真
実
身
を
得
る
。 

 

い
ま
注
目
し
た
い
の
は
、「
光
明
の
悲
母
無
さ
ず
は
所
生
の
縁
乖
き
な
む
」
の
箇
所
（
以
下
、「
初
重
の
光
明
」
と
呼

称
す
る
。
）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
初
重
の
光
明
」
を
解
釈
す
る
際
に
、
江
戸
宗
学
に
お
け
る
先
哲
の
間
で
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「
照
熟
」「
調
熟
」
な
ど
の
語
が
使
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
以
下
で
は
僧
叡
（
一
七
六
二
～
一
八

二
六
／
一
七
五
三
～
一
八
二
六
）・
圓
月
（
一
八
一
八
～
一
九
〇
二
）・
善
譲
（
一
八
〇
六
～
一
八
八
六
）
の
説
を
紹
介

す
る21
。
な
お
、
論
述
の
便
宜
上
、
先
哲
の
生
没
年
順
に
は
論
じ
て
い
な
い
。 

ま
ず
は
僧
叡
の
説
か
ら
紹
介
す
る
。
そ
の
『
教
行
信
証
文
類
随
聞
記
』
で
は
、
光
号
因
縁
に
つ
い
て
自
説
を
述
べ

る
前
に
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。 

其
相
伝
の
正
意
と
は
何
ぞ
と
云
へ
ば
執
持
鈔
な
り
。
あ
れ
は
祖
師
の
御
言
な
り
。
故
に
標
挙
に
又
曰
と
あ
り
。
又

口
伝
鈔
に
初
重
因
縁
の
釈
あ
り
。
執
持
鈔
同
様
な
り
。
此
が
相
伝
の
正
意
な
り
。
執
持
鈔
に
御
開
山
の
御
言
を
載

す
。
正
く
此
処
の
文
意
な
り
。22 

す
な
わ
ち
、
覚
如
の
『
執
持
鈔
』
に
は
「
祖
師
」
「
御
開
山
」
つ
ま
り
親
鸞
の
言
葉
が
載
っ
て
い
て
、『
口
伝
鈔
』

に
お
け
る
初
重
の
因
縁
の
解
釈
に
つ
い
て
も
「
相
伝
の
正
意
」
と
捉
え
る
。
つ
ま
り
、
僧
叡
は
覚
如
と
親
鸞
の
思
想
を

重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
認
識
の
も
と
、「
初
重
の
光
明
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
釈
し
て
い
る
。 

光
明
に
二
義
あ
り
。
照
熟
と
摂
取
と
な
り
。
照
熟
は
仮
用
な
り
。
摂
取
は
実
益
な
り
。
照
熟
は
照
し
て
調
熟
す
。

摂
取
は
其
熟
脱
の
機
を
摂
取
す
る
な
り
。23 

僧
叡
は
「
初
重
の
光
明
」
に
「
照
熟
」
と
「
摂
取
」
の
二
義
が
あ
る
と
規
定
す
る
。「
照
熟
」
は
衆
生
を
照
ら
し
て

「
調
熟
」
す
る
仮
用
で
あ
り
、「
摂
取
」
は
熟
脱
し
た
衆
生
を
摂
め
取
る
実
益
と
す
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
調
熟
」

と
は
、
三
益
（
下
種
・
調
熟
・
解
脱
）
の
一
つ
を
指
し
、
仏
が
種
々
の
方
便
を
も
っ
て
行
者
を
誘
引
す
る
こ
と
を
指
す
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24

。 と
こ
ろ
で
、
親
鸞
の
著
述
に
は
「
熟
」
や
「
純
熟
」
の
語
は
あ
る
が
、「
調
熟
」
の
用
例
は
な
い

25

。
管
見
の
限
り
、

真
宗
教
学
史
の
中
で
初
め
て
「
調
熟
」
の
語
を
使
用
し
た
の
は
存
覚
で
あ
る
。『
歩
船
鈔
』『
決
智
鈔
』『
六
要
鈔
』
に

お
い
て
そ
の
用
例
が
確
認
で
き
る26

。
た
だ
し
、
当
該
箇
所
で
は
光
明
と
関
連
さ
せ
て
「
調
熟
」
の
語
を
用
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。 

 

さ
て
、
僧
叡
は
先
の
釈
に
つ
づ
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

御
文
に
も
其
の
相
伝
あ
り
。
第
三
帖
に
、
し
か
る
に
弥
陀
如
来
に
は
す
で
に
摂
取
と
光
明
と
い
ふ
二
つ
の
こ
と
は

り
を
も
て
衆
生
を
ば
済
度
し
た
ま
ふ
な
り
。27 

こ
こ
で
は
、
蓮
如
の
『
御
文
章
』
三
帖
目
第
一
通
を
引
用
し
て
自
説
を
補
強
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
摂
取
と
光

明
」
の
「
光
明
」
に
「
照
熟
」
を
当
て
は
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
叡
は
親
鸞
・
覚
如
・
蓮
如
の
思
想
を
重
ね
合

わ
せ
て
光
明
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

次
に
圓
月
の
説
を
紹
介
す
る
。
そ
の
『
宗
要
百
論
題
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

光
徳
の
中
に
破
闇
、
摂
取
の
二
位
あ
り
、
破
闇
位
は
信
前
よ
り
信
中
に
至
る
、『
執
持
鈔
』
に
云
く
「
か
の
願
す

で
に
成
就
し
て
、
あ
ま
ね
く
無
碍
の
ひ
か
り
を
も
て
十
方
微
塵
世
界
を
て
ら
し
給
ひ
て
、
衆
生
の
煩
悩
悪
業
を
長

時
に
て
ら
し
ま
し
ま
す
、
さ
れ
ば
こ
の
ひ
か
り
の
縁
に
あ
ふ
衆
生
、
や
う
や
く
無
明
の
昏
闇
う
す
く
な
り
て
宿
善

の
た
ね
き
ざ
す
と
き
〈
乃
至
〉
光
明
の
縁
に
き
ざ
ゝ
れ
て
名
号
の
因
を
う
と
云
ふ
な
り
」
と
、…

…

摂
取
位
は
信
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中
よ
り
信
後
に
至
る
、『
末
灯
鈔
』（
二
十
丁
）
に
云
く
「
真
実
信
心
の
さ
だ
ま
る
と
申
も
、
金
剛
の
信
心
の
さ
だ

ま
る
と
申
も
、
摂
取
不
捨
の
故
な
り
」
と…

…
28 

圓
月
は
『
執
持
鈔
』
と
『
末
灯
鈔
』
を
参
考
に
し
て
、
光
明
を
破
闇
位
と
摂
取
位
に
分
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
信

心
獲
得
前
（
信
前
）
か
ら
信
心
獲
得
時
（
信
中
）
は
破
闇
位
、
信
心
獲
得
時
か
ら
信
心
獲
得
後
（
信
後
）
は
摂
取
位
と

す
る
。
圓
月
の
光
明
解
釈
の
特
徴
は
、「
調
熟
」
で
は
な
く
「
破
闇
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
点
に
あ
る
。 

し
か
し
、
圓
月
は
破
闇
位
の
典
拠
に
『
執
持
鈔
』
を
引
く
点
か
ら
し
て
、
覚
如
の
い
う
よ
う
な
光
の
育
成
作
用
を

否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
の
文
に
つ
づ
け
て
、 

光
明
を
破
闇
位
に
約
し
て
照
熟
を
以
つ
て
主
と
す
、
光
明
の
照
熟
に
依
つ
て
名
号
の
因
能
く
可
聞
の
機
に
応
ず
、

…
…

信
前
の
光
明
は
只
是
れ
機
を
調
熟
す
る
の
み29 

と
述
べ
て
お
り
、「
初
重
の
光
明
」
は
破
闇
位
に
約
す
も
の
の
、
信
前
で
の
主
な
作
用
は
「
照
熟
」
ま
た
は
「
調
熟
」

と
す
る
。
こ
こ
で
は
先
の
僧
叡
と
同
じ
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
善
譲
の
説
を
紹
介
す
る
。
そ
の
『
教
行
信
証
敬
信
記
』
で
は
、
光
号
因
縁
を
釈
す
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。 

名
号
正
定
業
の
あ
る
処
に
は
。
必
ず
光
明
摂
取
有
り
て
因
縁
具
足
す
。
故
に
名
号
正
定
業
の
処
は
能
生
の
因
の
み

な
れ
ど
。
そ
の
処
に
摂
取
の
外
縁
は
云
は
ず
と
も
自
ら
存
す
。30 

す
な
わ
ち
、
名
号
正
定
業
の
あ
る
場
所
に
は
必
ず
「
光
明
摂
取
」
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
名
号
の
因
に



 

２１１ 
 

は
自
ら
「
摂
取
の
外
縁
」
が
存
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
善
譲
は
「
初
重
の
光
明
」
を
摂
取
光
と
見
な
し
て
い
る
。

「
照
熟
」
や
「
調
熟
」
と
い
っ
た
言
葉
を
使
用
し
な
い
点
は
、
僧
叡
・
圓
月
の
場
合
と
異
な
る
。 

し
か
し
、
善
譲
は
別
の
箇
所
で
光
明
に
育
成
作
用
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
は
『
教
行
証
文
類
』
総
序
の
「
無
碍
の

光
明
は
無
明
の
闇
を
破
す
る
恵
日
な
り31

」
を
釈
し
た
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、 

…
…

故
に
慧
日
と
た
と
へ
た
り
。
破
闇
の
用
あ
り
。
調
育
の
徳
あ
り
。
是
を
以
て
且
く
分
た
れ
ば
始
中
後
あ
り
。

一
に
は
信
前
照
育
。
二
に
信
当
体
の
破
闇
。
三
に
信
後
の
摂
取
。…

…

相
承
に
も
、
宿
善
開
発
せ
ら
る
ゝ
機
の
し

る
し
に
は
、
善
知
識
に
逢
ふ
て
開
悟
せ
ら
る
ゝ
と
き
、
一
念
疑
惑
を
生
ぜ
ざ
る
な
り
。
其
の
疑
惑
を
生
ぜ
ざ
る
こ

と
は
、
光
明
の
縁
に
逢
ふ
故
な
り
等
と
。32 

と
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
光
明
の
用
き
は
始
・
中
・
後
で
変
化
し
、
信
前
に
は
「
調
育
」
ま
た
は
「
照
育
」、
信

中
で
は
「
破
闇
」、
信
後
に
は
「
摂
取
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
典
拠
と
し
て
『
口
伝
鈔
』

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、『
口
伝
鈔
』『
執
持
鈔
』
で
い
わ
れ
る
「
光
明
の
縁
」
は
、
僧
叡
・
圓
月
・
善
譲
に
お
い
て
光
号
因

縁
（
一
部
は
総
序
）
を
解
釈
す
る
際
に
、「
仮
用
」
あ
る
い
は
信
心
獲
得
前
の
光
と
認
識
さ
れ
、
衆
生
を
「
照
熟
」「
調

熟
」「
調
育
」「
照
育
」
す
る
作
用
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。 
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第
二
項 

五
重
義
相 

 
五
重
義
相
で
は
、
宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
信
心
・
名
号
の
五
つ
が
、
往
生
成
就
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
が
論

じ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
議
論
の
中
心
に
位
置
す
る
『
御
文
章
』
二
帖
目
第
一
一
通
の
文
を
確
認
す
る
。 

こ
れ
に
よ
り
て
五
重
の
義
を
た
て
た
り
。
一
に
は
宿
善
、
二
に
は
善
知
識
、
三
に
は
光
明
、
四
に
は
信
心
、
五
に

は
名
号
、
こ
の
五
重
の
義
、
成
就
せ
ず
は
往
生
は
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
と
み
え
た
り
。33 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

こ
こ
で
は
、
往
生
成
就
の
た
め
の
五
項
目
（
宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
信
心
・
名
号
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
と
同
様
の
文
が
存
覚
の
『
浄
土
見
聞
集
』
に
も
見
ら
れ
る
（
再
引
）。 

も
し
き
ゝ
え
て
よ
ろ
こ
ぶ
こ
ゝ
ろ
あ
ら
ば
、
こ
れ
宿
善
の
ひ
と
な
り
。
善
知
識
に
あ
ひ
て
本
願
相
応
の
こ
と
は
り

を
き
く
と
き
、
一
念
も
う
た
が
ふ
こ
ゝ
ろ
の
な
き
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
、
こ
の
光
明
智
相
よ
り
信
心
を
開
発
し
た

ま
ふ
ゆ
へ
に
信
心
は
仏
智
な
り
、
仏
智
よ
り
す
ゝ
め
ら
れ
た
て
ま
つ
り
て
く
ち
に
名
号
は
と
な
へ
ら
る
ゝ
な
り
。

34 
 

右
に
示
さ
れ
る
宿
善
以
下
の
五
項
目
の
次
第
は
『
御
文
章
』
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蓮
如
が
『
浄
土
見
聞
集
』

を
参
考
に
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

し
か
し
、
問
題
は
覚
如
の
『
執
持
鈔
』
と
『
口
伝
鈔
』
に
も
同
様
の
文
が
あ
っ
て
、
な
お
且
つ
五
項
目
の
次
第
が

先
と
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
執
持
鈔
』
で
は
光
明
・
宿
善
・
名
号
の
順
で
示
さ
れ
て
お
り
、『
口
伝
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鈔
』
の
場
合
は
宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
名
号
・
信
心
の
順
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
旦
、
こ
こ
ま
で
の
論
を
整
理
し

て
表
で
示
す
。 

 

『
御
文
章
』
と
対
照
し
た
場
合
、
『
執
持
鈔
』
で
は
光
明
が
宿
善
の
前
に
来
て
お
り
、
『
口
伝
鈔
』
で
は
名
号
と
信

心
の
位
置
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
次
第
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
会
通
す
る
か
が
、
五
重
義
相
に
お
け
る
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
本
項
で
は
光
明
に
関
説
す
る
部
分
に
注
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当
該
部
で
は
先
哲

に
よ
っ
て
「
調
熟
」
「
照
育
」
と
い
っ
た
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
以
下
で
は
義
山

（
一
八
二
四
～
一
九
一
〇
）
と
智
量
（
一
八
五
二
～
一
九
一
一
）
の
説
を
取
り
上
げ
る
。 

義
山
の
『
真
宗
安
心
三
十
題
啓
蒙
』
で
は
、『
執
持
鈔
』
と
『
御
文
章
』
に
お
け
る
次
第
の
相
違
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

若
し
宿
善
と
光
明
と
を
相
望
す
れ
ば
、
上
に
引
く
『
執
持
鈔
』
に
依
れ
ば
、
光
明
に
依
つ
て
宿
善
の
た
ね
き
ざ
す

宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
信
心
・
名
号 

『
御
文
章
』
／
『
浄
土
見
聞
集
』 

光
明
・
宿
善
・
名
号 

（
善
知
識
・
信
心
に
は
言
及
さ

れ
な
い
。） 『

執
持
鈔
』 

宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
名
号
・
信
心 

『
口
伝
鈔
』 
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と
い
ふ
の
次
第
を
も
成
ず
る
な
り
、
今
は
宿
善
力
に
因
つ
て
光
明
の
照
用
顕
発
し
て
獲
信
せ
し
む
る
の
順
序
に
依

り
給
ふ
も
の
な
り
、
宿
善
を
し
て
漸
々
調
熟
す
る
も
光
明
力
な
れ
ど
も
、
今
は
其
究
竟
位
の
徳
義
に
就
い
て
信
に

接
し
て
明
し
、
而
も
信
の
自
力
発
起
に
非
ざ
る
こ
と
を
示
し
給
ふ
な
り35 

す
な
わ
ち
、
『
執
持
鈔
』
で
は
光
明
に
よ
っ
て
宿
善
の
種
が
萌
す
た
め
「
光
明
・
宿
善
」
の
次
第
と
な
る
。
一
方

『
御
文
章
』
で
は
、
宿
善
力
に
よ
っ
て
光
明
の
照
用
が
あ
ら
わ
れ
て
衆
生
を
獲
信
さ
せ
る
た
め
、「
宿
善
・
光
明
・
信

心
」
と
次
第
す
る
。
ま
た
、『
執
持
鈔
』
の
よ
う
に
光
明
が
宿
善
を
「
調
熟
」
す
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、『
御
文
章
』

の
場
合
は
、
調
熟
の
究
竟
し
た
状
態
に
あ
る
た
め
光
明
と
信
心
を
直
結
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
次
第
に
よ
っ
て
信
心
が
自

力
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
、
と
義
山
は
解
釈
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
義
山
は
『
執
持
鈔
』
の
所
説
に
配
慮
し
な
が
ら
、『
御
文
章
』
の
次
第
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
義
山
が
光
明
に
「
調
熟
」
作
用
の
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
、『
執
持
鈔
』
に
は
「
ひ
か
り
の
縁
に
あ
ふ
衆
生
、
や
う
や
く
無
明
の
昏
闇
う
す
く
な
り
て
宿
善
の
た
ね
き
ざ

す
」
と
あ
っ
て
、
光
明
が
宿
善
の
種
を
萌
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
確
に
は
「
調
熟
」
と
い
う
語
は
使
用

さ
れ
て
い
な
い
。
義
山
の
解
釈
か
ら
は
、「
調
熟
」
と
い
う
語
が
宗
学
用
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
窺
い
知
れ
る
。 

 

義
山
と
同
様
の
会
通
の
仕
方
は
、
智
量
の
『
真
宗
要
義
論
題
』
に
も
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、
智
量
は
光
明
に
「
照
育
」

と
「
摂
取
」
の
二
作
用
を
見
る
。
そ
し
て
、『
御
文
章
』
に
お
け
る
光
明
の
位
置
に
つ
い
て
問
答
を
設
け
て
い
る
。
そ

の
問
い
を
要
約
す
る
と
、
も
し
『
御
文
章
』
の
光
明
が
『
口
伝
鈔
』
の
よ
う
に
照
育
光
で
あ
る
な
ら
ば
、
宿
善
の
前
に
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置
く
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
御
文
章
』
で
そ
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
仮
に
光

明
を
摂
取
光
と
す
る
な
ら
ば
、
信
後
の
利
益
と
し
て
信
心
の
後
ろ
に
光
明
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は

光
明
が
信
心
よ
り
も
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る36

。
そ
の
答
え
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
る
。 

照
育
と
て
も
信
一
念
の
処
に
置
い
て
可
な
り
、
其
故
は
照
育
の
究
竟
は
信
一
念
の
処
に
あ
り
、
こ
の
故
に
照
育
の

究
竟
に
就
い
て
、
信
と
並
べ
て
明
し
た
ま
ふ
な
り…

…

ま
た
摂
取
光
な
れ
ば
信
後
に
あ
る
べ
し
の
問
を
会
し
て
曰

く
、
是
は
実
は
同
時
な
る
も
の
な
れ
ど
も
、
機
に
就
い
て
因
益
と
談
ず
る
と
き
は
、
信
心
摂
取
と
次
第
す
べ
き
な

れ
ど
も
、
仏
の
摂
化
に
約
す
る
と
き
は
、
摂
取
に
依
つ
て
獲
信
す
る
と
云
ふ
の
法
義
な
り37 

す
な
わ
ち
、
光
明
に
よ
る
照
育
の
究
竟
は
信
心
獲
得
時
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
か
す
た
め
に
『
御
文
章
』
で
は

光
明
と
信
心
を
並
置
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
光
明
を
信
心
よ
り
も
前
に
置
く
理
由
は
、
摂
取
の
光
明
に
よ
っ
て
衆

生
は
獲
信
す
る
法
義
を
あ
ら
わ
す
た
め
で
あ
る
と
い
う38

。 
 

ま
た
、
照
育
光
と
摂
取
光
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

照
育
と
云
ふ
も
摂
取
と
云
ふ
も
、
光
体
に
就
け
ば
一
な
る
故
に
、
捨
つ
べ
き
も
の
な
し
、
今
は
漸
々
に
と
ら
か
す

辺
ま
で
も
摂
取
光
と
し
て
の
釈
に
し
て
、
所
取
と
し
て
の
御
釈
な
り
。…

…

さ
れ
ば
『
口
伝
鈔
』
所
明
の
上
に
捨

つ
べ
き
光
な
し
。39 

す
な
わ
ち
、
光
体
に
つ
い
て
約
せ
ば
照
育
光
も
摂
取
光
も
一
つ
で
あ
り
、
捨
て
る
べ
き
光
は
な
い
。『
御
文
章
』
の
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光
明
は
、
『
口
伝
鈔
』
所
説
の
「
無
明
沈
没
の
煩
惑
漸
々
に
と
ら
け
て
」
ま
で
を
も
含
む
摂
取
光
と
す
る
。
よ
っ
て

『
口
伝
鈔
』
所
明
の
光
明
も
捨
て
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
智
暹
は
光
明
を
基
本
的
に
は
摂
取
光
と
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
照
育
光
を
も
含
め
て
い
る
。
こ
こ
に
も
『
口
伝
鈔
』
へ
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
、
照
育
光
と
摂
取
光
を
体

の
面
か
ら
一
つ
と
見
な
す
視
点
は
、
身
心
二
光
の
区
別
に
も
通
じ
る
（
こ
の
点
は
次
項
で
述
べ
る
）。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
義
山
・
智
量
は
、『
執
持
鈔
』
あ
る
い
は
『
口
伝
鈔
』
と
『
御
文
章
』
と
の
矛
盾
を
会
通
す
る
中

で
、「
調
熟
」「
照
育
」
と
い
っ
た
語
を
使
用
し
て
い
る
。 

 

第
三
項 

身
心
二
光
の
区
別 

 

親
鸞
が
身
心
二
光
の
区
別
に
言
及
し
な
い
の
は
、
心
光
を
「
光
」
で
は
な
く
「
心
」
の
問
題
と
受
け
止
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
宗
学
で
は
身
心
二
光
の
区
別
が
慣
例
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
区
別
は
自
力
・

他
力
の
問
題
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

本
項
で
は
、
存
覚
に
お
け
る
身
心
二
光
の
区
別
を
確
認
し
、
そ
の
説
が
江
戸
宗
学
（
主
に
光
寿
体
徳
と
十
二
光
義
）

に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
様
相
を
概
観
す
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
身
光
と
「
調
熟
の
光
明
」
が
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
ら

れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

ま
ず
は
再
引
に
な
る
が
、
存
覚
『
六
要
鈔
』
に
お
け
る
身
心
二
光
の
区
別
を
確
認
す
る
。 
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「
心
光
」
と
言
ふ
は
、
此
光
に
身
相
・
心
想
を
分
か
ち
て
其
の
体
各
別
な
る
に
非
ず
、
只
だ
義
門
に
就
い
て
宜
し

く
其
の
意
を
得
べ
し
。
仏
の
慈
悲
摂
受
の
心
を
以
て
照
触
す
る
所
の
光
、
之
を
「
心
光
」
と
名
づ
く
。
是
れ
念
仏

の
行
、
仏
心
と
相
応
す
。
其
の
仏
心
と
は
慈
悲
を
体
と
為
す
。
是
を
以
て
『
経
』
に
云
は
く
、「
仏
心
と
は
大
慈

悲
是
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
以
て
諸
の
衆
生
を
摂
す
」
と
。〈
已
上
〉
是
の
故
に
称
名
の
行
人
を
照
触
す
る
の
大

悲
の
光
、
心
の
称
を
得
ら
く
の
み
。
之
に
准
じ
て
私
に
案
ず
る
に
、
観
仏
三
昧
所
観
所
見
の
光
明
等
、
身
光
の
名

に
預
か
る
べ
き
も
の
や
。40 

す
な
わ
ち
、
光
を
身
相
と
心
想
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
体
が
別
々
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
義
門
に
よ
っ
て
適
宜
区

別
す
る
。
心
光
の
名
は
、
阿
弥
陀
仏
が
慈
悲
摂
受
の
心
を
も
っ
て
衆
生
を
照
触
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。『
観
経
』
所

説
の
「
仏
心
と
は
大
慈
悲
是
れ
な
り
」
云
々
の
文
が
そ
の
典
拠
で
あ
る
。
ま
た
、
心
光
は
称
名
念
仏
の
行
者
を
照
触
す

る
大
悲
心
の
光
で
あ
る
。
こ
れ
に
准
ず
れ
ば
、
観
仏
三
昧
の
行
者
が
観
見
す
る
と
こ
ろ
の
光
は
身
光
に
相
当
す
る
の
で

は
な
い
か
、
と
釈
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
身
心
二
光
の
体
が
一
つ
と
さ
れ
る
こ
と
、
②
身
光
を
観
想
念
仏
と
関
連
さ
せ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
点
が
江
戸
宗
学
に
お
け
る
解
釈
の
軸
と
な
る
。
以
下
で
は
、
善
譲
・
覚
音
（
一
八
二
一
～
一
九

〇
七
）・
鮮
妙
（
一
八
三
五
～
一
九
一
四
）
の
説
を
順
に
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
善
譲
の
『
真
宗
要
論
』
で
は
、『
華
厳
経
探
玄
記
』
が
光
明
を
智
光
・
身
光
と
分
類
す
る
の
に
倣
っ
て
、
智

光
＝
心
光
、
身
光
＝
色
光
と
解
さ
れ
る41

。
そ
し
て
、
色
心
二
光
の
区
別
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 
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『
探
玄
記
』
な
ど
に
智
光
、
身
光
を
取
分
く
れ
ど
も
、
果
海
の
有
体
は
入
不
二
に
し
て
身
智
無
碍
な
り
、
智
光
の

外
身
光
な
し
、
よ
つ
て
今
家
弘
願
の
益
を
心
光
と
し
要
門
の
益
を
色
光
と
す
れ
ど
も
、
果
海
は
身
智
無
碍
な
る
も

の
な
れ
ば
永
く
分
別
す
る
も
の
な
ら
ず
、
拠
勝
為
論
で
心
光
、
色
光
相
望
し
て
心
光
を
勝
れ
た
り
と
す
る
辺
よ
り

弘
願
の
益
と
す
る
、
畢
竟
色
心
不
二
な
り42 

こ
こ
で
善
譲
は
、
弘
願
（
第
十
八
願
）
の
益
を
心
光
と
し
、
要
門
（
第
二
十
願
）
の
益
を
色
光
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
よ
う
な
分
別
は
永
く
す
る
も
の
で
は
な
く
、
果
海
の
上
で
は
身
智
無
碍
の
ゆ
え
に
畢
竟
色
心
不
二
と
す
る
。

心
光
と
色
光
を
分
別
す
る
の
は
、
拠
勝
為
論
（
二
種
以
上
の
も
の
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
ぐ
れ
た
特
徴
を
挙
げ
て

論
ず
る
こ
と
）
の
場
合
に
限
る
と
す
る
。 

色
心
二
光
を
一
旦
区
別
す
る
が
、
結
局
そ
れ
ら
を
不
二
と
す
る
点
や
、
色
光
を
要
門
の
益
と
す
る
点
に
つ
い
て
は

『
六
要
鈔
』
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
覚
音
の
光
明
解
釈
を
紹
介
す
る
。
そ
の
『
広
文
類
論
題
』
で
は
、
通
途
（
仏
教
一
般
）
で
い
わ
れ
る
智

光
・
身
光
と
、
今
家
（
真
宗
）
で
い
う
心
光
・
色
光
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
と
問
い
を
設
け
、
そ
の

答
え
を
「
大
同
小
異
」
と
述
べ
、
智
光
＝
心
光
、
身
光
＝
色
光
と
す
る
。
ま
た
、「
仏
々
平
等
の
果
界
上
に
約
す
る
と

き
は
、
身
光
智
光
無
碍
の
故
に
、
智
光
の
外
に
身
光
あ
る
こ
と
な
し
」
と
述
べ
る
。
か
か
る
点
は
、
先
に
見
た
善
譲
の

解
釈
と
共
通
す
る
。 

覚
音
の
解
釈
の
特
徴
は
、
色
光
を
「
真
仮
両
通
」
と
す
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
色
光
に
は
常
光
と
現
起
光
の
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二
種
が
あ
り
、
常
光
は
「
調
熟
仮
門
の
光
明
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
阿
弥
陀
仏
の
無
縁
の
慈
悲
よ
り
放
た
れ
た
光
で
あ

る
た
め
、
遂
に
は
機
縁
が
熟
し
て
弘
願
に
帰
入
さ
せ
る
と
い
う
。
ま
た
、
現
起
光
に
つ
い
て
は
「
拠
勝
為
論
す
る
と
き

は
仮
門
を
以
て
主
と
す
れ
ど
も
、
剋
実
通
論
す
る
と
き
は
弘
願
に
も
亦
通
ず
」
と
述
べ
て
い
る43

。
こ
の
よ
う
に
、
色

光
の
解
釈
に
幅
を
設
け
て
仮
門
と
弘
願
に
通
ず
る
と
解
し
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
鮮
妙
の
解
釈
を
紹
介
す
る
。
そ
の
『
宗
要
論
題
決
択
編
』
で
は
、
色
心
二
光
の
区
別
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

果
海
は
色
心
不
二
身
智
無
碍
に
し
て
永
く
分
別
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、
拠
勝
為
論
に
し
て
心
光
色
光
を
約
対
す
る

の
み
、
観
門
の
行
者
は
色
光
を
蒙
る
、
尽
十
方
無
碍
光
に
あ
ら
ず
八
万
四
千
の
数
量
あ
れ
ば
、
弘
願
の
行
者
所
見

の
無
量
無
辺
な
る
を
見
る
こ
と
能
は
ず44 

す
な
わ
ち
、
果
海
の
上
で
は
色
心
二
光
は
不
二
で
あ
る
が45

、
拠
勝
為
論
す
れ
ば
、
観
門
の
行
者
は
八
万
四
千
の
色

光
を
蒙
り
、
弘
願
の
行
者
の
よ
う
な
無
量
無
辺
の
心
光
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
善
譲
の
解
釈
を
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
い
え
る
。 

 

し
か
し
一
方
で
、
鮮
妙
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。 

弘
願
は
仏
随
自
意
の
故
に
心
内
よ
り
放
つ
光
益
を
蒙
る
、
要
門
は
随
他
意
の
故
に
外
色
の
光
益
を
蒙
る
と
分
て
ど

も
、
其
実
は
観
門
の
行
者
は
直
ち
に
真
仏
の
色
光
だ
に
見
る
こ
と
能
は
ず
、
応
化
身
の
光
益
を
蒙
る
も
の
な
り
と

知
る
べ
し
。46 
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す
な
わ
ち
、
弘
願
の
行
者
は
随
自
意
の
ゆ
え
に
心
光
を
蒙
り
、
観
門
（
要
門
）
の
行
者
は
随
他
意
の
ゆ
え
に
色
光

を
蒙
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
、
後
者
は
真
仏
の
色
光
さ
え
も
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
応
化
身
に
よ
る
光
益
を
蒙
っ
て
い

る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
色
光
を
観
門
の
益
と
同
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
応
化
身
と
結
び
付
け
る
点
は
、
本
研
究
の
関
心

か
ら
し
て
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
応
化
身
は
積
極
的
な
意
味
で
も
ち
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
他
力
（
弘
願
）

と
自
力
（
要
門
）
に
優
劣
関
係
を
見
た
上
で
、
劣
の
意
で
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
善
譲
・
覚
音
・
鮮
妙
に
そ
れ
ぞ
れ
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
三
者
は
共
通
し
て
心
光
を
弘
願
に
、
色

光
を
要
門
（
観
門
・
仮
門
）
に
配
当
し
、
結
局
、
体
あ
る
い
は
果
海
の
上
か
ら
色
心
二
光
を
不
二
と
し
て
い
る
。
特
に

覚
音
は
色
光
（
常
光
）
を
解
釈
す
る
際
に
「
調
熟
仮
門
の
光
明
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て

「
調
熟
の
光
明
」
と
身
光
と
の
結
び
付
き
が
指
摘
で
き
る
。 

  

お
わ
り
に 

本
章
で
は
、
親
鸞
没
後
の
中
世
お
よ
び
江
戸
宗
学
の
光
明
解
釈
を
辿
る
こ
と
で
、「
調
熟
の
光
明
」
の
成
立
過
程
を

明
ら
か
に
し
た
。 

覚
如
は
『
口
伝
鈔
』『
執
持
鈔
』
に
お
い
て
「
光
明
の
縁
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
。
こ
の
語
に
は
、
光
が
衆
生

の
無
明
を
徐
々
に
融
解
し
て
獲
信
へ
と
育
成
す
る
意
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
江
戸
宗
学
で
は
光
号
因
縁
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（
一
部
は
総
序
）
を
釈
す
る
際
に
、
光
明
に
「
照
熟
」「
調
熟
」「
調
育
」「
照
育
」
作
用
を
与
え
る
。
ま
た
、
五
重
義

相
を
釈
す
る
際
に
は
、
蓮
如
と
覚
如
両
者
の
著
述
の
間
に
生
じ
る
矛
盾
を
会
通
す
る
中
で
「
調
熟
」「
照
育
」
と
い
っ

た
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
。 

一
方
、
身
心
二
光
の
区
別
に
関
し
て
は
、
存
覚
の
解
釈
を
承
け
て
、
心
光
を
他
力
の
益
、
身
光
を
自
力
の
益
に
配

当
す
る
。
後
者
は
要
門
・
観
門
・
仮
門
の
行
者
が
蒙
る
光
明
と
釈
さ
れ
、
中
で
も
覚
音
は
身
光
（
色
光
の
う
ち
の
常
光
）

を
「
調
熟
仮
門
の
光
明
」
と
呼
ぶ
。 

以
上
の
よ
う
な
光
明
解
釈
の
流
れ
の
中
で
、「
調
熟
の
光
明
」
の
宗
学
内
で
の
定
着
化
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

註

 1 

先
哲
に
よ
っ
て
身
光
が
色
光
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
両
者
を
同
意
語
と
見
な
す
。 

2 

『
浄
真
全
』
四
、
二
四
八
～
二
四
九
頁
。 

3 

『
往
生
礼
讃
』
に
は
、「
諸
仏
の
所
証
は
平
等
に
し
て
是
れ
一
な
れ
ど
も
、
若
し
願
行
を
以
て
来
し
収
む
る
に
因
縁

無
き
に
非
ず
。
然
る
に
弥
陀
世
尊
、
本
深
重
の
誓
願
を
発
し
て
光
明
・
名
号
を
以
て
十
方
を
摂
化
し
た
ま
ふ
」（『
浄
真

全
』
一
、
九
一
五
頁
）
と
あ
る
。 
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 4 
『
三
部
経
大
意
』
に
は
、「
弥
陀
善
逝
、
平
等
の
慈
悲
に
も
よ
を
さ
れ
て
、
十
方
世
界
に
あ
ま
ね
く
光
明
を
て
ら
し

て
、
転
一
切
衆
生
に
こ
と
ご
と
く
縁
を
む
す
ば
し
め
む
が
た
め
に
、
光
明
無
量
の
願
を
た
て
た
ま
へ
り
。
第
十
二
の
願

こ
れ
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
、
光
明
の
縁
と
名
号
の
因
と
和
合
せ
ば
、
摂
取
不
捨
の
益
を
か
ぶ
ら
む
こ
と
う
た
が

ふ
べ
か
ら
ず
」（『
浄
真
全
』
三
、
一
〇
八
一
～
一
〇
八
三
頁
上
）
と
あ
る
。
な
お
、
同
書
は
法
然
が
「
浄
土
三
部
経
」

の
大
意
を
講
述
し
た
際
の
筆
記
録
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
面
に
お
い
て
法
然
の
教
説
か
否
か
の
議
論
が

あ
る
。
詳
し
く
は
、
坪
井
俊
映
「『
三
部
経
大
意
』
に
見
ら
れ
る
非
法
然
的
教
説
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
佛
教
文
化

研
究
所
年
報
』
一
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

5 

『
浄
真
全
』
四
、
二
三
六
～
二
三
七
頁
。 

6 

『
浄
真
全
』
四
、
四
八
八
頁
。 

7 

た
だ
し
、『
浄
土
真
要
鈔
』
は
『
浄
土
文
類
集
』（
撰
者
未
詳
）
を
参
考
に
述
作
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
取
り
扱
い

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

8 

「
正
信
念
仏
偈
」
に
は
「
我
亦
在
彼
摂
取
中
、
煩
悩
障
眼
雖
不
見
、
大
悲
無
倦
常
照
我
」（『
浄
真
全
』
二
、
一
五
三

頁
）
と
あ
る
。 

9 

『
浄
真
全
』
四
、
八
五
六
頁
。 

10 

『
浄
真
全
』
四
、
一
一
四
四
～
一
一
四
五
頁
。 

11 

『
浄
土
宗
全
書
』
四
、
二
六
〇
頁
。 

12 

『
浄
真
全
』
五
、
一
八
～
一
九
頁
。 

13 

『
浄
真
全
』
五
、
一
二
〇
頁
。 

14 

『
浄
真
全
』
五
、
一
二
三
頁
。 
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 15 
『
浄
真
全
』
五
、
九
七
頁
。 

16 
『
浄
真
全
』
五
、
一
〇
八
頁
。 

17 

『
浄
真
全
』
四
、
四
九
七
頁
。 

18 

『
浄
真
全
』
二
、
四
九
頁
。 

19 

光
号
因
縁
の
解
釈
を
整
理
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
岡
村
周
薩
編
『
真
宗
大
辞
典
〈
改
訂
版
〉』
一
に
お
け
る
「
光

号
因
縁
」
の
項
目
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
二
年
、
五
二
七
～
五
二
九
頁
）、
五
十
香
正
宏
「
両
重
因
縁
釈
に
つ
い

て
」（『
宗
学
院
論
集
』
七
五
、
二
〇
〇
三
年
）、
岡
崎
秀
麿
「
両
重
因
縁
釈
の
研
究
」（『
宗
学
院
論
集
』
八
五
、
二
〇

一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

20 

本
研
究
は
光
明
解
釈
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
、「
業
識
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い
。 

21 

三
師
を
選
ん
だ
の
は
石
泉
学
派
（
僧
叡
）、
豊
前
学
派
（
圓
月
）、
空
華
学
派
（
善
譲
）
の
代
表
者
の
た
め
で
あ

る
。 

22 

『
真
宗
全
書
』
二
六
、
二
七
七
頁
下
。 

23 

『
真
宗
全
書
』
二
六
、
二
七
七
頁
下
～
二
七
八
頁
上
。 

24 

望
月
信
亨
編
『
望
月
仏
教
大
辞
典
〈
第
十
版
〉』
二
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
七
四
年
）
に
お
け
る
「
三
益
」

の
項
目
（
一
六
九
二
～
一
六
九
三
頁
）
を
参
照
し
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
天
台
宗
で
は
「
下
種
・
調
熟
・
解
脱
」
の
三

益
を
『
法
華
経
』
化
城
喩
品
の
説
示
内
容
に
対
当
さ
せ
る
と
い
う
。 

25 

『
浄
真
全
』
二
、
六
頁
下
・
一
三
頁
。
ま
た
、『
選
択
集
』
に
も
「
熟
」
や
「
純
熟
」
の
用
例
が
あ
る
（『
浄
真

全
』
一
、
一
二
五
四
・
一
三
〇
五
頁
）。 

26 

『
浄
真
全
』
四
、
六
七
七
・
七
六
五
・
一
三
〇
六
頁
。 
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 27 
『
真
宗
全
書
』
二
六
、
二
七
八
頁
上
。 

28 
『
真
宗
叢
書
』
二
、
四
五
一
頁
上
～
下
。 

29 

『
真
宗
叢
書
』
二
、
四
五
二
頁
上
。 

30 

『
真
宗
全
書
』
三
〇
、
三
六
二
頁
下
。 

31 

『
浄
真
全
』
二
、
六
頁
下
。 

32 

『
真
宗
全
書
』
三
〇
、
二
九
頁
上
～
下
。 

33 

『
浄
真
全
』
五
、
一
一
三
～
一
一
四
頁
。 

34 

『
浄
真
全
』
四
、
八
五
六
頁
。 

35 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
四
四
七
頁
下
。 

36 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
四
五
一
頁
上
参
照
。 

37 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
四
五
一
頁
上
～
下
。 

38 

た
だ
し
、
智
量
は
「
一
往
、
斯
く
次
第
す
れ
ど
も
、
前
の
四
重
は
み
な
信
一
念
同
時
に
あ
る
も
の
な
り
」（『
真
宗

叢
書
』
一
、
四
五
一
頁
下
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
宿
善
・
善
知
識
・
光
明
・
信
心
の
四
つ
は
、
信
心
を
中
心
に
し
て
同

時
に
あ
ら
わ
れ
る
と
解
し
て
い
る
。 

39 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
四
五
二
頁
下
。 

40 

『
浄
真
全
』
四
、
一
一
四
四
～
一
一
四
五
頁
。 

41 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
七
七
二
頁
下
。 

42 

同
右
。 

43 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
七
八
〇
頁
上
～
下
参
照
。 
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 44 
『
真
宗
叢
書
』
一
、
七
一
六
頁
上
。 

45 
ま
た
、
鮮
妙
は
「
光
明
は
智
慧
の
相
な
り
、
果
海
に
あ
つ
て
は
不
二
に
し
て
智
光
の
外
に
身
光
な
し
」（『
真
宗
叢

書
』
一
、
七
一
五
頁
下
～
七
一
六
頁
上
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
智
慧
を
中
心
に
し
て
光
明
を
見
て
い
る
。 

46 

『
真
宗
叢
書
』
一
、
七
八
一
頁
下
。 



 

 
 

  
 



 

 
 

結
論
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結
論 

第
一
節 

各
章
の
概
要 

本
研
究
で
は
、
浄
土
教
理
史
的
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
親
鸞
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。
以
下
、
各
章
の
概
要
を
述

べ
る
。 

第
一
章
で
は
、
原
始
仏
教
と
大
乗
仏
教
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。
原
始
経
典
で
は
、
釈
尊
（
仏
）
が
光
明
で
あ
ら

わ
さ
れ
て
お
り
、
仏
は
見
え
な
い
も
の
（
真
理
）
を
可
視
化
す
る
こ
と
か
ら
「
智
慧
の
光
」
と
も
表
象
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
光
明
は
奇
瑞
相
・
威
神
・
神
変
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

大
乗
経
典
に
は
、
仏
の
放
光
が
見
え
な
い
場
所
を
照
ら
し
出
し
た
り
、
説
法
の
前
兆
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
り
、
衆

生
に
対
し
て
さ
と
り
や
具
体
的
な
利
益
を
与
え
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
光
明
か
ら
多
数
の
化
仏
が
示
現
し

て
、
そ
れ
ら
が
説
法
す
る
と
い
っ
た
説
示
も
散
見
さ
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
光
明
の
様
相
な
い
し
用
き
は
、
原
始
経
典
同

様
に
奇
瑞
相
・
威
神
・
神
変
と
捉
え
ら
れ
、『
大
智
度
論
』
で
は
総
じ
て
仏
力
な
い
し
仏
力
に
よ
っ
て
顕
現
し
た
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
同
章
で
は
紀
元
前
二
世
紀
～
紀
元
後
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
イ
ン
ド
あ
る
い
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
教
美
術

を
通
し
て
、
当
該
時
処
の
人
々
が
光
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
欄

楯
の
蓮
華
意
匠
お
よ
び
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
浮
彫
は
、
水
と
蓮
華
が
連
動
し
て
誕
生
・
生
成
・
増
殖
の
様
相
を
あ
ら
わ
し
て
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お
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
光
明
に
も
託
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
浮

彫
に
お
け
る
発
出
タ
イ
プ
を
用
い
て
肯
定
し
た
。
当
該
浮
彫
に
は
、
光
と
蓮
華
が
連
動
し
て
複
数
の
化
仏
を
生
み
出
し
、

そ
れ
が
放
射
状
に
発
出
さ
れ
る
様
相
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
蓮
池
タ
イ
プ
の
浮
彫
に
つ
い
て
は
、
光
明
が
見
え

な
い
も
の
（
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
）
を
顕
現
さ
せ
る
用
き
を
有
し
て
い
る
点
を
示
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
光
明
に
は
可
視
化
（
顕
現
化
）・
瑞
相
・
威
神
・
神
変
・
説
法
・
化
仏
・
誕
生
・
生
成
・
増
殖
な

ど
の
多
種
多
様
な
用
き
あ
る
い
は
特
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。 

第
二
章
で
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』『
無
量
寿
経
』『
観
経
』
を
用
い
て
、
浄
土
経
典
に
お
い
て
光
の
多
様
性
が
ど
の
よ

う
に
説
か
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。
ま
ず
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
関
し
て
は
、
光
明
が
智
慧
・
威
神
の
同
義
語
と
さ
れ

て
い
る
点
（
た
だ
し
、
威
神
に
関
し
て
は
例
外
も
あ
る
）
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
見
光
の
利
益
に
は
、
解
脱
の
他
に
①

慈
心
・
歓
喜
、
②
作
善
、
③
見
仏
国
土
、
④
奇
蹟
的
利
益
の
四
つ
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
光
に
よ
る

利
益
の
多
様
性
を
示
し
た
。
他
方
、「
光
明
名
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
に
限
っ
て
「
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
称

讃
す
る
声
」
と
解
し
、『
大
阿
弥
陀
経
』
全
体
の
思
想
と
し
て
は
光
明
と
名
号
が
利
益
面
で
同
義
に
な
る
と
結
論
し
た
。 

『
無
量
寿
経
』
の
光
明
思
想
に
関
し
て
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
に
比
し
て
、
光
明
と
威
神
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な

っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
光
明
は
説
法
と
深
く
結
び
付
い
て
お
り
、「
触
光
」「
遇
光
」「
見
光
」「
聞
光
」
と

い
っ
た
動
詞
の
ユ
レ
は
、
説
法
の
仕
方
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 
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『
観
経
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
光
明
思
想
の
特
徴
を
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」
「
光
中
の
化
仏
」
の
三
つ
に

グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
論
を
進
め
た
。「
光
の
変
化
性
」
と
は
、
浄
土
の
光
が
荘
厳
相
に
変
化
し
て
仏
事
を
施
作
・
映
写

す
る
こ
と
で
あ
る
。「
光
の
説
法
」
と
は
、
光
か
ら
示
現
し
た
荘
厳
相
ま
た
は
光
そ
の
も
の
が
様
々
な
妙
法
を
説
く
こ

と
で
あ
る
。「
光
中
の
化
仏
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
円
光
お
よ
び
観
音
菩
薩
の
毫
光
の
中
に
存
在
す
る
無
数
の
化
仏
の

こ
と
を
指
す
。『
無
量
寿
経
』
は
光
（
目
的
語
）
に
対
す
る
動
詞
が
変
化
し
て
い
た
が
、『
観
経
』
の
場
合
は
光
自
体
が

変
化
し
て
い
る
。
説
相
は
違
う
け
れ
ど
も
、
両
経
に
は
光
の
多
様
性
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

第
三
章
で
は
、
曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
。
曇
鸞
に
関
し
て
は
、『
論
註
』
を
用

い
て
光
明
と
智
慧
の
関
係
、
そ
れ
か
ら
「
応
化
身
の
光
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
曇
鸞
は
智
慧
と
光
明
の
両
方
に
二
種

法
身
の
構
造
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
当
該
節
で
は
「
国
土
の
光
明
」
と
「
応
化
身
の
光
」
が
お
こ
な
う

「
仏
事
」
に
注
目
し
た
。「
国
土
の
光
明
」
は
国
土
の
名
号
と
「
仏
事
」
の
点
で
同
義
に
な
り
、
そ
の
「
仏
事
」
と
は

破
闇
満
願
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、「
応
化
身
の
光
」
が
お
こ
な
う
「
仏
事
」
は
、
二
種
法
身
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明

可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
光
は
二
種
法
身
の
構
造
を
与
え
ら
れ
て
初
め
て
自
在
な
る
衆
生
済
度
を
お
こ
な
う
わ
け
で
は

な
い
。
曇
鸞
は
、
光
が
お
こ
な
う
「
仏
事
」
を
二
種
法
身
の
論
理
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
た
と
い
え
る
。 

善
導
の
光
明
思
想
に
関
し
て
は
、
五
部
九
巻
を
見
渡
し
な
が
ら
『
観
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
か
ら
の
影
響
を
確
認

し
、
つ
づ
い
て
『
観
仏
経
』
を
用
い
て
『
観
念
法
門
』
所
説
の
心
光
に
つ
い
て
考
究
し
た
。
善
導
は
『
観
経
』
に
お
け

る
「
光
の
変
化
性
」「
光
の
説
法
」「
光
中
の
化
仏
」
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
一
方
で
『
無
量
寿
経
』
所
説
の
本
願
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（
第
十
八
願
に
限
定
し
な
い
）
を
光
明
摂
取
の
根
拠
に
据
え
る
。
光
明
と
本
願
を
結
び
付
け
る
点
は
、
法
然
・
親
鸞
に

も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
善
導
は
「
仏
心
」
を
仏
の
心
臓
と
慈
悲
心
の
両
面
で
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
心
臓
の
光
の
中
に
は
化
仏
を
含
む
無
量
の
聖
衆
が
存
し
、
そ
の
聖
衆
た
ち
が
念
仏
者
を
影
護
す
る
。
こ
う
い
っ
た

用
き
を
慈
悲
心
ひ
い
て
は
心
光
摂
護
と
呼
ん
で
い
る
。 

源
信
に
関
し
て
は
、
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
と
『
往
生
要
集
』
を
用
い
て
そ
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。『
阿
弥
陀
仏

白
毫
観
』
で
は
『
華
厳
経
』『
観
仏
経
』
に
依
っ
て
、
白
毫
光
が
衆
生
に
応
じ
て
変
現
し
説
法
す
る
こ
と
（
現
身
説
法
）

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
往
生
要
集
』
別
相
観
・
総
相
観
・
雑
略
観
で
は
『
観
仏
経
』
あ
る
い
は
『
観
経
』
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
化
仏
の
存
在
と
そ
の
説
法
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
別
相
観
で
は
「
光
中
の
化
仏
」

が
具
体
的
に
様
々
な
教
法
を
説
く
と
述
べ
ら
れ
、
総
相
観
と
雑
略
観
で
は
化
仏
が
事
観
と
理
観
を
繋
ぐ
要
素
の
一
つ
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

法
然
に
関
し
て
は
、
善
導
と
源
信
か
ら
の
影
響
面
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
偏
依
善
導
一
師
」
を
標
榜
す
る
法
然
は
、

第
十
八
願
の
本
願
を
光
明
摂
取
の
根
拠
と
し
、
ひ
い
て
は
名
号
の
中
に
光
明
の
功
徳
を
摂
め
る
。
一
方
、
源
信
か
ら
の

影
響
面
は
、『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
所
説
の
現
身
説
法
を
語
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
書

の
内
容
に
は
一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
中
で
も
法
然
は
現
身
説
法
の
「
説
法
」
に
は
言
及
し
な
い
。「
選
択
本
願
」

の
立
場
に
基
づ
い
て
名
号
に
説
法
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が
摂
ま
る
と
解
す
る
法
然
に
と
っ
て
、
強
調
す
べ
き
は
名
号

（
称
名
念
仏
）
で
あ
っ
て
、
応
化
身
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
様
々
な
教
法
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
法
然
は
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化
仏
の
役
割
と
し
て
「
本
願
の
讃
歎
」
と
「
摂
取
・
来
迎
」
を
重
要
視
す
る
。
前
者
に
関
し
て
は
先
述
し
た
よ
う
に
選

択
本
願
の
立
場
、
後
者
に
つ
い
て
は
平
生
と
臨
終
に
と
ら
わ
れ
な
い
法
然
独
自
の
来
迎
観
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

第
四
章
で
は
親
鸞
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。「
真
仏
土
文
類
」
と
「
行
文
類
」
の
『
無
量
寿
経
』
引
文
を
見
る
と
、

光
明
と
名
号
は
威
神
を
媒
介
に
し
て
同
義
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
威
神
と
は
本
願
力
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

親
鸞
に
お
い
て
光
明
と
名
号
は
本
願
力
の
点
で
同
義
と
な
る
。 

ま
た
、
親
鸞
に
と
っ
て
涅
槃
（
真
仏
土
）
は
有
相
と
相
即
関
係
に
あ
っ
て
、
衆
生
に
対
し
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て

く
る
概
念
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
衆
生
は
そ
の
涅
槃
を
眼
見
す
る
の
で
は
な
く
、
名
号
と
し
て
聞
見
す
る
。
こ
う

い
っ
た
涅
槃
の
捉
え
方
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
に
二
種
法
身
を
見
る
姿
勢
と
軌
を
一
に
す

る
。 さ

ら
に
、
親
鸞
は
『
論
註
』
を
参
考
に
し
て
阿
弥
陀
仏
・
智
慧
・
光
明
の
三
者
に
二
種
法
身
の
構
造
を
与
え
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
光
で
表
象
さ
れ
る
応
化
身
は
阿
弥
陀
仏
と
同
じ
用
き
を
す
る
。
つ
ま
り
、
名
号
の
伝
達
者
と
な
る
。

た
だ
し
、
親
鸞
は
衆
生
済
度
を
語
る
際
に
は
応
化
身
で
は
な
く
、
名
号
・
阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
据
え
る
。
そ
の
こ
と
は

親
鸞
の
聖
衆
観
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
観
音
・
勢
至
・
化
仏
・
化
菩
薩
の
影
護
は
、
す
べ
て
名
号
も
し
く
は
阿
弥

陀
仏
の
用
き
に
統
摂
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
の
い
う
「
応
化
身
の
光
」
と
は
阿
弥
陀
仏
（
名
号
）
の
多
様

な
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
。 
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ま
た
、
同
章
で
は
親
鸞
の
心
光
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
上
で
、
隆
寛
・
明
恵
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。
親
鸞
は

心
光
を
阿
弥
陀
仏
の
真
実
心
・
清
浄
心
ひ
い
て
は
真
実
（
さ
と
り
）
と
捉
え
、
そ
れ
が
名
号
と
し
て
廻
向
さ
れ
る
と
解

す
る
。
心
光
を
「
光
」
で
は
な
く
「
心
」
の
問
題
と
す
る
の
は
、
衆
生
の
無
明
煩
悩
の
「
心
」
に
対
応
さ
せ
る
た
め
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
隆
寛
は
心
光
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
真
実
心
を
阿
弥
陀
仏
の
側
に
置
く
こ
と
は
親
鸞
と
共
通
す
る
。

た
だ
し
、
隆
寛
が
真
実
心
を
衆
生
の
側
に
引
き
寄
せ
る
場
合
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
親
鸞
は
衆
生
の
側
に
そ
れ
を
認
め

な
い
。
あ
く
ま
で
真
実
心
（
心
光
）
は
名
号
と
し
て
廻
向
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
親
鸞
の
方
が
隆
寛
よ
り
も
衆
生

対
阿
弥
陀
仏
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
。 

明
恵
の
場
合
は
、
衆
生
が
浄
心
（
清
浄
な
る
念
心
）
を
発
起
で
き
る
と
認
識
し
て
お
り
、
心
光
の
摂
不
摂
を
浄
心

の
有
無
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
対
し
て
、
親
鸞
は
も
と
よ
り
衆
生
に
は
清
浄
心
を
も
ち
得
な
い
と
し
、
心
光
を
弥
陀
の

清
浄
心
と
捉
え
る
。
ま
た
、
明
恵
が
身
心
二
光
の
区
別
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
心
光
を
「
光
」
の
問
題
と
解
す
る
か
ら
で

あ
る
。
対
し
て
、
親
鸞
が
そ
の
区
別
に
言
及
し
な
い
の
は
、
心
光
を
「
心
」
の
問
題
と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
同
じ
「
心
光
」
の
語
を
使
用
し
て
い
て
も
、
そ
の
内
実
は
両
者
の
間
で
異
な
っ
て
い
る
。 

上
来
を
踏
ま
え
て
、
一
旦
本
研
究
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
親
鸞
の
光
明
思
想
の
独
自
性
は
、
光
明
の
多
様
性
を
名

号
な
い
し
阿
弥
陀
仏
へ
移
行
し
た
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
以
前
は
光
明
が
多
様
性
を
有
し
て
い
た
。
こ
こ
で
い

う
多
様
性
と
は
、
説
法
・
教
法
・
利
益
・
化
仏
・
応
化
身
と
い
っ
た
意
味
の
多
様
性
で
あ
る
。
そ
の
光
の
多
様
性
は
、
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善
導
・
法
然
の
上
で
次
第
に
限
定
化
さ
れ
、
親
鸞
の
段
階
で
光
明
が
名
号
と
同
義
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
法
然
の
時

点
で
も
光
明
の
功
徳
を
名
号
に
摂
め
て
い
た
が
、
そ
の
場
合
、
光
明
は
あ
ら
ゆ
る
功
徳
の
う
ち
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
、

さ
ら
に
光
明
無
量
よ
り
も
寿
命
無
量
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
点
は
親
鸞
と
異
な
る
。 

さ
て
、
先
に
親
鸞
は
光
明
の
多
様
性
を
名
号
に
移
行
し
た
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
光
の
多
様
性
を
否
定
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
親
鸞
が
名
号
の
伝
達
者
を
光
で
表
象
し
た
り
、
名
号
の
利
益
と
し
て
化
仏
や
菩
薩
の
影
護
を
語
る
の
は
、

名
号
の
裏
に
光
の
多
様
性
が
併
存
し
て
い
る
証
左
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
名
号
は
光
明
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
て
、

多
様
に
衆
生
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
え
よ
う
。 

最
後
に
、
第
五
章
に
お
い
て
親
鸞
没
後
の
光
明
解
釈
の
一
展
開
を
、「
調
熟
の
光
明
」
の
成
立
過
程
を
通
し
て
素
描

し
た
。
覚
如
の
『
口
伝
鈔
』『
執
持
鈔
』
に
お
け
る
「
光
明
の
縁
」
に
は
、
衆
生
を
獲
信
へ
と
導
き
育
て
る
意
が
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
、
江
戸
宗
学
で
は
光
明
に
「
照
熟
」「
調
熟
」「
調
育
」「
照
育
」
義
を
与
え
る
。
一

方
、
存
覚
の
『
六
要
鈔
』
に
お
い
て
観
仏
三
昧
の
行
者
が
観
見
す
る
光
と
想
定
さ
れ
た
身
光
は
、
江
戸
宗
学
の
中
で
自

力
（
要
門
・
仮
門
・
観
門
）
の
行
者
が
蒙
る
光
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
方
便
仮
門
と
い
う
文
脈
の
中

で
、
身
光
は
「
調
熟
の
光
明
」
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

親
鸞
が
言
及
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
身
光
を
他
力
（
弘
願
）
に
対
す
る
自
力
の
益
と
見
な
し
、
そ
の
上
で

「
調
熟
の
光
明
」
と
関
連
付
け
る
点
に
は
、
そ
れ
が
妥
当
性
を
も
つ
の
か
否
か
に
つ
い
て
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
あ
え
て
積
極
的
な
見
方
を
す
れ
ば
、
江
戸
宗
学
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
「
調
熟
の
光
明
」
は
、
名
号
に
内
在
す
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る
光
の
多
様
性
を
あ
ら
わ
さ
ん
と
し
た
苦
心
の
結
果
と
い
え
る
。 

  第
二
節 
本
研
究
の
意
義
と
今
後
に
向
け
て
の
課
題 

 

本
研
究
で
は
、
主
に
光
の
多
様
性
の
観
点
か
ら
親
鸞
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。
以
下
に
そ
の
意
義
を
三
点
挙
げ
る
。

ま
た
、
最
後
に
今
後
の
研
究
に
向
け
て
の
課
題
も
提
示
し
た
い
。 

一
つ
目
は
、
真
宗
の
光
明
研
究
に
化
仏
・
応
化
身
の
観
点
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
の
光
明
思
想
は
曇
鸞

に
大
き
く
依
っ
て
い
る
面
も
あ
っ
て
、
先
行
研
究
で
は
『
論
註
』
所
説
の
智
慧
や
二
種
法
身
の
論
理
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
仏
身
論
の
内
側
で
光
明
を
論
じ
て
い
た
。
こ
の
方
法
で
は
阿
弥
陀
仏
の
多
様
な
用
き

を
説
明
で
き
て
も
、
な
ぜ
弥
陀
が
光
で
表
象
さ
れ
る
の
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
一
方
、
本
研
究
で
は
光
の
多
様
性
に
注

目
し
て
、
光
明
の
側
か
ら
仏
身
論
と
の
共
通
点
を
探
っ
た
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
親
鸞
が
二
種
法
身
の
構
造
を
も
つ

阿
弥
陀
仏
を
光
で
表
象
す
る
理
由
を
示
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
心
光
を
至
心
（
至
誠
心
）
の
側
面
か
ら
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
心
光
は
阿
弥
陀
仏
の
心
な
い
し

慈
悲
心
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
筆
者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
親
鸞
が
心
光
を
阿
弥
陀
仏
の
真
実
心
・
清
浄
心
と
解

し
て
い
る
点
に
着
目
し
た
。
親
鸞
は
心
光
を
「
光
」
で
は
な
く
「
心
」
の
問
題
と
捉
え
、
衆
生
の
無
明
煩
悩
の
心
と
対

照
さ
せ
る
。
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
親
鸞
が
身
心
二
光
の
区
別
に
言
及
し
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。 
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三
つ
目
は
、
研
究
範
囲
を
拡
張
し
た
上
で
、
浄
土
仏
教
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、

と
り
わ
け
曇
鸞
の
光
明
思
想
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
他
の
祖
師
に
関
し
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は

研
究
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
概
説
的
で
あ
り
、
相
互
の
連
関
性
が
低
か
っ
た
。
対
し
て
、
本
研
究
で
は
大
乗
経
典
や
浄

土
経
典
、
さ
ら
に
は
仏
教
美
術
に
も
目
を
配
っ
た
上
で
、
曇
鸞
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
光
明
思
想
を
論
じ
た
。
こ
の

方
法
に
よ
っ
て
、
親
鸞
に
至
る
ま
で
の
四
師
の
間
で
光
の
多
様
性
が
連
綿
と
語
ら
れ
続
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
本
研
究
に
お
い
て
浄
土
仏
教
の
光
明
思
想
を
網
羅
的
に
論
じ
尽
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
章
で

は
、
化
仏
・
応
化
身
と
光
明
の
関
連
に
主
眼
を
置
い
た
た
め
、
真
宗
七
祖
の
中
で
も
先
の
四
師
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の

た
め
、
龍
樹
・
天
親
・
道
綽
に
つ
い
て
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
四
章
で
は
親
鸞
と
の
比
較
対
象

と
し
て
隆
寛
を
選
ん
だ
が
、
他
の
法
然
門
下
の
光
明
思
想
に
つ
い
て
も
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し

て
は
、
今
後
の
総
合
的
研
究
に
向
け
て
の
課
題
と
し
た
い
。 
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初
出
一
覧 

 
本
研
究
を
構
成
す
る
各
章
の
初
出
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回
の
博
士
論
文
作
成
に
際
し
て
、
大
幅

な
加
筆
と
修
正
を
施
し
た
。 

 

第
一
章 

 

書
き
下
ろ
し 

第
二
章 

 

書
き
下
ろ
し 

第
三
章 

「
善
導
の
光
明
観―

身
光
と
心
光
を
中
心
に―

」（『
宗
教
研
究
』
九
四 

別
冊
、
二
〇
二
一
年
） 

「
法
然
と
親
鸞
の
光
明
観
」（『
宗
教
研
究
』
九
五 

別
冊
、
二
〇
二
二
年
） 

「
源
信
の
光
明
観―

化
仏
・
菩
薩
を
中
心
に―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
〇
（
二
）、
二
〇
二
二
年
） 

「
源
信
と
法
然
の
光
明
観―

『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
中
心
に―

」（『
真
宗
研
究
』
六
七
、
二
〇
二
三
年
） 

第
四
章 

「
親
鸞
の
光
明
観―

智
慧
を
中
心
と
し
て―

」（『
真
宗
学
』
一
四
八
、
二
〇
二
三
年
） 

第
五
章 

「
真
宗
に
お
け
る
「
調
熟
の
光
明
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
九
（
二
）、
二
〇
二
一
年
） 
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岡
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仏
土
の
巻
』（
教
育
新
潮
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梯
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三
枝
充
悳
『
ブ
ッ
ダ
と
サ
ン
ガ 

〈
初
期
仏
教
〉
の
原
像
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
） 

色
井
秀
譲
『
浄
土
念
佛
源
流
考
』（
百
華
苑
、
一
九
七
八
年
） 

吹
田
隆
道
編
『
梶
山
雄
一
著
作
集 

第
三
巻 

神
変
と
仏
陀
観
・
宇
宙
論
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
） 

『
梶
山
雄
一
著
作
集 

第
六
巻 

浄
土
の
思
想
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
） 

末
木
文
美
士
『
鎌
倉
仏
教
形
成
論 

思
想
史
の
立
場
か
ら
』（
法
藏
館
、
一
九
九
八
年
） 

末
木
文
美
士
・
梶
山
雄
一
『
浄
土
仏
教
の
思
想
〈
第
二
巻
〉
観
無
量
寿
経
／
般
舟
三
昧
経
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
） 

杉
岡
孝
紀
『
親
鸞
の
解
釈
と
方
法
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
） 

相
馬
一
意
『
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
の
講
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
三
年
） 

高
田
修
『
仏
像
の
起
源
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
） 

田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
五
年
） 

デ
ニ
ス
・
ヒ
ロ
タ
『
親
鸞―

宗
教
言
語
の
革
命
者―

』（
法
藏
館
、
一
九
九
八
年
） 

殿
内
恒
『『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
講
述
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
二
一
年
） 

西
村
冏
紹
・
末
木
文
美
士
『
観
心
略
要
集
の
新
研
究
』（
百
華
苑
、
一
九
九
二
年
） 

長
谷
正
當
『
本
願
と
は
何
か―

親
鸞
の
捉
え
た
仏
教―

』（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
） 

普
賢
晃
壽
『
親
鸞
教
学
論
考
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
九
年
） 

普
賢
大
圓
『
真
宗
概
論
〈
第
十
版
〉』（
百
華
苑
、
一
九
九
四
年
） 
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藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
） 

 
 
 
 

『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
） 

藤
田
正
勝
『
親
鸞―

そ
の
人
間
・
信
仰
の
魅
力―

』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
） 

星
野
元
豊
『
講
解 

教
行
信
証 

証
の
巻 

真
仏
土
の
巻
』（
法
藏
館
、
一
九
九
四
年
） 

松
本
文
三
郎
『
極
楽
浄
土
論
〔
第
五
版
〕』（
金
港
堂
書
籍
、
一
九
一
二
年
） 

神
子
上
惠
龍
『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
） 

壬
生
泰
紀
『
初
期
無
量
寿
経
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
一
年
） 

宮
治
昭
『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
〇
年
） 

村
上
明
也
・
吉
田
慈
順
編
『
源
信
撰
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
訳
注
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
年
） 

村
上
速
水
『
親
鸞
教
義
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
八
年
） 

 
 
 
 

『
正
信
念
仏
偈
讃
述
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
五
年
） 

 
 
 
 

『
続
・
親
鸞
教
義
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
九
年
） 

森
田
眞
円
『
観
念
法
門
窺
義
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
五
年
） 

矢
吹
慶
輝
『
阿
弥
陀
仏
の
研
究
〔
増
訂
版
〕』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
一
年
） 

山
口
益
『
空
の
世
界
』（
理
想
社
、
一
九
六
七
年
） 

山
邊
習
學
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義 

真
仏
土
の
巻
・
化
身
土
の
巻
』（
法
藏
館
、
一
九
五
一
年
） 
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［
論
文
］ 

浅
井
成
海
「
親
鸞
の
仏
土
観
（
一
）―

化
土
の
問
題
を
中
心
と
し
て―

」（『
真
宗
学
』
八
二
、
一
九
九
〇
年
） 

「
親
鸞
の
仏
土
観
（
二
）―

真
の
報
仏
土
に
つ
い
て―

」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
三
八
、
一
九
九
一
年
） 

安
藤
佳
香
「
み
え
な
い
世
界
の
か
た
ち―

奇
跡
の
誕
生―

」（
池
見
澄
隆
編
『
冥
顕
論
』
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
） 

岡
崎
秀
麿
「
両
重
因
縁
釈
の
研
究
」（『
宗
学
院
論
集
』
八
五
、
二
〇
一
三
年
） 

石
川
琢
道
「
曇
鸞
の
名
号
論
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八
（
二
）、
二
〇
一
〇
年
） 

「
曇
鸞
の
名
号
論
（
二
）―

そ
の
成
立
と
背
景
に
つ
い
て―

」（
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
会
編
『
中
国
浄
土 

教
と
そ
の
展
開 
金
子
寛
哉
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
』
文
化
書
院
、
二
〇
一
一
年
） 

「
曇
鸞
の
名
号
論
の
成
立
と
そ
の
背
景
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
一
（
一
）、
二
〇
一
二
年
） 

「『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
諸
仏
国
土
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
四
（
一
）、
二
〇
一
五
年
） 

石
田
慶
和
「『
教
行
信
証
』
の
哲
学
的
考
察―
「
行
巻
」
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
理
想
』
四
八
五
、
一
九
七
三
年
） 

五
十
香
正
宏
「
両
重
因
縁
釈
に
つ
い
て
」（『
宗
学
院
論
集
』
七
五
、
二
〇
〇
三
年
） 

井
上
善
幸
「
親
鸞
の
「
摂
取
心
光
」
理
解
に
つ
い
て
」（『
真
宗
学
』
一
一
一
・
一
一
二
、
二
〇
〇
五
年
） 

 
 
 
 

「
親
鸞
の
証
果
論
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」（『
龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
〇
、
二
〇
一
一
年
） 

 
 
 
 

「
親
鸞
に
お
け
る
還
相
の
思
想―

死
者
と
の
共
生
と
い
う
視
点
か
ら―

」（
林
智
康
・
井
上
善
幸
・
北
岑
大

至
編
『
東
ア
ジ
ア
思
想
に
お
け
る
死
生
観
と
超
越
』
方
丈
堂
、
二
〇
一
三
年
） 
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宇
野
惠
教
「『
論
註
』
二
種
法
身
説
の
背
景
と
な
っ
た
経
論
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
〇
（
一
）、
二
〇

二
一
年
） 

大
田
利
生
「
浄
土
教
に
お
け
る
光
明
思
想
の
研
究
」（『
龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
三
、
一
九
八
四
年
） 

 
「
親
鸞
に
お
け
る
光
明
思
想
」（『
真
宗
学
』
九
七
・
九
八
、
一
九
九
八
年
） 

 

「
親
鸞
と
華
厳
経
」（『
真
宗
学
』
一
〇
五
・
一
〇
六
、
二
〇
〇
二
年
） 

大
南
龍
昇
「
三
昧
経
典
と
『
往
生
要
集
』―

源
信
の
『
観
仏
三
昧
経
』
観―

」（『
往
生
要
集
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一

九
八
八
年
） 

「『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
三
昧
思
想
」（『
仏
教
学
』
四
〇
、
一
九
九
九
年
） 

「『
観
仏
三
昧
海
経
』
観
仏
心
品
の
考
察
」（『
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集 

浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』
二
、

山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
年
） 

「『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
仏
伝
と
白
毫
観
」（『
仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開 

宮
林
昭
彦
教
授
古
稀
記
念
論
文

集
』
一
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
年
） 

香
川
孝
雄
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
起
源
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
七
、
一
九
七
二
年
） 

「
仏
教
に
お
け
る
光
明
思
想
の
展
開
」（『
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
学
仏
教
学
論
集
』
坤
、
藤
原
弘
道 

先
生
古
稀
記
念
会
、
一
九
七
三
年
） 

加
来
雄
之
「
入
願
海―

方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義―

」（『
真
宗
研
究
』
五
六
、
二
〇
一
二
年
） 
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梯
實
圓
「
隆
寛
律
師
と
親
鸞
聖
人―

法
然
教
学
か
ら
『
教
行
信
証
』
へ
（
そ
の
二
）―

」（『
行
信
学
報
』
一
一
、
一
九 

九
八
年
） 

「
涅
槃
の
浄
土―

真
仏
・
真
土
の
開
顕―

」（『
仏
教
か
ら
真
宗
へ 

瓜
生
津
隆
真
博
士
退
職
記
念
論
集
』
永

田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
三
年
） 

梶
山
雄
一
「
神
変
と
し
て
の
浄
土
教
」（『
仏
教
』
二
九
、
法
藏
館
、
一
九
九
四
年
） 

神
谷
正
義
「
法
然
上
人
の
光
明
観
」（『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
四
、
一
九
九
九
年
） 

辛
嶋
静
志
「『
大
阿
弥
陀
経
』
願
文
訳
」（『
教
化
研
究
』
一
一
七
、
一
九
九
七
年
） 

「『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
（
一
）」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
六
、
一
九
九
九
年
） 

「
阿
弥
陀
浄
土
の
原
風
景
」（『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
一
七
、
二
〇
一
〇
年
） 

川
添
泰
信
「
親
鸞
の
光
明
観―

浄
土
教
の
伝
承
を
鑑
み
て―

」（
光
華
会
編
『
光
華
会
宗
教
研
究
論
集―

親
鸞
と
人
間

―

』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
三
年
） 

信
楽
峻
麿
「
親
鸞
に
お
け
る
釈
迦
仏
と
弥
陀
仏―
『
無
量
寿
経
』
を
真
実
教
と
す
る
根
拠―

」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

五
三
、
一
九
八
七
年
） 

色
井
秀
譲
「
観
仏
三
昧
海
経
と
観
無
量
寿
経
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
三
（
二
）、
一
九
六
五
年
） 

 
 
 
 

「
隆
寛
律
師
に
お
け
る
善
導
至
誠
心
釈
の
理
解
」（『
天
台
学
報
』
一
七
、
一
九
七
五
年
） 

柴
田
文
彦
「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
仏
身
観―

『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
引
用
を
中
心
と
し
て―

」（『
駒
澤
大
学
佛
教
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学
部
論
集
』
三
四
、
二
〇
〇
三
年
） 

相
馬
一
意
「
往
生
論
註
の
唯
識
学
的
源
泉
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
二
（
一
）、
一
九
九
三
年
） 

 
 
 
 

「
往
生
論
註
に
見
ら
れ
る
仏
身
説
」（
渡
辺
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
佛
教
思
想
文
化
史
論 

叢 

渡
邊
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
七
年
） 

曽
根
宣
雄
「
法
然
上
人
に
お
け
る
仏
身
論
の
受
容
と
展
開
」（『
仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開 

宮
林
昭
彦
教
授
古
稀
記
念

論
文
集
』
一
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
年
） 

「
法
然
上
人
の
阿
弥
陀
仏
観
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
九
八
、
二
〇
一
三
年
） 

「『
逆
修
説
法
』
四
七
日
の
三
身
論
と
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
の
三
身
論
に
つ
い
て
」（『
仏
教
論
叢
』
六
一
、 

二
〇
一
七
年
） 

杉
岡
孝
紀
「
親
鸞
に
お
け
る
顕
真
実
教
の
解
釈
」（『
真
宗
学
』
九
九
・
一
〇
〇
、
一
九
九
九
年
） 

 
 
 
 

「
親
鸞
に
お
け
る
光
の
解
釈
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
六
三
、
二
〇
〇
四
年
）、
後
に
同
氏
『
親
鸞
の
解
釈

と
方
法
』
に
収
載 

「
親
鸞
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
解
釈
」（『
親
鸞
教
学
』
一
一
二
、
二
〇
二
〇
年
） 

高
橋
弘
次
「
法
然
上
人
の
仏
身
観
の
特
異
性
」（
香
月
乗
光
編
『
浄
土
宗
開
創
期
の
研
究 

思
想
と
歴
史
』
平
楽
寺
書

店
、
一
九
七
〇
年
） 

 
 
 
 

「
法
然
の
仏
身
観―

特
に
化
身
に
つ
い
て―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
一
（
二
）、
一
九
七
三
年
） 
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「
光
明
に
関
す
る
考
察―

法
然
上
人
を
中
心
と
し
て―

」（『
仏
教
文
化
研
究
』
二
八
、
一
九
八
三
年
） 

武
内
紹
晃
「
二
種
法
身
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
石
田
充
之
博
士
古
稀
記
念
論
文
集 

浄
土
教
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、

一
九
八
二
年
） 

武
田
晋
「
親
鸞
の
「
摂
取
不
捨
」
観―

法
然
の
三
部
経
釈
書
か
ら
の
受
容
と
展
開―

」（『
真
宗
学
』
九
九
・
一
〇
〇
、

一
九
九
九
年
） 

 
 
 

「
親
鸞
の
法
界
理
解
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
八
八
、
二
〇
一
六
年
） 

田
辺
勝
美
「
阿
弥
陀
仏
の
起
源 

無
量
光
・
無
量
寿
仏
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
金
箔
押
し
仏
像
か
ら
生
ま
れ
た
」（『
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
～
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
』
二
〇
一
九
、
二
〇
一
九
年
） 

玉
木
興
慈
「
親
鸞
思
想
に
お
け
る
無
碍
の
意
味
」（『
真
宗
学
』
一
一
四
、
二
〇
〇
六
年
） 

 
 
 
 

「『
教
行
信
証
』「
真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
引
文
の
意
図
」（
大
田
利
生
編
『
浄
土
思
想
の

成
立
と
展
開
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
七
年
） 

 
 
 
 

「『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
三
一
問
答
に
お
け
る
回
施
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト―

阿
弥
陀
仏
は
何
を
回
施
す
る

の
か―

」（『
真
宗
学
』
一
四
一
・
一
四
二
、
二
〇
二
〇
年
） 

塚
本
啓
祥
「
蓮
華
生
と
蓮
華
座
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
八
（
一
）、
一
九
七
九
年
） 

坪
井
俊
映
「『
三
部
経
大
意
』
に
見
ら
れ
る
非
法
然
的
教
説
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
年
報
』
一
、

一
九
八
二
年
） 



 

２４７ 
 

殿
内
恒
「
親
鸞
聖
人
の
証
果
論
に
つ
い
て
の
一
考
察―

「
証
文
類
」
の
転
訓
箇
所
を
中
心
に―

」（『
行
信
学
報
』
九
、

一
九
九
六
年
） 

 
 
 

「「
証
文
類
」
所
説
の
還
相
回
向
義
に
つ
い
て
」（『
真
宗
研
究
』
四
二
、
一
九
九
八
年
） 

 
 
 

「
親
鸞
撰
述
に
お
け
る
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
の
特
異
性
（
上
）」（『
真
宗
学
』
一
三
九
、
二
〇
一
九
年
） 

 
 
 

「
親
鸞
撰
述
に
お
け
る
『
弥
陀
如
来
名
号
徳
』
の
特
異
性
（
下
）」（『
真
宗
学
』
一
四
一
・
一
四
二
、
二
〇
二 

〇
年
） 

内
藤
知
康
「
曇
鸞
の
往
生
思
想―

『
往
生
論
註
』
を
中
心
と
し
て―

」（『
曇
鸞
の
世
界 

往
生
論
註
の
基
礎
的
研
究
』

永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
六
年
） 

「「
真
仏
土
文
類
」
に
お
け
る
『
論
註
』
性
功
徳
釈
引
意
に
対
す
る
一
考
察
」（『
真
宗
学
』
一
二
三
・
一
二

四
、
二
〇
一
一
年
） 

 
 
 
 

「「
行
文
類
」
称
名
破
満
釈
の
解
釈
に
つ
い
て
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
七
九
、
二
〇
一
二
年
） 

 
 
 
 

「
親
鸞
に
お
け
る
不
可
思
議
の
意
義
」（『
真
宗
学
』
一
二
九
・
一
三
〇
、
二
〇
一
四
年
） 

鍋
島
直
樹
「
親
鸞
に
お
け
る
生
死
超
越
の
視
座 

摂
取
心
光
常
摂
護
の
特
質
」（『
真
宗
学
』
一
四
〇
、
二
〇
一
九
年
） 

 
 
 
 

「
親
鸞
に
お
け
る
浄
土
の
基
本
的
特
質―

無
量
光
明
土
の
意
義―

」（『
真
宗
学
』
一
四
一
・
一
四
二
、
二
〇

二
〇
年
） 

西
村
冏
紹
「『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
の
研
究
」（『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
二
一
、
一
九
九
八
年
） 
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「
醍
醐
三
宝
院
蔵 

源
信
撰
『
白
毫
観
法
』
に
つ
い
て―

源
抄
『
阿
弥
陀
仏
白
毫
観
』
の
再
治
本―

」（『
叡

山
学
院
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
） 

林
和
彦
「『
大
阿
弥
陀
経
』
に
あ
ら
わ
れ
た
光
明
の
性
格
と
北
西
イ
ン
ド
」（『
仏
教
芸
術
』
一
六
五
、
一
九
八
六
年
） 

林
田
康
順
「
法
然
に
お
け
る
来
迎
思
想
の
展
開
」（『
仏
教
論
叢
』
五
六
、
二
〇
一
二
年
） 

早
島
鏡
正
「
浄
土
教
に
お
け
る
光
明―

特
に
親
鸞
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
大
乗
仏
教
か
ら
密
教
へ 

勝
又
俊
教
博
士
古
稀

記
念
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
） 

福
原
隆
善
「『
往
生
要
集
』
の
白
毫
観
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
一
五
・
一
六
、
一
九
八
二
年
） 

「『
往
生
要
集
』
の
色
相
観―

と
く
に
別
相
観
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
七
、
一
九
八
四

年
） 

「『
往
生
要
集
』
の
別
相
観―
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
四
三
、

一
九
八
六
年
） 

「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
観
相
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
五
（
二
）、
一
九
八
七
年
） 

「
仏
典
に
お
け
る
白
毫
相
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
〇
（
一
）、
一
九
九
一
年
） 

「
日
本
に
お
け
る
白
毫
観
の
展
開―

実
範
を
中
心
に―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一
（
二
）、
一
九
九 

三
年
） 

「『
往
生
要
集
』
別
相
観
の
四
十
二
相
に
つ
い
て
」（『
親
鸞
教
学
論
叢 

村
上
速
水
先
生
喜
寿
記
念
』
永
田



 

２４９ 
 

文
昌
堂
、
一
九
九
七
年
） 

「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
受
容
」（『
佛
教
学
浄
土
学
研
究 

香
川
孝
雄
博
士
古
稀

記
念
論
集
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
一
年
） 

「
観
仏
系
経
典
に
み
ら
れ
る
仏
の
相
好―

『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
中
心
に―

」（『
石
上
善
應
教
授
古
稀
記
念 

論
文
集 

仏
教
文
化
の
基
調
と
展
開
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
一
年
） 

「
源
信
に
お
け
る
相
好
観
」（『
仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開 

宮
林
昭
彦
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
』
一
、
山
喜 

房
佛
書
林
、
二
〇
〇
四
年
） 

藤
田
宏
達
「
浄
土
思
想
と
異
宗
教
の
問
題
点―

ア
ミ
タ
ー
バ
と
光
明
思
想―

」（
雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
仏 

教
と
異
宗
教 

雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
五
年
） 

藤
丸
智
雄
「
曇
鸞
の
光
明
観
に
関
す
る
考
察
」（『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
五
、
一
九
九
八
年
） 

「
曇
鸞
の
光
明
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
六
（
二
）、
一
九
九
八
年
） 

「
曇
鸞
の
光
明
観
の
淵
源―

康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』
と
の
比
較―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
七 

（
二
）、
一
九
九
九
年
） 

「『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
お
け
る
観
仏
と
念
仏
」（『
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
三
、
一
九
九
九
年
） 

藤
本
淨
彦
「
法
然
の
光
明
観
・
私
考―

そ
の
生
成
論
と
摂
取
論―
」（『
仏
教 

文
学 

芸
能 

関
山
和
夫
博
士
喜
寿
記
念

論
集
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
） 
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藤
原
智
「『
西
方
指
南
抄
』
か
ら
見
る
親
鸞
の
仏
身
観―

『
観
経
』
真
身
観
を
中
心
に―

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』 

六
五
（
一
）、
二
〇
一
六
年
） 

宮
治
昭
「『
華
厳
経
』
の
美
術―

イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
中
心
に―

」（
藤
丸
要
編
（
龍
谷
大
学
仏
教
学
叢
書
⑤
） 

『
華
厳―

無
礙
な
る
世
界
を
生
き
る―

』
自
照
社
、
二
〇
一
六
年
） 

「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
大
乗
仏
教
美
術
の
様
相―

「
三
尊
タ
イ
プ
」
「
発
出
タ
イ
プ
」「
楼
閣
タ
イ
プ
」
を

中
心
に―
」（『
密
教
図
像
』
四
〇
、
二
〇
二
一
年
） 

「
美
術
か
ら
見
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
」（『
東
方
』
三
七
、
二
〇
二
二
年
） 

山
部
能
宜
「
観
仏
経
典
研
究
に
お
け
る
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
意
義
」（『
禅
の
真
理
と
実
践 

東
隆
眞
博
士
古
稀
記
念

論
集
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

 

［
欧
文
］ 

Foucher, A
lfred 

“Le 'G
rand M

iracle' du Buddha á Çrāvastī,

” Journal Asiatique, 1909. 
H

arrsion, Paul and Christian Luczanits 

“N
ew

 Light on (and from
) the M

uham
m

ad N
ari Stele,

” In 2011 nendo dai ikkai kokusai shinpojium
u 

puroshīdingus: Jōdokyō ni kansuru tokubetsu kokusai shinpojium
u 

二
〇
一
一
年
度
第
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
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ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
：
浄
土
教
に
関
す
る
特
別
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム, BARC International Sym

posium
 Series 1: 

Special International Sym
posium

 on Pure land Buddhism
, Kyoto: Ryukoku U

niversity Research Center for Buddhist 

Cultures in Asia, 2012.

（
和
訳
：
上
枝
い
づ
み
・
尾
白
悠
紀
・
吉
岡
慈
文
訳
、
宮
治
昭
・
福
山
泰
子
監
修
「
モ
ハ
マ

ッ
ド
・
ナ
リ
ー
浮
彫
に
関
す
る
新
解
釈
」）。 

H
untington, John C. 

“A G
andhāran Im

age of A
m

itayus' Sukhāvatī,

” Annali dell'Istituto O
rientale di Napoli, Vol.40, 1980. 

N
attier, Jan 

“The N
am

es of A
m

itābha/A
m

itāyus in Early Chinese Buddhist Translation(1), 

” Annual Report of the 

International Research Institute for Advanced Buddhology at Soka U
niversity,Vol.9, 2006. 

 

［
辞
典
類
］ 

稲
城
選
恵
『
浄
土
真
宗
用
語
大
辞
典
』（
教
育
新
潮
社
、
一
九
九
〇
年
） 

岡
村
周
薩
編
『
真
宗
大
辞
典
〈
改
訂
版
〉』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
二
年
） 

小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
〔
改
訂
版
〕』
二
（
大
唐
出
版
社
、
一
九
六
四
年
） 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
真
宗
辞
典
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
） 

望
月
信
亨
編
『
望
月
仏
教
大
辞
典
〈
第
十
版
〉』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
七
四
年
） 
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図
版
一
覧 

図
① 

満
瓶
（
プ
ー
ル
ナ
ガ
タ
） 

紀
元
前
二
世
紀
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
イ
ン
ド
博
物
館
（
安
藤
佳
香
『
佛
教
荘
厳
の
研
究 

グ
プ
タ
式
唐
草
の
東

伝
』
図
版
篇
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
頁
、
図
83
よ
り
転
載
） 
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図
② 

満
瓶
か
ら
生
ま
れ
る
ガ
ジ
ャ
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー 

紀
元
前
二
世
紀
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
イ
ン
ド
博
物
館
（
安
藤
佳
香
『
佛
教
荘
厳
の
研
究 

グ
プ
タ
式
唐
草
の
東

伝
』
図
版
篇
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
二
七
頁
、
図
85
よ
り
転
載
） 
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図
③ 

舎
衛
成
の
神
変
（
千
仏
化
現
） 

五
世
紀
後
半
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
イ
ン
ド
博
物
館
（
宮
治
昭
『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
一
〇
年
、
四
三
三
頁
、
図
Ⅲ‐

68
〔
宮
治
撮
影
〕
よ
り
転
載
） 
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図
④ 

発
出
タ
イ
プ 

三
～
四
世
紀
、
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
博
物
館
（
栗
田
功
編
著
『
古
代
佛
教
美
術
叢
刊 

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
Ⅰ 

仏

伝
〈
初
版
〉』（
二
玄
社
、
一
九
八
八
年
、
一
九
四
頁
、
図
392
よ
り
転
載
） 
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図
⑤ 

蓮
池
タ
イ
プ 

三
～
四
世
紀
、
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
パ
キ
ス
タ
ン
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
展 

日
本
・

パ
キ
ス
タ
ン
国
交
樹
立
50
周
年
記
念
』N

H
K/ N

H
K

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
二
年
、
三
〇
頁
、
図
14
よ

り
転
載
） 
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図
⑤‐

１ 

釈
尊
と
阿
難 

 
 
 
 
 

図
⑤
を
一
部
拡
大 
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別表A 『往生要集』別相観と『観仏経』の対照表 

 

〈凡例〉 
一、この表は、『往生要集』別相観に説かれる四十二相のうち、『観仏

経』の説示内容に依った上で、光明に言及している二十二相を記

載している。 
一、『観仏経』では相好に順番は付されていないが、便宜上『往生要

集』の通し番号に合わせて付している。 
一、漢字は原則として現行の字体を用いた。 
一、漢文は私に書き下し、送り仮名を補った。 
一、〈 〉は割注を示す。 
一、表記できない異体字については□で示した。 
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『往生要集』別相観 『観仏経』 

①頂上肉髻 

一には頂の上の肉髻は能く見

る者無し。……彼の頂の上に

大光明あり。千の色を具足せ

り。一々の色八万四千支と作

る。一々の支の中に八万四千

の化仏有す。化仏の頂の上よ

り亦た此の光を放ちたまふ。

此の光相次ぎて、乃至上方の

無量の世界までにす。上方界

に於いて化の菩薩有りて、雲

のごとくして下りて諸仏を囲

遶したてまつれり。1 

 

②頂上髪毛 

二には頂の上に八万四千の髪

毛あり。皆上に向かひて靡き

て右に旋りて生ひたり。……

若し之を申ぶる時には、修長

にして量り難し。〈釈尊の髪の

ごときは、長さ尼□楼陀精舎

より父王宮に至りて、城を遶

ること七匝せり〉無量の光普

く照らして紺琉璃の色を作

し、色の中の化仏称数すべか

らず。此の相を現じ已はりて

還りて仏の頂に住して、右に

旋りて宛転して、即ち蠡文と

成る。2 

 

③髪際五千光 

三には其の髪際に五千の光有

①如来放常光相（肉髻光） 

云何が如来放常光相を観ず。

……世尊肉髻の光を放つ。其

の光千色にして、色は八万四

千支と作る。一一の支の中に

八万四千の諸の妙化仏あり。

……化仏の頂の上より亦た此

の光を放つ。光光相次ぎて、

乃至上方の無量の世界までに

す。上方界に於いて化の菩薩

有りて、雲のごとく微塵にし

て空より下りて諸仏を囲遶

す。23 

 

②髪相 

如来今の者頭上に八万四千の

毛有り。皆両に向かひて靡き

て右に旋りて生ひたり。……

如来即ち手を以て其の髪を申

ぶるに、尼拘楼陀精舎より父

王宮に至る。紺琉璃のごとく

して、城を遶ること七匝せ

り。……琉璃色の中に於いて

諸の化仏有りて称数すべから

ず。是の相を現じ已はりて髪

を斂めて光を巻く。右に旋り

て婉転して、仏の頂に還住し

て即ち蠡文と成る。24 

 

 

③髪際 

次に髪際を観ず。……五千の
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り。間錯分明なり。皆上に向か

ひて靡きて諸の髪を囲遶せり。

頂を遶ること五匝せり。天の画

師の所作の画法のごとし。団円

正等にして細きこと一糸のごと

し。其の糸の間に於いて諸の化

仏を生ぜり。化の菩薩有りて以

て眷属為り。一切の色像亦た中

に於いて見ゆ。3 

 

 

 

④耳厚広長 

四には耳厚く広く長くして、

輪埵成就せり。……七の毛を

旋生して、五の光を流出す。

其の光に千の色あり。色ごと

に千の化仏まします。仏ごと

に千の光を放ちて、遍く十方

の無量の世界を照らしたま

ふ。〈……『観仏三昧経』に云

はく、「此の好を観ずる者、八

十劫の生死の罪を滅す。後世

に常に陀羅尼人と眷属為り」

と云々。……〉4 

 

 

 

 

⑥面輪円満 

六には面輪円満して光沢熙怡

なり。……其の色比ひ無くし

て、紺流璃の光なり。〈……此

光有り。間錯分明なり。皆上

に向かひて靡きて諸の髪を囲

遶せり。頂の上より出でて頂

を遶ること五匝せり。天の画

師の所作の画法のごとし。団

円正等にして細きこと一糸の

ごとし。其の糸の間に於いて

諸の化仏を生ぜり。化の菩薩

有りて以て眷属為り。諸の

天・八部、一切の色像亦た中

に於いて現ず。25 

 

④-1仏耳 

云何が仏耳を観ず。仏の耳普

く垂埵して七の毛を旋生し

て、輪郭に衆相あり。……八

十劫の生死の罪を除滅す。…

…後身の生処に亦た常に陀羅

尼人と以て眷属為ることを

得。26 

④-2如来耳 

云何が如来耳を観ず。耳より

五の光を出だす。其の光に千

色あり。色に千の化仏あり。

仏千光を放つ。是くのごとく

光明遍く十方の無量の世界を

照らして、化して一華と成

る。27 

 

⑥-1如来眉相 

云何が如来眉相を観ず。……

毛端紺青にして、琉璃妙光の

色比ひ無し。28 
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の相を観ずる者は億劫の生死

の罪を除却して、後身の生処

に、面に諸仏を見たてまつ

る〉5 

 

 

 

 

 

⑦眉間白毫 

七には眉間の白毫右に旋りて

宛転せり。……之を舒ぶれば

直くして長大なること白琉璃

筒のごとし放ち已はれば右に

旋りて頗梨珠のごとし。……

十方面に於いて無量の光を現

ずること万億の日のごとくし

て、具に見るべからず。但だ

光の中に於いて諸の蓮花を現

ず。上無量微塵の世界を過ぐ

るまでに、花々相次ぎて、団

円正等なり。一一の花の上に

一の化仏坐したまへり。……

一々の化仏復た無量の光を出

だしたまふ。一々の光の中に

亦た無量の化仏まします。是

の諸の世尊、行ずる者無数な

り。住する者無数なり。坐す

る者無数なり。臥する者無数

なり。或いは三十七品或いは

六波羅蜜或いは諸の不共の法

を説く。……〈……『観仏

経』云はく、「無量劫より昼夜

⑥-2 如来額広平正相・如来面上

三輪相・髪際相 

云何が如来額広平正相・如来

面上三輪相・髪際相を観ず。

……此の観を作す者は、一億

劫の生死の罪を除却して、後

身の生処に面に諸仏を見て、

諸仏の家に生ず。29 

 

⑦-1如来額広平正相（白毫相） 

・一には所謂白毛なり。相師

毛を舒べて毛の長大なるを見

る。……五尺を足満すること

琉璃筒のごとし。放ち已はれ

ば右に旋りて頗梨珠のごと

し。30 

・其の白毫光仏の眉間より出

づ。宝蓮華は団円正等にして

一由旬を満つ。是くのごとく

相次ぎて上方を過ぐる。無量

無辺不可算数の微塵世界に華

華相次ぎて、一一の華の上に

一仏坐するを見る。……衆目

を映蔽すること万億の日のご

とくして、具に見るべから

ず。……仏の白毫相、無量劫

より心を捨てて慳しまず。…

…心に所著無く身心懈らず。

疲倦の意無きこと頭燃を救ふ

がごとし。……是くのごとき

衆多を波羅蜜と名づく。亦た

三十七助菩提法に従ふ。復た

十力・四無所畏・大慈大悲・
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に精進して身心懈ること無き

こと、頭の燃を救ふがごとく

して六度・三十七品・十力・

無畏・大慈大悲、諸の妙功徳

を勤修して、此の白毫を得。

此の相を観ずる者は、九十六

億那由他恒河沙微塵数劫の生

死の罪を除却す」と〉6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧如来眼睫（牛王眼） 

八には如来眼睫は猶ほ牛王の

ごとし。……上下に各五百の

毛有り。優曇花の鬚のごとく

して柔軟にして愛楽すべし。

一々の毛端より一の光を流出

す。頗梨の色のごとくして、

頭を遶ること一匝、純らに微

妙の諸の青蓮花を生ず。一々

の華台に梵天王有りて、青色

の蓋を執れり。7 

 

 

 

 

三念処、諸の妙功徳に従ひ

て、此の白毫を得。是くのご

とき等の人、九十六億那由他

恒河沙微塵数劫の生死の罪を

除却す。31 

⑦-2観四威儀品 

金色の光明白毫より出づ。一

一の光明遍く十方を照らして

化して諸仏と成る。是の諸の

世尊、行ずる者無数なり。住

する者無数なり。坐する者無

数なり。臥する者無数なり。

是の諸の化仏は大慈悲を説

く。三十七品助菩提分法を説

く。六波羅蜜を説く。仏如来

の十力・無畏・十八不共を説

く。32 

 

⑧如来眼睫相 

云何が如来眼睫相を観ず。如

来の眼睫、上下に各五百の毛

生じて有り。柔軟にして愛す

べきこと優曇華の鬚のごと

し。其の毛端より一の光を流

出す。頗梨の色のごとくし

て、前の衆相に入る。光明の

色の中にありて、頭を遶るこ

と一匝す。……純らに微妙の

諸の青蓮華を生ず。蓮華台の

上に青色の蓋有り。梵天王有

りて、手に是の蓋を執れり。33 
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⑨仏眼青白 

九には仏眼は青白にして上下

俱に眴ぐ。白き者は白宝に過

ぎたり。青き者は青蓮花に勝

れたり。……眼より光明を出

だしたまふに、分して四支と

為る。遍く十方の無量の世界

を照らす。青き光の中には青

き色の化仏有す、白き光の中

には白き色の化仏有す。此の

青白の化仏復た諸の神通を現

じたまふ。〈……小時間に於い

ても、此の相を観ずる者は、

未来の生処に、眼常に明浄に

して、眼根に病無し。七劫生

死の罪を除却す〉8 

 

 

 

 

 

⑩鼻修高直 

十には鼻修く高く直くして、

其の孔現ぜず。……表裏清浄

にして諸の塵翳無し。二の光

明を出だして遍く十方を照ら

して、変じて種種の無量の仏

事を作す。〈此の随好を観ずる

者は千劫の罪を滅し、未来の

生処に上妙の香を聞ぎ、常に

戒香を以て身の瓔珞と為す〉9 

 

 

⑨-1如来眼睫相（仏眼） 

此の相現ずる時、仏眼青白な

り。白き者は白宝に過ぎたる

こと百億万倍なり。青き者は

青蓮華及び紺琉璃に勝れるこ

と百億万倍なり。上下俱に眴

ぐこと牛王の眼のごとし。…

…諦かに仏眼を観ぜよ、少時

間に於いて及び像の眼を観ぜ

よ。未来世の中に五生処を経

て、眼常に明浄にして、眼根

に病無し。七劫の生死の罪を

除却す。34 

⑨-2如来鼻出光明（仏眼両光） 

仏眼の両光、其の明遍く照ら

して諸仏の眼に入る。……青

き光の中に青き色の化仏有

り。白き光の中に白き色の化

仏有り。……神通人のごとく

雲の間に飛騰す。35 

 

⑩如来鼻相 

云何が観如来鼻相と観ず。…

…鼻の孔より光を流して上下

に灌注す。表裏清浄にして諸

の塵翳無し。……仏滅度後の

仏の諸の弟子、是くのごとく

観ずる者は、千劫の極重の悪

業を除滅し、未来の生処に上

妙の香を聞ぎ、心意了了にし

て香に著せず。常に戒香を以

て身の瓔珞と為す。36 
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⑪唇色赤好 

十一には唇の色赤好なること

頻婆菓のごとし。上下相称ひ

て如量厳麗なり。……団円の

光明仏の口より出でて、猶ほ

百千の赤真珠貫のごとくし

て、鼻と白毫と髪との間に入

出し、是くのごとく展転して

円光の中に入る。10 

 

 

 

⑫四十歯斉 

十二には四十の歯斉しく、浄

く密くして根深し。白き河雪

に逾えたり。常に光明有り。

其の光紅白にして、人の目を

映耀す。11 

 

 

⑭舌相広長 

十四には世尊の舌相は、薄く

浄くして広く長し。……舌の

上に五の画あり、猶ほ印文の

ごとし。笑みたまふ時には、

舌を動かすに五の色光出だし

て、仏を遶ること七匝して還

りて頂より入る。12 

 

 

⑰頸出円光 

十七には頸より円光を出だし

たまふ。咽喉の上に点相有り

⑪如来唇色赤好如頻婆果相 

云何が如来唇色赤好如頻婆果

相を観ず。上下の唇と及び齗

齶と和合して光を出だす。其

の光団円なること猶ほ百千の

赤真珠貫のごとし。仏の口よ

り出でて仏の鼻に入る。仏の

鼻より出でて白毫に入る。白

毫より出でて諸髪の間に入

る。髪の間より出でて円光の

中に入る。37 

 

⑫如来唇色赤好如頻婆果相（四

十歯） 

口の四十の歯の印上より光を

生ず。其の光紅白にして、光

光相照らす。……是くのごと

く衆色、仏在世時に人の目を

映耀す。38 

 

⑭如来広長舌相 

云何が如来広長舌相を観ず。

……舌の上に五の画ありて、

宝印文のごとし。……諸仏笑

む時に、其の舌根を動かす。

此の味力の故に、舌より五光

を出だして、五色分明なり。

仏を遶ること七匝して還りて

頂より入る。39 

 

⑰如来頸相・欠瓫骨満相・臆徳

字相・万字印相（円光） 

云何が如来頸相・欠瓫骨満



 

２６５ 
 

て分明なり。一々の点の中に

一々の光を出だす。其の一々

の光前の円光を遶りて七匝を

満足して、衆画分明なり。

一々の画の間に妙蓮花有り。

花の上に七仏有す。一々の化

仏に各七菩薩有りて以て侍者

と為り、一々の菩薩如意珠を

執れり。其の珠金光あり。

青・黄・赤白及び摩尼の色皆

悉く具足して、諸光を囲遶せ

り。上下・左右に各々一尋、

仏の頸を囲遶して了々なるこ

と画のごとし。13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱頸出二光 

十八には頸より二の光を出だ

す。其の光万色ありて、遍く

十方の一切の世界を照らす。

此の光に遇ふ者は辟支仏と成

る。此の光諸の辟支仏の頸を

照らす。此の相現ずる時に、

行者遍く十方の一切の諸の辟

支仏を見るに、鉢を虚空に擲

げて十八変を作す。一々の足

相・臆徳字相・万字印相を観

ず。是の衆字の間より円光を

出生す。……咽喉の上に点相

有り。分明なること猶ほ伊字

のごとし。一一の点の中より

二光を流出す。其の一一の光

前の円光を遶る。七匝足満し

て衆画分明なり。一一の画の

間に妙蓮華有り。其の蓮華の

上に七化仏有り。一一の化仏

に七菩薩有りて以て侍者と為

り。一一の菩薩二手に皆如意

宝珠を執る。其の珠金の光、

青・黄・赤・白及び摩尼色皆

悉く具足す。是くのごとく諸

光の画中を囲繞す。……仏の

円光了了なること画のごと

く、鏡に面を見るがごとし。

……仏の頸を囲繞すること、

上に亦た一尋、下に亦た一

尋、左に亦た一尋、右に亦た

一尋なり。40 

 

⑱如来頸相 

頸相より二光を出だす。其の

光万色有りて、遍く十方の一

切の世界を照らす。諸の衆生

有りて善根熟す者は斯の光明

に遇ひて、十二縁を悟りて辟

支仏と成る。此の光諸の辟支

仏の頸を照らす。此の相現ず

る時に、行者遍く十方の一切

の諸の辟支仏を見るに、鉢を
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の下に皆文字有りて、其の字

十二因縁を宣説す。14 

 

 

 

⑲欠瓫骨満相 

十九には欠瓫骨満の相あり。

光十方を照らすに虎魄の色を

作す。此の光に遇ふ者は声聞

の意を発す。是の諸の声聞此

の光明を見るに、分かれて十

支と為る。一支に千の色、十

千の光明あり。光ごとに化仏

有す。一々の化仏に四の比丘

有りて以て侍者と為り、一々

の比丘皆苦・空・無常・無我

を説く。15 

 

 

 

㉑腋下充実 

二十一には如来の腋の下は悉

く皆充実なり。紅紫の光を放

ちて諸の仏事を作し、衆生を

利益す。16 

 

 

 

 

 

 

 

 

虚空に擲げて十八変を作す。

諸の辟支仏の一一の足の下に

皆文字有りて、其の字十二因

縁を演説す。41 

 

⑲如来欠瓫骨満相 

云何が如来欠瓫骨満相を観

ず。相に満てる光明遍く十方

を照らして虎魄の色を作す。

若し衆生有りて此の光に遇ふ

者は、自然に声聞道の意を興

発す。是の諸の声聞此の光明

を見るに、分かれて十支と為

る。一支に千の色、十千の光

明あり。光ごとに化仏有り。

一一の化仏に四の比丘有りて

以て侍者と為り、一一の比丘

皆苦・空・無常・無我を説

く。42 

 

㉑如来胸徳字万字相 

云何が如来胸徳字万字相を観

ず。腋の下の摩尼珠は皆光明

を放つ。其の光紅紫にして、

中に金華有り。其の華開敷

し、化して無量百千万億の無

数の衆華と為る。一一の華の

上に無量の仏有り。是の諸の

化仏に各千光有り。光に一化

仏あり。其の光に五色あり。

若し衆生有りて此の光明に遇

へば、狂者は正を得、乱者は

定を得、病者は癒を得、貧窮
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㉒仏双臂肘 

二十二には仏の双臂肘、明ら

かに直く□円なること象王の

鼻のごとく、平立せるに膝を

摩づ。……手掌に千輻の理あ

り、各百千の光放ちて遍く十

方を照らすに、化して金水と

成る。金水の中に一の妙水有

り、水精の色のごとし。餓鬼

は見て熱を除く、畜生は宿命

を識る。狂象の見るは師子王

と為。師子は金翅鳥と見る。

諸竜も亦た金翅鳥王と見る。

是の諸の畜生各所尊と見て、

心に恐怖を生じて、合掌し恭

敬す。恭敬するを以ての故に

命終して天に生まる。17 

 

 

 

㉗胸有万字 

二十七には胸に万字有り。実

相の印と名づく。大光明を放

つ。……光の中に無量百千の

衆の花有りて、一々の花の上

に無量の化仏有す。是の諸の

化仏各千の光有りて、衆生を

者は自然に宝を得、盲者は視

ることを得、聾者は聴くこと

を得、啞者は能く言ひ、癃

跛・疥癩は皆除くことを得て

愈ゆ。43 

 

㉒如来臂□繊円如象王鼻相 

云何が如来臂□繊円如象王鼻

相を観ず。手の十指は鞔を合

して、掌に千輻の理あり。各

各皆百千の光明を放つ。……

是くのごとく衆光遍く十方の

無量世界を照らす。世界を照

らし已はりて化して金水と成

る。金水の中に一の妙水有

り、水精の色のごとし。餓鬼

は見れば熱を除き清涼なり。

畜生見れば自ら宿命を識る。

狂象見れば師子王と為。師子

之を見て金翅鳥と為。諸竜之

を見て金翅鳥王と為。是の諸

の畜生各所尊を見て、心に恐

怖を生じて、合掌し恭敬す。

恭敬するを以ての故に命終し

天に生まる。44 

 

㉗如来胸徳字万字相 

云何が如来胸徳字万字相を観

ず。腋の下の摩尼珠は皆光明

を放つ。其の光紅紫にして、

中に金華有り。其の華開敷し

て、化して無量百千万億の無

数の衆華と為る。一一の華の
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利益す。乃至遍く十方の仏の

頂に入る。百千の光を出だし

たまふ。一々の光六波羅蜜を

説く。一々の化仏一の化人の

端正微妙にして状弥勒のごと

きを遣はして、行者を安慰せ

しむ。〈此の相光を見る者は、

十二億劫の生死の罪を除く〉18 

 

 

 

 

 

㉘心相妙光 

二十八には如来の心相は紅蓮

花のごとし。妙なる紫金の光

を以て間錯と為り。琉璃の筒

のごとくして懸りて仏の胸に

在り。合せず開せず、団円な

ること心のごとし。万億の化

仏仏心の間に遊ぶ。又た無量

微塵の化仏仏心の中に在し

て、金剛台に坐して、無量の

光を放ちたまふ。一々の光の

中に亦た無量微塵の化仏有し

て、広長の舌を出だし、万億

の光を放ちて諸の仏事を作し

たまふ。〈仏心を念ふ者は、十

二億劫の生死の罪を除く。生

生に無量の菩薩に値ふことを

得と云々。……〉19 

 

 

上に無量の仏有り。是の諸の

化仏に各千仏有り。……遍く

十方の諸仏の頂の上に入る。

入り已はりて諸仏の胸の中に

百千の光有り。……是くのご

とく衆光六波羅蜜を演説す。

……一一の化仏一の化人の端

厳微妙にして状弥勒のごとき

を遣はして、行者を安慰せし

めて是の言を作す。……仏の

胸相の光を見る者は、十二万

億劫の生死の罪を除く。45 

 

㉘-1如来臍相（如来心） 

・云何が如来臍相を観ず。…

…如来の心は紅蓮華のごと

し。……妙なる紫金の光を以

て間錯と為り。妙琉璃の筒懸

かりて仏の胸に在り。仏身の

内に万億の化仏を見る。是の

諸の化仏、仏心の間に遊ぶ。46 

・紅華に金光ありて、開せず

合せず、団円なること心のご

とし。……一一の色の中に無

量微塵数の化仏あり。一一の

化仏金剛台に坐す。其の金剛

台、金色の光明を放つ。其の

光の中に亦た化仏有り。……

是の諸の化仏は皆広長の舌相

を出だして、上は髪際に至

る。一一の仏の舌に一億光有

り。其の光合聚して十千段と

為る。一一の光の上に百億化
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㉞如来陰蔵 

三十四には如来の陰蔵は平ら

なること満月のごとし。金色

の光有りて、猶ほ日輪のごと

く、金剛の器のごとく、中外

俱に浄し。20 

 

 

 

 

㊱双腨相繊円 

三十六には世尊の双腨漸々に

繊円なること、翳泥耶千鹿王

の腨膊のごとし。鉤け璅れる

骨の盤結せる間より諸の金光

を出だす。21 

 

㊷足下生一華 

四十二には……足下及び跟に

各一の花を生せり。諸の光を

囲遶して十匝を満足す。花々

相次ぎて一々の花の上に五の

化仏有す。一々の化仏五十五

の菩薩を以て侍者と為て、

一々の菩薩の頂に摩尼珠の光

仏有り。結加趺坐して、普現

色身三昧に入る。47 

㉘-2観四無量心品 

仏心を念ふ者は、十二億劫の

生死の罪を除く。是の観を作

す者は生生の処に……恒に無

生菩薩に値遇することを得。48 

 

㉞観馬王蔵品 

・未来の衆生云何が当に如来

陰馬蔵相を観ずべし。……咸

く聖体の平らなること満月の

ごとし。金色の光有りて猶ほ

日輪のごとし。49 

・仏に馬王蔵相有り。……金

剛器のごとく、中外俱に浄

し。50 

 

㊱如来頸相・欠瓫骨満相・臆徳

字相・万字印相（鹿王□） 

鹿王□の鉤鎖骨に蟠竜結間あ

り。是くのごとき中間より諸

の金光を出だす。51 

 

 

㊷仏頸出円光相・欠瓫骨満相・

臆徳字相・万字印相（足下輪相

及長足跟） 

足下輪相及び長足跟に各一華

を生ず。……仏の足跟より出

でて諸の光を囲遶して十匝を

満足す。華華相次ぎて一一の

華の中に五の化仏有り。一一
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を生ず。此の相現ずる時に、

仏の諸の毛孔より八万四千の

微細の少光明を生じて、身光

を厳飾して極めて可愛ならし

む。此の光一尋にして其の相

衆多なり。乃至他方の諸の大

菩薩此れを観ずる時に、此の

光随ひて大なり。22 

の化仏五十の菩薩を以て侍者

と為て、一一の菩薩、其の頂

上に摩尼珠光を生ず。此の相

現ずる時に、仏の身の毛孔の

一一の孔の中より八万四千の

微細の諸の小光明を旋生し

て、身光を厳飾して極めて可

愛ならしむ。……此の光一尋

にして其の相衆多なり。……

乃至他方の諸の大菩薩仏を観

ずる時に、此の光随ひて大な

り。52 
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2 『浄真全』一、１０９７頁。 
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4 『浄真全』一、１０９７頁。 
5 『浄真全』一、１０９７頁。 
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48 『大正蔵』一五、６７５頁上。 
49 『大正蔵』一五、６８３頁中。 
50 『大正蔵』一五、６８７頁上。 
51 『大正蔵』一五、６６０頁上。 
52 『大正蔵』一五、６６０頁上。 



 
 

 


	目次
	序論
	第一節　本研究の目的
	第二節　先行研究の問題点と本研究の方法
	第一項　伝統的光明解釈
	第二項　近年の研究動向

	第三節　本論の構成

	第一章　大乗仏教の光明思想とその淵源
	はじめに
	第一節　光明思想の淵源
	第一項　阿弥陀仏の起源
	第二項　原始経典の光明思想

	第二節　大乗仏教の光明思想
	第一項　大乗経典の光明思想
	第二項　『大智度論』の光明解釈

	第三節　仏教美術の観点から見る光明
	第一項　インドにおける「蓮華の創造性」
	第二項　ガンダーラ浮彫と「大光明の神変」

	おわりに

	第二章　浄土経典の光明思想
	はじめに
	第一節　『大阿弥陀経』の光明思想
	第一項　頂中の光明・智慧・威神・寿命
	第二項　見光の利益
	第三項　「光明名」の解釈

	第二節　『無量寿経』の光明思想
	第一項　清浄・威神・利益
	第二項　光明と説法
	第三項　触光・遇光・見光・聞光

	第三節　『観経』の光明思想
	第一項　光の変化性
	第二項　光の説法
	第三項　光中の化仏

	おわりに

	第三章　曇鸞・善導・源信・法然の光明思想
	はじめに
	第一節　曇鸞の光明思想
	第一項　光明と智慧
	第二項　「国土の名字」と破闇満願
	第三項　曇鸞における「応化身の光」

	第二節　善導の光明思想
	第一項　『観経』からの影響
	第二項　光明と本願
	第三項　善導の心光観

	第三節　源信の光明思想
	第一項　『観仏経』の光明思想
	第二項　『阿弥陀仏白毫観』所説の白毫光
	第三項　『往生要集』別相観における化仏
	第四項　『往生要集』総相観・雑略観における化仏

	第四節　法然の光明思想
	第一項　基本的な光明理解
	第二項　『逆修説法』所説の白毫光
	第三項　法然の化仏観

	おわりに

	第四章　親鸞の光明思想
	はじめに
	第一節　光明・名号・涅槃
	第一項　『無量寿経』引文に見る光明と名号
	第二項　涅槃としての真仏土

	第二節　光明と二種法身説
	第一項　智慧のかたち
	第二項　親鸞における「応化身の光」

	第三節　親鸞の心光観
	第一項　阿弥陀仏の心
	第二項　親鸞の聖衆観

	第四節　隆寛・明恵との比較
	第一項　隆寛の光明思想
	第二項　隆寛の至誠心釈
	第三項　明恵の心光観

	おわりに

	第五章　親鸞没後の光明解釈―「調熟の光明」の成立過程をめぐって―
	はじめに
	第一節　覚如・存覚・蓮如の光明解釈
	第一項　覚如の光明解釈
	第二項　存覚の光明解釈
	第三項　蓮如の光明解釈

	第二節　江戸宗学の光明解釈
	第一項　光号因縁釈
	第二項　五重義相
	第三項　身心二光の区別

	おわりに

	結論
	第一節　各章の概要
	第二節　本研究の意義と今後に向けての課題

	初出一覧
	参考文献一覧
	図版一覧
	別表A　『往生要集』別相観と『観仏経』の対照表



